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第 （
四 使 三
条 用

日 前
施 次 及 二

の び 号
表 使 に設
の 用 掲
上 時 げの

第 （
二 一 三 業

条 務 山
ス ス ） 口
ポ ポ 山 県
ー ー 口 立
ツ ツ 県 お
活 活 立 の
動 動 お だ

第 第（
二 名 く 一
条 称 り 条

及 拠
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名 ポ 位 施 ポ
ー 置 設 ー
ツ ） を ツ
交 設 活

山（
設 口
置 県 平
） 山 条 成

口 例 十
県 第 七
ス 四 年
ポ 十 七
ー 九 月

欄 間 る
に ） も

名 掲 の
げ の

称 る ほ
サ か
ッ 、
カ 個
ー 性
交 豊
流 か

使 公 で

に 及 の サ
関 び だ ッ
す 交 サ カ
る 流 ッ ー
相 の カ 交
談 機 ー 流
及 会 交 公
び の 流 園
情 提 公
報 供 園
提 に （
供 関 以

流 置 動
ま す を
ち る 通
づ 。 じ
く て
り 県
拠 民
点 の
施 交
設 流

称 の 及
名 び

ツ 号 十
交 二
流 日
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

園 活
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施 に
設 満
の ち用 使 た
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日 ち
及 づ
び く

日 使 り

に す 下
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す こ サ
る と ッ
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陽。 交
流 小公
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称 連
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び を
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置 進
は し
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次 も
の っ
と て
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条
例
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時 推
間 進
は す
、 る
そ た

使 れ め
ぞ に
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同 要
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い
う 市
。
）
は
、
次
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掲
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力
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ち
た
ま

の 業
中 務
欄 に時
及 関
び す
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県
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第
八
条

使
用
者
は
、

第（ （
弁 二 一 と 七 許
償 総 条 可
） 知 こ 称 の

事 の す 知 取
の 条 る 事 消
指 例 。 は し
示 又 ） 、 等
に は が 第 ）

第 （
二 一 六 許 三

条 可
サ 公 の 会
ッ 益 知 制 議
カ を 事 限 室
ー 害 は ）
交 す 、
流 る 前

第 ２（
二 一 更 五 使

し 条 用 知
多 サ よ の 事
目 ッ う サ 許 は
的 カ と ッ 可 、
ス ー す カ ） 特
ポ 場 る ー に
ー と 交 必

会 多 サ
議 目 ッ
室 的 カ

ス ー
ポ 場
ー
ツ
広サ

ッ
カ
ー
交
流
公
園
の
施
設
又

従 こ 次 五
わ の の 条
な 条 各 の
い 例 号 許
と に の 可
き 基 い を
。 づ ず 受

く れ け
規 か た
則 に 者
に 該 又
違 当 は

公 お 条
園 そ の
の れ 許
管 が 可
理 あ を
上 る 受
支 と け
障 認 よ
が め う
あ ら と
る れ す
と る る

ツ き 流 要
広 も 公 が
場 、 園 あ

同 の る
様 施 と
と 設 認
す の め
る う る
。 ち と

次 き
に は
掲 、

場

一
月
四

は
器
材
器
具
を
損
傷
し
、
又

反 す サ
し る ッ
た と カ
と き ー
き は 交
。 、 流

そ 公
の 園
許 の
可 施
を 設

認 と 者
め き が
ら 。 次
れ の
る 各
と 号
き の
。 い

ず
れ
か

げ 前
る 項
も の
の 使
を 用
使 日
用 又
し は
よ 使
う 用
と 時

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

は
亡
失
し
た
と
き
は
、
知
事

取 の
り う
消 ち
し 同
、 条
又 各
は 号
そ に
の 掲
使 げ
用 る

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

す 間
る を
者 変
は 更
、 す
知 る
事 こ
の と
許 が
可 で
を き

で
の
日

午 午
前 前
八 六
時 時
三 三
十 十
分 分

の
指
示
に
従
い
、
そ
の
負
担

を も
拒 の
む 以
こ 外
と の
が も
で の
き を
る 使
。 用

す

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

受 る
け 。
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か か
ら ら
午 午
後 後
十 十
時 時
ま ま
で で

に
お
い
て
こ
れ

三 を
補
て
ん

る
者
（
以
下
「
使
用
者
」

許
可
を
受
け
た
事
項
を
変
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三

応
募
者
が
、
事

４ ３
二 一 る

る 知 事 第
も 事 事 事 業 一
の 業 業 は 計 項
で 計 計 、 画 の
あ 画 画 前 書 規
る 書 書 項 定（
こ の の の 以 に

２ 第 ３（
十 指 「

前 条 定 知 指
項 管 事 定
の 知 理 」 管
規 事 者 と 理
定 は の あ 者
に 、 指 る が
よ 前 定 の サ

２
五 四 三 二 一

指
定 施 第 第 第 第
管 設 七 五 四 三
理 及 条 条 条 条
者 び の の 第 各
は 設 規 許 二 号
、 備 定 可 項 に

第 （
者 指 金 し九
」 定 額 、条
と 管 の 若
い 理 全 しサ
う 者 部 くッ
。 に 又 はカ
） よ は 修ー
に る 一 理交

業
計
画
書
に
沿
っ
た
管
理
を
安

と 内 内 規 下 よ
。 容 容 定 る「

が が に 事 公
、 、 よ 業 募
サ サ る 計 に
ッ ッ 応 画 応
カ カ 募 書 じ
ー ー が 」 よ
交 交 あ と う
流 流 っ い と
公 公 た う す
園 園 と 。 る

る 条 ） は ッ
公 第 、 カ
募 一 ー「
は 項 指 交
、 の 定 流
規 規 管 公
則 定 理 園
で に 者 の
定 よ 」 管
め る と 理
る 指 す に
と 定 る 関

前 の に を の 掲
項 維 よ す 規 げ
第 持 り る 定 る
二 管 、 こ に 業
号 理 施 と よ 務
の に 設 。 り に
規 関 の 、 関
定 す 使 同 す
に る 用 条 る
よ こ の 第 こ
り と 許 一 と
第 。 可 項 。

行 管 部 し流
わ 理 を 、公
せ ） 免 又園
る 除 はの
も す 金管
の る 銭理
と こ をに
す と も関
る が っす
。 で てる

き そ事
る の

定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な

の を き ） も
効 使 は に の
用 用 、 規 （
を し 次 則 以
十 よ に で 下
分 う 掲 定 「
に と げ め 応
発 す る る 募
揮 る 基 書 者
す 者 準 類 」
る の に を と

こ を 。 す
ろ 受 る
に け 事
よ よ 務
り う を
、 と 行
応 す う
募 る 場
の 法 合
時 人 に
期 そ お

四 を の
条 取 使
第 り 用
一 消 日
項 し 又
の 、 は
使 又 使
用 は 用
日 そ 時
又 の 間
は 使 を

務
。 損の

害う
をち
弁、
償次
しに な掲 けげ れる ば事 な

人
的
体
制
及
び
経
済
的
基
礎

と 平 よ 添 い
と 等 っ え う
も な て て 。
に 使 、 、 ）
、 用 そ 知 は
サ を の 事 、
ッ 確 応 に 規
カ 保 募 提 則
ー す を 出 で
交 る 審 し 定
流 こ 査 な め

及 の け
び 他 る
方 の 第
法 団 六
等 体 条
に を 及
つ 公 び
い 募 第
て す 七
公 る 条
告 も 第

使 用 変
用 を 更
時 拒 す
間 む る
を こ こ
変 と と
更 。 。
す
る
場
合

務 らは な、 い法 。人 たそ だの し他 、
の 知
団 事
体 が

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

公 と し け る
園 が な れ と
の で け ば こ
管 き れ な ろ
理 る ば ら に
に も な な よ
係 の ら い り
る で な 。 、
経 あ い サ
費 る 。 ッ
の こ カ

し の 二
て と 号
行 す の
う る 規
も 。 定
の の
と 適
す 用
る に
。 つ

い

に
は
、
知
事
の
承
認
を
得
な

で や
あ む
っ を
て 得
知 な
事 い
が 理
指 由
定 が
す あ
る る

。 縮 と ー
減 。 交
を 流
図 公
る 園
こ の
と 管
が 理
で に
き 係

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も と
の 認

め（
以 る
下 と

き「
指 は
定 、
管 弁
理 償

四
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算 条
し 例
た 第
額 一
の 号
使 ）
用 の
料 規

第
て か 流 は 十
収 わ 公 期 三
受 ら 園 間 条
さ ず の を
せ 、 管 定 知
る サ 理 め 事
こ ッ の て は
と カ 業 サ 、

３ ２ 第（ （
知 者 十 利
事 指 が 利 二 用
に 定 定 用 条 料
よ 管 め 料 金
る 理 る 金 第 ）
管 者 額 は 五
理 は と 、 条
の 、 別 別 各

第 ８（
管 二 十 指
理 条 一 定 知
者 第 条 管 事
が 一 理 は
講 項 知 者 、
ず に 事 が 前
べ 規 は 講 条
き 定 、 ず 第

７ ６ ５
定 第
に 知 一 知 知
よ 事 項 事 事
る は の は は
指 、 規 、 、
定 前 定 第 前
を 各 に 四 項
す 項 よ 項 に

を 定
徴 の
収 例
す に
る よ
。 り

、
第
五
条
各
号

が ー 務 ッ 地
適 交 の カ 方
当 流 全 ー 自
で 公 部 交 治
な 園 若 流 法
い の し 公 （
と 管 く 園 昭
認 理 は の 和
め の 一 管 二
ら 業 部 理 十
れ 務 を の 二
る の 実 業 年

業 公 表 表 号
務 益 第 第 に
の 上 二 一 掲
実 特 に に げ
施 に 掲 掲 る
） 必 げ げ 施

要 る る 設
が 金 基 の
あ 額 準 使
る を 額 用
と 合 に に
認 算 十 係

措 す 第 べ 一
置 る 九 き 項
を 個 条 措 の
明 人 第 置 規
ら 情 一 ） 定
か 報 項 に
に の よ（
し 第 規 る
て 九 定 指
し 条 に 定
な 第 よ を
け 一 る し

る の る に 規
こ 規 指 規 定
と 定 定 定 す
が に を す る
で よ す る 審
き る る 審 査
る こ も 査 を
。 と の の 行

が と 結 っ
困 す 果 た
難 る 、 と
又 。 応 き

に
掲
げ
る
施
設
の
使
用
に
つ

と 全 施 務 法
き 部 す の 律
は 又 る 全 第
、 は こ 部 六
県 一 と 若 十
は 部 が し 七
、 を 困 く 号
前 自 難 は ）
条 ら と 一 第
第 行 な 部 二
一 う っ の 百

め し 分 る
る た の 料
と 額 八 金
き と を （
そ す 乗 以
の る じ 下
他 。 て 「
特 得 利
別 た 用
の 額 料
理 か 金

れ 項 指 た
ば 各 定 と
な 号 を き
ら に す は
な 掲 る 、
い げ と 規
。 る き 則

事 は で
務 、 定
に 個 め
係 人 る

は 募 は
不 者 、
適 の 遅
当 う 滞
な ち な
場 サ く
合 ッ 、
そ カ 理
の ー 由
他 交 を
特 流 付

き
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
基

項 も た 停 四
の の 場 止 十
規 と 合 を 四
定 す に 命 条
に る お じ の
か 。 い た 二
か こ て 場 第
わ の 、 合 十
ら 場 必 又 一
ず 合 要 は 項
、 に が 指 の

由 ら 」
が 当 と
あ 該 い
る 基 う
と 準 。
認 額 ）
め に は
る 十 、
と 分 指
き の 定
は 十 管

る 情 と
も 報 こ
の ろ（
に 山 に
限 口 よ
る 県 り
。 個 、
） 人 そ
を 情 の
い 報 旨
う 保 を

別 公 し
な 園 て
事 の そ
情 管 の
が 理 結
あ を 果
る 最 を
場 も 公
合 適 表
に 切 す
は に る

準
額
に
相
当
す
る
額
と
別
表

山 お あ 定 規
口 い る 管 定
県 て と 理 に
使 、 認 者 よ
用 利 め が り
料 用 る 天 指
手 料 と 災 定
数 金 き そ 管
料 を は の 理
条 指 、 他 者
例 定 第 の の

、 二 理
利 を 者
用 乗 に
料 じ そ
金 て の
を 得 収
減 た 入
免 額 と
す ま し
る で て
こ の 収

。 護 公
） 条 示
の 例 す
適 る（
正 平 も
な 成 の
取 十 と
扱 三 す
い 年 る
を 山 。
確 口

、 行 も
こ う の
れ こ と
ら と す
の が る
規 で 。
定 き
に る
よ と
ら 認
な め

第
二
に
掲
げ
る

五 金
額
を
合

管 九 事 指（
昭 理 条 由 定
和 者 第 に を
三 に 一 よ 取
十 そ 項 り り
一 の の サ 消
年 収 規 ッ し
山 入 定 カ 若
口 と に ー し
県 し か 交 く

と 範 受
が 囲 さ
で 内 せ
き の る
る 額 。
。 で

指
定
管
理

保 県
す 条
る 例
た 第
め 四
に 十
当 三
該 号
指 ）
定 第

い る
で も
、 の
前 に
条 つ
第 い
一 て
項 、
の 前
規 条



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

名点
称施
設
の

称

別 ２ （
表 に 準づ交ス 第 よ 第 備く流ポ 一 り 九 行りまー 行 条 為拠ちツ （
第 う 第 ）
十 こ 一施 二 と 項設 条 が のの

１ 第（ （
施 十 そ

こ 行 四 の
の 期 附 条 他
条 日 ）
例 ） 則 こ
は の
、 条
公 例

専
用
使
用

も徴
の収
し
な

す他入
るこ場
料れ料
金にそ

、 で 規名 第 き 定
十 る に
三 。 よ

区 条 る
関 指
係 定
） 及

び
こ

分 れ
に

布 に
の 定
日 め
か る
ら も
起 の
算 の
し ほ
て か
一 、
年 サ
三 ッい

午
前
六
時 午
三 前

午 十 八
前 分 時 午
八 か 三 後
時 ら 十 七

を類の

午
前
六
時
三

午 十
午 午 前 分
後 後 八 か
五 一 時 ら

関
し
必
要
な

単 手
続
そ
の
他
の

月 カ
を ー
超 交
え 流
な 公
い 園
範 の
囲 管
内 理
に に
お つ三 午 延 分 時

十 前 長 か か
分 八 料 ら ら
か 時 一 午 午
ら 三 時 後 後
正 十 間 五 十
午 分 に 時 時
ま ま つ ま ま
で で き で で

時 時 三 午
か か 十 前
ら ら 分 八
午 午 か 時
後 後 ら 三
七 五 正 十
時 時 午 分
ま ま ま ま
で で で で

行
為
は
、

位 こ
の
条
例
の
施
行

い い
て て
規 必
則 要
で な
定 事
め 項
る は
日 、
か 知
ら 事

三
万
五 二
千 万 千
八 五 九 九 四
百 千 百 千 千
四 六 二 六 八
十 百 十 百 百
円 円 円 円 円

四
五 千

三 千 四 三
千 百 百 千
二 二 八 二
百 十 十 百
円 円 円 円

基 前
に
お
い準 て
も
、

額 第
十
条
及

施 が
行 定
す め
る る
。 。

び
第
十
一
条
の
規
定
の
例

六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

場サ
ッ
カ

専
用
使
用

も徴す他入
の収るこ場
し料れ料
な金にそ

器

具

の

使

個

人

使

ー

の徴す他入
収るこ場
す料れ料
る金にそ

午
前
六
時
三
十
分
か
ら

いを類の

午
前
八
時 午 午 午
三 後 後 後
十 七 五 一

用

午 そ
前 の
六 他
時 の
三 者

午 十
前 分
八 か 一
時 ら 点

用

び並学高 の学小
大び校等 前校学
学にの学 期及校
の高後校 課びの
学等期及 程中児
生専課び の等童
門程中 生教並
学の等 徒育び
校生教 学に

もを類の

午
前
八
時 午 午 午
三 後 後 後
十 七 五 一

午
前
八
時
三
十
分
ま
で

延 分 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら
一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 五 十 七 五
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

三 午 又
十 前 は
分 八 一 一
か 時 組 人
ら 三 一 八
正 十 回 時
午 分 に 間
ま ま つ 以
で で き 内

定八

及徒育 校中 延
長

一 一 料
人 人 一
八 八 時
時 時 間
間 間 に
以 以 つ
内 内 き

分 時 時 時
か か か か
ら ら ら ら
午 午 午 午
後 後 後 後
五 十 七 五
時 時 時 時
ま ま ま ま
で で で で

三
万
四
千
円

一
万

二 二 六 四
千 千 千 千
五 七 三 二 六
百 百 百 百 千
五 五 七 五 八
十 十 十 十 百
円 円 円 円 円

め百
る円
額の

五 四 範
千 千 囲
九 二 内 二
百 百 で 百
五 五 知 八
十 十 事 十
円 円 が 円

一
万
五
千
三

百 百
八 九 六
十 十 十
円 円 円

七 三 二 四
万 万 万 万
六 八 五 九
千 千 千 百
八 四 六 六
百 百 百 十
円 円 円 円

七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

備 会
議

交サお山
流ッ 口の公カ 県
園ーだ立

場ポ多
ー目
ツ的専 考

る 用 用
児 と 時 使「
童 き 間 延 用
、 は を 長 の
生 、 超 料 場
徒 そ え 」 合
若 の て と の
し 端 使 は 利
く 数 用 、 用
は の し 許 料
学 時 た 可 金

室

専 器

具
用

の
使

使

個

人

使

広ス

の徴す他入
収るこ場
す料れ料
る金にそ

生 間 時 使 の
は 間 用 基（

学 、 に 時 準
校 一 一 間 額
教 時 時 を の
育 間 間 超 計
法 と 未 え 算

し 満 て に（
昭 て の 使 つ
和 計 端 用 い
二 算 数 し て

用 用

そ び
の 大
他 学
の の
者 学

生

一
点

用

並学高 の学小
び校等 前校学
にの学 期及校
高後校 課びの
等期及 程中児
専課び の等童
門程中 生教並
学の等 徒育び
校生教 学に

もを類の

午
前
八 午
時 午 午 午 前
三 後 後 後 八
十 七 五 一 時

十 す が た は
二 る あ 部 、
年 。 る 分 次
法 と に に
律 き 対 定
第 、 す め
二 又 る る
十 は 利 と
六 そ 用 こ
号 の 料 ろ
） 時 金 に

又
は
一 一

一 組 人
時 一 八
間 回 時
に に 間
つ つ 以
き き 内

定八

及徒育 校中 延
長

一 一 料
人 人 一
八 八 時
時 時 間
間 間 に
以 以 つ
内 内 き

分 時 時 時 三
か か か か 十
ら ら ら ら 分
午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
五 十 七 五 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま
で で で で で

に 間 を よ
規 が い る
定 一 い 。
す 時 、
る 間 当
学 未 該
校 満 許
の で 可
児 あ 使

め百
る円
額の
範
囲
内

百 で 百
二 知 八
十 事 十
円 が 円

二
百 万
二 六 四
十 十 百
円 円 円

五 四
万 万

十 三 四 七
万 五 万 千 千
二 万 四 四 六
千 千 千 百 百
円 円 円 円 円

八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

額 限 と 当
と る 電 す 準 該
す 。 気 る 備 使
る ） 、 。 又 用
。 の ガ は す

利 ス 撤 る
用 又 去 部
料 は の 分
金 水 た の
の 道 め 面
基 を に 積

額 用 の
サ を す 入 基
ッ 前 る 場 準
カ 記 場 料 額
ー の 合 そ に
場 利 の の 加
、 用 利 他 算
多 料 用 こ し
目 金 料 れ た
的 の 金 に 額
ス 基 の 類 と

す 額 号 五
る 入 の ） 休 十
場 場 百 に に日
合 料 分 規 相等
の そ の 定 当（
利 の 二 す す日
用 他 十 る る曜
料 こ に 休 額日
金 れ 相 日 を及
の に 当 を 当び
基 類 す い 該

る チ 童
県 。 ュ 、
の ア 生
住 ス 徒
民 ポ 及
以 ー び
外 ツ 学
の に 生
者 使 を
が 用 い
使

準 使 使 に
額 用 用 応
は す す じ
、 る る 、
そ 場 場 知
の 合 合 事
実 の が（
費 水 利 定
に 道 用 め
相 を 料 る
当 使 金 額

ポ 準 基 す す
ー 額 準 る る
ツ に 額 料 。
広 加 は 金
場 算 、 を
又 し 入 徴
は た 場 収
会 額 料 し
議 と そ 、
室 す の か
の る 他 つ

土
準 す る う 利曜
額 る 額 。 用日
は 料 を ） 料並
、 金 当 に 金び
前 を 該 使 のに
記 徴 利 用 基国
の 収 用 す 準民利 し 料 る 額の用 な 金 場 に祝料 い の 合 加日金 で 基 の 算

す う
用 る 。
す ）場
る が合
場 使の
合 用利
の す用
利 る料用 場金料 合の金 又基の

す 用 の と
る す 基 す
額 る 準 る
を 場 額 。
前 合 は
記 に 、
の あ 前
利 っ 記
用 て の
料 は 利
金 、 用

一 。 こ 、
部 れ 営
を に 利
使 類 又
用 す は
す る 宣
る 料 伝
場 金 を
合 の 目
の 最 的
利 高 と

にの 営 準 利 し関基 利 額 用 たす準 又 に 料 額る額 は 加 金 と
法に 宣 算 の す
律三 伝 し 基 る

を を た 準 。（
昭乗 目 額 額
和じ 的 と は
二て と す 、
十得 す る 前

は準基 体額準 育は額 、 のは 前 振、
記 興前
の を記
利 目の
用 的利
料 と用
金 す料

の 知 料
基 事 金
準 が の
額 定 基
に め 準
加 る 額
算 場 の
し 合 半
た に 額

用 額 す
料 に る
金 百 催
の を 物
基 乗 の
準 じ た
額 て め
は 得 に
、 た 使

三た る 。 記
年額 催 の
法を 物 利
律当 の 用
第該 た 料
百利 め 金
七用 に の
十料 使 基

金 用 準 八

の る金
基 公の
準 共基
額 的準
の 団額
半 体の
額 が百
と ア分

の す マ

九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

一

花
き
と
の
触
れ

第 （
三 業
条 務 や

） ま
や ぐ
ま ち 名
ぐ フ
ち ラ
フ ワ

第 第 山（ （
二 名 一 設 口
条 称 条 置 県

及 ） 山 条
フ び 花 口 例
ラ 位 き 県 第
ワ 置 に フ 五
ー ） 親 ラ 十
ラ し ワ 号

山
平 口
成 県
十 フ
七 ラ
年 ワ
七 ー
月 ラ

別
表園サ山 設ちス 第ッ口 のづポ 二カ県 名くー

ー立 称りツ （
第交お 拠交 十流の 点流 二公だ 施ま 条

合
い
の
機
会
の
提
供
に
関
す
る

ラ ー
ワ ラ
ー ン
ラ ド
ン
ド
（
以
下
「
フ 称
ラ

ン む ー
ド こ ラ
の と ン
名 を ド
称 通 条
及 じ 例
び て
位 、
置 花
は き
、 に
次 つ

十 ン 照二 ド
日 条

例
を 明
こ
こ
に

設公
布
す
る

、冷 第
十

設 三暖
条備 関

房 の 係
）名

設 称

こ
と
。

ワ
ー
ラ
ン
ド 柳
」
と 位
い
う 井。
）

の い
と て
お の
り 県
と 民
す の
る 理
。 解

を
進
め

備。 備

単

は 置
、
次 市
に
掲
げ
る
業
務
を
行

、
も
っ
て
花
き
園
芸
の
振
興

一
時
間
に
つ
き

者

一
時 位間
に
つ
き

実 者実
う
。

を
図
る
た
め
、
フ
ラ
ワ
ー
ラ

が山 定
口 め

る県 額
知
事

二

費 が費 金を 定を
勘 め勘
案 る案
し 額し
て て
指 指
定 定 額管 管
理 理

ン
ド
を
設
置
す
る
。

井

関

成

一
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
一 七

条
公
益 知
を 事
害 は
す 、
る 前

（
許 五 四 三 二
可
の 控 イ 調 園
制 室 ベ 理 芸
限 ン 実 実
） ト 習 習

ホ 室 室
ー

第 ２（
一 し 六 使 時

よ 条 用 知 ま
研 う の 事 で
修 と フ 許 は と
室 す ラ 可 、 す

る ワ ） 特 る
と ー に 。
き ラ 必

第 ２（
五 開 二
条 園 知 に

時 事 十 当
フ 間 は 二 た
ラ 等 、 月 る
ワ ） 特 二 と
ー に 十 き
ラ 必 七 は

第 （
一 四 開 三 二

条 園
木 日 前 花
曜 フ ） 二 き
日 ラ 号 に

ワ に 関（
木 ー 掲 す
曜 ラ げ る

お 条
そ の
れ 許
が 可
あ を
る 受
と け
認 よ
め う
ら と
れ す
る る

ル も ン 要
、 ド が
同 の あ
様 施 る
と 設 と
す の 認
る う め
。 ち る

次 と
に き
掲 は
げ 、

ン 要 日 、
ド が か そ
の あ ら の
開 る 翌 日
園 と 年 後
時 認 の に
間 め 一 お
は る 月 い
、 と 一 て
午 き 日 最
前 は ま も
九 、 で 近

日 ン る 情
が ド も 報
国 は の 及
民 、 の び
の 次 ほ 資
祝 に か 料
日 掲 、 の
に げ 花 収
関 る き 集
す 日 園 及
る を 芸 び
法 除 の 提

と 者
き が
。 次

の
各
号
の
い
ず
れ
か

る 前
も 項
の の
を 開
使 園
用 時
し 間
よ 又
う は
と 使
す 用

時 前 の い
か 項 日 休
ら 各 日
午 号 以
後 に 外
五 掲 の
時 げ 日
ま る ）
で 日
と に
す 開

律 き 振 供
、 興 に（

昭 毎 を 関
和 日 図 す
二 開 る る
十 園 た こ
三 す め と
年 る に 。
法 。 必
律 要
第 な

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

る 時
者 間
は を
、 延
知 長
事 し
の 、
許 又
可 は
を 短
受 縮

る 園
。 し
た 、
だ 又
し は
、 臨
次 時
条 に
各 閉
号 園
に す

百 業
七 務
十 に
八 関
号 す
） る
に こ
規 と
定 。
す
る

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

け す
な る
け こ
れ と
ば が
な で
ら き
な る
い 。
。
許

掲 る
げ こ
る と
施 が
設 で
の き
使 る
用 。
時
間
は

休
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

一
一

可
を
受
け
た
事
項
を
変
更

、
午
前
九
時
か
ら
午
後
十

て
「
休
日
」
と
い
う
。
）
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ら
な
い
。

２
六 五 四 三 二

指
定 施 第 第 第 第
管 設 九 六 五 四
理 及 条 条 条 条
者 び の の 第 第
は 設 規 許 二 二
、 備 定 可 項 項

第 （
一 者 指 金十

」 定 額一
第 と 管 の条
三 い 理 全
条 う 者 部フ
各 。 に 又ラ
号 ） よ はワ
に に る 一ー

第 （
し 弁 二 一 総十
、 償 称条
若 ） 知 こ す
し 事 の る使
く の 条 。用
は 指 例 ）者
修 示 又 がは
理 に は 次、

第 第（ （
九 許 八 使 二
条 可 条 用

の の フ
知 取 フ 手 ラ
事 消 ラ 続 ワ
は し ワ ） ー
、 等 ー ラ
第 ） ラ ン

前 の に を の の
項 維 よ す 規 規
第 持 り る 定 定
二 管 、 こ に に
号 理 施 と よ よ
の に 設 。 り り
規 関 の 、 、
定 す 使 同 同
に る 用 条 条
よ こ の 第 第
り と 許 一 一
第 。 可 項 項

掲 行 管 部ラ
げ わ 理 をン
る せ ） 免ド
業 る 除の
務 も す管
に の る理
関 と こに
す す と関
る る がす
こ 。 でる
と き事
。 る

し 従 こ のフ
、 わ の 各ラ
又 な 条 号ワ
は い 例 のー
金 と に いラ
銭 き 基 ずン
を 。 づ れド
も く かの
っ 規 に施
て 則 該設
そ に 当又
の 違 す

六 ン ド
条 ド の
の の 管
許 施 理
可 設 上
を を 支
受 使 障
け 用 が
た し あ
者 よ る
又 う と
は と 認

四 を の 各
条 取 開 号
第 り 園 に
一 消 時 掲
項 し 間 げ
各 、 又 る
号 又 は 日
に は 使 に
掲 そ 用 開
げ の 時 園
る 使 間 し

務
。の

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事

は
損 反 る器
害 し と材
を た き器
弁 と は具
償 き 、を
し 。 そ損な の傷け 許しれ 可、ば を又な 取

フ す め
ラ る ら
ワ 者 れ
ー は る
ラ 、 と
ン 知 き
ド 事 。
の の
施 定
設 め
の る

日 用 を 、
に を 延 又
開 拒 長 は
園 む し 臨
し こ 、 時
、 と 又 に
又 。 は 閉
は 短 園
臨 縮 す
時 す る
に る こ

務
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体

はら り亡な 消失い しし。 、たた 又とだ はきし そは、 の、知 使
知事 用
事が を

う 手
ち 続
同 に
条 よ
各 ら
号 な
に け
掲 れ
げ ば
る な
も ら

閉 こ と
園 と 。
す 。
る
場
合
に
は
、
知
事

で
あ
っ
て
知
事
が
指
定
す
る

のや 拒
指む む
示を こ
に得 と
従な が
いい で
、理 き
そ由 る
のが 。
負あ
担る

の な
以 い
外 。
の
も
の
を
使
用
す
る

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

も
の
（
以
下
「
指
定
管
理

にと
お認
いめ
てる
こと
れき
をは
補、
て弁

償 ん

者
（
以
下
「
使
用
者
」
と

一
二
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第
第 十
二 三
条 条
第
一 知
項 事
に は
規 、

８ ７（
指 定 一
定 知 に 知 項
管 事 よ 事 の
理 は る は 規
者 、 指 、 定
が 前 定 前 に
講 条 を 各 よ
ず 第 す 項 る

６ ５
三 二 一

知 知 の
事 事 応 で 事 事
は は 募 あ 業 業
、 、 者 る 計 計
第 前 が こ 画 画
四 項 、 と 書 書
項 に 事 。 の の

４ ３ ２ 第
事 十

知 業 第 前 二
事 計 一 項 条
は 画 項 の
、 書 の 規 知
前 規 定 事（
項 以 定 に は
の 下 に よ 、

４ ３（
指 規 ば
定 定 指 な 指
管 中 定 ら 定
理 管 な 管「
者 知 理 い 理
の 事 者 。 者
指 」 が は
定 と フ 、

定 第
す 十
る 一
個 条
人 第
情 一
報 項

の（
第 規
十 定
一 に
条 よ

べ 一 る の 指
き 項 こ 規 定
措 の と 定 を
置 規 が に す
） 定 で よ る

に き る も
よ る こ の
る 。 と と
指 が す
定 困 る
を 難 。
し 又

に 規 業 内 内
規 定 計 容 容
定 す 画 が が
す る 書 、 、
る 審 に フ フ
審 査 沿 ラ ラ
査 を っ ワ ワ
の 行 た ー ー
結 っ 管 ラ ラ
果 た 理 ン ン
、 と を ド ド
応 き 安 の を

規 よ る 前「
定 事 る 公 条
に 業 公 募 第
よ 計 募 は 一
る 画 に 、 項
応 書 応 規 の
募 」 じ 則 規
が と よ で 定
あ い う 定 に
っ う と め よ
た 。 す る る
と ） る と 指

） あ ラ 第
る ワ 一
の ー 項
は ラ 第
、 ン 三

ド 号「
指 の の
定 管 規
管 理 定
理 に に
者 関 よ
」 す り

第 る
一 指
項 定
各 を
号 す
に る
掲 と
げ き
る は
事 、
務 個

た は
と 不
き 適
は 当
、 な
規 場
則 合
で そ
定 の
め 他
る 特

募 は 定 効 使
者 、 し 用 用
の 遅 て を し
う 滞 行 十 よ
ち な う 分 う
フ く た に と
ラ 、 め 発 す
ワ 理 に 揮 る
ー 由 必 す 者
ラ を 要 る の
ン 付 な と 平

き に も こ 定
は 規 の ろ を
、 則 に 受（
次 で 以 よ け
に 定 下 り よ
掲 め 、 う「
げ る 応 応 と
る 書 募 募 す
基 類 者 の る
準 を 」 時 法
に 添 と 期 人

と る 第
す 事 五
る 務 条
。 を 第

行 一
う 項
場 の
合 開
に 園
お 時
け 間

に 人
係 情
る 報
も （
の 山
に 口
限 県
る 個
。 人
） 情
を 報

と 別
こ な
ろ 事
に 情
よ が
り あ
、 る
そ 場
の 合
旨 に
を は

ド し 人 と 等
の て 的 も な
管 そ 体 に 使
理 の 制 、 用
を 結 及 フ を
最 果 び ラ 確
も を 経 ワ 保
適 公 済 ー す
切 表 的 ラ る
に す 基 ン こ
行 る 礎 ド と

よ え い 及 そ
っ て う び の
て 、 。 方 他
、 知 ） 法 の
そ 事 は 等 団
の に 、 に 体
応 提 規 つ を
募 出 則 い 公
を し で て 募
審 な 定 公 す
査 け め 告 る

る 又
第 は
七 使
条 用
、 時
第 間
八 を
条 延
及 長
び し
第 、

い 保
う 護
。 条
） 例
の （
適 平
正 成
な 十
取 三
扱 年
い 山

公 、
示 こ
す れ
る ら
も の
の 規
と 定
す に
る よ
。 ら

な

う も を の が
こ の 有 管 で
と と す 理 き
が す る に る
で る も 係 も
き 。 の る の
る で 経 で
と あ 費 あ
認 る の る
め こ 縮 こ
る と 減 と

し れ る し も
な ば と て の
け な こ 行 と
れ ら ろ う す
ば な に も る
な い よ の 。
ら 。 り と
な 、 す
い フ る
。 ラ 。

ワ

九 又
条 は
第 短
二 縮
号 す
の る
規 場
定 合
の に
適 は
用 、

を 口
確 県
保 条
す 例
る 第

一 た 四
三 め 十

に 三
当 号
該 ）

い
で
、
前
条
第
一
項
の
規

も 。 を 。
の 図
に る
つ こ
い と
て が
、 で
前 き
条 る
第 も

ー
ラ
ン
ド
の
管
理
に
係
る

に 知
つ 事
い の
て 承
は 認
、 を
こ 得
れ な
ら け
の れ
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別
表
第
一
（
第
十
四
条

２ １（ （
の 準 施
例 第 備 こ 行
に 十 行 の 期 附
よ 一 為 条 日
り 条 ） 例 ） 則
行 第 は
う 一 、
こ 項 公

第 （
十 そ を 第 受
六 の 徴 一 さ
条 他 収 号 せ

） す ） る
こ る の こ
の 。 規 と
条 定 が
例 の 適

第 ３（
わ ド は 十 知
ら の 期 五 事 指
ず 管 間 条 に 定
、 理 を よ 管
フ の 定 知 る 理
ラ 業 め 事 管 者
ワ 務 て は 理 は
ー の フ 、 の 、

２ 第 （
額 十 利 指
で 利 四 用 定
指 用 条 料 管
定 料 金 理
管 金 別 ） 者
理 は 表 が
者 、 第 講
が 別 一 ず

、
第
十
五
条
関
係
）

と の 布
が 規 の
で 定 日
き に か
る よ ら
。 る 起

指 算
定 し
及 て
び 一
こ 年
れ を

に 例 当
定 に で
め よ な
る り い
も 、 と
の 別 認
の 表 め
ほ 第 ら
か 一 れ
、 及 る
フ び と
ラ 別 き

ラ 全 ラ 地 業 公
ン 部 ワ 方 務 益
ド 若 ー 自 の 上
の し ラ 治 実 特
管 く ン 法 施 に
理 は ド ） 必（
の 一 の 昭 要
業 部 管 和 が
務 を 理 二 あ
の 実 の 十 る
全 施 業 二 と
部 す 務 年 認

定 表 及 べ
め 第 び き
る 一 別 措
額 又 表 置
と は 第 を
す 別 二 明
る 表 に ら
。 第 掲 か

二 げ に
に る し
掲 施 て
げ 設 し

に 超
関 え
し な
必 い
要 範
な 囲
手 内
続 に
そ お
の い
他 て

ワ 表 は
ー 第 、
ラ 二 県
ン に は
ド 掲 、
の げ 前
管 る 条
理 施 第
に 設 一
つ の 項
い 使 の

又 る の 法 め
は こ 全 律 る
一 と 部 第 と
部 が 若 六 き
を 困 し 十 そ
自 難 く 七 の
ら と は 号 他
行 な 一 ） 特
う っ 部 第 別
も た の 二 の
の 場 停 百 理

る の な
基 使 け
準 用 れ
額 に ば
に 係 な
十 る ら
分 料 な
の 金 い
八 。（
を 以
乗 下

の 規
行 則
為 で
は 定
、 め
こ る
の 日
条 か
例 ら
の 施
施 行

て 用 規
必 に 定
要 つ に
な き か
事 、 か
項 別 わ
は 表 ら
、 第 ず
知 一 、
事 及 山
が び 口

と 合 止 四 由
す に を 十 が
る お 命 四 あ
。 い じ 条 る
こ て た の と
の 、 場 二 認
場 必 合 第 め
合 要 又 十 る
に が は 一 と
お あ 指 項 き
い る 定 の は

じ 「
て 利
得 用
た 料
額 金
か 」
ら と
当 い
該 う
基 。
準 ）

行 す
前 る
に 。
お
い
て
も
、
第
十
二

定 別 県
め 表 使
る 第 用
。 二 料

に 手
掲 数
げ 料
る 条
基 例
準 （
額 昭

て と 管 規 、
、 認 理 定 利
利 め 者 に 用
用 る が よ 料
料 と 天 り 金
金 き 災 指 を
を は そ 定 減
指 、 の 管 免
定 第 他 理 す
管 十 の 者 る
理 一 事 の こ

額 は
に 、
十 指
分 定
の 管
十 理
二 者
を に
乗 そ
じ の
て 収

条
及
び
第
十
三
条
の
規
定

に 和
相 三
当 十
す 一
る 年
額 山
の 口
使 県
用 条
料 例

者 条 由 指 と
に 第 に 定 が
そ 一 よ を で
の 項 り 取 き
収 の フ り る
入 規 ラ 消 。
と 定 ワ し
し に ー 若
て か ラ し
収 か ン く

得 入
た と
額 し
ま て
で 収
の 受
範 さ
囲 せ
内 る
の 。

一
四
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一
研

修

室

項

施
設
の
名
称

に
使
用
す
る
場
合
の

合 共 校
休 の 的 の 児
日 利 団 児 童
等 用 体 童 、

料 が 、 生（
日 金 営 生 徒
曜 の 利 徒 若
日 基 若 及 し

備

専 考
時 許 用
間 可 使「
未 使 延 用
満 用 長 の
で 時 料 場
あ 間 」 合
る を と の
と 超 は 利

器 専

具
用

の

使
使

区

分

利
用
料
金
の
基
準
額
は
、
前

及 準 し び く
び 額 く 学 は
土 は は 生 学
曜 、 宣 を 生
日 前 伝 い （
並 記 を う 学
び の 目 。 校
に 利 的 ） 教
国 用 と が 育
民 料 し 使 法
の 金 な 用

き え 、 用
は て 許 料
、 使 可 金
そ 用 使 の
の し 用 基
端 た 時 準
数 時 間 額
の 間 を の
時 に 超 計
間 一 え 算
は 時 て に

用 用

午 午 午
前 後 前
九 一 九

単

午 午
後 後
六 一 午

記
の
利
用
料
金
の
基
準
額
の

（
祝 の い す 昭
日 基 花 る 和
に 準 き 場 二
関 額 園 合 十
す の 芸 又 二
る 半 の は 年
法 額 振 花 法
律 と 興 き 律
に す に 園 第
規 る 関 芸 二
定 。 す の 十

、 間 使 つ
一 未 用 い
時 満 し て
間 の た は
と 端 部 、
し 数 分 次
て が に に
計 あ 対 定
算 る す め
す と る る
る き 利 と

延 時 時 時
長 か か か

一 料 ら ら ら
点 一 午 午 午
一 時 後 後 後
回 間 十 十 五
に に 時 時 時
つ つ ま ま ま
き き で で で

定二

時 時 前
か か 九
ら ら 時
午 午 か
後 後 ら 位十 五 正
時 時 午
ま ま ま
で で で

百
分
の
二
十
に
相
当
す

す る 振 六
る 活 興 号
休 動 を ）
日 に 目 に
を 使 的 規
い 用 と 定
う す す す
。 る る る
） 場 公 学

。 、 用 こ
又 料 ろ
は 金 に
そ を よ
の い る
時 い 。
間 、
が 当
一 該

め百
る円
額の
範 四 二
囲 千 千
内 五 二 三 四
で 百 百 千 百
知 三 七 二 九
事 十 十 百 十
が 円 円 円 円

基

千 千 準
七 四
百 百 千
八 二 七 額十 十 十
円 円 円

一
五
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専

用

使

じ 準 に の
、 研 額 営 相 利
知 の 利 当 用修
事 百 又 す 料室
が 分 は る 金の
定 の 宣 額 の一
め 百 伝 を 基部
る 五 を 当 準

３ ２ １ る
花 。
き 三 二 千
園 千 千 円
芸 円 円 以
の 以 以 上
振 上 上 二
興 三 千

応 利 い る
じ 用 て 花 額
そ 料 、 き を
れ 金 入 園 当
ぞ の 場 芸 該
れ 基 料 の 利
次 準 そ 振 用
に 額 の 興 料用

午 午 午 午
後 前 後 後
一 九 六 一 午

を
額 十 目 該 額使
と に 的 利 は用
す 相 と 用 、す
る 当 し 料る
。 す て 金 に場

る 使 の 準合
額 用 基 じの
を す 準 て利 当 る 額 算用 該 場 に 出料 利 合 加 し

に 百 千 円
関 分 円 未
す の 未 満
る 百 満
活 五 百
動 十 百 分
以 分 の
外 の 七
に 百 十
使
用

掲 は 他 に 金
げ 、 こ 関 の
る 前 れ す 基
割 記 に る 準
合 の 類 活 額
を 利 す 動 に
乗 用 る に 加
じ 料 料 使 算
て 金 金 用 し
得 の し た（
た 基 以 、 額時 時 時 時 前

か か か か 九
ら ら ら ら 時
午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
十 五 十 五 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま
で で で で で

金 用 の 算 たの 料 利 し 額基 金 用 た と準 の 料 額 前額 基 金 の 記
は 準 の い の
、 額 基 ず 利
当 に 準 れ 用
該 加 額 か 料
使 算 は 多 金
用 し 、 い の

し
、
か
つ
、
営
利
又
は
宣
伝

額 準 下 か と
を 額 つ す「
当 に 入 、 る
該 次 場 営 。
利 に 料 利
用 掲 等 又
料 げ 」 は
金 る と 宣
の 入 い 伝
基 場 う を
準 料 。 目

九 七 五 四 三
百 百 百 百 百
九 七 五 四 三
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

す た 前 額 基
る 額 記 と 準
部 と の す 額
分 す 利 る の
の る 用 。 百
面 。 料 分
積 金 の
に の 七
応 基 十

を
目
的
と
し
な
い
場
合

額 等 ） 的
に の を と
加 最 徴 し
算 高 収 な
し 額 す い
た の る 場
額 区 と 合
と 分 き に
す に の お

一
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

三
調
理
実
習
室

二
園
芸
実
習
室

備

一 考
の
項
の
備
考
の

か

器 専

具
用

の

使
使

備

一 考
の
項
の
備
考
の

か

器

具

の

使

ら

ま
で
は
、
専
用午 午 使後 後 用六 一 午 の

用 用

午 午 午
前 後 前
九 一 九

ら

ま
で
は
、
専
用午 午 使後 後 用六 一 午 の

用

午
前
九

時 時 前 場か か 九 合ら ら 時 に午 午 か 準後 後 ら 用十 五 正 す時 時 午 るま ま ま 。で で で

延 時 時 時
長 か か か

一 料 ら ら ら
点 一 午 午 午
一 時 後 後 後
回 間 十 十 五
に に 時 時 時
つ つ ま ま ま
き き で で で

定二

時 時 前 場か か 九 合ら ら 時 に午 午 か 準後 後 ら 用十 五 正 す時 時 午 るま ま ま 。で で で

延 時
長 か

一 料 ら
点 一 午
一 時 後
回 間 十
に に 時
つ つ ま
き き で

定二

千 千
九 五 千
百 百 百
七 八 八
十 十 十
円 円 円

め百
る円
額の
範
囲 千
内 三 七
で 百 百 百
知 七 五 千 九
事 十 十 十 十
が 円 円 円 円

五 四 三
百 百 百
六 五 四
十 十 十
円 円 円

め百
る円
額の
範
囲 千
内 三
で 百 百
知 七 二
事 十 十
が 円 円

一
七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表

施 第
二設

の （
第

名 十
称 四

条

五
控

室

四
ホイ
ーベ
ル
ン
ト

、
第 備
十

区 五 一 考
条 の
関 項
係 の
） 備

考
分 の

か

専

用

使

器備

一 考 具
の
項
の の
備
考

使の

か

専

用

使

ら

ま
で
は

単 、
こ
の
場
合
に

用

午 午 午 午
前 後 前 後
九 一 九 六

用ら

ま
で
は
、
専
用午 使後 用一 午 の

用

午 午 午
前 後 前
九 一 九

準
用
す
る

位 。

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら
一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 十 十 五 十
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

時 前 場か 九 合ら 時 一に午 か 点準後 ら 一用五 正 回す時 午 にるま ま つ。で で き

定二

延 時 時 時
長 か か か
料 ら ら ら
一 午 午 午
時 後 後 後
間 十 十 五
に 時 時 時
つ ま ま ま
き で で で

基

準

額

七 五 四
百 百 百

九 二 四 二 三
十 十 十 十 百
円 円 円 円 円

め百
る円
額の
範
囲

二 内
百 百 で
四 八 知
十 十 事
円 円 が

四 三 二
千 千 千

五 七 五 七
百 百 百 百
九 三 五 六
十 十 十 十
円 円 円 円

一
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
土
木
事
務
所
設
置
条

山 例
口 を
県 平 こ

る山 条 成 こ
条口 例 十 に
例市 第 七 公
、 五 年 布
佐 十 七 す
波 一 月 る

山
口
市
、
佐
波
郡
徳

のフ
施ラ
設ワ
ー
ラ
ン
ド

例
の
一
部
改
正
）

郡 号 十 。
徳 二
地 日
町
並
び
に
吉
敷
郡
秋
穂

地
町
並
び 二
に い 課
吉 も 小 程
敷 の 学 並
郡 と 校 び
秋 す 就 に
穂 る 学 盲
町 。 の 学
、 始 校

備

一 考

「
児
童
及
び
生
徒

開
園
時
間
内
に
お
け
る
使

町
、
小
郡
町
及
び
阿
知
須
町

小 期 、
ろ郡 に 聾う

町 達 学
及 す 校
び る 及
阿 ま び
知 で 養
須 の 護
町 者 学
を が 校
廃 使 の

」
と そ 児は の 童、 他 及学 の び校 者 生教 の 徒育 団 の法 体 団に 二 二体規

用

児
そ 童
の 及
他 び
の 生

を
廃
し
そ
の
区
域
を
も
っ
て

し 用 小
そ す 学
の る 部
区 場 及
域 合 び
を に 中
も お 学
っ い 部
て て の
山 は 児
口 、 童

十 十定 人 人す 以 以る 上 上小 一 一学 人 人校 に に、 つ つ中 き き学
校
、

者 徒

一 一 一 一
人 人 人 人
一 一 一 一
年 回 年 回
に に に に
つ つ つ つ
き き き き

山 山
口 口市
を 県
置 知く
こ 事
と
に
伴 二
う

市 利 及
を 用 び
置 料 生
く 金 徒

をこ を
いと 徴
うに 収
。伴 し

う な
関
係

中
等
教
育
学
校
の 四 二前 百 百期 円 円

二
百

二 五 五
千 百 千 十
円 円 円 円

一
九

関
係 井
条
例
の 関
整
理
に 成
関
す

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 第（ （
六 山 五 山 欄
条 口 第 条 口 中

県 二 県 「
山 青 条 山 社 吉
口 少 の 口 会 敷
県 年 表 県 福 郡
青 健 中 社 祉 小
少 全 部 会 事 郡

第 （
四 警

第 第 条 察
二 二 署
条 条 警 の
の の 察 名
表 表 署 称
山 山 の 、
口 口 名 位

第 （
学 三 一

別校 条 般
表」 職
第を 一 に
五 般 属「
の山下 職 す
一口関 に る
級市市 属 学
の

第 第（
二 県 一

第 条 税 第 条
二 事 二
条 県 務 条 土
の 税 所 第 木
表 事 設 一 事
防 務 置 項 務
府 所 条 の 所

年 育 社 福 務 町
健 成 会 祉 所 」
全 条 福 事 設 を
育 例 祉 務 置 「
成 の 事 所 条 山
条 一 務 設 例 口
例 部 所 置 の 市

改 の 条 一 」（
昭 正 項 例 部 に
和 ） 中 改 改（
三 昭 正 め「
十 佐 和 ） 、

県 県 称 置
山 防 、 及
口 府 位 び
警 警 置 管
察 察 及 轄
署 署 び 区
の の 管 域
項 項 轄 に
管 管 区 関
轄 轄 域 す
区 区 に る
域 域 関 条

立立 す 校
項柚角 る 職
中野島 学 員

中中 校 の「
下学学 職 給
関校校 員 与
市」 の に
立に 給 関
角改 与 す
島め に る
小、 関 条
学 す 例

県 設 例 表 設
税 置 の 防 置
事 条 一 府 条
務 例 部 土 例
所 改 木（ （
の 昭 正 建 昭
項 和 ） 築 和
中 二 事 二

十 務 十「
、 五 所 三
佐 年 の 年
波 山 項 山

二 波 二 同
年 郡 十 項
山 九 管
口 吉 年 轄
県 敷 山 区
条 郡 口 域
例 県 の
第 美 条 欄
三 祢 例 中
十 郡 第 「
七 」 五 吉

の の す 例
欄 欄 る の
中 を 条 一

次 例 部「
山 の 改（
口 よ 昭 正
市 う 和 ）

に 二（
」 改 十
の め 九
下 る 年

「
校徳 る の
」 条 一地
を 例 部町

改立 「 （
山山下 昭 正柚
口口関 和 ）野
市市市 二中
立立立 十学
柚串角 七校
野小島 年」
木学小 山を

郡 口 中 口
」 県 県「
を 条 佐 条
削 例 波 例
り 第 郡 第
、 五 」 十
同 十 を 四
表 九 削 号
山 号 り ）
口 ） 、 の
県 の 同 一

号 を 十 敷
） 七 郡「
の 美 号 」
一 祢 ） を
部 郡 の 「
を 」 一 平
次 に 部 成
の 改 を 十
よ め 次 七
う る の 年
に 。 よ 九

に 。 山
口「

山 県
口 条
県 例
防 第
府 二
警 十
察 七
署 号
及 ）

小校学 口削
学る 校 県
校。 条
」 例
に 第
改 六
め 号
、 ）

の「
徳徳 一
地地 部

税 一 表 部
事 部 山 を
務 を 口 次
所 次 土 の
の の 木 よ
項 よ 建 う
中 う 築 に

に 事 改「
、 改 務 正
吉 正 所 す
敷 す の る

改 う 月
正 に 三
す 改 十
る 正 日
。 す に

る お
。 け

る
吉
敷
郡

び の
」 一
を 部
加 を
え 次
、 の
同 よ
表 う
山 に
口 改
県 正

町町 を
立立 次
串柚 の
野小 よ
木学 う
小校 に
学 改
校 正
」 す
を る
削 。

郡 る 項 。
」 。 中
を 「
削 吉
る 敷
。 郡

」
を
削
る
。

の
区
域
」
に
改
め
る
。

小 す
郡 る
警 。
察
署
の
項
位
置
の

り
、
「
下
関
市
立
角
島
中

二
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
山
口
県
立
山

第 （
十 山

別 二 口 第
表 条 県 二
中 立 条
山 山 高 の
口 口 等 表
県 県 学 山
立 立 校 口

第 第（ （
十 山 く 十 山
一 口 。 第 条 口
条 県 ） 県二

栽 」 山 保条
山 培 を 口 健第
口 漁 県 所一「
県 業 山 保 条項
栽 セ 口 健 例の

第 第（
九 山 八

第 条 口 別 条
二 県 表
条 山 労 山 山
の 口 政 口 口
表 県 事 県 県
山 労 務 中 児
口 政 所 央 童

第（ （
山 七 山
口 第 条 口 第
県 二 県 八
児 条 山 水 条
童 第 口 産 の
相 一 県 事 二
談 項 水 務 第
所 の 産 所 二

口
農
業
高
等
学
校
の
項
中
「
吉

佐 高 等 県
波 等 条 内
高 学 例 海
等 校 の 栽
学 等 一 培
校 条 部 漁
の 例 改 業
項 正 セ
を 昭 ） ン
削 和 タ
り 三 ー
、 十 の

培 ン 市 所 の表
漁 タ 」 条 一山
業 ー に 例 部口
セ 条 改 改県 （
ン 例 め 昭 正防タ の 、 和 ）府ー 一 同 三環条 部 表 十境例 改 山 九保正 口 年（ 健昭 ） 県 山

所和 宇 口

県 事 条 児 相
東 務 例 童 談
部 所 の 相 所
労 条 一 談 条
政 例 部 所 例
事 改 の（ （
務 昭 正 項 昭
所 和 ） 中 和
の 三 三「
項 十 、 十
中 九 佐 九

年 波 年

条 表 事 等 項
例 山 務 設 中
の 口 所 置 「
一 県 等 条 宇
部 防 設 例 部
改 府 置 の 市
正 水 条 一 の
） 産 例 部 区

事 改 域（
務 昭 正 に
所 和 ） 」
の 三 の

敷
郡
小
郡
町
」
を
「
山
口
市

山 九 項
口 年 中
県 山 「
立 口 吉
防 県 敷
府 条 郡
商 例 秋
業 第 穂
高 五 町
等 十 」
学 一 を

の三 部 県
項十 環 条
中九 境 例

年 保 第「
佐山 健 三
波口 所 十
郡県 の 二
」条 項 号
を例 中 ）
削第 の「

四 吉 り 一

「
、 山 郡 山
佐 口 、 口
波 県 吉 県
郡 条 敷 条
、 例 郡 例
吉 第 」 第
敷 二 を 二
郡 十 削 十
」 七 る 五
を 号 。 号
削 ） ）

項 十 下
中 五 に

年「 「
、 山 、
佐 口 山
波 県 口
郡 条 市
、 例 に
吉 第 あ
敷 十 つ
郡 号 て

」
に
改
め
る
。

校 号 「
の ） 山
項 の 口
の 一 市
次 部 」
に を に
次 次 改
の の め
よ よ る
う う 。
に に

十 敷 、 部
四 郡 を同
号 阿 次表
） 知 の山
の 須 よ口
一 町 う県
部 に山
を 美 改口
次 祢 正環
の 郡 す境
よ 」 る

る の の
。 一 一

部 部
を を
次 次
の の
よ よ
う う
に に
改 改
正 正

」 ） は
を の 平
削 一 成
る 部 十
。 を 七

次 年
の 九
よ 月
う 三
に 十
改 日

加 改
え 正
る す
。 る

。

保う を 。健に 所「
改 美 の正 祢 項す 郡 中る 」
。 に 「

山改
口め
市る

。

す す
る る
。 。

正 に
す お
る け
。 る

山
口
市
の
区
域
に

二
一

吉
敷
郡
（
阿
知
須
町
を
除

」
を
加
え
る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
六
号
中
「

第 第（
十 山 林 十
九 口 事 第 八
条 県 務 二 条

の 所 条
山 事 の 第 山
口 務 項 一 口
県 処 中 項 県
の 理 の 農「

第（ （
山 十 山 月
口 第 七 口 三 別
県 二 条 県 十 表
農 条 交 日 第
林 の 山 通 に 三
事 表 口 安 お の
務 中 県 全 け 四
所 交 学 る 号「

第 第（ （
十 風 十 山
六 俗 第 五 口 第
条 営 二 条 県 二

業 条 グ 条
風 等 の 山 リ 第
俗 の 表 口 ー 一
営 規 中 県 ン 項
業 制 グ ス の「

第 第（ （
十 山 十 山
四 口 第 三 口
条 県 二 条 県

家 条 公
山 畜 第 山 営
口 保 二 口 企
県 健 項 県 業
家 衛 第 公 の

、
秋
穂
町
、
小
郡
町
、
阿
知
須

事 の 吉 表 林
務 特 敷 山 事
処 例 郡 口 務
理 に 阿 県 所
の 関 知 山 設
特 す 須 口 置
例 る 町 農 条
に 条 林 例
関 例 美 事 （
す の 祢 務 平
る 一 郡 所 成
条 部 」 の 十

設 吉 通 習 山 営
置 敷 安 館 口 業
条 郡 全 条 市 の
例 小 学 例 の 項
の 郡 習 の 区 及
一 町 館 一 域 び
部 」 条 部 に 五
改 を 例 改 」 号
正 正 を 営「 （
） 山 平 ） 加 業

口 成 え の
市 五 る 項

等 及 佐 リ ポ 表
の び 波 ー ー 山
規 業 郡 ン ツ 口
制 務 徳 ス 広 県
及 の 地 ポ 場 中
び 適 町 ー 条 部
業 正 」 ツ 例 家
務 化 を 広 の 畜
の 等 場 一 保「
適 に 山 条 部 健
正 関 口 例 改 衛
化 す 市 正 生

畜 生 一 営 設
保 所 号 企 置
健 条 の 業 等
衛 例 表 の に
生 の 佐 設 関
所 一 波 置 す
条 部 川 等 る
例 改 発 に 条

正 電 関 例（
昭 ） 所 す の
和 の る 一
四 項 条 部

町
」
を
削
り
、
同
表
第
十
八

例 改 を 項 年
正 中 山（ 「

平 ） 美 口「
成 祢 防 県
十 郡 府 条
二 」 市 例
年 に 第
山 改 佐 一
口 め 波 号
県 る 郡 ）
条 。 の

」 年 。 並
に 山 び
改 口 に
め 県 別
る 条 表
。 例 第

第 四
一 の
号 五
） 号
の 営

（
等 る 」 昭 ） 所
に 条 に 和 の
関 例 改 五 項
す の め 十 中
る 一 る 七 「
条 部 。 年 、
例 改 山 佐

正 口 波（
昭 ） 県 郡
和 条 、
五 例 吉

十 中 例 改
三 正「 （
年 佐 昭 ）
山 波 和
口 郡 四
県 徳 十
条 地 一
例 町 年
第 」 山
十 を 口
九 県

号
の
二
中
「
、
徳
地
町
、
秋

例 吉 一
第 敷 部
二 郡 を
号 次（
） 阿 の
の 知 よ
一 須 う
部 町 に
を を 改
次 除 正
の く す

一 業
部 の
を 項
次 中
の 「
よ 宇
う 部
に 市
改 の
正 区
す 域

十 第 敷
九 二 郡
年 号 」
山 ） を
口 の 削
県 一 る
条 部 。
例 を
第 次
二 の
十 よ

「
号 山 条
） 口 例
の 市 第
一 」 四
部 に 十
を 改 六
次 め 号
の る ）
よ 。 の
う 一
に 部

穂
町
、
阿
知
須
町
」
を
削
り

よ 。 る
う ） 。
に 」
改 を
正 「
す 防
る 府
。 市

」
に
改

る に
。 」

の
下
に
「
、
山
口
市
に

二 う
号 に
） 改
の 正
一 す
部 る
を 。
次
の
よ
う

改 を
正 次
す の
る よ
。 う

に
改
正
す
る
。

、
同
表
第
二
十
六
号
の
二

め
、
同
表
山
口
県
美
祢
農

あ
つ
て
は
平
成
十
七
年
九

に
改
正
す
る
。 二

二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
条
例
第
五
十
二

整
理 岩 こ

平 に 国 の
成 関 市 条
十 す 並 例
七 る び は
年 条 に 、
七 例 玖 平
月 を 珂 成

第 第（
二 山 二

第 十 口 第 十
附 二 三 県 二 二

条 条 若 条 条
則 の 者 の

表 山 就 表 山
中 口 職 中 口

県 支 県「 「

第（ （
山 口 二 開
口 市 第 十 発
県 に 五 一 行
立 あ 条 条 為
ス っ の 等
ポ て 二 開 の
ー は の 発 許
ツ 山 表 行 可

第 （
二 山 号 中

第 十 口 中 「
二 条 県 、「
条 立 、 平
の 山 自 秋 生
表 口 然 穂 町
中 県 観 町 及

立 察 、 び「
号 十 こ 郡 十

二 こ 由 七
日 に 宇 年

公 町 十
布 、 月
す 玖 一
る 珂 日
。 町 か

、 ら
本 施
郷 行
村 す

吉 若 援 吉 立
敷 者 セ 敷 ス
郡 就 ン 郡 ポ
小 職 タ 阿 ー
郡 支 ー 知 ツ
町 援 条 須 交
」 セ 例 町 流
を ン の 」 公

タ 一 を 園「
山 ー 部 条「
口 条 改 山 例
市 例 正 口

交 口 中 為 の
流 都 等 基「
公 市 山 の 準
園 計 陽 許 に
条 画 小 可 関
例 区 野 の す
の 域 田 基 る
一 及 市 準 条
部 び 、 に 例
改 小 」 関 の
正 郡 を す 一
） 都 る 部

吉 自 公 小 秋
敷 然 園 郡 穂
郡 観 条 町 町
阿 察 例 、 」
知 公 の 阿 を
須 園 一 知 「
町 条 部 須 及
」 例 改 町 び
を 正 」 平（

平 ） を 生「
山 成 削 町
口 十 り 」

、 る
周 。
東
町
、
錦
町
、
美
川
町

（
」 ） 市 平（
に 平 」 成
改 成 に 十
め 十 改 四
る 六 め 年
。 年 る 山

山 。 口
口 県
県 条
条 例
例 第

「
市 山 条 改
計 陽 例 正
画 小 ）（
区 野 平
域 田 成
に 市 十
、 並 三
」 び 年
を に 山
加 」 口
え に 県

市 三 、 に
」 年 同 改
に 山 表 め
改 口 第 、
め 県 三 同
る 条 十 表
。 例 号 第

第 中 二
五 十「
号 、 八
） 平 号

及
び
美
和
町
を
廃
し
そ
の
区

第 六
二 号
号 ）
） の
の 一
一 部
部 を
を 次
次 の
の よ
よ う

る 改 条
。 め 例

、 第
三「

並 十
び 三
に 号
吉 ）
敷 の
郡 一
小 部

の 生 中
一 町 「
部 、 、
を 小 田
次 郡 布
の 町 施
よ 及 町
う び 及
に 阿 び
改 知 小
正 須 郡

山
口
県
知
事

二

域
を
も
っ
て
岩
国
市
を
置
く

う に
に 改
改 正
正 す
す る
る 。
。

郡 を
町 次
」 の
を よ
削 う
り に
、 改

正「
都 す
市 る
計 。

す 町 町
る 」 」
。 を を

「 「
及 及
び び
平 田
生 布
町 施
」 町
に 」

井

関
二
三

成

こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の

画
区
域
（
」
の
下
に
「
山

改 に
め 改
る め
。 、

同
表
第
二
十
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

長
」
に
、
「
当
該
市

項 う
第 第 及 第 第 」

三 び 三 二 に三
十 第 十 十 改十
一 三 条 九 め三
条 項 第 条 る条
中 中 一 の 。第

項 三一 「 「

と
第 第 」 第 第
二 二 に 二 九
十 十 改 十 条
九 五 め 四 第
条 条 る 条 二
の 第 。 第 項
二 四 一 中

第 （
二 山

第 条 口
五 県 玖 岩条 山 税 国珂口 賦（ 土見 県 課 土 木出 税 徴 木 建し 賦 収 築事

第 （
一 土

第 条 木
二 事 例岩
条 土 務 の国
第 木 所 整市
一 事 設 理並
項 務 置 にび
の 所 条 関に

町
村
」
を
「
当
該
市
町
」
に
改

市 市 中 第項
町 町 一中 「
村 村 市 項「
」 長 町 中市
を 」 村町 「

を 長 市村 「
市 」 町」 「
町 市 を 村を
」 町 民「「
に 長 市 税市
改 」 町 」町
め に 長 を

中 項 項 「
及 第 市「

、 び 二 町
市 第 号 村
町 六 中 が
村 項 」「
」 中 市 を
を 町「 「

市 村 市「
、 町 内 町
市 村 」 が
町 長 を 」

を 課 条 事含 徴 例 務 務む 収 の 所 所。 条 一
） 例 部
中 改（ 岩 岩昭 正「
市 和 ）
町 二 国 国村 十
」 五
を 年

表 設 例 す玖
岩 置 の る珂
国 条 一 条郡
土 例 部 例由
木 改 宇（
建 昭 正 町
築 和 ） 、
事 二 玖
務 十 珂
所 三 町
の 年 、
項 山 本

め
る
。

」
る 改 」に 「
。 め に 市改

、 改 町め
同 め 民、
条 、 税同 第 同 」条 四 項 に第 項 第 、二 中 二項 「

号 市中 「
市 か 町

」 」 に「
に を 市 、
、 町「 「

市 内 市「
当 町 」 町
該 長 に 村
市 」 改 に
町 に め 」
村 改 、 を
」 め 同 「
を る 条 市

市 市山「
市 口
町 県 の岩 岩
」 条 区国 国
に 例 域市 市
改 第 に（ （
め 三 限平 玖
る 十 る成 珂
。 九 。十 土

号 ）八 木
） 年 事

及 口 郷
び 県 村
玖 条 、
珂 例 周
土 第 東
木 十 町
事 四 、
務 号 錦
所 ） 町
の の 、
項 一 美

町 ら 村「
市 村 第 長町 長 四 」村 」 号 を長 を ま 「」 で 市「を 市 の 町

町 規 長「
市 長 定 」
町 」 中 に
長 に 改

。 第 町「
当 五 に
該 項 」
市 中 に
町 、「
」 市 「
に 町 当
、 村 該

民 市「
市 税 町
町 」 村

の 三 務
一 月 所
部 十 の
を 九 所
次 日 管
の に 区
よ お 域
う け を
に る 除
改 玖 く
正 珂 。

を 部 川
次 を 町
の 次 及
よ の び
う よ 美
に う 和
改 に 町
め 改 を
る 正 廃
。 す し

る そ「
」 、 市 め
に 町 る「
改 当 村 。
め 該 民
、 市 税
同 町 」
条 村 を
第 」 「
三 を 市
項 町「
中 当 民

村 を 長
民 」「
税 市 を
」 町 「
を 民 当

税 該「
市 」 市
町 に 町
民 、 長
税 」「
」 市 に

す 郡 ）
る 玖
。 珂

町
及
び
周
東
町

。 の
区
域
を
も
っ
て
岩
国
市
を

該 税「
市 市 」
町 町 に
村 」 改
長 に め
」 改 、
を め 同

る 条「
市 。 第
町 二

に 町 改
、 村 め

ご る「
行 と 。
な 」
う を
」 「
を 市

町「
行 ご

置
く
こ
と
に
伴
う
関
係
条

二
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

市市
立立
本深
郷浦
中中
学学
校校
」

府
別 市 別
表 立 表
第 野 第
六 島 五
中 小 の

学 一「
下 校 級

第 （
三 一 則 二

第 条 般 第 項 附
十 職 十 、 則
九 一 に 七 附 第
条 般 属 条 則 四
中 職 す の 第 条

に る 四 十 第「
市 属 学 の 七 二

村
道 第 第 第 第
」 百 百 六 五
を 七 一 十 十

条 条 七 八「
市 の 中 条 条
町 十 の 中「
道 五 市 八 「

第 第 第 第 第
五 三 三 三 三
十 十 十 十 十
七 九 三 三 三
条 条 条 条 条
第 の の の の
一 八 八 七 五

に
改
め
、
「
本
郷
村
立
本
郷
中

松 」 の
市 を 項
立 中「
深 岩防 「
浦 国府 萩
小 市市 市
学 立立 立
校 向野 弥
」 峠島 富
を 小小 小

学学 学「
岩下 校校 校

町 す 校 二 条 項
村 る 職 第 の 、
教 学 員 一 二 第
育 校 の 項 第 三
委 職 給 中 六 項
員 員 与 項 、「
会 の に 市 、 第
」 給 関 町 附 五
を 与 す 村 則 項

に る 長 第 及「
市 関 条 」 十 び
町 す 例 を 七 第

」 の 町 市（
に 見 村 見 町
改 出 」 出 村
め し を し 長
る 中 を 」「
。 市 含 を「

市 町 む 「
町 」 。 市
村 に ） 町
」 、 中 長
を 」「 「

こ 市 に

項 、 中 中 中
中 第 「 「 「

三 こ 市 市「
市 十 え 町 町
町 九 る 村 村
村 条 」 長 民
長 の を 」 税
」 十 を 」「
を 四 超 を「

及 え 市「 「
市 び る 町 市
町 第 」 長 町

学
校
」
を
削
る
。

国松 」 」
市市 に を
立立 改 「
本深 め 岩岩萩
郷浦 、 国国市
小小 市市立「
学学 錦 立立弥
校校 町 宇深富
」 立 佐須小
に 向 川小学
改 峠 小学校

教 る の 条 六「
育 条 一 市 の 項
委 例 部 町 二 、
員 改 長 の 附（
会 昭 正 」 二 則
」 和 ） に 第 第
に 二 改 二 四
改 十 め 項 条
め 七 る 、 の
る 年 。 附 二
。 山 則 第

「
市 え 町 、
町 る 村 「
」 」 」 損
に を を か
改 い「 「
め 超 市 」
、 え 町 を
同 る 」 「
条 」 に 損
中 に 改 壊

改 め 」

長 三 に 」 民
」 十 、 に 税
に 九 、 」「
改 条 市 に「
め の 町 市 、
る 二 村 町 「
。 十 長 村 市

」 民 町（
各 を 税 村
条 」 長「
の 市 を 」

め 小 学校
、 学 校

校 」「
本 」 に
郷 を 改
村 削 め
立 る 、
本 。 「
郷 錦錦
小 町町
学 立立

口 第 二
県 十 項
条 七 及
例 条 び
第 の 第
六 二 三
号 の 項
） 四 、
の 第 附
一 一 則
部 項 第

「
市 め る に
町 る 。 改
村 。 め
に る
」 。
を
「
市
町
に
」

見 町 を「
出 長 市 「
し 」 町 市
を に 民 町
含 改 税 長
む め 」 」
。 る に に
） 。 改 改
中 め め

る る「
市 。 。

校 宇深
」 佐須
を 川小
削 小学
り 学校
、 校

」「
下 を
松 削
市 り
立 、

を 、 十
次 附 五
の 則 条
よ 第 の
う 十 二
に 七 第
改 条 五
正 の 項
す 三 及
る 第 び
。 二 第

に
、
「
当
該
市
町
村
」
を

町
村
」
を
「
市
町
」
に
改
め

二
五

深 同
浦 表
中 の
学 二
校 級
」 の
を 項

中「
岩下 「
国松 防

項 六
及 項
び 、
第 附
三 則
項 第
並 十
び 六
に 条
附 第

「
当
該
市
町
」
に
、
「
市
町

る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
二
条
の
表
山
口

第 第（ （
六 警 五 山
条 察 別 条 口

署 表 県
警 の 中 山 道
察 名 口 路「
署 称 県 占
の 、 道 用
名 位 路 料

別
表
中

「

高 上 堀

別
高 表 上 堀

今
津
県森 市 田営
住

第 （
四 山

別 第 条 口 別
表 五 県 表
第 条 山 営 第
二 第 口 住 七
浪 一 県 宅 中
の 項 営 条 「
浦 第 住 例 本

県
岩
国
警
察
署
の
項
管
轄
区
域

称 置 占 徴
、 及 用 収
位 び 料 条
置 管 徴 例
及 轄 」 収 の
び 区 を 条 一
管 域 例 部「
轄 に 改（
区 関 昭 正
域 す 和 ）
に る 二
関 条 十

森 市 田

県 県 県

営 営 営

宅
県 県 県の

項
の
次営 営 営
に
次
の住 住 住よ
う
に

宅 加 宅 宅

県 二 宅 の 郷
営 号 条 一 村
住 中 例 部 立
宅 改 波「 （
の 市 昭 正 野
項 町 和 ） 小
の 村 二 学
次 」 十 校
に を 七 」
次 年 を「
の 市 山 「
よ 町 口 岩

の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

す 例 九
る の 年
条 一 」 山
例 部 に 口

改 改 県（
昭 正 め 条
和 ） る 例
二 。 第
十 十
九 九
年 号

住 住 住

宅 宅 宅

玖 玖 玖
珂 珂 珂
郡 郡 郡

え
る

〃 。 〃 〃

う 」 県 国
に に 条 市
加 改 例 立
え め 第 波
る る 三 野
。 。 十 小

一 学
号 校
） 」
の に
一 改

。 山 ）
口 の
県 一
条 部
例 を
第 次
二 の
十 よ
七 う
号 に
） 改

周 玖 由
東 珂 宇
町 町 町

」
を
削
る
。

部 め
を る
次 。
の
よ
う
に
改
正
す
る

の 正
一 す
部 る
を 。
次
の
よ
う
に
改
正

。

す
る
。

二
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

十 十
三 二

山 山
口 口
県 県
資 企
金 業

十 十 九 八 七
一

山 風 山 山
山 口 致 口 口
口 県 地 県 県
県 飼 区 都 文
議 犬 内 市 化
会 等 に 計 財

六 五 四 三 二 一

病 山 山 財 山 山
害 口 口 産 口 口
虫 県 県 の 県 県
防 身 知 交 部 使
除 体 的 換 制 用
所 障 障 、 条 料

第 （
七 山
条 口 第

県 二
次 使 条
に 用 の
掲 料 表
げ 手 山
る 数 口

第
二
条
の
表
山
口

積 立
立 地
基 資
金 金
条 貸
例 付

基（
昭 金
和 条
六 例
十 （
年 昭

の 取 お 画 保
議 締 け 審 護
員 条 る 議 条
の 例 建 会 例
選 築 条（ （
挙 昭 等 例 昭
に 和 の 和（
お 四 規 昭 四
け 十 制 和 十
る 七 に 四 年
ポ 年 関 十 山
ス 山 す 四 口

等 害 害 無 例 手
に 者 者 償 数（
関 更 更 貸 昭 料
す 生 生 付 和 条
る 相 相 、 三 例
条 談 談 譲 十 （
例 所 所 与 一 昭

条 条 等 年 和（
昭 例 例 に 山 三
和 関 口 十（ （
三 昭 昭 す 県 一
十 和 和 る 条 年

条 料 県
例 条 玖
の 例 珂
規 等 西
定 の 警
中 一 察

部 署「
市 改 の
町 正 項
村 ） を
」 次
を の

県
柳
井
警
察
署
の
項
管
轄
区
域

山 和
口 五
県 十
条 八
例 年
第 山
三 口
号 県
） 条
第 例
五 第

タ 口 る 年 県
ー 県 条 山 条
掲 条 例 口 例
示 例 県 第（
場 第 昭 条 十
の 五 和 例 号
設 十 四 第 ）
置 二 十 二 第
に 号 五 十 九
関 ） 年 二 条
す 第 山 号 及

九 三 三 条 例 山
年 十 十 例 第 口
山 九 九 四 県（
口 年 年 昭 十 条
県 山 山 和 二 例
条 口 口 三 号 第
例 県 県 十 ） 一
第 条 条 九 第 号
七 例 例 年 二 ）
十 第 第 山 条 別
四 二 二 口 第 表

よ「
市 う
町 に
」 改
に め
改 る
め 。
る
。

の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

条 二
第 号
五 ）
号 第

一
条

る 十 口 ） び
条 三 県 第 第
例 条 条 二 三

の 例 条 十（
昭 二 第 第 九
和 五 一 条（
五 見 号 項
十 出 ） 第
七 し 第 三
年 を 二 号
山 含 条 及

号 十 十 県 三 第
） 三 二 条 号 一
第 号 号 例 の
二 ） ） 第 ８
条 第 第 五 の

三 三 号 表
条 条 ） 二
第 第 第 十
一 一 七 二
号 号 条 の

第 項

。

口 む 第 び
県 。 二 第
条 ） 項 五
例 第 号
第 二
三 号
十 及
二 び
号 同
） 条
第 第

一 の
項 備
第 考
十 ２
号 の

一

二
七

一 三
条 項
第
二
項
及
び
第
二
条
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三

開
発
行
為
等
の

第 （
二 一 十 旅

条 館 第 第
一 旅 業 八 六
般 館 次 に 条 条
海 業 に 係 の の
域 に 掲 る 二 五
の 係 げ 営 第 第
利 る る 業 二 二

第 第（
九 山 校 八
条 口 」 第 条

県 に 一
山 青 改 条 山
口 少 め 中 口
県 年 る 県「
青 健 。 市 学
少 全 町 校

（
山 二 二 十
口 三 十 十 第 九
県 項 一 三
学 山 項 山
校 山 口 第 口
職 口 県 四 県
員 県 産 号 県
定 循 業 民

十 十 十 十 十
八 七 六 五 四

山 山 山 山 山
口 口 口 口 口
県 県 県 県 県
営 福 環 行 浄
特 祉 境 政 化

許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例

用 営 条 施 項 項
に 業 例 設 中 第
関 施 の の 二「
す 設 規 設 山 号
る の 定 置 口 中
条 設 中 基 市 「
例 置 準 の 市「

基 市 等 区 町（
平 準 町 を 域 村
成 等 村 定 に 」
十 を 長 め 」 を
年 定 」 る の

年 育 村 職
健 成 立 員
全 条 高 定
育 例 等 数
成 の 学 条
条 一 校 例
例 部 」 （

改 を 昭（
昭 正 和「
和 ） 市 三
三 町 十
十 立 一

数 環 廃 活
条 型 棄 動
例 社 物 促
の 会 税 進
一 形 条 条
部 成 例 例
改 推 （ （
正 進 平 平
） 条 成 成

例 十 十
五 四（

平 年 年

定 の 基 手 槽
公 ま 本 続 保
共 ち 条 条 守
賃 づ 例 例 点
貸 く 検（ （
住 り 平 平 業
宅 条 成 成 者
条 例 七 七 登
例 年 年 録（

平 山 山 条（
平 成 口 口 例
成 九 県 県（

平
成
十
三
年
山
口
県
条
例
第

「
山 め を 条 下 市
口 る 例 に 町「
県 条 市 等 」「
条 例 町 の 、 に
例 長 一 岩 改（
第 昭 」 部 国 め
三 和 に 改 市 る
号 三 改 正 に 。
） 十 め ） あ
第 三 る つ
二 年 。 て

二 高 年
年 等 山
山 学 口
口 校 県
県 」 条
条 に 例
例 、 第
第 五「
三 市 十
十 町 一
七 村 号

成 山 山
十 口 口
六 県 県
年 条 条
山 例 例
口 第 第
県 四 四
条 十 号
例 号 ）
第 ） 第
一 第 一

（
九 年 条 条 昭
年 山 例 例 和
山 口 第 第 六
口 県 三 一 十
県 条 十 号 年
条 例 五 ） 山
例 第 号 第 口
第 一 ） 三 県
三 号 第 条 条
号 ） 四 第 例
） 第 条 二 第

三
十
三
号
）
第
四
条
第
三
項

条 山 は
第 口 平
一 県 成
号 条 十

例 八
第 年
二 三
号 月
） 十
第 九
三 日

号 立 ）
） 中 の
の 学 一
一 校 部
部 」 を
を を 次
次 の「
の 市 よ
よ 町 う
う 立 に
に 中 改

号 二 条
） 条 、
第 第 第
五 四 三
条 号 条

及 第（
見 び 三
出 第 項
し 五 、
を 号 第
含 五

第 三 第 項 二
四 条 二 十
条 第 項 四
第 二 及 号
一 項 び ）
項 、 第 第
第 第 二 五
二 十 十 条
号 条 五 第

及 条 三
び 項

条 に
第 お
四 け
号 る

岩
国
市
の
区
域
に

改 学 正
正 校 す
す 」 る
る に 。
。 、

「
市
町
村
立
小

む 条
。 （
） 見
、 出
第 し
十 を
三 含
条 む
、 。
第 ）
十 、

第
十
二
条

」
を
加
え
る
。

学
校
」
を
「
市
町
立
小
学

八 第
条 十
及 三
び 条
第 及
二 び
十 第
一 十
条 五
第 条

二
八
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第
十

第 四
十 条
四
条 山
、 口
第 県
二 農

第（ （
山 二 一 十 山
口 三 口
県 山 山 条 県
農 口 口 防
業 県 県 次 災
試 交 防 に 会
験 通 災 掲 議
場 安 会 げ 条

第
十

第 第 第 第 第 二
十 十 八 五 四 条
九 二 条 条 条
条 条 第 第 第 山
第 第 二 一 一 口
一 一 項 項 項 県
項 項 及 中 中 立

（
山 改
口 第 め 第 第
県 七 る 六 五
立 条 。 条 条
自 第 第 中
然 一 一 「
公 項 項 市
園 及 中 町

第 （
例 十 天

第 第 第 一 災
四 三 二 条 に
条 条 十 よ
中 中 六 天 る

号 災 被「 「
市 市 ） に 害
町 町 の よ 農

十 業
条 試
及 験
び 場
第 条
二 例
十 （
六 昭
条 和
中 三

十「
市 九

条 全 議 る 例
例 対 条 条 及
の 策 例 例 び
一 会 の 山（
部 議 昭 規 口
改 条 和 定 県
正 例 三 中 交
） 十 通（ 「

昭 七 市 安
和 年 町 全
四 山 村 対
十 口 長 策

及 中 び 自「 「
び 第 関 関 然「
第 関 三 係 係 公
四 係 項 市 市 園
項 市 中 町 町 条
、 町 村 村 例「
第 村 市 」 」 （
二 」 町 を を 昭
十 を 村 和「 「
条 」 関 関 三「
、 関 を 係 係 十
第 係 市 市 五

条 び 村「
例 第 市 」
の 二 町 を
一 項 村 「
部 並 」 市
改 び を 町
正 に 」「
） 第 市 に

八 町 改
条 」 め
中 に る

、 。

村 村 一 る 林
」 」 部 被 漁
を を を 害 業

次 農 者「 「
市 市 の 林 等
町 町 よ 漁 に
」 」 う 業 対
に に に 者 す
、 改 改 等 る

め 正 に 資「
か 、 す 対 金
か 同 る す の

町 年
村 山
長 口
、 県
市 条
町 例
村 第
農 三
業 十
委 七
員 号

五 県 及 会
年 条 び 議
山 例 市 条
口 第 町 例
県 三 村 の
条 十 」 一
例 九 を 部
第 号 改「
四 ） 市 正
十 第 町 ）
二 二 長

「
二 市 市 町 町 年
十 町 町 」 」 山
二 」 」 に に 口
条 に に 、 、 県
並 改 改 条「 「
び め め 聞 聞 例
に 、 る か き 第
第 同 。 な 」 二
二 条 け を 十
十 第 れ 五「
七 四 ば 聴 号

「
市 「
町 基
村 く
」 」
を を
「 「
市 基
町 づ
」 く
に 」
改 に

る 条 。 る 融
」 第 資 通
を 一 金 に

号 の 関「
係 の 融 す
る 表 通 る
」 中 に 暫
に 関 定「
改 こ す 措
め え る 置
る 」 暫 法

会 ）
会 の
長 一
」 部
を を

次「
市 の
町 よ
長 う
、 に
市 改

号 条 及
） 第 び
第 一 市
二 項 町
条 及 」
第 び に
一 第 改
項 二 め
及 項 る
び 。
第

条 項 」 き ）
中 中 を 」 の

に 一「 「 「
市 若 聴 改 部
町 し か め を
村 く な る 次
」 は け 。 の
を 区 れ よ

域 ば う「
市 」 」 に
町 を に 改

め 、
る 「
。 す

で
に
」
を
「
既
に
」

。 を 定 に
措 基「

超 置 く
え 法 補
」 に 助
に 基 及
改 く び
め 補 損
、 助 失
同 及 補
条 び 償

町 正
農 す
業 る
委 。
員
会
会
長
」
に
、

二
項

」 改 正「
に 又 め す
改 は る る
め 区 。 。
る 域
。 」

に
改
め
る
。

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

第 損 に
二 失 関
号 補 す
中 償 る

に 条「
か 関 例
か す の
る る 一
」 条 部
を 例 改

正
「
一
に
」
を

二 「
九 い

ず
れ
か

「
す
で
に
」
を
「
既
に
」
に

「 （
係 昭 ）
る 和
」 三
に 十
改 四
め 年
る 山
。 口

県
条
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第 第（
十 山 市 十

題 七 口 」 第 六
名 条 県 に 条二
を 市 改 条
次 山 町 め 山第
の 口 村 、 口二
よ 県 振 同 県項
う 市 興 表 公第

（
山 「「
口 岩
県 国 山
公 市

口営 」
企 に 県
業 改 山
の め 立

口

別
表 山 山
中

口 口「
県 県

山
立 立

口

第 （
十 山 に

別 五 口 」
山 表 条 県 に

山 立 改
口 口 山 高 め

県 口 等 る県
立 県 学 。

立 岩 立 校
に 町 基 生 営一
改 村 金 見 企号
め 振 条 川 業の
る 興 例 発 の表
。 基 の 電 設小

金 一 所 置瀬
条 部 の 等川
例 改 項 に発

正 中 関電（
昭 ） す所「
和 玖 るの
四 珂 条

設 る
高置 。 県

等 森
に 立
関 高

広す
等る 瀬

条 学
例 高
の 校

等一
部

高 広
県

森 瀬
立

高 高
坂

等 等
上

学 学
高

校 校
等

国 高 等
坂 総 等 条

合 学 例上
高 校 の

高 等 等 一
学 条 部

等 校 例 改
の 正学 （
項 昭 ）

校 の 和
次 三
に 十項

十 郡 例中
三 美 （「年 川 昭玖山 町 和珂口 」 四郡県 を 十美条 一和「
例 岩 年町第 国 山」一 市 口を号 」 県

学
改 玖
正 校

珂）

郡 玖
玖

珂
珂

郡町

学
岩 岩

校

玖 国 国
珂

郡
市 市美

岩 次 九
の 年
よ 山
う 口
に 県国 加 条
え 例
る 第
。 五

市 十
一

） に 条「
岩の 改 例国一 め 第市部 る 四」を 。 十に次 六改の 号めよ ）、う の
同に 一
表改 部

錦」
を

町削
り

」、
同
表
山
口
県

和

町

及
び

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

本正 を
郷す 次
川る の
発。 よ
電 う
所 に
の 改
項 正
中 す

る「
玖 。

立
高
森
み
ど
り
中
学
校
の
項

改
正
す
る
。

珂
郡
本
郷
村
」
を
「
岩
国

中
「
玖
珂
郡
玖
珂
町
」
を

三
〇
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第 （
二 風
十 俗
二 営
条 業

等
風 の
俗 規
営 制

第 （
二 山 二

第 第 十 口
九 七 一 県 山
条 条 条 自 口
第 第 然 県
二 二 山 環 自
項 項 口 境 然
、 中 県 保 海

第 第（
一 二 山 十

十 口 第 第 九
山 条 県 六 九 条
口 地 十 条
県 次 方 九 中 山
地 に 港 条 口「
方 掲 湾 第 市 県
港 げ 審 二 町 公

第（
山 委 十
口 員 第 第 八
県 会 十 二 条
公 」 七 条
害 を 条 第 学
防 の 一 校「
止 市 見 項 職
条 町 出 第 員

（
学 改
校 第 め 第
職 五 る 一
員 条 。 条 山
の 第 中 口
勤 一 県「
務 項 市 市
時 中 町 町

業 及
等 び
の 業
規 務
制 の
及 適
び 正
業 化
務 等
の に
適 関
正 す

第 自 全 浜「
十 関 然 条 保
七 係 環 例 全
条 市 境 の 地
第 町 保 一 区
二 村 全 部 条
項 」 条 改 例
、 を 例 正 （
第 ） 昭「 （
二 関 昭 和
十 係 和 五
三 市 四 十

湾 る 議 項 村 害
審 条 会 中 」 防
議 例 条 を 止「
会 の 例 関 条「
条 規 及 係 市 例
例 定 び 市 町 （

中 山 町 」 昭（
昭 口 村 に 和「
和 関 県 」 改 四
四 係 自 を め 十
十 市 然 る 七「
九 町 海 関 。 年

例 教 し 二 の
の 育 を 号 勤
一 委 中 務「
部 員 時（ 「
改 会 市 間「
正 」 町 市 、
） に 立 町 休

改 学 村 日
め 校 立 、
る 職 学 休
。 員 校 暇

に 職 等

間 村 振「
、 の 興（
休 各 市 基
日 号 町 金
、 」 村 条
休 を 」 例
暇 削 を
等 り 「
に 、 市
関 町「
す 一 （
る を 市

化 る
等 条
に 例
関 の
す 一
る 部
条 改
例 正

）（
昭
和

条 町 十 六
第 」 九 年
二 に 年 山
項 改 山 口
及 め 口 県
び る 県 条
第 。 条 例
三 例 第
十 第 二
二 四 十
条 号 三

年 村 浜 係 山
山 」 保 市 口
口 を 全 町 県
県 地 」 条「
条 関 区 に 例
例 係 条 改 第
第 市 例 め 四
一 町 の る 十
号 」 一 。 一
） に 部 号
第 改 改 ）

関 員 に
す 」 関
る を す
読 る「
替 条「
え 市 例
） 町 （
」 立 昭
に 学 和
改 校 四
め 職 十

条 行 町
例 う 」
の 市 に
一 町 、
部 村 「
改 」 市
正 を 町
） 村「

い の
ず 」
れ を

五
十
九
年
山
口
県
条
例
第
二

第 ） 号
二 の ）
項 一 第
中 部 二

を 条「
市 次 第
町 の 三
村 よ 項
」 う
を に

改

三 め 正 の
条 る ） 一
第 。 部
二 を
項 次
第 の
三 よ
号 う

に
改
正

、 員 六
同 」 年
条 に 山
中 改 口

め 県「
市 る 条
町 。 例
村 第
立 三
学 十
校 号

か 「
を 市
行 町
う の
市 」
町 に
」 、
に 「
改 山
め 口
、 県

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

「
市 正
町 す
」 る
に 。
改
め
る
。

す
る
。

職 ）
員 の
」 一
を 部

を「
市 次
町 の
立 よ
学 う
校 に
職 改

同 市
条 町
第 村
二 振
項 興
中 基

金「
市 」
町 を
村 「
」 山

う
に
改
正
す

三 る
一 。

員 正
」 す
に る
、 。
「
市
町
村
教
育

を 口
県「

市 市
町 町
」 振
に 興
改 基
め 金
る 」
。 に
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（
山
口
県
の
事
務
処
理

第 第 第 第 第 第
四 四 三 三 三 三
十 十 十 十 十 十
七 三 九 六 五 二
条 条 条 条 条 条

第 第 第 第 第（
見 一 一 二 二 一

第
二

第 第 第 第 十
二 十 十 五 五
十 九 五 条 条
五 条 条 第
条 、 中 二 山
第 第 項 口「
三 二 市 、 県

第（ （
山 二 山
口 第 十 口
県 二 四 県
環 条 条 青
境 の 少
影 表 山 年
響 中 口 交
評 県 流「

第 （
二 山 月

第 十 口 十 別
二 三 県 九 表
条 条 流 日 第
の 域 に 三
表 山 下 お の
周 口 水 け 四
南 県 道 る 号

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

出 項 項 項 項 項
し 中 及 中 中 中
を び「 「 「 「
含 市 第 関 市 関
む 町 三 係 町 係
。 村 項 市 村 市
） 長 中 町 長 町
中 」 村 」 村「

を 市 長 を 長「
市 町 」 」「 「
町 市 村 を 市 を
村 町 長 町

項 十 町 第 環
及 条 村 三 境
び 第 長 項 影
第 二 及 響（
二 項 以 び 評
十 及 下 第 価
六 び 七 条「
条 第 関 項 例
第 二 係 、 （
一 十 市 第 平
項 二 町 七 成
中 条 村 条 十

価 玖 青 施
条 珂 少 設
例 郡 年 条
の 由 交 例
一 宇 流 の 岩
部 町 施 一 国
改 」 設 部 市
正 を 条 改 、
） 例 正 光「

岩 ） 市（
国 平 及
市 成 び

流 流 条 岩 営
域 域 例 国 業
下 下 の 市 の
水 水 一 の 項
道 道 部 区 及
の 条 改 域 び
項 例 正 に 五
を ） 」 号（
次 昭 を 営
の 和 加 業
よ 六 え の
う 十 る 項

改
正
）

「 「
」 長 」 関 長 関
を 」 を 係 」 係

に 市 に 市「 「
市 改 市 町 改 町
町 め 町 長 め 長
」 、 長 」 る 」
に 同 」 に 。 に
改 条 に 改 改
め 第 改 め め
る 五 め る る
。 項 る 。 。

中 長 、 年「
市 」 第 山「
町 関 を 十 口
村 係 条 県「
長 市 市 並 条
」 町 町 び 例
を 村 長 に 第

長 第 三「 （
市 」 以 十 十
町 を 下 一 七
長 条 号

」 九 周
に 年 南
改 山 市
め 口
る 県
。 条

例
第
四
号
）

に 一 。 並
改 年 び
め 山 に
る 口 別
。 県 表

条 第
例 四
第 の
一 五
号 号
） 営

及 。
び
第
六
項
中
「
関
係
市
町

「 「
」 関 関 第 ）
に 係 係 二 の
改 市 市 項 一
め 町 町 中 部
る 長 長 を「
。 」 」 市 次

に に 町 の
改 改 村 よ
め め 長 う
る る 」 に
。 。 を 改

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

の 業
一 の
部 項
を 中
次 「
の 山
よ 口
う 市
に の
改 区
正 域

村
長
」
を
「
関
係
市
町
長
」

正「
市 す
町 る
長 。
」
に
改
め
る
。

す
る
。

す に
る 」
。 の

下
に
「
、
岩
国
市
に

に
改
め
る
。

あ
つ
て
は
平
成
十
八
年
三

三
二
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別
表
第
二
中

第 （
二 山 改
十 口 め
七 県 る
条 河 。

川
山 流
口 水「
県 占

の 町 二 め「
五 」 、 、及
中 を 同玖 び

削 表珂 第「
萩 り 第町 十
市 、 六、 五
」 同 号錦 号
の 表 中町 か

第
由 二
宇 別 第 十
町 表 一 六
、 中 条 条
玖 及「
珂 び 山
町 第 口
、 二 県

二
千 五

百 三 百
六 百 七
十 十 十 五
円 円 円 円

千
六
百

河 用
市 川 料六 の 流 等百 区 水 徴八 域 占 収十 用 条円 料 例

等 の
徴 一

町 収 部四 の 条 改百 区 例 正

下 第 、 ら 「
に 二 、美 第

十 由川 十「
、 九 宇町 五
岩 号 町、 号
国 中 、美 の
市 本和 三「
」 、 郷町 ま
を 由 村」 で
加 宇 、を の
え 町 錦削 規
、 、 町

本 条 の
郷 事（
村 見 務
、 出 処
周 し 理
東 を の
町 」 含 特
、 を む 例
錦 。 に「
町 ） 関
、 中 す
美 る百 四 四

十 十 百 三
円 円 円 円

千 二
百 百

六 五 四
十 十 十 一
円 円 円 円

八 域 ）十 （
平円 成
十
二

村 年二 の 山百 区 口八 域 県十 条円 例

り 定
玖 、、 中「

、 珂 美同 「玖 町 川表 各珂 、 町第 町町 周 、十 村、 東 美九 」錦 町 和号 を町 」 町中 「、 を 」各「美 削 を各 町川 り 削

「
川 市 条
町 町 例
、 村 （
美 」 平
和 を 成
町 十「
」 」 市 二
を に 町 年
削 改 」 山
り め に 口
、 、 改 県

を

二
千 五

第
四
号「
）
の

市 一
部
をの
次
の六 区 よ

市 」町 、 り町 に、 同 、村 改美 表 同」 め和 第 表を 、町 三 第同」 十 十「
各 表を 二 二市 第削 号 号町 十り の 中」 八、 二 「
に 号同 中 各

同 同 め 条
表 表 る 例
第 第 。 第
一 一 二
号 号 号
の 中 ）
三 の「
か 各 一
ら 市 部
第 町 を
三 村 次百 三 百

六 百 七
十 十 十 五
円 円 円 円

千

百 う八 域 に十 改円 正
す
る

町 。

の

改 の表 市「
め 二第 市 町
、 中三 町 村
同十 村 」「
表 防五 」 を
第 府号 を 「
二 市ハ 各「
十 」中 市 市
六 の町 町「
号 下各 」 」
の に市 に に

号 」 の
ま を よ
で う「
の 各 に
規 市 改
定 町 正
中 」 す

に る「
各 改 。
市 め
町 、

三
三

六
百

百 四 四
十 十 百 三
円 円 円 円

に
改
め

四 区
百
八 域十
円

二町 改 改「
中 、村 め め

岩」 、 、「
、 国を 同 同
玖 市表 表「
珂 」各 第 第
町 を市 三 十
、 加町 十 四
周」 四 え 号

に 号 東 、 の

村 同
」 表
を 第

一「
各 号
市 の
町 二
」 中
に 「
改 、
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別
表
中

二
千 五

第 （
二 砂
十 防 第
九 指 十
条 定 五

地 条「
砂 に 第
防 お 一

市 指 け 項六

第 （
二 山 る

第 十 口 。
八 八 県
条 条 男
の 女
見 山 共
出 口 同
し 県 参

百 三 百
六 百 七
十 十 十 五
円 円 円 円

千
六
百

百 四 四
十 十 百 三

の 定 る 中百 区 地 行八 「
域 に 為 市十 お の 町円 け 規 村

る 制 」
行 及 を

町 為 び四 「
の の 砂 市百 区 規 防 町八 域 制 設 」十 及 備 に

を 男 画
女 推「 三共 進（ 百市 同 条 六町 参 例 十男 画 の 円女 推 一

共 進 部
同 条 改
参 例 正 二画 ）（ 百計 平

四
六 百
百 七 百
三 十 九
十 五 十
円 円 円

四 三
百 百 百

円 円 円 円

千 二
百 百

六 五 四
十 十 十 一
円 円 円 円

を

円 び の 改
砂 管 め
防 理 る

村 設 に 。二 の 備 関百 区 の す八 域 管 る十 理 条円 に 例
関 の
す 一

四画 成 十の 十 円策 二
定 年
に 山
関 口
す 県 百る 条 八助 例 十言 第 円等 三

四 五 四
十 十 十
円 円 円

二
百
五 二 八
十 百 十
円 円 円

二
千 五

百 三 百
六 百 七

る 部「
条 改
例 正

市 ）（
平
成の
十
五六 区 年百 山八 域 口

） 十 」
」 四
に 号
改 ）
め の
、 一
同 部
条 を
中 次

の「 三市 よ
四

六 百
十 十 十 五
円 円 円 円

千
六
百

十 県円 条
例
第

町 二
号
）の
の
一四 区 部百 を

百町 う 六村 に 十」 改 円を 正
す「

市 る
町 。
」
に
改
め

百 七 百
三 十 九
十 五 十
円 円 円

百 四 四
十 十 百 三
円 円 円 円

に
改
め
る
。

八 域 次十 の円 よ
う
に
改
正
す
る
。

二る 百。 四
十
円

」

四 三
百 百 百
四 五 四
十 十 十
円 円 円

三
四
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山
口
県
の
事
務
処
理

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 の
県 第 七 事
の 五 年 務
事 十 七 処
務 三 月 理

第
こ 三
の 第 第 十
条 附 二 十 一
例 十 四 条
は 則 三 条
、 条 第 山
平 第 三 口
成 二 項 県

第（ （
山 三 職
口 第 十 員
県 二 条 の
希 条 修
少 第 職 学
野 一 員 部
生 項 の 分
動 中 修 休 三

四
六 百の

特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成

処 号 十 の
理 二 特
の 日 例
特 に
例 関
に す
関 る
す 条
る 例
条 の
例 一
の 部

十 項 中 希
八 及 少「
年 び 関 野
三 第 係 生
月 三 市 動
二 項 町 植
十 並 村 物
日 び 」 種
か に を 保
ら 第 護「
施 二 関 条
行 十 係 例

植 学 業「 百物 市 部 に 六種 町 分 関 十保 村 休 す 円護 教 業 る
条 育 に 条
例 委 関 例
の 員 す の 二一 会 る 一 百部 」 条 部 四改 を 例 改 十正 正

百 七 百
三 十 九
十 五 十
円 円 円

四 三
百 百 百
四 五 四
十 十 十

十
二
年
山
口
県
条
例
第
二
号

一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に

す 六 市 （
る 条 町 平
。 中 」 成

に 十「
市 改 七
町 め 年
村 る 山
」 。 口
を 県

条「
市 例

「 （ 円） 市 平 ）
町 成
教 十
育 七
委 年 百員 山 八会 口 十」 県 円に 条
改 例 」
め 第

円 円 円

二
百
五 二 八
十 百 十
円 円 円

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

公
布
す
る
。

町 第
」 八
に 号
改 ）
め の
る 一
。 部

を
次
の
よ

る 四
。 号

）
の
一
部
を
次 三の 百よ 六う

四
六 百
百 七 百
三 十 九

正
す
る
。

山
口
県
知
事

二

う
に
改
正
す
る
。

十に 円改
正
す
る
。

二
百

十 五 十
円 円 円

四 三
百 百 百

三
五

井

関

成

四
十
円

」

四 五 四
十 十 十
円 円 円
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山
口
県
条
例
第
五
十
五

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
十 吏 例
七 員 は 則
年 恩 、
七 給 公
月 条 布

山
別 一 口
表 般 県
第 職 一 条
五 に 般 例
の 属 職 第
一 す に 五
級 る 属 十
の 学 す 四

一 こ
平 般 の ハ
成 職 条 附
十 に 例 法
七 属 は 則 第
年 す 、 六
七 る 公 十
月 学 布 二

別 別
ロ 表 ハ ロ 表

第 第
法 三 法 法 三
第 十 第 第 十
三 二 六 三 二
十 号 十 十 号
一 の 二 一 ロ

号 十 例 の
二 の 日
日 一 か

部 ら
を 施
改 行
正 す
す る
る 。
条
例
を

項 校 る 号
中 職 学

員 校「
徳 の 職
地 給 員
町 与 の
立 に 給
引 関 与
谷 す に
小 る 関
学 条 す
校 例 る

十 校 の 条
二 職 日 の
日 員 か 三

の ら 第
給 施 四
与 行 項
に す 第
関 る 十
す 。 四
る 号
条 ハ
例 又

条 二 条 条 及
の ロ の の び
二 及 三 二 ハ
第 び 第 第 を
二 ハ 四 二 次
項 を 項 項 の
第 次 第 第 よ
十 の 十 十 う
四 よ 四 四 に
号 う 号 号 改
ハ に ハ ハ め
又 改 又 又 る

こ
こ
に
公
布
す
る
。

」 条（
を 昭 例
削 和 の
り 二 一
、 十 部
同 七 を
表 年 改
の 山 正
二 口 す
級 県 る
の 条 条

の は
一 第
部 十
を 五
改 号
正 ニ
す の
る 認
条 定
例 を
を す

は め は は 。
第 る 第 第
十 。 十 十
五 五 五
号 号 号
ニ ニ ニ
の の の
認 認 認
定 定 定
を を を
す す す

項 例 例
中 第

六「
徳 号
地 ）
町 の
立 一
柚 部
野 を
小 次
学 の

こ る
こ こ
に と
公 。
布
す
る
。

る る る
こ こ こ
と と と
。 。 。

山
口
県
知
事

二

校 よ 山
」 う 口を に
削 改 県
る 正 知。 す

る 事
。

二

井

関

成

井

関

成

三
六
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第 山
八 口
十 県
三 税
条 賦
中 課

徴「
左 収

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 税
県 第 七 賦
税 五 年 課
賦 十 七 徴
課 六 月 収

第 （
三 職 て し 規
条 権 い く 定

改 る は に
前 定 も 市 よ
条 ） の 町 り
の に 村 、
規 つ の 退
定 い 退 職

第 第（ （
二 退 一 施
条 職 条 行

給 期 附
平 与 こ 日
成 金 の ） 則
十 等 条
七 を 例
年 受 は

第
付 八 第 山
之 条 八 口
ヲ ノ 条 県 山
為 三 ノ 吏 口
シ 三 員 県
タ 前 を 恩 吏
ル 条 次 給 員
モ ノ の 条 恩

の 条
」 例
を （

昭「
次 和
の 二
」 十
に 五
、 年

山「
一 口
に 県

徴 号 十 条
収 二 例
条 日 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例

に て 職 給
よ は 年 与
る 、 金 金
恩 平 及 、
給 成 び 一
年 十 退 時
額 七 職 扶
の 年 一 助
改 四 時 料
定 月 金 、
は 分 に 恩
、 以 関 給

三 け 、
月 た 公
三 こ 布
十 と の
一 の 日
日 あ か
以 る ら
前 者 施
に に 行
給 係 す
与 る る
事 退 。

ノ 場 よ 例 給
ト 合 う 条（
看 ニ に 昭 例
做 於 改 和 の
シ テ め 八 一
其 恩 る 年 部
ノ 給 。 山 を
一 ノ 口 改
人 請 県 正
ニ 求 条 す
対 及 例 る
シ 支 第 条

」 条
を 例

第「
い 三
ず 十
れ 九
か 号
に ）
」 の
に 一
改 部

条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

知 降 す 法
事 、 る （
が 当 条 大
受 該 例 正
給 控 の 十
者 除 規 二
の を 定 年
請 し に 法
求 な よ 律
を い る 第
待 額 退 四

由 隠 た
の 料 だ
生 又 し
じ は 、
た 扶 次
退 助 条
隠 料 の
料 の 規
又 年 定
は 額 は
扶 に 、

テ 給 十 例
為 ノ 六
シ 請 号
タ 求 ）
ル ヲ の
支 為 一
給 ス 部
ハ ベ を
全 キ 次
員 同 の
ニ 順 よ

め を
、 次
同 の
条 よ
第 う
二 に
号 改
中 正

す「
も る
つ 。

た を 職 十
ず も 一 八
に っ 時 号
行 て 金 ）
う そ を の
。 の 受 規

年 け 定
額 た に
と こ よ
す と る
る に 一

助 つ 平
料 い 成
で て 十
、 の 七
山 特 年
口 例 四
県 ） 月
吏 一
員 日
恩 か
給 ら

対 位 う
シ 者 に
テ 二 改
之 人 正
ヲ 以 す
為 上 る
シ ア 。
タ ル
ル ト
モ キ
ノ ハ

ぱ
ら
」
を
「
専
ら
」
に
改
め

山
口
県
知
事

二

。 よ 時
り 恩
一 給
定 若
額 し
を く
控 は
除 一
し 時
た 扶
額 助

条 適
例 用
第 す
二 る
十 。
六
条
第
一
項
そ

ト 其
看 ノ
做 一
ス 人

ガ
為
シ
タ
ル
請
求

、
同
条
第
四

三 号
七 中

「
本
号

井

関

成

を 料
も 又
っ は
て 他
そ の
の 都
年 道
額 府
と 県
し 若

の
他
の
法
令
又
は
条
例
の

ハ
全
員
ノ
為
其
ノ
全
額
ニ
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並
び
に
前
条
第
一
項
及

八 第 一 号 に
附 項 三 項 」 、
則 第 項 」 を 「
第 二 と を 「 （
十 号 し 第 以「
七 中 、 、 七 下
条 同 前 項 こ「
の 附 条 項 第 の
二 則 第 」 一 項

第 に 十 一
六 附 改 六 号
項 則 め 号 か
並 第 る ま ら
び 十 。 で 第
に 七 」 十
次 条 に 四
条 の 改 号
第 二 め ま

め 分 六
、 附 に 年 附 第
同 応 四 則 百則
条 じ 月 第 十第
第 当 一 十 条十
四 該 日 一 第五
項 各 か 条 二条
中 号 ら 第 号の

に 平 八 中二「

同 及
第 条 第 第 び
八 第 八 八 次
十 三 十 十 条
六 項 六 四 第
条 中 条 条 三
の の の 項「
三 、 二 二 」
第 第 第 中 を

び
第
二
項
」
を
「
第
六
項
ま
で

の 第 五 に 号 、
三 十 項 改 」 次
第 七 中 め に 項
一 条 、 改 及「
項 の 第 同 め び
中 二 三 項 、 第

第 項 を 同 六「
附 七 」 同 条 項
則 項 を 条 第 並
第 」 第 二 び「
三 を 第 二 項 に
十 二 項 を 次

一 第 、 で
項 一 同 の
」 項 条 造
を 中 第 成

六 又「 「
。 第 項 は
以 三 中 同
下 十 項「
こ 七 第 第
の 条 三 十
項 の 十 五
、 十 一 号

第 定 成 項第 「
三 め 十 中 第二
十 る 七 五項 「
一 率 年 施 十中
条 を 九 行 六「
の そ 月 令 条第
二 れ 三 で の三
第 ぞ 十 定 二十
二 れ 日 め の一
項 」 ま る 四条
第 を で も 」の
十 」 の を

一 十 二 「 「
項 二 項 医 こ
中 条 中 療 の

」 用 号「 「
、 を 、 具 及
第 削 第 等 び
十 る 十 を 次
二 。 二 と 条
条 条 う 第
」 載 四（
を 自 し 項
削 動 た 」

及
び
前
条
第
一
項
」
に
、

「
五 附 項 と 削 条
条 則 」 し り 第
の 第 に 、 、 一
二 十 改 同 同 項
の 七 め 条 条 」
三 条 、 第 第 を
第 の 同 四 三 「
二 二 項 項 項 （
項 第 を 中 中 以
」 六 同 下「 「
を 項 条 第 第 こ

次 第 条 若
条 三 の し
第 項 二 く
一 」 第 は
項 を 二 第
及 項 十「
び 第 第 六
附 三 十 号
則 十 号 」
第 七 か に
十 条 ら 、

二 「
号 百 を の第 「
か 分 取 第二 「
ら の 平 得 五項
第 一 成 十第 （
十 を 十 」 六十三 」 七 を 条号号 に 年 のか 「
ま 改 十 バ 二らで め 月 ス の第の 、 一 、 五十造 同 日 ト 」

る 車 」 に
。 の を 、

使 「 「
用 医 以
の 療 下
本 機 次
拠 器 条
の 等 第
位 を 三
置 搭 項
が 載 」「

附
則
第
十
七
条
の
二
の
三
第

」 第 三 三 の「
附 に 四 十 十 項
則 改 項 七 七 及
第 め と 条 条 び
三 、 し の の 第
十 同 、 十 十 五
五 項 同 第 第 項
条 を 条 五 四 並
の 同 中 項 項 び
二 条 第 」 各 に
の 第 六 を 号 附

七 の 第 「
条 十 十 同
の 第 五 条
二 二 号 第
の 項 ま 二
三 」 で 項
第 に 」 第
一 改 を 十
項 め 号「
」 、 第 か
に 三 ら

五成 項 か ラ に号又 各 ら ッ 改まは 号 平 ク めで同 を 成 そ る」項 削 十 の 。を第 る 八 他
十 。 年 の「

第四 三 施三号 月 行
十若 三 規
一し 十 則

他 し を
の た 「
道 」 次
府 に 条
県 改 第
か め 四
ら る 項
県 。 」
内 に
に 、
変

一
項
」
を
「
附
則
第
十
七
条

六 七 項 」 則「
第 項 を 第 を 第
二 と 第 三 十「
項 す 五 十 第 七
」 る 項 七 三 条
に 。 と 条 十 の
改 し の 七 二
め 、 十 条 の
、 第 第 の 三
同 七 四 十 第
条 項 項 第 一

「
、 及 十 第

び 一 十「
第 次 条 五
三 項 の 号
項 」 二 ま
及 を 第 で
び 削 二 」
第 り 項 を
四 、 第 「
項 十 同「
」 。 一 条

条く 一 で
のは 日 定
二第 ま め
第十 で る
二五 」 も
項号 に の
第」 、 の
十を 取「
一 次 得「
号第 の （
か三 各 第

「
更 も
さ つ
れ ぱ
た ら
場 」
合 を
に 「
限 専
る ら
。 」
以 に

の
二
の
四
第
一
項
」
に
、

第 を 」 三 項
二 第 に 項 」
項 六 改 各 に
中 項 め 号 、

と 、 」「 「
第 し 同 に 第
七 、 項 、 八
項 同 を 項「
ま 条 同 、 第
で 第 条 第 一

を 以 号 第
下 か 二「

次 こ ら 項
項 の 第 第
及 項 十 十
び 、 六 一
第 次 号 号
三 項 ま か
項 及 で ら
」 び 」 第

ら十 号 二
第一 に 項
十条 掲 、
六の げ 」
号二 る に
ま第 自 、
で二 動 「
」項 車 平
に第 の 成

十 改 区 十

下 改
同 め
じ る
。 。
）
」
を
削
り
、

三
八
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（
施
行
期 附
日
） 則

を 則 項「
同 第 第 ま 附
条 三 十 で 則
第 十 七 及 第
七 七 条 び 十
項 条 の 第 七
と の 二 十 条
す 十 第 七 の
る 第 一 条 三

２
に さ 条 す で
つ れ の 前 る 定
い た 三 項 規 め
て 同 第 の 定 る
や 条 一 規 を 金
む 第 項 定 適 額
を 二 の は 用 は
得 項 規 、 す 当

第 条（
が 下 十 特 を
発 こ 七 定 加
生 の 条 管 え
し 項 の 理 る
た に 二 株 。
と お の 式
き い 二 が
は て 価

一 「 「 「
項 同 前 附 前
」 条 条則条
を 第 第第第

七 一十一「
附 項 項七項
則 第 前条前
第 一 段の段
十 号 」」 二

。 二 項 の 第
項 前 二 二
」 段 の 項
を 」 三 中

に 第「 「
第 改 一 第
三 め 項 八
十 、 」 項
七 同 に 」
条 条 、 を
の 第 「 「
十 六 附 第

な の 定 施 る 該
い 確 に 行 。 特
理 定 よ 令 定
由 申 る 附 管
が 告 申 則 理
あ 書 告 第 株
る を 書 十 式
と 含 八 の（
市 む そ 条 譲
町 。 の の 渡
村 ） 提 二 を
長 に 出 第 し

、 県 値「
当 特 民 を
該 定 税 失
事 管 の つ
実 理 所 た
が 株 得 場
発 式 割 合
生 」 の の
し と 納 株
た い 税 式
こ う 義 等
と 。 務 に

七 」 をを の
条 に 二 「「
の 改 附附 第
二 め 則則 一
の 、 第第 項
三 同 十十 中
第 条 七七 「
一 第 条条 （
項 二 のこの
」 項 二れ二
に を 第に第
改 削 一

一 項 則 七
第 第 第 項
一 一 十 」
項 号 七 に
第 中 条 改
一 の め「
号 第 二 、
」 三 の 同
に 十 二 条
改 七 第 第
め 条 一 四

が 前 期 四 た
認 項 限 項 こ
め の 後 の と
る 規 に 規 に
と 定 お 定 よ
き の い に り
を 適 て よ 生
含 用 県 り じ
む を 民 、 た
。 受 税 前 損
） け の 項 失

は ） 者 係
当 が に る
該 株 つ 譲
特 式 い 渡
定 と て 所
管 し 、 得
理 て そ 等
株 の の の
式 価 有 課
の 値 す 税
譲 を る の

類一
め り 項す項、 、 前る前同 同 段も段項 条 」の」を 第 にとに同 三 改し改条 項 めてめ第 中 、施、二 同行「
項 前 条「

令及と 条 を
、 の 項 項
同 十 」 中
条 第 を 「
第 二 第「
七 項 附 七
項 」 則 項
を を 第 ま
削 十 で「
り 第 七 並
、 三 条 び
同 十 の に

に よ 納 に の
限 う 税 規 金
り と 通 定 額
、 す 知 す と
適 る 書 る そ
用 旨 が 事 れ
す の 送 実 ぞ
る 記 達 が れ
。 載 さ 発 み

が れ 生 な
あ る し し

渡 失 租 特
を つ 税 例
し た 特 ）
た こ 別
こ と 措
と に 置
と よ 法
、 る 第
当 損 三
該 失 十
損 が 七

でびし 第 附定次、 八 則め項同 項 第」 る条 」 十もをを を 七の削附 条「
をり則 附 の

、 含第 則 二
む十 第 の「

第 。七 十 四
三 以条 七 と

条 七 二 第
第 条 の 十
八 の 三 七
項 十 第 条
中 三 一 の

の 項 二「
第 二 」 の
六 第 に 二
項 一 、 第
」 項 一「
を 」 前 項

る 時 た て
と ま 年 、
き で の こ

に 末 の（
こ 提 日 条
れ 出 の 及
ら さ 属 び
の れ す 前
申 た る 条
告 も 年 の
書 の 度 規

失 生 条
の じ の
金 た 十
額 場 の
と 合 二
し と 第
て し 一
施 て 項
行 同 に
令 条 規
附 第 定

項 下の 条 す
」 こ二 の る
を のの 二 。

項三 第 「
第 及と 七
二 びし 項
項 次、 」
」 項附 に
に に則 、
、 お第 「

い十 附 「

三
九

に 条 及「
前 改 第 び
項 め 一 第
」 、 項 二
に 同 前 項
改 項 段 」
め 第 」 を
、 二 を 「
同 号 第「
項 中 附 六

に 及 の 定
そ び 翌 そ
の そ 年 の
記 の 度 他
載 時 分 の
が ま の 県
な で 第 民
い に 二 税
こ 提 十 に
と 出 九 関

則 一 す
第 項 る
十 各 特
八 号 定
条 に 管
の 掲 理
二 げ 株
第 る 式
一 事 （
項 実 以

同 て七 則
条 同条 第
第 じの 十
八 。二 七
項 ）の 条
第 」次 の
一 をに 二
号 削次 の
」の 二 り

一 第 を 、
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第
五
項
」
と
す
る
。

５
定 く の 年 年
の 。 一 平 齢項
適 ） 月 成 六に
用 を 一 十 十お
に 適 日 九 五い
つ 用 現 年 歳て
い し 在 度 以同
て た に 分 上じ

４
の る 関 十

平 一 額 す 四
成 部 を る 条
十 を 控 部 の
九 改 除 分 五
年 正 す 第（
度 す る 法 一
分 る 。 第 項

３ ２ （
年 同 年 県
一 平 条 齢 平 民
月 成 中 六 成 税
一 十 十 十 に「
日 八 千 五 八 関
現 年 円 歳 年 す
在 度 」 以 度 る
に 分 と 上 分 経

１
三 二 一

定 こ
第 附 附 の
八 平 則 則 条
十 成 第 第 例
六 十 十 十 は
条 八 七 一 、
の 年 条 条 公

は 場 お の で。
、 合 い 個 あ）
同 に て 人 っに
条 お 年 の たつ
中 け 齢 県 者い

る 六 民 にて「
前 所 十 税 係は
条 得 五 の る、
」 割 歳 所 改法
と の 以 得 正及
あ 額 上 割 後び
る か で に の

の 条 こ 三 に
個 例 の 十 規
人 場 七 定（
の 平 合 条 す
県 成 に の る
民 十 お 三 分
税 七 け 及 離
の 年 る び 課
均 山 改 改 税
等 口 正 正 に
割 県 後 後 係
に 条 の の る

お の あ で の 過
い 個 る あ 個 措
て 人 の っ 人 置
年 の は た の ）
齢 県 、 者 県
六 民 に 民「
十 税 三 係 税
五 の 百 る の
歳 所 円 改 均
以 得 」 正 等
上 割 と 後 割
で に す の に

二 一 の 第 布
第 月 二 八 の
二 一 の 項 日
項 日 改 の か
及 正 改 ら
び 規 正 施
第 定 規 行
三 、 定 す
項 附 る
、 則 平 。
第 第 成 た
八 十 十 だ改

の ら あ 限 条正
は 、 っ り 例後
、 当 た 、 第の

該 も 所 二条「
山 額 の 得 十例
口 の の 割 九の県 三 所 の 条規税 分 得 納 の定賦 の 割 税 規中課 一 義 定所 （
徴 に 法 務 の

限 例 条 条 所
り 第 例 例 得
、 五 第 第 割
前 十 二 二 を
年 六 十 十 除
の 号 八 八 く
合 ） 条 条 。
計 附 の を 以
所 則 規 除 下
得 第 定 く こ
金 三 の 。 の

あ 限 る 山 限
っ り 。 口 り
た 、 県 、
も 所 税 前
の 得 賦 年
の 割 課 の
所 の 徴 合
得 納 収 計
割 税 条 所

義 例 得（
地 務 金

十 七 七 し
六 条 年 、
条 の 十 次
の 二 月 の
三 の 一 各
第 次 日 号
一 に に
項 一 掲
並 条 げ
び を る
に 加 規得収 相 第 者 適割条 当 二 で 用に例 す 十 、 に関の る 四 前 つす一 額 条 年 いる部 を の の て部を 控 五 合 は分改 除 第 計 、

正 す 一 所 同（
法す る 項 得 条
第る 。 に 金 中

額 項 適 ） 項
が 」 用 を に
百 と に 適 お
二 す つ 用 い
十 る い し て
五 。 て た 同
万 は 場 じ
円 、 合 。
以 同 に ）
下 条 お に
で 中 け つ

（
方 者 以 額
税 で 下 が
法 、 百「

前 改 二（
昭 年 正 十
和 の 後 五
二 合 の 万
十 計 条 円
五 所 例 以
年 得 」 下
法 金 と で

附 え 定
則 る は
第 改 、
十 正 当
五 規 該
条 定 各
の 及 号
二 び に
の 附 定
改 則 め
正 第 る

三条 こ 規 額 「
十例 の 定 が 千
七場 す 百 円（
条平 合 る 二 」
の成 に 分 十 と
三十 お 離 五 あ
及七 け 課 万 る
び年 る 税 円 の
改山 改 に 以 は
正口 正 係 下 、
後県 後 る で

あ る い「
り 前 所 て
、 条 得 は
か 」 割 、
つ と の 法
、 あ 額 及
平 る か び
成 の ら 改
十 は 、 正
七 、 当 後
年 該 の

律 額 い あ
第 が う り
二 百 。 、
百 二 ） か
二 十 第 つ
十 五 二 、
六 万 十 平
号 円 九 成
。 以 条 十
以 下 の 七
下 で 規 年

規 十 日
定 七 か

条 ら
平 の 施
成 二 行
十 の す
八 二 る
年 か 。
四 ら
月 第
一 十「

の条 の 所 あ 六
条例 条 得 り 百
例第 例 割 、 円
第五 第 を か 」
二十 二 除 つ と
十六 十 く 、 す
八号 八 。 平 る
条） 条 以 成 。
を附 の 下 十

則 規 除 こ 七

「
一 山 額 条
月 口 の 例
一 県 三 の
日 税 分 規
現 賦 の 定
在 課 二 中
に 徴 に 所
お 収 相 得
い 条 当 割
て 例 す に

あ 定 一「
法 り の 月
」 、 適 一
と か 用 日
い つ に 現
う 、 つ 在
。 平 い に
） 成 て お
第 十 は い
二 七 、 て

日 七
条
の
三
ま
で
の
改
正
規

四
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

条
第 第
五 四
条 項
中 と
第 し
一 、
号 同
を 条

第 を
二 第 第 第「
号 。 三 二 一
」 第 条 条 条
に 五 第 中 中
改 条 一 第 「
め 第 項 一 、
、 二 を 号 開
同 号 削 を 発

山
題 開 口
名 発 県 平
中 地 開 条 成

区 発 例 十「
開 等 地 第 七
発 に 区 五 年
地 お 等 十 七
区 け に 七 月

８
開 例 前
発 に に 改
地 よ 行 正
区 る っ 後
等 。 た の
に 改 条
お 正 例
け 前 附

７ ６（ （
自 平 自
動 成 改 動 改
車 十 正 車 正
取 七 後 税 後
得 年 の に の
税 度 条 関 条
に 分 例 す 例
関 ま 第 る 附

削 第
り 六
、 項
第 中
二 「
号 第
を 五
第 条
一 第
号 四
と 号
し 」

項 」 り 削 地
を に 、 り 区
同 、 同 、 」
条 条 第 及「
第 及 第 二 び
二 び 二 号 「
項 第 項 を 地
と 五 中 第 域
し 条 一 輸「
、 第 第 号 入
同 三 五 と 促
条 号 条 し 進

等 る お 号 十
」 県 け 二
を 税 る 日

の 県「
過 特 税
疎 例 の
地 に 特
域 関 例
等 す に
」 る 関
に 条 す
改 例 る

る の 則
県 山 第
税 口 十
の 県 一
特 税 条
例 賦 第
に 課 八
関 徴 項
す 収 の
る 条 規
条 例 定
例 附 は

す で 八 経 則
る の 十 過 第
経 自 六 措 十
過 動 条 置 七
措 車 第 ） 条
置 税 二 の
） に 項 二

つ 及 の
い び 二
て 第 の
は 三 規
、 項 定

、 を
第 「
三 第
号 五
を 条
第 第
二 三
号 号
と 」
し に
、 改

第 」 第 、 計
四 を 二 第 画
項 号 三 又「
中 及 」 号 は

び を か 」「
第 第 ら を「
五 五 第 第 削
条 条 五 六 り
第 第 条 号 、
四 二 第 ま 「
号 号 一 で 輸

め 条（
る 昭 例
。 和 の

三 一
十 部
九 を
年 改
山 正
口 す
県 る
条 条

の 則 、
一 第 平
部 十 成
を 一 十
改 条 七
正 第 年
す 八 十
る 項 月
条 に 一
例 規 日
を 定 以

な 並 は
お び 、
従 に 平
前 第 成
の 八 十
例 十 七
に 六 年
よ 条 四
る の 月
。 三 一

第 日
第 め
四 、
号 同
を 項
第 を
三 同
号 条
と 第
す 五
る 項
。 と

」 」 号 を 入
を に 」 一 、

、 に 号 購「
第 改 ず 買「
五 め つ 等（
条 第 、 繰 に
第 五 同 り 資
三 条 項 上 す
号 第 を げ る
」 三 同 る 」
に 号 条 。 を

例 例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を

こ す 後
こ る の
に 自 自
公 動 動
布 車 車
す の の
る 取 取
。 得 得

に に
対 対
し し

一 以
項 後
の に
規 同
定 条
は 第
、 一
平 項
成 に
十 規
八 定

し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第

改 」 第 「
め を 一 商
、 項 業「
同 と 等（
項 昭 し の
を 和 、 活
同 三 同 性
条 十 条 化
第 二 第 の
三 年 三 」
項 法 項 に

次 山
の 口よ
う 県
に 知改
正 事
す
る
。 二

て て
課 課
す す
る べ
自 き
動 自
車 動
取 車
得 取
税 得
に 税

年 す
度 る
以 事
後 実
の が
年 発
度 生
分 す
の る
自 場
動 合

六
項
と
す
る

四 。
一

と 律 中 改
し 第 め「
、 二 。 る
同 十 第 。
条 六 五
第 号 条
五 。 第
項 第 三
を 五 号
同 条 」

井

関

成

つ に
い つ
て い
は て
、 適
な 用
お し
従 、
前 同
の 日

車 に
税 つ
に い
つ て
い 適
て 用
適 す
用 る
し 。
、



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

項「
、
第
十
一
項
又
は
第

山
口別 山
県口表

山 条県第
口 例使一
県 第用の
使 五料８
用 十手の
料 八数表

２
山 五 区

平 口 条 内 平
成 県 第 に 成
十 使 一 お 十
七 用 号 い 七
年 料 に て 年
七 手 規 、 三
月 数 定 改 月

１（ （
経 施 第
過 こ 行 七
措 の 期 附 条
置 条 日 中
） 例 ） 則 「

は 第
、 四
公 項

十
四
項
」
に
、

手 号料二
数条十
料例六
条の （
例昭項
の和建
一三築「
部十物
を一建
改年築
正山等
す口

十 料 す 正 三
二 条 る 前 十
日 例 家 の 日

の 屋 開 以
一 及 発 前
部 び 地 に
を そ 区 低
改 の 等 開
正 敷 に 発
す 地 お 地
る で け 域
条 あ る 工

布 」
の を
日 「
か 第
ら 三
施 項
行 」
す に
る 改
。 め

る
。許

る県可 条条申 例例請 第手 一数 号料 ）に の関 一す 部る を

例 る 県 業
を 土 税 開
こ 地 の 発
こ を 特 促
に 取 例 進
公 得 に 法
布 し 関 （
す た す 昭
る 者 る 和
。 に 条 三

係 例 十

に
、

部 次分 の中 よ
う「

第 に五 改十 正
二 す
条 る
第 。
九

る 第 六
県 三 年
税 条 法
の 第 律
課 一 第
税 項 二
免 に 百
除 規 十
に 定 六
つ す 号
い る ）

項 山
、

口第
十 県
項

知又
は 事
第
十
三 二
項

て 設 第
は 備 二
、 を 条
な 新 第
お 設 一
従 し 項
前 、 に
の 又 規
例 は 定
に 増 す
よ 設 る

」
を

」
を 井
「
第
五 関
十
二

成条
第
十

る し 低
。 た 開

者 発
並 地
び 域
に 工
同 業
条 開
例 発
第 地

四
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「
同
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
」
を
「
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
」
に
、
「
同
一
敷
地
内
許
可
建
築
物
」
を 」「
一
敷

に
、

」
を

」

地
内
許
可
建
築
物
」
に
、
「

「
複
数
建
築
物
の
位
置
」
を

複
数
建
築
物

四 の
三 許

可
」
を

「
建
築
物
の
位
置
」
に
、



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「 内「
認
定
建
築
物
」
を

七「 「
の 建
項 築
中 物

の「
許
可
」
に

一
敷
地
内
認
定
建
築
物
」
に
、

改
め
、
同
項
仮
設
建
築
物
建
築

複
数
建
築
物
の
」
を
「
建

許
可
申
請
手
数
料
に
関
す
る

に
改
め

築
物
の
」
に
、

」
を

」
に
、

部
分
中
「
第
八
十
五
条
第
四

る
。

「
複
数
建
築
物
に
」
を
「
建
築

項」
を 」

を
「
第
八
十
五
条
第
五

物
に
」
に
、
「
同
一
敷
地

項
」
に
改
め
、
同
表
二
十

四
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

平
成
十
七
年
七
月

山 こ 別 第
口 の 表 六
県 条 附 山 条
県 例 口 中
民 は 則 県 「
活 、 緊 、
動 公 急 山
支 布 地 口

山
第 山 口
五 口 県
条 県 山 条
中 資 口 例
第 金 県 第
六 積 資 五
号 立 金 十
を 基 積 九

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
十 資 例
七 金 は 則
年 積 、
七 立 公
月 基 布

十
二
日

援 の 域 県
セ 日 雇 緊
ン か 用 急
タ ら 創 地
ー 施 出 域
条 行 特 雇
例 す 別 用
の る 基 創
一 。 金 出
部 の 特
を 項 別
改 を 基

削 金 立 号
り 条 基
、 例 金
第 条（
七 昭 例
号 和 の
を 六 一
第 十 部
六 年 を
号 山 改
と 口 正
し 県 す

十 金 の
二 条 日
日 例 か

の ら
一 施
部 行
を す
改 る
正 。
す
る
条

正 削 金
す る 」
る 。 を
条 削
例 る
を 。
こ
こ
に
公
布

、 条 る
第 例 条
八 第 例
号 三
を 号
第 ）
七 の
号 一
と 部
す を
る 次

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

す
る
。

。 の
よ
う
に
改
正
す
る
。

」

山
口
県
知
事

二

四
五

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

４

知
事
は
、
前
項
の

３ ２ 第 （
に 九 指 第
係 第 前 条 定 六
る 一 項 管 条
事 項 の 知 理 を
業 の 規 事 者 第
計 規 定 は の 八
画 定 に 、 指 条
書 に よ 前 定 と

４ ３ ２
の ら
は 指 指 な 指
、 定 定 い 定

管 管 。 管「
指 理 理 理
定 者 者 者
管 が は は
理 県 、 、

体
第 四 三 二 で 第
六 あ 六
条 第 第 第 っ 条
に 六 五 四 て の
次 条 条 条 知 見
の の 第 第 事 出
三 規 二 二 が し
項 定 項 項 指 を

山
第 山 口
七 口 県
条 県 山 条
を 県 口 例
第 民 県 第
十 活 県 六
二 動 民 十
条 支 活 号

規
定
に
よ
る
応
募
が
あ
っ
た
と

よ る 条 ） し（
以 る 公 第 、
下 公 募 一 同

募 は 項 条「
事 に 、 の の
業 応 規 規 次
計 じ 則 定 に
画 よ で に 次
書 う 定 よ の
」 と め る 三
と す る 指 条
い る と 定 を

者 民 第 前
」 活 一 項
と 動 項 第
す 支 第 二
る 援 三 号
。 セ 号 の

ン の 規
タ 規 定
ー 定 に
の に よ
管 よ り
理 り 第

を に の の 定 「
加 よ 規 規 す （
え り 定 定 る 指
る 、 に に も 定
。 県 よ よ の 管

民 り り 理（
活 、 、 以 者
動 同 同 下 に
支 条 条 よ「
援 第 第 指 る
セ 一 一 定 管
ン 項 項 管 理

と 援 動
す セ 支
る ン 援
。 タ セ

ー ン
条 タ
例 ー

条（
平 例
成 の
十 一
四 部

き
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

う も こ を 加
。 の ろ 受 え
） に け る（
に 以 よ よ 。
規 下 り う
則 、 と「
で 応 応 す
定 募 募 る
め 者 の 法
る 」 時 人
書 と 期 そ

に 第 四
関 五 条
す 条 第
る 第 一
事 一 項
務 項 各
を の 号
行 開 に
う 館 掲
場 時 げ
合 間 る

タ の 各 理 ）
ー 開 号 者 」
の 館 に 」 に
利 時 掲 と 改
用 間 げ い め
を を る う 、
拒 延 日 。 同
む 長 に ） 条
こ し 開 に 中
と 、 館 行 「
。 又 し わ 財

年 を
山 改
口 正
県 す
条 る
例 条
第 例
五
号
）
の

よ
っ
て
、
そ
の
応
募
を
審
査

類 い 及 の
を う び 他
添 。 方 の
え ） 法 団
て は 等 体
、 、 に を
知 規 つ 公
事 則 い 募
に で て す
提 定 公 る
出 め 告 も

に を 日
お 延 に
け 長 開
る し 館
第 、 し
六 又 、
条 は 又
第 短 は
二 縮 臨
号 す 時
の る に

は 、 せ 団
短 又 る 法
縮 は 」 人
す 臨 に や
る 時 改 ま
こ に め ぐ
と 閉 、 ち
。 館 第 県

す 二 民
る 号 活
こ を 動

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し る し の
な と て と
け こ 行 す
れ ろ う る
ば に も 。
な よ の
ら り と
な 、 す
い 県 る
。 民 。

活

規 場 閉
定 合 館
の に す
適 は る
用 、 場
に 知 合
つ 事 に
い の は
て 承 、
は 認 知
、 を 事

と 第 き
。 五 ら

号 め
と き
し 財
、 団
第 に
一 委
号 託
の す
次 る

る 山
。 口

県
知
事

二

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理

同 得 の
号 な 承
中 け 認

れ を「
知 ば 得
事 な な
」 ら け
と な れ
あ い ば
る 。 な

に 」
次 を
の 「
三 法
号 人
を そ
加 の
え 他
る の
。 団

井

関

成

四
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

に（
開 」
館 に
日 、
） 「

使
用
を
」

第 第 規 動 は
五 定 支 期四
条 に 援 間条
中 か セ をの

か ン 定見 「
使 わ タ め出
用 ら ー てし
者 ず の 県を

第 第（ （
十 知 理 条 十 指
一 事 者 第 条 定
条 に が 一 管

よ 講 項 知 理
知 る ず に 事 者
事 管 べ 規 は が
は 理 き 定 、 講
、 の 措 す 第 ず

８ ７ ６
定 前

知 に 知 条 知
事 よ 事 第 事
は る は 一 は
、 指 、 項 、
前 定 前 の 第
条 を 各 規 四
第 す 項 定 項

５
三 二 一

知 と
事 応 が 事 事
は 募 で 業 業
、 者 き 計 計
前 が る 画 画
項 、 も 書 書
に 事 の の の

を
「
利
用
を
」
に
改
め
、
同
条

」 、 管 民「
を 県 理 活（

民 の 動利 「
利 活 業 支用
用 動 務 援の
者 支 の セ拒
」 援 全 ン否
に セ 部 タ）
改 ン 若 ー」
め タ し のに
、 ー く 管改
同 の は 理

地 業 置 る 八 べ
方 務 を 個 条 き
自 の 明 人 第 措
治 実 ら 情 一 置
法 施 か 報 項 ）

） に の（ （
昭 し 第 規
和 て 八 定
二 し 条 に
十 な 第 よ
二 け 一 る
年 れ 項 指

一 る の に に
項 こ 規 よ 規
の と 定 る 定
規 が に 指 す
定 で よ 定 る
に き る を 審
よ る こ す 査
る 。 と る の
指 が も 結
定 困 の 果
を 難 と 、
し 又 す 応

規 業 で 内 内
定 計 あ 容 容
す 画 る が が
る 書 こ 、 、
審 に と 県 利
査 沿 。 民 用
を っ 活 者
行 た 動 の
っ 管 支 平
た 理 援 等
と を セ な
き 安 ン 利

を
第
六
条
と
し
、
第
三
条
の

め
条 管 一 の、
を 理 部 業同
第 の を 務条 七 業 実 の中 条 務 施 全「 と の す 部使 す 全 る 若用 る 部 こ しす 。 又 と くる は が は」 一 困 一

法 ば 各 定
律 な 号 を
第 ら に す
六 な 掲 る
十 い げ と
七 。 る き
号 事 は
） 務 、
第 に 個
二 係 人
百 る 情

た は る 募
と 不 。 者
き 適 の
は 当 う
、 な ち
規 場 県
則 合 民
で そ 活
定 の 動
め 他 支
る 特 援

は 定 タ 用
、 し ー を
遅 て の 確
滞 行 効 保
な う 用 す
く た を る
、 め 十 こ
理 に 分 と
由 必 に が
を 要 発 で
付 な 揮 き

次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

を 部 難 部
を と の「

利 自 な 停用 ら っ 止す 行 た を
る う 場 命
」 も 合 じ
に の に た
、 と お 場

す い 合「
使 る て 又

四 も 報
十 の （
四 に 山
条 限 口
の る 県
二 。 個
第 ） 人
十 を 情
一 い 報
項 う 保
の 。 護

と 別 セ
こ な ン
ろ 事 タ
に 情 ー
よ が の
り あ 管
、 る 理
そ 場 を
の 合 最
旨 に も
を は 適

し 人 す る
て 的 る も
そ 体 と の
の 制 と で
結 及 も あ
果 び に る
を 経 、 こ
公 済 県 と
表 的 民 。
す 基 活
る 礎 動

用 。 、 は
者 必 指
」 要 定
を が 管

あ 理「
利 る 者
用 と が
者 認 天
」 め 災
に る そ
、 と の

規 ） 条
定 の 例
に 適 （
よ 正 平
り な 成
指 取 十
定 扱 三
管 い 年
理 を 山
者 確 口
の 保 県

公 、 切
示 こ に
す れ 行
る ら う
も の こ
の 規 と
と 定 が
す に で
る よ き
。 ら る

な と

も を 支
の 有 援
と す セ
す る ン
る も タ
。 の ー

で の
あ 管
る 理
こ に
と 係

四
七

き 他「
一 は の
に 、 事
」 第 由
を 八 に

条 よ「
い 第 り
ず 一 県
れ 項 民
か の 活

指 す 条
定 る 例
を た 第
取 め 四
り に 十
消 当 三
し 該 号
若 指 ）
し 定 第
く 管 二

い 認
で め
、 る
前 も
条 の
第 に
一 つ
項 い
の て
規 、

。 る
経
費
の
縮
減
を
図
る
こ



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
九
条
を
第
十
四
条

山
山 口 山
口 県 平 口
県 山 条 成 県
セ 口 例 十 セ
ミ 県 第 七 ミ
ナ セ 六 年 ナ
ー ミ 十 七 ー
パ ナ 一 月 パ

２ １（
る 経
事 こ 過 こ
務 の 措 の
に 条 置 条
つ 例 ） 例
い の は
て 施 、
は 行 公

２ 第（ （
施 す 五 開
行 知 る 条 館
期 附 事 。 時
日 は 県 間
） 則 、 民 ）

特 活
に 動
必 支

２ 第
三 二 一 四

知 条
事 十 国 月
は 二 民 曜 県
、 月 の 日 民
特 二 祝 活
に 十 日 動
必 九 に 支

と
す
る
。

ー ー 号 十 ー
ク パ 二 ク
条 ー 日 条
例 ク 例

条 の（
平 例 一
成 の 部
七 一 を
年 部 改
山 を 正
口 改 す
県 正 る

、 の 布
平 際 の
成 現 日
十 に か
八 改 ら
年 正 施
三 前 行
月 の す
三 山 る
十 口 。
一 県
日 県

要 援
が セ
あ ン
る タ
と ー
認 の
め 開
る 館
と 時
き 間
は は
、 、

要 日 関 援
が か す セ
あ ら る ン
る 翌 法 タ
と 年 律 ー
認 の は（
め 一 昭 、
る 月 和 次
と 三 二 に
き 日 十 掲
は ま 三 げ
、 で 年 る

条 す 条
例 る 例
第 条 を
二 例 こ
号 こ
） に
の 公
一 布
部 す
を る
次 。

ま 民
で 活
の 動
間 支
は 援
、 セ
な ン
お タ
従 ー
前 条
の 例

前 午
項 前
の 九
開 時
館 か
時 ら
間 午
を 後
延 九
長 時
し ま

前 の 法 日
項 日 律 を
各 第 除（
号 前 百 き
に 号 七 、
掲 に 十 毎
げ 掲 八 日
る げ 号 開
日 る ） 館
に 日 に す
開 を 規 る

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

例 第
に 六
よ 条
る の
。 規

定
に
基
づ
き
委

、 で
又 と
は す
短 る
縮 。
す た
る だ
こ し
と 、
が 日
で 曜

館 除 定 。
し く す
、 。 る
又 ） 休
は 日
臨
時
に
閉
館
す

山
口
県
知
事

二

託
し
て
い
る
県
民
活
動
支
援

き 日
る 及
。 び

土
曜
日
は
、
午
前
九

る
こ
と
が
で
き
る
。

井

関

成

セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
す

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と

四
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
指 「
定 知
管 事
理 」
者 と
の あ
指 る
定 の

３ ２
五 四 三

指 指
定 施 第 第定
管 設 七 五管
理 及 条 条理
者 び の の者
は 設 規 許が
、 備 定 可セ

第 （
二 一 と 九 指 第

い 条 定 七
第 第 う 管 条
四 三 。 セ 理 を
条 条 ） ミ 者 削
第 各 に ナ に り
二 号 行 ー よ 、
項 に わ パ る 第

額 一 さ ら ク
の 号 せ ず の
使 ） る 、 管
用 の こ セ 理
料 規 と ミ の
を 定 が ナ 業
徴 の 適 ー 務
収 例 当 パ の

第 に（
は 十 知 改 第
期 三 事 め 八
間 条 に 、 条
を よ 同 第
定 知 る 条 一
め 事 管 を 項
て は 理 第 中
セ 、 の 十 「

） は
、
「
指
定
管
理
者
」
と
す
る

前 の に をミ
項 維 よ すナ
第 持 り るー
二 管 、 こパ
号 理 施 とー
の に 設 。ク
規 関 のの
定 す 使管
に る 用理
よ こ のに
り と 許関
第 。 可

の 掲 せ ー 管 六
規 げ る ク 理 条
定 る も の ） を
に 業 の 管 第
よ 務 と 理 八
り に す に 条
、 関 る 関 と
同 す 。 す し
条 る る 、
第 こ 事 同
一 と 務 条
項 の の

す に で ー 全
る よ な ク 部
。 り い の 若

、 と 管 し
第 認 理 く
五 め の は
条 ら 業 一
各 れ 務 部
号 る の を
に と 全 実
掲 き 部 施
げ は 又 す

ミ 地 業 二 第
ナ 方 務 条 四
ー 自 の と 条
パ 治 実 し 各
ー 法 施 、 号
ク ） 同 」（
の 昭 条 を
管 和 の 「
理 二 次 第
の 十 に 五
業 二 次 条
務 年 の 各

。
す

四 をる
条 取事
第 り務
一 消を
項 し行
の 、う 使 又場 用 は合 日 そに 又 のお は 使

（
の 知 う 次
使 事 ち に
用 が 、 次
日 定 次 の
又 め に 三
は る 掲 条
使 も げ を
用 の る 加
時 に 事 え
間 限 務 る
を る は 。

る 、 は る
施 県 一 こ
設 は 部 と
の 、 を が
使 前 自 困
用 条 ら 難
に 第 行 と
つ 一 う な
き 項 も っ
、 の の た
別 規 と 場

の 法 一 号
全 律 条 」
部 第 を に
若 六 加 、
し 十 え 「
く 七 る 財
は 号 。 団
一 ） 」
部 第 を
の 二 「
停 百 指け 使 用る 用 を第 時 拒六 間 む条 を こ及 変 とび 更 。第 す七 る

条 場
第 合

変 。 、
更 ） 法
す 。 人
る そ
こ の
と 他
。 の

団
体
で
あ

表 定 す 合
第 に る に
一 か 。 お
に か こ い
掲 わ の て
げ ら 場 、
る ず 合 必
基 、 に 要
準 山 お が
額 口 い あ
に 県 て る

止 四 定
を 十 管
命 四 理
じ 条 者
た の 」
場 二 に
合 第 改
又 十 め
は 一 、
指 項 同
定 の 条

二 に
号 は
の 、
規 知
定 事
の の
適 承
用 認
に を
つ 得
い な

っ
て
知
事
が
指
定
す
る
も
の

相 使 、 と
当 用 利 認
す 料 用 め
る 手 料 る
額 数 金 と
と 料 を き
別 条 指 は
表 例 定 、
第 管 第（
二 昭 理 九
に 和 者 条

管 規 第
理 定 二
者 に 項
が よ 及
天 り び
災 指 第
そ 定 三
の 管 項
他 理 中
の 者 「
事 の 財

四
九

て け
は れ
、 ば
こ な
れ ら
ら な
の い
規 。
定
中

（
以
下
「
指
定
管
理
者
」

掲 三 に 第
げ 十 そ 一
る 一 の 項
金 年 収 の
額 山 入 規
を 口 と 定
合 県 し に
算 条 て か
し 例 収 か
た 第 受 わ

由 指 団
に 定 」
よ を を
り 取 「
セ り 指
ミ 消 定
ナ し 管
ー 若 理
パ し 者
ー く 」



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
六
条

知
事
は
、
前

第（
許 第 第 管 二 十
可 四 五 理 条 一
の 条 条 者 第 条
制 を 中 が 一
限 第 講 項 知「
） 五 前 ず に 事

条 条 べ 規 は
と の き 定 、

８ ７（
指 定 一
定 知 に 知 項
管 事 よ 事 の
理 は る は 規
者 、 指 、 定
が 前 定 前 に
講 条 を 各 よ
ず 第 す 項 る

６ ５
三 二 一

知 知 の
事 事 応 で 事 事
は は 募 あ 業 業
、 、 者 る 計 計
第 前 が こ 画 画
四 項 、 と 書 書
項 に 事 。 の の

４ ３ ２ 第
事 十

知 業 第 前 条
事 計 一 項
は 画 項 の 知
、 書 の 規 事
前 規 定 は（
項 以 定 に 、
の 下 に よ 前

条
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

し 」 措 す 第
、 を 置 る 九
同 を 個 条「
条 第 明 人 第
の 五 ら 情 一
次 条 か 報 項
に の に の（
次 」 し 第 規
の に て 九 定
一 、 し 条 に
条 な 第 よ「
を 前 け 一 る

べ 一 る の 指
き 項 こ 規 定
措 の と 定 を
置 規 が に す
） 定 で よ る

に き る も
よ る こ の
る 。 と と
指 が す
定 困 る
を 難 。
し 又

に 規 業 内 内
規 定 計 容 容
定 す 画 が が
す る 書 、 、
る 審 に セ セ
審 査 沿 ミ ミ
査 を っ ナ ナ
の 行 た ー ー
結 っ 管 パ パ
果 た 理 ー ー
、 と を ク ク
応 き 安 の を

規 よ る 条「
定 事 る 公 第
に 業 公 募 一
よ 計 募 は 項
る 画 に 、 の
応 書 応 規 規
募 」 じ 則 定
が と よ で に
あ い う 定 よ
っ う と め る
た 。 す る 指
と ） る と 定

者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

加 条 れ 項 指
え 各 ば 各 定
る 号 な 号 を
。 」 ら に す

を な 掲 る
い げ と「

同 。 る き
条 事 は
各 務 、
号 に 個
」 係 人

た は
と 不
き 適
は 当
、 な
規 場
則 合
で そ
定 の
め 他
る 特

募 は 定 効 使
者 、 し 用 用
の 遅 て を し
う 滞 行 十 よ
ち な う 分 う
セ く た に と
ミ 、 め 発 す
ナ 理 に 揮 る
ー 由 必 す 者
パ を 要 る の
ー 付 な と 平

き に も こ を
は 規 の ろ 受
、 則 に け（
次 で 以 よ よ
に 定 下 り う
掲 め 、 と「
げ る 応 応 す
る 書 募 募 る
基 類 者 の 法
準 を 」 時 人
に 添 と 期 そ

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

に る 情
改 も 報
め の （
、 に 山
同 限 口
条 る 県
を 。 個
第 ） 人
七 を 情
条 い 報
と う 保

と 別
こ な
ろ 事
に 情
よ が
り あ
、 る
そ 場
の 合
旨 に
を は

ク し 人 と 等
の て 的 も な
管 そ 体 に 使
理 の 制 、 用
を 結 及 セ を
最 果 び ミ 確
も を 経 ナ 保
適 公 済 ー す
切 表 的 パ る
に す 基 ー こ
行 る 礎 ク と

よ え い 及 の
っ て う び 他
て 、 。 方 の
、 知 ） 法 団
そ 事 は 等 体
の に 、 に を
応 提 規 つ 公
募 出 則 い 募
を し で て す
審 な 定 公 る
査 け め 告 も

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

す 。 護
る ） 条
。 の 例

適 （
正 平
な 成
取 十
扱 三
い 年
を 山
確 口

公 、
示 こ
す れ
る ら
も の
の 規
と 定
す に
る よ
。 ら

な

う も を の が
こ の 有 管 で
と と す 理 き
が す る に る
で る も 係 も
き 。 の る の
る で 経 で
と あ 費 あ
認 る の る
め こ 縮 こ
る と 減 と

し れ る し の
な ば と て と
け な こ 行 す
れ ら ろ う る
ば な に も 。
な い よ の
ら 。 り と
な 、 す
い セ る
。 ミ 。

ナ
保 県
す 条
る 例
た 第
め 四
に 十
当 三
該 号
指 ）
定 第

い
で
、
前
条
第
一
項
の
規

も 。 を 。
の 図
に る
つ こ
い と
て が
、 で
前 き
条 る
第 も

ー
パ
ー
ク
の
管
理
に
係
る

五
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ク 芝 運 調 リ
ロ 生 動 理 ハ
ス 広 広 実 ビ
カ 場 場 習 リ
ン 室 テ
ト ー
リ シ
ー ョ

介 ク テ 体 社
護 ラ ニ 育 会
実 イ ス 館 福
習 ミ 場 祉
室 ン 研

グ 修
ウ 室
ォ

講 一 講
師 般 堂
控 研 施室 修

室
設

の

第 （
四 使 第 二 一
条 用 三

日 条 セ 公
次 及 の ミ 益
の び 次 ナ を
表 使 に ー 害
の 用 次 パ す
上 時 の ー る

コ ン
ー 実
ス 習

室

ー
ル

一
月
四

名

称

使

欄 間 一 ク お
に ） 条 の そ
掲 を 管 れ
げ 加 理 が
る え 上 あ
セ る 支 る
ミ 。 障 と
ナ が 認
ー あ め
パ る ら
ー と れ
ク 認 る日

か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

用

日

の め と
施 ら き
設 れ 。
の る
使 と
用 き
日 。
及
び
使
用

午 午
前 前
九 九
時 時
か か
ら ら
午 午

で
の
日

午
前
九
時
か
ら
午

使

用

時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の後 後

七 五
時 時
ま ま
で で

後
十
時
ま
で

時

間

中
欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
と

五
一

お
り
と
す
る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
七
条
第
一
項
中
「

山
第 山 口
八 口 県
条 県 山 条
を 民 口 例
第 文 県 第
十 化 民 六
五 ホ 文 十
条 ー 化 二

２
山 成 ナ

平 口 十 ー こ
成 県 八 パ の
十 民 年 ー 条
七 文 三 ク 例
年 化 月 の の
七 ホ 三 管 施
月 ー 十 理 行

１（ （
経 施 別
過 こ 行 表
措 の 期 附 第
置 条 日 二
） 例 ） 則 中

は 「
、 （
公 第

２
別 宿 交表 知 泊 歓第 事 室 室一 は
中 、

特「
に（

第 必
第
三
条
各
号
」
を
「
第
六
条
各

と ル ホ 号
す 条 ー
る 例 ル
。 条（

平 例
成 の
八 一
年 部
山 を
口 改
県 正
条 す

十 ル 一 に の
二 条 日 関 際
日 例 ま す 現

の で る に
一 の 事 改
部 間 務 正
を は 及 前
改 、 び の
正 な 改 山
す お 正 口
る 従 前 県
条 前 の

布 八
の 条
日 関
か 係
ら ）
施 」
行 を
す 「
る （
。 第

十
二

八 要
条 が
関 あ
係 る
） と
」 認
を め

る「
と（ 一第 き 月十 は 四二 、

号
」
に
、
「
財
団
」
を
「
指

例 る
第 条
二 例
号
）
の
一
部
を
次
の

セ
例 の 条 ミ
を 例 例 ナ
こ に 第 ー
こ よ 八 パに る 条 ー公 。 第 ク布 一 条す 項 例る の （。 規 以定

条
、
第
十
三
条
関
係
）
」
に

日条 前 か、 項 ら第 の 十十 使 二三 用 月条 日 二関 又 十係 は 七） 使 日」 用 まに 時
定
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条

よ
う
に
改
正
す
る
。

下に
基 「

改づ 正き 前財 の団 条に 例そ 」の
と収
い入

、
「
財
団
」
を
「
指
定
管
理

で改 間 のめ を 日る 変
。 更 午 午す 後 後る 四 五こ 時 時と か かが ら らで 翌 午き

第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
財

山
口
県
知
事

二

うと
。し
）て
第収
七受
条さ
のせ
規て
定い
にる
基利

者
」
に
改
め
る
。

日 後る の 八。 午 時
前 ま
九 で
時
ま
で

団
」
を
「
指
定
管
理
者
」

井

関

成

づ用
き料
委金
託に
しつ
てい
いて
るは
セ、

平 ミ

五
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

４ ３

指 指
定定
管管
理理
者者
はが
、県

２
い 六 五 四
。 指

定 施 第 第
管 設 八 六
理 及 条 条
者 び の の
は 設 規 許
、 備 定 可

第 （
三 二 一 と 十 指

い 条 定
第 第 第 う 管
五 四 三 。 県 理
条 条 条 ） 民 者
第 第 各 に 文 に
二 二 号 行 化 よ
項 項 に わ ホ る

第 額 一 さ ら
六 の 号 せ ず
条 使 ） る 、
を 用 の こ 県
削 料 規 と 民
り を 定 が 文
、 徴 の 適 化
第 収 例 当 ホ

第 に（
ル は 十 知 改
の 期 四 事 め
管 間 条 に 、
理 を よ 同
の 定 知 る 条
業 め 事 管 を
務 て は 理 第
の 県 、 の 十

第民
一文
項化
第ホ
三ー
号ル
のの
規管
定理
にに
よ関
り

前 の に を
項 維 よ す
第 持 り る
二 管 、 こ
号 理 施 と
の に 設 。
規 関 の
定 す 使
に る 用
よ こ の
り と 許
第 。 可

の の 掲 せ ー 管
規 規 げ る ル 理
定 定 る も の ）
に に 業 の 管
よ よ 務 と 理
り り に す に
、 、 関 る 関
同 同 す 。 す
条 条 る る
第 第 こ 事
一 一 と 務
項 項 。 の

五 す に で ー
条 る よ な ル
を 。 り い の
第 、 と 管
九 第 認 理
条 六 め の
と 条 ら 業
し 各 れ 務
、 号 る の
同 に と 全
条 掲 き 部
の げ は 又

全 民 地 業 三
部 文 方 務 条
若 化 自 の と
し ホ 治 実 し
く ー 法 施 、
は ル ） 同（
一 の 昭 条
部 管 和 の
を 理 二 次
実 の 十 に
施 業 二 次
す 務 年 のす

第る
五事
条務
第を
一行
項う の場 開合 館に 時お 間

四 を
条 取
第 り
一 消
項 し
に 、
掲 又
げ は
る そ
日 の
に 使

の に う
開 掲 ち
館 げ 、
時 る 次
間 日 に
を に 掲
延 開 げ
長 館 る
し し 事
、 、 務
又 又 は

次 る 、 は
に 施 県 一
次 設 は 部
の の 、 を
三 使 前 自
条 用 条 ら
を に 第 行
加 つ 一 う
え き 項 も
る 、 の の
。 別 規 と

る の 法 一
こ 全 律 条
と 部 第 を
が 若 六 加
困 し 十 え
難 く 七 る
と は 号 。
な 一 ）
っ 部 第
た の 二
場 停 百け をる 延第 長七 し条 、及 又び は第 短

八 縮
条 す
第 る

開 用
館 を
し 拒
、 む
又 こ
は と
臨 。
時
に
閉
館

は は 、
短 臨 法
縮 時 人
す に そ
る 閉 の
こ 館 他
と す の
。 る 団

こ 体
と で
。 あ

表 定 す
第 に る
一 か 。
に か こ
掲 わ の
げ ら 場
る ず 合
基 、 に
準 山 お
額 口 い
に 県 て

合 止 四
に を 十
お 命 四
い じ 条
て た の
、 場 二
必 合 第
要 又 十
が は 一
あ 指 項
る 定 の

二 場
号 合
の に
規 は
定 、
の 知
適 事
用 の
に 承
つ 認
い を

す
る
場
合
に
は
、
知
事
の
承

っ
て
知
事
が
指
定
す
る
も
の

相 使 、
当 用 利
す 料 用
る 手 料
額 数 金
と 料 を
別 条 指
表 例 定
第 管（
二 昭 理
に 和 者

と 管 規
認 理 定
め 者 に
る が よ
と 天 り
き 災 指
は そ 定
、 の 管
第 他 理
十 の 者
条 事 の

て 得
は な
、 け
こ れ
れ ば

五 ら な
三 の ら

規 な
定 い
中 。

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
以
下
「
指
定
管
理
者
」

掲 三 に
げ 十 そ
る 一 の
金 年 収
額 山 入
を 口 と
合 県 し
算 条 て
し 例 収
た 第 受

第 由 指
一 に 定
項 よ を
の り 取
規 県 り
定 民 消
に 文 し
か 化 若
か ホ し
わ ー く



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
三
条
中
「
山
口
県

第 ８（
第 管 二 十 指
四 理 条 二 定 知
条 者 第 条 管 事
中 が 一 理 は

講 項 知 者 、「
前 ず に 事 が 前
条 べ 規 は 講 条
」 き 定 、 ず 第

７ ６ ５
定 一
に 知 項 知 知
よ 事 の 事 事
る は 規 は は
指 、 定 、 、
定 前 に 第 前
を 各 よ 四 項
す 項 る 項 に

４
三 二 一 事

の 知 業
応 で 事 事 事 計
募 あ 業 業 は 画
者 る 計 計 、 書
が こ 画 画 前 （
、 と 書 書 項 以
事 。 の の の 下

３ ２ 第 （
十 指 「

第 前 一 定 知
一 項 条 管 事
項 の 理 」
の 規 知 者 と
規 定 事 の あ
定 に は 指 る
に よ 、 定 の

民
文
化
ホ
ー
ル
い
わ
く
に
（
以

を 措 す 第 べ 一
置 る 十 き 項「

第 を 個 条 措 の
六 明 人 第 置 規
条 ら 情 一 ） 定
」 か 報 項 に
に に の よ（
、 し 第 規 る

て 十 定 指「
一 し 条 に 定
に な 第 よ を
」 け 一 る し

る の 指 に 規
こ 規 定 規 定
と 定 を 定 す
が に す す る
で よ る る 審
き る も 審 査
る こ の 査 を
。 と と の 行

が す 結 っ
困 る 果 た
難 。 、 と
又 応 き

業 内 内 規 「
計 容 容 定 事
画 が が に 業
書 、 、 よ 計
に 県 県 る 画
沿 民 民 応 書
っ 文 文 募 」
た 化 化 が と
管 ホ ホ あ い
理 ー ー っ う
を ル ル た 。
安 の を と ）

よ る 前 ） は
る 公 条 、
公 募 第 「
募 は 一 指
に 、 項 定
応 規 の 管
じ 則 規 理
よ で 定 者
う 定 に 」
と め よ と
す る る す
る と 指 る

下
「
県
民
文
化
ホ
ー
ル
」
と

を れ 項 指 た
ば 各 定 と「

い な 号 を き
ず ら に す は
れ な 掲 る 、
か い げ と 規
に 。 る き 則
」 事 は で
に 務 、 定
改 に 個 め
め 係 人 る

は 募 は
不 者 、
適 の 遅
当 う 滞
な ち な
場 県 く
合 民 、
そ 文 理
の 化 由
他 ホ を
特 ー 付

定 効 使 き に
し 用 用 は 規
て を し 、 則
行 十 よ 次 で
う 分 う に 定
た に と 掲 め
め 発 す げ る
に 揮 る る 書
必 す 者 基 類
要 る の 準 を
な と 平 に 添

も こ 定 。
の ろ を

に 受（
以 よ け
下 り よ

、 う「
応 応 と
募 募 す
者 の る
」 時 法
と 期 人

い
う
。
）
」
を
「
県
民
文
化

、 る 情 と
同 も 報 こ
条 の ろ（
を に 山 に
第 限 口 よ
八 る 県 り
条 。 個 、
と ） 人 そ
す を 情 の
る い 報 旨
。 う 保 を

別 ル し
な の て
事 管 そ
情 理 の
が を 結
あ 最 果
る も を
場 適 公
合 切 表
に に す
は 行 る

人 と 等 よ え
的 も な っ て
体 に 使 て 、
制 、 用 、 知
及 県 を そ 事
び 民 確 の に
経 文 保 応 提
済 化 す 募 出
的 ホ る を し
基 ー こ 審 な
礎 ル と 査 け

い 及 そ
う び の
。 方 他
） 法 の
は 等 団
、 に 体
規 つ を
則 い 公
で て 募
定 公 す
め 告 る

ホ
ー
ル
」
に
改
め
、
同
条
を

。 護 公
） 条 示
の 例 す
適 る（
正 平 も
な 成 の
取 十 と
扱 三 す
い 年 る
を 山 。
確 口

、 う も
こ こ の
れ と と
ら が す
の で る
規 き 。
定 る
に と
よ 認
ら め
な る

を の が し れ
有 管 で な ば
す 理 き け な
る に る れ ら
も 係 も ば な
の る の な い
で 経 で ら 。
あ 費 あ な
る の る い
こ 縮 こ 。
と 減 と

る し も
と て の
こ 行 と
ろ う す
に も る
よ の 。
り と
、 す
県 る
民 。
文

第
六
条
と
し
、
同
条
の
次

保 県
す 条
る 例
た 第
め 四
に 十
当 三
該 号
指 ）
定 第

い も
で の
、 に
前 つ
条 い
第 て
一 、
項 前
の 条
規 第

。 を 。
図
る
こ
と
が
で
き
る
も

化
ホ
ー
ル
の
管
理
に
係
る

五
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

１
年
四 こ
月 の
一 条
日 例
か は
ら 、
施 公

２（
施 別 別
行 表 表 知
期 附 第 第 事
日 二 一 は
） 則 中 中 、

特「 「
に（ （

第 第 必

第 ２ 第（ （
五 開 四 開 三
条 館 知 条 館

時 事 日 前
県 間 は 県 ） 二
民 ） 、 民 号
文 特 文 に
化 に 化 掲
ホ 必 ホ げ

第 （
二 一 三 業 第

条 務 二
文 文 ） 条
化 化 山 の
活 活 口 次
動 動 県 に
そ そ 民 次
の の 文 の

第 に（
二 一 七 許 次

条 可 の
県 公 の 一
民 益 知 制 条
文 を 事 限 を
化 害 は ） 加
ホ す 、 え
ー る 前 る

行 布
す の
る 日
。 か

ら
施
行
す
る
。
た
だ

七 七 要
条 条 が
関 関 あ
係 係 る
） ） と
」 」 認
を を め

る「 「
と（ （

第 第 き
十 十 は
三 三 、

ー 要 ー る
ル が ル も
の あ は の
開 る 、 の
館 と 十 ほ
時 認 二 か
間 め 月 、
は る 二 文
、 と 十 化
午 き 九 の
前 は 日 振
九 、 か 興

他 他 化 三
の の ホ 条
学 学 ー を
習 習 ル 加
活 活 い え
動 動 わ る
に の く 。
関 機 に
す 会 （
る の 以
情 提 下
報 供

ル お 条 。
の そ の
管 れ 許
理 が 可
上 あ を
支 る 受
障 と け
が 認 よ
あ め う
る ら と
と れ す
認 る る

し
、
第
二
条
の
次
に
三
条
を

条 条 前
、 、 項
第 第 の
十 十 開
四 四 館
条 条 時
関 関 間
係 係 を
） ） 延
」 」 長
に に し

時 前 ら を
か 項 翌 図
ら に 年 る
午 掲 の た
後 げ 一 め
十 る 月 に
時 日 三 必
ま に 日 要
で 開 ま な
と 館 で 業
す し の 務

「
及 に 県
び 関 民
資 す 文
料 る 化
の こ ホ
収 と ー
集 。 ル
及 」
び と
提 い
供 う

め と 者
ら き が
れ 。 次
る の
と 各
き 号
。 の

い
ず
れ
か

加
え
る
改
正
規
定
（
第
三
条

、 改 、
め 又「

財 る は
団 。 短
」 縮
を す

る「
指 こ
定 と
管 が
理 で

る 、 日 に
。 又 を 関

は 除 す
臨 き る
時 、 こ
に 毎 と
閉 日 。
館 開
す 館
る す
こ る

に 。
関 ）
す は
る 、
こ 次
と に
。 掲

げ
る
業
務

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

及
び
第
四
条
に
係
る
部
分
に

者 き
」 る
に 。
改
め
る
。

と 。
が
で
き
る
。

を
行
う
。

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

限
る
。
）
は

五 、
五 平

成
十
八



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
指
定
管
理
者
に
よ
る

第 第 認 理 全 は
六 六 め の 部 期
条 条 ら 業 若 間
を 各 れ 務 し を
削 号 る の く 定
り に と 全 は め
、 掲 き 部 一 て
第 げ は 又 部 芸

第 に（
十 知 改 第 第
四 事 め 七 八
条 に 、 条 条

よ 同 第 を
知 る 条 一 第
事 管 を 項 十
は 理 第 中 五
、 の 十 条「

山
山 口 山
口 県 平 口
県 山 条 成 県
芸 口 例 十 芸
術 県 第 七 術
村 芸 六 年 村
条 術 十 七 条
例 村 三 月 例

２ （
八 ホ 経
年 ー こ 過
三 ル の 措
月 の 条 置
三 管 例 ）
十 理 の
一 に 施
日 関 行

管
理
）

五 る 、 は を 術
条 施 県 一 実 村
を 設 は 部 施 の
第 の 、 を す 管
九 使 前 自 る 理
条 用 条 ら こ の
と に 第 行 と 業
し つ 一 う が 務
、 き 項 も 困 の
同 、 の の 難 全
条 別 規 と と 部
の 表 定 す な 若

地 業 三 第 と
方 務 条 三 す
自 の と 条 る
治 実 し 各 。
法 施 、 号

） 同 」（
昭 条 を
和 の 「
二 次 第
十 に 六
二 次 条
年 の 各

条 号 十 の（
平 例 二 一
成 の 日 部
十 一 を
年 部 改
山 を 正
口 改 す
県 正 る
条 す 条
例 る 例
第 条 を
二 例 こ

ま す の
で る 際
の 事 現
間 務 に
は 及 改
、 び 正
な 改 前
お 正 の
従 前 山
前 の 口
の 条 県
例 例 民

次 第 に る っ し
に 一 か 。 た く
次 に か こ 場 は
の 掲 わ の 合 一
三 げ ら 場 に 部
条 る ず 合 お の
を 基 、 に い 停
加 準 山 お て 止
え 額 口 い 、 を
る に 県 て 必 命
。 相 使 、 要 じ

法 一 号
律 条 」
第 を に
六 加 、
十 え 「
七 る 財
号 。 団
） 」
第 を
二 「
百 指

十 こ
三 に
号 公
） 布
の す
一 る
部 。
を
次
の
よ

に 第 文
よ 七 化
る 条 ホ
。 第 ー

一 ル
項 条
の 例
規 （
定 以
に 下
基

当 用 利 が た
す 料 用 あ 場
る 手 料 る 合
額 数 金 と 又
と 料 を 認 は
別 条 指 め 指
表 例 定 る 定
第 管 と 管（
二 昭 理 き 理
に 和 者 は 者
掲 三 に 、 が

四 定
十 管
四 理
条 者
の 」
二 に
第 改
十 め
一 、
項 同
の 条

う
に
改
正
す
る
。

「
づ 改
き 正
財 前
団 の
に 条
そ 例
の 」
収 と
入 い
と う
し 。

げ 十 そ 第 天
る 一 の 十 災
金 年 収 条 そ
額 山 入 第 の
を 口 と 一 他
合 県 し 項 の
算 条 て の 事
し 例 収 規 由
た 第 受 定 に
額 一 さ に よ
の 号 せ か り

規 第
定 二
に 項
よ 及
り び
指 第
定 三
管 項
理 中
者 「
の 財

山
口
県
知
事

二

て ）
収 第
受 六
さ 条
せ の
て 規
い 定
る に
利 基
用 づ
料 き

使 ） る か 芸
用 の こ わ 術
料 規 と ら 村
を 定 が ず の
徴 の 適 、 管
収 例 当 芸 理
す に で 術 の
る よ な 村 業
。 り い の 務

、 と 管 の

指 団
定 」
を を
取 「
り 指
消 定
し 管
若 理
し 者
く 」

井

関

成

金 委
に 託
つ し
い て
て い
は る
、 県
平 民
成 文
十 化

五
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

５
三

知
事 応
は 募
、 者
前 が
項 、
に 事

４ ３
二 一 書

知 第（
事 事 事 以 一
業 業 は 下 項
計 計 、 の「
画 画 前 事 規
書 書 項 業 定
の の の 計 に

２ 第 ４ ３（
十 指 あ

前 一 定 る 指 指
項 条 管 の 定 定
の 理 は 管 管
規 知 者 、 理 理
定 事 の 者 者「
に は 指 指 が は
よ 、 定 定 芸 、

２
い 六 五 四
。 指

定 施 第 第
管 設 八 六
理 及 条 条
者 び の の
は 設 規 許
、 備 定 可

第
三 二 一 う 十

。 条
第 第 第 ）
五 四 三 に 芸
条 条 条 行 術
第 第 各 わ 村
二 二 号 せ の
項 項 に る 管

規 業
定 計
す 画
る 書
審 に
査 沿
を っ
行 た
っ 管
た 理
と を
き 安

内 内 規 画 よ
容 容 定 書 る
が が に 」 公
、 、 よ と 募
芸 芸 る い に
術 術 応 う 応
村 村 募 。 じ
の を が ） よ
効 使 あ に う
用 用 っ 規 と
を し た 則 す
十 よ と で る

る 前 ） 管 術 第
公 条 理 村 一
募 第 者 の 項
は 一 」 管 第
、 項 と 理 三
規 の す に 号
則 規 る 関 の
で 定 。 す 規
定 に る 定
め よ 事 に
る る 務 よ
と 指 を り

前 の に を
項 維 よ す
第 持 り る
二 管 、 こ
号 理 施 と
の に 設 。
規 関 の
定 す 使
に る 用
よ こ の
り と 許
第 。 可

の の 掲 も 理
規 規 げ の に
定 定 る と 関
に に 業 す す
よ よ 務 る るり り に 。 事、 、 関 務同 同 す の条 条 る う第 第 こ ち一 一 と 、項 項 。

は 定
、 し
遅 て
滞 行
な う
く た
、 め
理 に
由 必
を 要
付 な

分 う き 定 も
に と は め の
発 す 、 る （
揮 る 次 書 以
す 者 に 類 下
る の 掲 を 「
と 平 げ 添 応
と 等 る え 募
も な 基 て 者
に 使 準 、 」
、 用 に 知 と

こ 定 行 第
ろ を う 五
に 受 場 条
よ け 合 第
り よ に 一
、 う お 項
応 と け の
募 す る 開
の る 第 館
時 法 七 時
期 人 条 間

四 を
条 取
第 り
一 消
項 し
に 、
掲 又
げ は
る そ
日 の
に 使

次の に
に開 掲
掲館 げ
げ時 る
る間 日
事を に
務短 開
は縮 館
、す し
法る 、
人こ 又

し 人
て 的
そ 体
の 制
結 及
果 び
を 経
公 済
表 的
す 基
る 礎

芸 を よ 事 い
術 確 っ に う
村 保 て 提 。
の す 、 出 ）
管 る そ し は
理 こ の な 、
に と 応 け 規
係 が 募 れ 則
る で を ば で
経 き 審 な 定
費 る 査 ら め

及 そ 及 を
び の び 短
方 他 第 縮
法 の 八 す
等 団 条 る
に 体 第 場
つ を 二 合
い 公 号 に
て 募 の は
公 す 規 、
告 る 定 知

開 用
館 を
し 拒
、 む
又 こ
は と
臨 。
時
に
閉
館

と は そ
。 臨 の

時 他
に の
閉 団
館 体
す で
る あ
こ っ
と て
。

も を
の 有
と す
す る
る も
。 の

で
あ
る
こ
と

の も し な る
縮 の な い と
減 で け 。 こ
を あ れ ろ
図 る ば に
る こ な よ
こ と ら り
と 。 な 、
が い 芸
で 。 術
き 村

し も の 事
て の 適 の
行 と 用 承
う す に 認
も る つ を
の 。 い 得
と て な
す は け
る 、 れ
。 こ ば

れ な

す
る
場
合
に
は
、
知
事
の
承

知
事
が
指
定
す
る
も
の
（
以

。

五
七

る の
も 管
の 理
で に
あ 係
る る
こ 事
と 業
。 計

画

ら ら
の な
規 い
定 。
中
「
知
事
」
と

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

下
「
指
定
管
理
者
」
と
い



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
開
館
日
）

第 （
四 三 二 一 三 業

条 務
前 芸 芸 芸 ）
三 術 術 術 秋
号 に に に 吉
に 関 関 関 台
掲 す す す 国
げ る る る 際

第 （
第 二 一 七 許
二 条 可
条 芸 公 の
の 術 益 知 制
次 村 を 事 限
に の 害 は ）
次 管 す 、
の 理 る 前

第 （
第 第 管 二 十 指
三 四 理 条 二 定
条 条 者 第 条 管
中 中 が 一 理

講 項 知 者「 「
秋 前 ず に 事 が
吉 条 べ 規 は 講
台 」 き 定 、 ず

８ ７ ６
定 定

知 に 知 に 知
事 よ 事 よ 事
は る は る は
、 指 、 指 、
前 定 前 定 第
条 を 各 を 四
第 す 項 す 項

る 情 講 創 芸
も 報 習 造 術
の 及 に 的 村
の び 関 活 （
ほ 資 す 動 以
か 料 る の 下
、 の こ 機 「
芸 収 と 会 芸
術 集 。 の 術
に 及 提 村
係 び 供 」
る 提 に と

三 上 お 条
条 支 そ の
を 障 れ 許
加 が が 可
え あ あ を
る る る 受
。 と と け

認 認 よ
め め う
ら ら と
れ れ す
る る る

国 を 措 す 第 べ
際 置 る 十 き「
芸 第 を 個 条 措
術 六 明 人 第 置
村 条 ら 情 一 ）

」 か 報 項（
以 に に の（
下 、 し 第 規

て 十 定「 「
芸 一 し 条 に
術 に な 第 よ
村 」 け 一 る

一 る の る に
項 こ 規 も 規
の と 定 の 定
規 が に と す
定 で よ す る
に き る る 審
よ る こ 。 査
る 。 と の
指 が 結
定 困 果
を 難 、
し 又 応

人 供 関 い
材 に す う
の 関 る 。
育 す こ ）
成 る と は
及 こ 。 、
び と 次
交 。 に
流 掲
の げ
促 る

と と 者
き き が
。 。 次

の
各
号
の
い
ず
れ
か

」 を れ 項 指
と ば 各 定「
い い な 号 を
う ず ら に す
。 れ な 掲 る
） か い げ と
」 に 。 る き
を 」 事 は

に 務 、「
芸 改 に 個
術 め 係 人

た は 募
と 不 者
き 適 の
は 当 う
、 な ち
規 場 芸
則 合 術
で そ 村
定 の の
め 他 管
る 特 理

進 業
に 務
資 を
す 行
る う
た 。
め
に
必
要
な

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

村 、 る 情
」 同 も 報
に 条 の （
改 を に 山
め 第 限 口
、 八 る 県
同 条 。 個
条 と ） 人
を す を 情
第 る い 報
六 。 う 保

と 別 を
こ な 最
ろ 事 も
に 情 適
よ が 切
り あ に
、 る 行
そ 場 う
の 合 こ
旨 に と
を は が

業
務
に
関
す
る
こ
と
。

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

条 。 護
と ） 条
し の 例
、 適 （
同 正 平
条 な 成
の 取 十
次 扱 三
に い 年
次 を 山
の 確 口

公 、 で
示 こ き
す れ る
る ら と
も の 認
の 規 め
と 定 る
す に も
る よ の
。 ら に

な つ
一 保 県
条 す 条
を る 例
加 た 第
え め 四
る に 十
。 当 三

該 号
指 ）
定 第

い い
で て
、 、
前 前
条 条
第 第
一 一
項 項
の の
規 規

五
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 山
八 口
条 県
を 民
第 芸
十 術
五 文
条 化

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 民
県 第 七 芸
民 六 年 術
芸 十 七 文
術 四 月 化

２ （
日 関 経 か
ま す こ 過 ら
で る の 措 施
の 事 条 置 行
間 務 例 ） す
は 及 の る
、 び 施 。
な 改 行

１ （
施 別 別

こ 行 表 表
の 期 附 第 第
条 日 二 一
例 ） 則 中 中
は 「 「
、 （ （
公 第 第

２ 第 ２ 第（
五 開 四

知 条 館 知 条
事 時 事
は 芸 間 は 芸
、 術 ） 、 術
特 村 特 村
に の に は
必 開 必 、

と ホ
す ー
る ル
。 条

例
（
平
成
十
一
年
山

文 号 十 ホ
化 二 ー
ホ 日 ル
ー 条
ル 例
条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す

お 正 の
従 前 際
前 の 現
の 条 に
例 例 改
に 第 正
よ 七 前
る 条 の
。 第 山

一 口
項 県
の 芸

布 七 七
の 条 条
日 関 関
か 係 係
ら ） ）
施 」 」
行 を を
す 「 「
る （ （
。 第 第
た 十 十
だ 三 三

要 館 要 十
が 時 が 二
あ 間 あ 月
る は る 二
と 、 と 十
認 午 認 九
め 前 め 日
る 零 る か
と 時 と ら
き か き 翌
は ら は 年
、 午 、 の

口
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の

正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る

規 術
定 村
に 条
基 例
づ （
き 以
財 下
団 「
に 改
そ 正
の 前

し 条 条
、 、 、
第 第 第
二 十 十
条 四 四
の 条 条
次 関 関
に 係 係
三 ） ）
条 」 」
を に に

前 後 前 一
項 十 項 月
の 二 に 三
開 時 掲 日
館 ま げ ま
時 で る で
間 と 日 の
を す に 日
短 る 開 を
縮 。 館 除
す し き

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

。 収 の
入 条
と 例
し 」
て と
収 い
受 う
さ 。
せ ）
て 第
い 六

加 、 改
え め「
る 財 る
改 団 。
正 」
規 を
定 「

指（
第 定
三 管
条 理

る 、 、
こ 又 毎
と は 日
が 臨 開
で 時 館
き に す
る 閉 る
。 館 。

す
る
こ

る
。

山
口
県
知
事

二

る 条
利 の
用 規
料 定
金 に
に 基
つ づ
い き
て 委
は 託
、 し

に 者
係 」
る に
部 改
分 め
に る
限 。
る
。
）
は

と
が
で
き
る
。

五
九

井

関

成

平 て
成 い
十 る
八 芸
年 術
三 村
月 の
三 管
十 理
一 に

、
平
成
十
八
年
四
月
一
日



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３

指
定
管
理
者
は
、

２
い 六 五 四 三
。 指

定 施 第 第 第
管 設 八 六 五
理 及 条 条 条
者 び の の 第
は 設 規 許 二
、 備 定 可 項

第 （
二 一 者 十 指

」 条 定
第 第 と 管
四 三 い 県 理
条 条 う 民 者
第 各 。 芸 に
二 号 ） 術 よ
項 に に 文 る

第 額 山 入 に 文
六 を 口 と か 化
条 合 県 し か ホ
を 算 条 て わ ー
削 し 例 収 ら ル
り た 第 受 ず の
、 額 一 さ 、 管
第 の 号 せ 県 理

第 に（
は 十 知 改 第
期 四 事 め 七
間 条 に 、 条
を よ 同 第
定 知 る 条 一
め 事 管 を 項
て は 理 第 中
県 、 の 十 「

第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

前 の に を の
項 維 よ す 規
第 持 り る 定
二 管 、 こ に
号 理 施 と よ
の に 設 。 り
規 関 の 、
定 す 使 同
に る 用 条
よ こ の 第
り と 許 一
第 。 可 項

の 掲 行 化 管
規 げ わ ホ 理
定 る せ ー ）
に 業 る ル
よ 務 も の
り に の 管
、 関 と 理
同 す す に
条 る る 関
第 こ 。 す
一 と る
項 。 事

五 使 ） る 民 の
条 用 の こ 芸 業
を 料 規 と 術 務
第 を 定 が 文 の
九 徴 の 適 化 全
条 収 例 当 ホ 部
と す に で ー 若
し る よ な ル し
、 。 り い の く
同 、 と 管 は
条 第 認 理 一
の 六 め の 部

民 地 業 三 第
芸 方 務 条 三
術 自 の と 条
文 治 実 し 各
化 法 施 、 号
ホ ） 同 」（
ー 昭 条 を
ル 和 の 「
の 二 次 第
管 十 に 六
理 二 次 条
の 年 の 各

第
五
条
第
一
項
の
開
館
時
間

四 を の
条 取 開
第 り 館
一 消 時
項 し 間
に 、 を
掲 又 延
げ は 長
る そ し
日 の 、
に 使 又

に 務
掲 の
げ う
る ち
日 、
に 次
開 に
館 掲
し げ
、 る
又 事

次 条 ら 業 を
に 各 れ 務 実
次 号 る の 施
の に と 全 す
三 掲 き 部 る
条 げ は 又 こ
を る 、 は と
加 施 県 一 が
え 設 は 部 困
る の 、 を 難
。 使 前 自 と

業 法 一 号
務 律 条 」
の 第 を に
全 六 加 、
部 十 え 「
若 七 る 財
し 号 。 団
く ） 」
は 第 を
一 二 「
部 百 指

を
延
長
し
、
又
は
短
縮
す
る

開 用 は
館 を 短
し 拒 縮
、 む す
又 こ る
は と こ
臨 。 と
時 。
に
閉
館

は 務
臨 は
時 、
に 法
閉 人
館 そ
す の
る 他
こ の
と 団
。 体

用 条 ら な
に 第 行 っ
つ 一 う た
き 項 も 場
、 の の 合
別 規 と に
表 定 す お
第 に る い
一 か 。 て
に か こ 、
掲 わ の 必

の 四 定
停 十 管
止 四 理
を 条 者
命 の 」
じ 二 に
た 第 改
場 十 め
合 一 、
又 項 同
は の 条

場
合
に
は
、
知
事
の
承
認
を

す
る
場
合
に
は
、
知
事
の
承

で
あ
っ
て
知
事
が
指
定
す
る

げ ら 場 要
る ず 合 が
基 、 に あ
準 山 お る
額 口 い と
に 県 て 認
相 使 、 め
当 用 利 る
す 料 用 と
る 手 料 き
額 数 金 は

指 規 第
定 定 二
管 に 項
理 よ 及
者 り び
が 指 第
天 定 三
災 管 項
そ 理 中
の 者 「
他 の 財

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

も
の
（
以
下
「
指
定
管
理

と 料 を 、
別 条 指 第
表 例 定 十
第 管 条（
二 昭 理 第
に 和 者 一
掲 三 に 項
げ 十 そ の
る 一 の 規
金 年 収 定

の 指 団
事 定 」
由 を を
に 取 「
よ り 指
り 消 定
県 し 管
民 若 理
芸 し 者
術 く 」

六
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 管
四 理
条 者
中 が

講「
前 ず
条 べ
」 き

第 ８（
二 十 指 定
条 二 定 知 に
第 条 管 事 よ
一 理 は る
項 知 者 、 指
に 事 が 前 定
規 は 講 条 を
定 、 ず 第 す

７ ６ ５
条 三

知 第 知 知 で
事 一 事 事 応 き
は 項 は は 募 る
、 の 、 、 者 も
前 規 第 前 が の
各 定 四 項 、 で
項 に 項 に 事 あ

４ ３
二 一 係

知 る 第
事 事 事 事 一
業 業 は 業 項
計 計 、 計 の
画 画 前 画 規
書 書 項 書 定
の の の に（

２ 第 ４（
十 指 中

前 一 定 指「
項 条 管 知 定
の 理 事 管
規 知 者 」 理
定 事 の と 者
に は 指 あ が
よ 、 定 る 県

を 措
置「

第 を
六 明
条 ら
」 か
に に
、 し

て「
一 し
に な
」 け

す 第 べ 一 る
る 十 き 項 こ
個 条 措 の と
人 第 置 規 が
情 一 ） 定 で
報 項 に き

の よ る（
第 規 る 。
十 定 指
条 に 定
第 よ を
一 る し

の よ に 規 業 る
規 る 規 定 計 こ
定 指 定 す 画 と
に 定 す る 書 。
よ を る 審 に
る す 審 査 沿
こ る 査 を っ
と も の 行 た
が の 結 っ 管
困 と 果 た 理
難 す 、 と を
又 る 応 き 安

内 内 規 以 よ
容 容 定 下 る
が が に 公「
、 、 よ 事 募
県 県 る 業 に
民 民 応 計 応
芸 芸 募 画 じ
術 術 が 書 よ
文 文 あ 」 う
化 化 っ と と
ホ ホ た い す
ー ー と う る

る 前 ） の 民
公 条 は 芸
募 第 、 術
は 一 文「
、 項 指 化
規 の 定 ホ
則 規 管 ー
で 定 理 ル
定 に 者 の
め よ 」 管
る る と 理
と 指 す に

を れ
ば「

い な
ず ら
れ な
か い
に 。
」
に
改
め

項 指 た
各 定 と
号 を き
に す は
掲 る 、
げ と 規
る き 則
事 は で
務 、 定
に 個 め
係 人 る

は 。 募 は 定
不 者 、 し
適 の 遅 て
当 う 滞 行
な ち な う
場 県 く た
合 民 、 め
そ 芸 理 に
の 術 由 必
他 文 を 要
特 化 付 な

ル ル き 。 も
の を は ） の
効 使 、 に （
用 用 次 規 以
を し に 則 下
十 よ 掲 で 「
分 う げ 定 応
に と る め 募
発 す 基 る 者
揮 る 準 書 」
す 者 に 類 と

こ 定 る 関
ろ を 。 す
に 受 る
よ け 事
り よ 務
、 う を
応 と 行
募 す う
の る 場
時 法 合
期 人 に

、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

る 情 と
も 報 こ
の ろ（
に 山 に
限 口 よ
る 県 り
。 個 、
） 人 そ
を 情 の
い 報 旨
う 保 を

別 ホ し 人
な ー て 的
事 ル そ 体
情 の の 制
が 管 結 及
あ 理 果 び
る を を 経
場 最 公 済
合 も 表 的
に 適 す 基
は 切 る 礎

る の よ を い
と 平 っ 添 う
と 等 て え 。
も な 、 て ）
に 使 そ 、 は
、 用 の 知 、
県 を 応 事 規
民 確 募 に 則
芸 保 を 提 で
術 す 審 出 定
文 る 査 し め

及 そ お
び の け
方 他 る
法 の 第
等 団 七
に 体 条
つ を 及
い 公 び
て 募 第
公 す 八
告 る 条

。 護 公
） 条 示
の 例 す
適 る（
正 平 も
な 成 の
取 十 と
扱 三 す
い 年 る
を 山 。
確 口

、 に も を
こ 行 の 有
れ う と す
ら こ す る
の と る も
規 が 。 の
定 で で
に き あ
よ る る
ら と こ
な 認 と

化 こ し な る
ホ と な け と
ー が け れ こ
ル で れ ば ろ
の き ば な に
管 る な ら よ
理 も ら な り
に の な い 、
係 で い 。 県
る あ 。 民
経 る 芸

し も 第
て の 二
行 と 号
う す の
も る 規
の 。 定
と の
す 適
る 用
。 に

つ

六
一

保 県
す 条
る 例
た 第
め 四
に 十
当 三
該 号
指 ）
定 第

い め 。
で る
、 も
前 の
条 に
第 つ
一 い
項 て
の 、
規 前

費 こ 術
の と 文
縮 。 化
減 ホ
を ー
図 ル
る の
こ 管
と 理
が に

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

１

こ
の
条
例
は
、
公

２ 第（
施 別 別 五
行 表 表 知 条
期 附 第 第 事
日 二 一 は 県
） 則 中 中 、 民

特 芸「 「
に 術（ （

第 第 必 文

２ 第（ （
開 四 開 三
館 知 条 館
時 事 日 前
間 は 県 ） 二
） 、 民 号

特 芸 に
に 術 掲
必 文 げ

第 （
二 一 三 業 第 二

条 務 二
芸 芸 ） 条 県
術 術 山 の 民
活 活 口 次 芸
動 動 県 に 術
そ そ 民 次 文
の の 芸 の 化

第 し（
一 七 許 、 第

条 可 同 三
公 の 条 条
益 知 制 の 中
を 事 限 次 「
害 は ） に 山
す 、 次 口
る 前 の 県

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

七 七 要 化
条 条 が ホ
関 関 あ ー
係 係 る ル
） ） と の
」 」 認 開
を を め 館

る 時「 「
と 間（ （

第 第 き は
十 十 は 、
三 三 、 午

要 化 る
が ホ も
あ ー の
る ル の
と は ほ
認 、 か
め 十 、
る 二 伝
と 月 統
き 二 的
は 十 な
、 九 芸

他 他 術 三 ホ
の の 文 条 ー
文 文 化 を ル
化 化 ホ 加 の
活 活 ー え 管
動 動 ル る 理
に の な 。 上
関 機 が 支
す 会 と 障
る の が（
情 提 以 あ
報 供 下 る

お 条 一 民
そ の 条 芸
れ 許 を 術
が 可 加 文
あ を え 化
る 受 る ホ
と け 。 ー
認 よ ル
め う な
ら と が
れ す と
る る

し
、
第
二
条
の
次
に
三
条
を

条 条 前 前
、 、 項 九
第 第 の 時
十 十 開 か
四 四 館 ら
条 条 時 午
関 関 間 後
係 係 を 十
） ） 延 時
」 」 長 ま
に に し で

前 日 能
項 か そ
に ら の
掲 翌 他
げ 年 の
る の 芸
日 一 術
に 月 の
開 三 振
館 日 興
し ま を

及 に と「
び 関 県 認
資 す 民 め
料 る 芸 ら
の こ 術 れ
収 と 文 る
集 。 化 と
及 ホ き
び ー 。
提 ル
供 」

（
と 者 以
き が 下
。 次 「の 県各 民号 芸の 術い 文ず 化れ ホか

加
え
る
改
正
規
定
（
第
三
条

、 改 、 と
め 又 す「

財 る は る
団 。 短 。
」 縮
を す

る「
指 こ
定 と
管 が
理 で

、 で 図
又 の る
は 日 た
臨 を め
時 除 に
に き 必
閉 、 要
館 毎 な
す 日 業
る 開 務
こ 館 に

に と
関 い
す う
る 。
こ ）
と は
。 、

次
に
掲
げ

ーに ル該 」当 とす いる うと 。き ）は 」、
を許

可 「
及
び
第
四
条
に
係
る
部
分
に

者 き
」 る
に 。
改
め
る
。

と す 関
が る す
で 。 る
き こ
る と
。 。

る
業
務
を
行
う
。

県を
民し
芸て
術は
文な
化ら
ホな
ーい
ル。
」
に

限
る
。
）
は
、
平
成
十
八

改
め
、
同
条
を
第
六
条
と

六
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２ 第
五

知 条
事
は 母
、 子
特 福
に 祉
必 セ

２（
開 第 三 二
館 五 知
時 条 事 十 国
間 を は 二 民
） 第 、 月 の

十 特 二 祝
二 に 十 日
条 必 九 に

第 （
一 四 開 第 山

条 館 四 口
日 日 条 県 山
曜 母 ） を 母 口
日 子 次 子 県
及 福 の 福 母
び 祉 よ 祉 子
土 セ う 施 福

山
口 山
県 平 口
条 成 県
例 十 母
第 七 子
六 年 福
十 七 祉
五 月 施

２ （
は 芸 経 年
、 こ 過 四術
平 の 措 月文
成 条 置 一化
十 例 ） 日ホ
八 の かー
年 施 らル
三 行 施の

要 ン
が タ
あ ー
る の
と 開
認 館
め 時
る 間
と は
き 、
は 午
、 前

と 要 日 関
し が か す
、 あ ら る
第 る 翌 法
四 と 年 律
条 認 の （
の め 一 昭
次 る 月 和
に と 三 二
次 き 日 十
の は ま 三
七 、 で 年

曜 ン に 設 祉
日 タ 改 条 施

ー め 例 設
は る 条（
、 。 昭 例
次 和 の
に 四 一
掲 十 部
げ 六 を
る 年 改
日 山 正
を 口 す

号 十 設
二 条
日 例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

月 の 行管
三 際 す理
十 現 るに
一 に 。関
日 改す
ま 正る
で 前事
の の務
間 山及
は 口び
、 県改
な 民

前 八
項 時
の 三
開 十
館 分
時 か
間 ら
を 午
延 後
長 五
し 時

条 前 の 法
を 項 日 律
加 各 第（
え 号 前 百
る に 号 七
。 掲 に 十

げ 掲 八
る げ 号
日 る ）
に 日 に
開 を 規

除 県 る
き 条 条
、 例 例
毎 第
日 三
開 号
館 ）
す の
る 一
。 部

を

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

正
お 芸前
従 術の
前 文条
の 化例
例 ホ第に ー七よ ル条る 条第。 例一

項 （
以

、 十
又 五
は 分
短 ま
縮 で
す と
る す
こ る
と 。
が
で

館 除 定
し く す
、 。 る
又 ） 休
は 日
臨
時
に
閉
館
す

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の 下規 「定 改に 正基 前づ のき 条財 例団 」
に と
そ い

き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

山
口
県
知
事

二

の う
収 。
入 ）
と 第
し 六
て 条
収 の
受 規
さ 定
せ に
て 基

六
三

井

関

成

い づ
る き
利 委
用 託
料 し
金 て
に い
つ る
い 県
て 民
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（
指
定
管
理
者
の
指
定

４ ３ ２
は ら 五
、 指 指 な 指

定 い 定 施定「
指 管 。 管 設管
定 理 理 及理
管 者 者 び者
理 は は 設が
者 、 、 備母

四 三 二 一 者
」

第 第 第 第 と
六 五 四 三 い
条 条 条 条 う
の 第 第 各 。
規 二 二 号 ）
定 項 項 に に

第 第（ （
指 金 し 七 弁八
定 額 、 条 償条
管 の 若 ）
理 全 し 利母
者 部 く 用子
に 又 は 者福
よ は 修 は祉
る 一 理 、セ

第 （
二 一 で 六 利

き 条 用
知 こ る の
事 の 。 知 拒
の 条 事 否
指 例 は ）
示 又 、
に は 母

） 」 第 前 の子
と 一 項 維福
す 項 第 持祉
る 第 二 管セ
。 三 号 理ン

号 の にタ
の 規 関ー
規 定 すの
定 に る管
に よ こ理
よ り とに
り 第 。

に の の 掲 行
よ 規 規 げ わ
り 定 定 る せ
、 に に 業 る
母 よ よ 務 も
子 り り に の
福 、 、 関 と
祉 同 同 す す
セ 条 条 る る
ン 第 第 こ 。
タ 一 一 と
ー 項 項 。

管 部 し 母ン
理 を 、 子タ
） 免 又 福ー

除 は 祉の
す 金 セ管
る 銭 ン理
こ を タに
と も ー関
が つ のす
で て 施る
き そ 設事
る の 又

従 こ 子
わ の 福
な 条 祉
い 例 セ
と に ン
き 基 タ
。 づ ー

く を
規 利
則 用
に す
違 る関

第 四す
五 条る
条 第事
第 一務
一 項を 項 各行 の 号う 開 に場 館 掲合 時 げに 間 る

の の 各
利 開 号
用 館 に
を 時 掲
拒 間 げ
む を る
こ 延 日
と 長 に
。 し 開

、 館
又 し

務
。 損 はの

害 器う
を 材ち
弁 器、
償 具次
し をに な 損掲 け 傷げ れ しる ば 、事 な 又

反 者
し （
た 以
と 下
き 「
。 利

用
者
」
と
いお を 日け 延 にる 長 開第 し 館六 、 し条 又 、第 は 又

二 短 は
号 縮 臨
の す 時
規 る に

は 、
短 又
縮 は
す 臨
る 時
こ に
と 閉
。 館

す
る
こ

務 ら はは な 亡、 い 失法 。 し人 た たそ だ との し き他 、 は
の 知 、
団 事 知
体 が 事

う
。
）
が
次
の
各
号
の
い
ず

定 場 閉
の 合 館
適 に す
用 は る
に 、 場
つ 知 合
い 事 に
て の は
は 承 、
、 認 知
同 を 事

と
。

で や の
あ む 指
つ を 示
て 得 に
知 な 従
事 い い
が 理 、
指 由 そ
定 が の
す あ 負
る る 担

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

号 得 の
中 な 承

け 認「
知 れ を
事 ば 得
」 な な
と ら け
あ な れ
る い ば
の 。 な

も と に
の 認 お

め い（
以 る て
下 と こ

き れ「
指 は を
定 、 補
管 弁 て
理 償 ん

そ
の
利
用
を
拒
む
こ
と
が

六
四
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ン は
タ 期
ー 間
の を
管 定
理 め
の て
業 母

第 第（
十 知 理 条 十
一 事 者 第 条
条 に が 一

よ 講 項 知
知 る ず に 事
事 管 べ 規 は
は 理 き 定 、
、 の 措 す 第

８ ７ ６（
指 定 第
定 知 に 知 一 知
管 事 よ 事 項 事
理 は る は の は
者 、 指 、 規 、
が 前 定 前 定 第
講 条 を 各 に 四
ず 第 す 項 よ 項

５
三 二 一

知 る
事 応 も 事 事
は 募 の 業 業
、 者 で 計 計
前 が あ 画 画
項 、 る 書 書
に 事 こ の の

４ ３ ２ 第
る 九

知 事 第 前 条
事 業 一 項
は 計 項 の 知
、 画 の 規 事
前 書 規 定 は
項 定 に 、（
の 以 に よ 前

務 子
の 福
全 祉
部 セ
若 ン
し タ
く ー
は の
一 管
部 理
を の
実 業

地 業 置 る 八
方 務 を 個 条
自 の 明 人 第
治 実 ら 情 一
法 施 か 報 項

） に の（ （
昭 し 第 規
和 て 八 定
二 し 条 に
十 な 第 よ
二 け 一 る
年 れ 項 指

べ 一 る の る に
き 項 こ 規 指 規
措 の と 定 定 定
置 規 が に を す
） 定 で よ す る

に き る る 審
よ る こ も 査
る 。 と の の
指 が と 結
定 困 す 果
を 難 る 、
し 又 。 応

規 業 と 内 内
定 計 。 容 容
す 画 が が
る 書 、 、
審 に 母 利
査 沿 子 用
を つ 福 者
行 た 祉 の
つ 管 セ 平
た 理 ン 等
と を タ な
き 安 ー 利

規 下 よ る 条
定 る 公 第「
に 事 公 募 一
よ 業 募 は 項
る 計 に 、 の
応 画 応 規 規
募 書 じ 則 定
が 」 よ で に
あ と う 定 よ
つ い と め る
た う す る 指
と 。 る と 定

施 務
す の
る 全
こ 部
と 若
が し
困 く
難 は
と 一
な 部
つ の

法 ば 各 定
律 な 号 を
第 ら に す
六 な 掲 る
十 い げ と
七 。 る き
号 事 は
） 務 、
第 に 個
二 係 人
百 る 情

た は 募
と 不 者
き 適 の
は 当 う
、 な ち
規 場 母
則 合 子
で そ 福
定 の 祉
め 他 セ
る 特 ン

は 定 の 用
、 し 効 を
遅 て 用 確
滞 行 を 保
な う 十 す
く た 分 る
、 め に こ
理 に 発 と
由 必 揮 が
を 要 す で
付 な る き

き ） も こ を
は に の ろ 受
、 規 に け（
次 則 以 よ よ
に で 下 り う
掲 定 、 と「
げ め 応 応 す
る る 募 募 る
基 書 者 の 法
準 類 」 時 人
に を と 期 そ

た 停
場 止
合 を
に 命
お じ
い た
て 場
、 合
必 又
要 は
が 指

四 も 報
十 の （
四 に 山
条 限 口
の る 県
二 。 個
第 ） 人
十 を 情
一 い 報
項 う 保
の 。 護

と 別 タ
こ な ー
ろ 事 の
に 情 管
よ が 理
り あ を
、 る 最
そ 場 も
の 合 適
旨 に 切
を は に

し 人 と る
て 的 と も
そ 体 も の
の 制 に で
結 及 、 あ
果 び 母 る
を 経 子 こ
公 済 福 と
表 的 祉 。
す 基 セ
る 礎 ン

よ 添 い 及 の
つ え う び 他
て て 。 方 の
、 、 ） 法 団
そ 知 は 等 体
の 事 、 に を
応 に 規 つ 公
募 提 則 い 募
を 出 で て す
審 し 定 公 る
査 な め 告 も

あ 定
る 管
と 理
認 者
め が
る 天
と 災
き そ
は の
、 他
第 の

規 ） 条
定 の 例
に 適 （
よ 正 平
り な 成
指 取 十
定 扱 三
管 い 年
理 を 山
者 確 口
の 保 県

公 、 行
示 こ う
す れ こ
る ら と
も の が
の 規 で
と 定 き
す に る
る よ と
。 ら 認

な め

も を タ
の 有 ー
と す の
す る 管
る も 理
。 の に

で 係
あ る
る 経
こ 費
と の

し け る し の
な れ と て と
け ば こ 行 す
れ な ろ う る
ば ら に も 。
な な よ の
ら い り と
な 。 、 す
い 母 る
。 子 。

福
八 事
条 由
第 に
一 よ
項 り

六 の 母
五 規 子

定 福
に 祉
か セ

指 す 条
定 る 例
を た 第
取 め 四
り に 十
消 当 三
し 該 号
若 指 ）
し 定 第
く 管 二

い る
で も
、 の
前 に
条 つ
第 い
一 て
項 、
の 前
規 条

。 縮
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
係



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

書
（
以
下
「
事
業
計

３ ２ 第 で（
十 指 第 あ

第 前 三 定 三 つ
一 項 条 管 章 て
項 の の 理 中 知
の 規 二 者 第 事
規 定 の 十 が
定 に 知 指 三 指
に よ 事 定 条 定

山
第 目 身 口
十 次 体 県
三 中 障 身 条
条 害 体 例「
の 第 者 障 第
見 十 更 害 六
出 三 生 者 十
し 条 援 更 六

２
身 て

平 体 は こ
成 障 、 の
十 害 平 条
七 者 成 例
年 更 十 の
七 生 八 施
月 援 年 行

１（ （
経 施 か
過 こ 行 わ
措 の 期 附 ら
置 条 日 ず
） 例 ） 則 、

は 母
、 子
公 福

画
書
」
と
い
う
。
）
に
規
則
で

よ る は ） の す
る 公 、 次 る
公 募 前 に も
募 は 条 次 の
に 、 の の （
応 規 規 三 以
じ 則 定 条 下
よ で に を こ
う 定 よ 加 の
と め る え 章
す る 指 る に
る と 定 。 お

を 」 護 生 号
を 施 援「

設 護（ 「
指 第 条 施
定 十 例 設
管 三 条（
理 条 昭 例
者 の 和 の
に 四 四 一
よ 」 十 部
る に 八 を
管 改 年 改

十 護 三 の
二 施 月 際
日 設 三 現

条 十 に
例 一 改
の 日 正
一 ま 前
部 で の
を の 山
改 間 口
正 は 県
す 、 母

布 祉
の セ
日 ン
か タ
ら ー
施 の
行 管
す 理
る の
。 業

務
の

定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
知

も こ を い
の ろ 受 て

に け（ 「
以 よ よ 指
下 り う 定

、 と 管「
応 応 す 理
募 募 る 者
者 の 法 」
」 時 人 と
と 期 そ い

理 め 山 正
） る 口 す
」 。 県 る
に 条 条
改 例 例
め 第
、 七
同 号
条 ）
中 の

一

る な 子
条 お 福
例 従 祉
を 前 施
こ の 設
こ 例 条
に に 例
公 よ 第
布 る 四
す 。 条
る の

全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

い 及 の う
う び 他 。
。 方 の ）
） 法 団 に
は 等 体 行
、 に を わ
規 つ 公 せ
則 い 募 る
で て す 」
定 公 る に
め 告 も 改

「
社 部
会 を
福 次
祉 の
法 よ
人 う
山 に
口 改
県 正
社 す
会 る

。 規
定
に
基
づ
き
委
託
し
て
い

も
の
と
す
る
。

な
い
。

る し の め
と て と る
こ 行 す 。
ろ う る
に も 。
よ の
り と
、 す
華 る
南 。
園

福 。
祉
事
業
団
に
委
託
す
る
」

山 る
母口 子

県 福
祉知 セ

事 ン
タ
ー

二 の
管

の
管
理
に
係
る
事
業
計
画

を
「
法
人
そ
の
他
の
団
体

理
井 に

関
す

関 る
事
務

成 に
つ
い

六
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
一 十

九
水 条
曜 の
日 二

聴
覚

（
開 第 理 務 し
館 十 の の く
日 九 業 全 は
） 条 務 部 期

の の 若 間
次 全 し を
に 部 く 定
次 又 は め

第 第（ （
十 知 者 二 十 指
三 事 が 条 三 定
条 に 講 第 条 管
の よ ず 一 の 理
四 る べ 項 三 者

管 き に が
知 理 措 規 知 講
事 の 置 定 事 ず

８ ７ ６
る る

知 指 知 指 知
事 定 事 定 事
は を は を は
、 す 、 す 、
前 る 前 る 第
条 こ 各 も 四
の と 項 の 項

５ ４
三 二 一

知 知
事 応 事 事 事
は 募 業 業 は
、 者 計 計 、
前 が 画 画 前
項 、 書 書 項
に 事 の の の

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
次

の は 一 て
二 一 部 華
条 部 を 南
を を 実 園
加 自 施 の
え ら す 管
る 行 る 理
。 う こ の

も と 業
の が 務
と 困 の
す 難 全

は 業 を す は べ
、 務 明 る 、 き
地 の ら 個 第 措
方 実 か 人 十 置
自 施 に 情 三 ）
治 ） し 報 条
法 て の（

し 第 規（
昭 な 十 定
和 け 三 に
二 れ 条 よ
十 ば 各 る

規 が の と に
定 で 規 す 規
に き 定 る 定
よ る に 。 す
る 。 よ る
指 る 審
定 こ 査
を と の
し が 結
た 困 果
と 難 、
き 又 応

規 業 内 内 規
定 計 容 容 定
す 画 が が に
る 書 、 、 よ
審 に 華 華 る
査 沿 南 南 応
を つ 園 園 募
行 た の を が
つ 管 効 使 あ
た 理 用 用 つ
と を を す た
き 安 十 る と

に
掲
げ
る
日
を
除
き
、
毎
日

る と 部
。 な 若

つ し
た く
場 は
合 一
に 部
お の
い 停
て 止
、 を

二 な 号 指
年 ら に 定
法 な 掲 を
律 い げ す
第 。 る る
六 事 と
十 務 き
七 に は
号 係 、
） る 個
第 も 人

は は 募
、 不 者
規 適 の
則 当 う
で な ち
定 場 華
め 合 南
る そ 園
と の の
こ 他 管
ろ 特 理

は 定 分 者 き
、 し に の は
遅 て 発 平 、
滞 行 揮 等 次
な う す な に
く た る 使 掲
、 め と 用 げ
理 に と を る
由 必 も 確 基
を 要 に 保 準
付 な 、 す に

開
館
す
る
。

必 命
要 じ
が た
あ 場
る 合
と 又
認 は
め 指
る 定
と 管
き 理

二 の 情
百 に 報
四 限 （
十 る 山
四 。 口
条 ） 県
の を 個
二 い 人
第 う 情
十 。 報
一 ） 保

に 別 を
よ な 最
り 事 も
、 情 適
そ が 切
の あ に
旨 る 行
を 場 う
公 合 こ
示 に と
す は が

し 人 華 る よ
て 的 南 こ つ
そ 体 園 と て
の 制 の が 、
結 及 管 で そ
果 び 理 き の
を 経 に る 応
公 済 係 も 募
表 的 る の を
す 基 経 で 審
る 礎 費 あ 査

は 者
、 が
第 天
十 災
三 そ
条 の
の 他
規 の
定 事
に 由
か に

項 の 護
の 適 条
規 正 例
定 な （
に 取 平
よ 扱 成
り い 十
指 を 三
定 確 年
管 保 山
理 す 口

る 、 で
も こ き
の れ る
と ら と
す の 認
る 規 め
。 定 る

に も
よ の
ら に
な つ

も を の る し
の 有 縮 こ な
と す 減 と け
す る を 。 れ
る も 図 ば
。 の る な

で こ ら
あ と な
る が い
こ で 。
と き

六
七

か よ
わ り
ら 華
ず 南
、 園
華 の
南 管
園 理
の の
管 業

者 る 県
の た 条
指 め 例
定 に 第
を 当 四
取 該 十
り 指 三
消 定 号
し 管 ）
若 理 第

い い
で て
、 、
前 前
条 条
の の
規 規
定 定
に に
よ よ

。 る
も
の
で
あ
る
こ
と
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

各
号
」
と
あ
る
の
は

５ ４ ３
三 と な
条 第 あ 指 い 指
の 十 る 定 。 定
二 三 の 管 管
第 条 は 理 理
三 の 、 者 者
項 二 が は「
、 か 指 聴 、

２
れ 第 四 三
ば 指 二
な 定 十 第 第
ら 管 三 二 十
な 理 条 十 九
い 者 に 一 条
。 は 次 条 の

、 の の 三

に 他 ２
二 次 の 第 時

の 団 二 知 ま
第 三 体 十 事 で
十 号 で 三 は と
九 を あ 条 、 す
条 加 つ の 特 る
の え て 見 に 。
二 る 知 出 必

第 ２（
十 開 三 二
九 館 知
条 時 事 十 国
の 間 は 二 民
三 ） 、 月 の

特 二 祝
聴 に 十 日
覚 必 八 に

「
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号
」

第 ら 定 覚 第
四 第 管 障 一
項 十 理 害 項
第 三 者 者 第
一 条 」 情 三
号 の と 報 号
及 四 す セ の
び ま る ン 規
第 で 。 タ 定
二 の ー に
号 規 の よ
並 定 管 り

前 四 規 第
項 項 定 二
第 を に 項
二 加 よ の
号 え り 規
の る 、 定
規 。 聴 に
定 覚 よ
に 障 り
よ 害 、
り 者 同
第 情 条

第 。 事 し 要
二 が を が
項 指 あ「
の 定 る（
規 す 指 と
定 る 定 認
に も 管 め
よ の 理 る
り 者 と（
、 以 に き
同 下 よ は
条 こ る 、

障 要 日 関
害 が か す
者 あ ら る
情 る 翌 法
報 と 年 律
セ 認 の （
ン め 一 昭
タ る 月 和
ー と 四 二
の き 日 十
開 は ま 三
館 、 で 年

と
、
第
十
三
条
の
四
中
「
華

び は 理 第
に 、 に 十
第 第 関 九
六 一 す 条
項 項 る の
中 の 事 三

規 務 第「
華 定 を 一
南 に 行 項
園 よ う の
」 り 場 開

十 報 第
九 セ 一
条 ン 項
の タ の
二 ー 開
第 の 館
一 利 時
項 用 間
各 を を
号 拒 延
に む 長

第 の 管 前
一 条 理 項
項 に 等 の
各 お ） 開
号 い 」 館
に て に 時
掲 改 間「
げ 指 め を
る 定 、 延
日 管 同 長
に 理 条 し

時 前 の 法
間 項 日 律
は 各 第（
、 号 前 百
午 に 号 七
前 掲 に 十
九 げ 掲 八
時 る げ 号
か 日 る ）
ら に 日 に
午 開 を 規

南
園
」
と
あ
る
の
は
「
聴
覚

と 指 合 館
あ 定 に 時
る 管 お 間
の 理 け を
は 者 る 延

を 第 長「
聴 指 二 し
覚 定 十 、
障 す 一 又
害 る 条 は
者 場 第 短

掲 こ し
げ と 、
る 。 又
日 は
に 短
開 縮
館 す
し る
、 こ
又 と
は 。

開 者 中 、
館 」 又「
し と 社 は
、 い 会 短
又 う 福 縮
は 。 祉 す
臨 ） 法 る
時 に 人 こ
に 行 山 と
閉 わ 口 が
館 せ 県 で

後 館 除 定
五 し く す
時 、 。 る
ま 又 ） 休
で は 日
と 臨
す 時
る に
。 閉
た 館
だ す

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と

情 合 二 縮
報 に 号 す
セ つ の る
ン い 規 場
タ て 定 合
ー 準 の に
」 用 適 は
と す 用 、
、 る に 知
第 。 つ 事
十 こ い の

臨
時
に
閉
館
す
る
場
合
に
は

す る 聴 き
る 」 覚 る
こ に 障 。
と 改 害
。 め 者

、 福
第 祉
二 協
号 会
を に
第 委

し る
、 こ
日 と
曜 が
日 で
及 き
び る
土 。
曜
日
は

、
「
第
十
三
条
」
と
あ
る

三 の て 承
条 場 は 認
の 合 、 を
三 に 同 得
中 お 号 な

い 中 け「
第 て れ「
十 、 知 ば
三 第 事 な
条 十 」 ら

、
知
事
の
承
認
を
得
な
け

五 託
号 す
と る
し 」
、 を
第 「
一 法
号 人
の そ
次 の

、
午
前
九
時
か
ら
午
後
九

六
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３
計
画 第
書 一

項（
以 の
下 規

定「
事 に

２ 第 あ（
七 指 第 つ

前 条 定 七 て
項 管 条 知
の 知 理 を 事
規 事 者 第 が
定 は の 十 指
に 、 指 条 定
よ 前 定 と す

山
第 第 知 口
六 五 的 県
条 条 障 知 条
の 中 害 的 例
見 者 障 第「
出 者 援 害 六
し 」 護 者 十
を の 施 援 七

２
知 情

平 的 報 こ
成 障 セ の
十 害 ン 条
七 者 タ 例
年 援 ー の
七 護 の 施
月 施 管 行

１（ （
経 施 の
過 こ 行 は
措 の 期 附 「
置 条 日 第
） 例 ） 則 二

は 十
、 三
公 条

業 よ
計 る
画 公
書 募
」 に
と 応
い じ
う よ
。 う
） と
に す
規 る

る 条 ） し る
公 の 、 も
募 規 第 の
は 定 六 （
、 に 条 以
規 よ の 下
則 る 次 「
で 指 に 指
定 定 次 定
め を の 管
る 受 三 理
と け 条 者

下 設 護 号「
に 条 施（

指 例 設「
定 条（ （
管 以 昭 例
理 下 和 の
者 五 一「
に 使 十 部
よ 用 二 を
る 者 年 改
管 」 山 正
理 と 口 す

十 設 理 の
二 条 に 際
日 例 関 現

の す に
一 る 改
部 事 正
を 務 前
改 に の
正 つ 身
す い 体
る て 障
条 は 害

布 第
の 一
日 項
か 」
ら と
施 読
行 み
す 替
る え
。 る

も
の

則 も
で の
定 （
め 以
る 下
書 「
類 応
を 募
添 者
え 」
て と

こ よ を 」
ろ う 加 と
に と え い
よ す る う
り る 。 。
、 法 ）
応 人 に
募 そ 行
の の わ
時 他 せ
期 の る

） い 県 る
」 う 条 条
に 。 例 例
改 ） 第
め 」 一
、 を 号
同 加 ）
条 え の
中 る 一

。 部「
社 を

例 、 者
を 平 更
こ 成 生
こ 十 援
に 八 護
公 年 施
布 三 設
す 月 条
る 三 例
。 十 第

一 十

と
す
る
。

、 い
知 う
事 。
に ）
提 は
出 、
し 規
な 則
け で
れ 定
ば め

及 団 」
び 体 に
方 を 改
法 公 め
等 募 る
に す 。
つ る
い も
て の
公 と
告 す

会 次
福 の
祉 よ
法 う
人 に
山 改
口 正
県 す
社 る
会 。
福

日 三
ま 条
で 及
の び
間 第
は 二
、 十
な 三
お 条
従 の
前 規

な る
ら と
な こ
い ろ
。 に

よ
り
、
た
ち
ば

し る
て 。
行
う
も
の
と
す
る
。

祉 山
事 口業
団 県
に 知委
託 事
す
る
」 二
を

の 定
例 に
に 基
よ づ
る き
。 委

託
し
て
い
る

な
園
の
管
理

六 に
九 係

る
事
業

「
法 井
人
そ
の 関
他
の
団 成
体
で

華
南
園
及
び
聴
覚
障
害
者



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

１

こ
の
条
例
は
、
公

第（
施 の 業 期 九
行 管 務 間 条
期 附 理 の を
日 の 全 定 知
） 則 業 部 め 事

務 若 て は
の し た 、
全 く ち 地

第（ （
知 き 項 八 指
事 措 に 条 定
に 置 規 管
よ を 定 知 理
る 明 す 事 者
管 ら る は が
理 か 個 、 講
の に 人 第 ず

８ ７ ６ ５
る に

知 指 知 よ 知 知
事 定 事 る 事 事
は を は 指 は は
、 す 、 定 、 、
前 る 前 を 第 前
条 こ 各 す 四 項
の と 項 る 項 に

４
三 二 一

こ 知
応 と 事 事 事
募 。 業 業 は
者 計 計 、
が 画 画 前
、 書 書 項
事 の の の

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

部 は ば 方
又 一 な 自
は 部 園 治
一 を の 法
部 実 管 （
を 施 理 昭
自 す の 和
ら る 業 二
行 こ 務 十
う と の 二
も が 全 年
の 困 部 法

業 し 情 六 べ
務 て 報 条 き
の し の 措（
実 な 第 規 置
施 け 六 定 ）
） れ 条 に

ば 各 よ
な 号 る
ら に 指
な 掲 定
い げ を
。 る す

規 が の も に 規
定 で 規 の 規 定
に き 定 と 定 す
よ る に す す る
る 。 よ る る 審
指 る 。 審 査
定 こ 査 を
を と の 行
し が 結 つ
た 困 果 た
と 難 、 と
き 又 応 き

業 内 内 規
計 容 容 定
画 が が に
書 、 、 よ
に た 使 る
沿 ち 用 応
つ ば 者 募
た な の が
管 園 平 あ
理 の 等 つ
を 効 な た
安 用 使 と

と 難 若 律
す と し 第
る な く 六
。 つ は 十

た 一 七
場 部 号
合 の ）
に 停 第
お 止 二
い を 百
て 命 四

事 る
務 と
に き
係 は
る 、
も 個
の 人
に 情
限 報
る （
。 山

は は 募 は
、 不 者 、
規 適 の 遅
則 当 う 滞
で な ち な
定 場 た く
め 合 ち 、
る そ ば 理
と の な 由
こ 他 園 を
ろ 特 の 付

定 を 用 き
し 十 を は
て 分 確 、
行 に 保 次
う 発 す に
た 揮 る 掲
め す こ げ
に る と る
必 と が 基
要 と で 準
な も き に

、 じ 十
必 た 四
要 場 条
が 合 の
あ 又 二
る は 第
と 指 十
認 定 一
め 管 項
る 理 の
と 者 規

） 口
を 県
い 個
う 人
。 情
） 報
の 保
適 護
正 条
な 例
取

に 別 管 し
よ な 理 て
り 事 を そ
、 情 最 の
そ が も 結
の あ 適 果
旨 る 切 を
を 場 に 公
公 合 行 表
示 に う す
す は こ る

人 に る よ
的 、 も つ
体 た の て
制 ち で 、
及 ば あ そ
び な る の
経 園 こ 応
済 の と 募
的 管 。 を
基 理 審
礎 に 査

き が 定
は 天 に
、 災 よ
第 そ り
六 の 指
条 他 定
の の 管
規 事 理
定 由 者
に に の
か よ 指

（
扱 平
い 成
を 十
確 三
保 年
す 山
る 口
た 県
め 条
に 例
当 第

る 、 と も
も こ が の
の れ で と
と ら き す
す の る る
る 規 と 。
。 定 認

に め
よ る
ら も
な の

を 係 し
有 る な
す 経 け
る 費 れ
も の ば
の 縮 な
で 減 ら
あ を な
る 図 い
こ る 。
と こ

か り 定
わ た を
ら ち 取
ず ば り
、 な 消
た 園 し
ち の 若
ば 管 し
な 理 く
園 の は

該 四
指 十
定 三
管 号
理 ）
者 第
が 二
講 条
ず 第
べ 一

い に
で つ
、 い
前 て
条 、
の 前
規 条
定 の
に 規
よ 定

。 と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

七
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３
計
画 第
書 一

項（
以 の
下 規

定「
事 に

２ 第 （
十 指 第 二

前 四 定 四
項 条 管 章 施
の の 理 中 設
規 二 者 第 及
定 の 十 び
に 知 指 四 設
よ 事 定 条 備

第 （
一 指 第 目十「

指 定 十 次四
第 定 管 四 中条
十 管 理 条 「
一 理 者 を 第華
条 者 に 次 十の
各 」 よ の 四浦
号 と る よ 条学

山
児 口
童 県 平
福 児 条 成
祉 童 例 十
施 福 第 七
設 祉 六 年
条 施 十 七
例 設 八 月

２ （
児 平 経
童 成 こ 過
福 十 の 措
祉 八 条 置
施 年 例 ）
設 三 の
条 月 施
例 三 行

業 よ
計 る
画 公
書 募
」 に
と 応
い じ
う よ
。 う
） と
に す
規 る

る は ） の の
公 、 次 維
募 前 に 持
は 条 次 管
、 の の 理
規 規 三 に
則 定 条 関
で に を す
定 よ 加 る
め る え こ
る 指 る と
と 定 。 。

に い 管 う 」園
掲 う 理 に をの
げ 。 ） 改管 「
る ） め 第理
業 に る 十に
務 行 。 四関
に わ 条す
関 せ のる
す る 四事
る も 」務
こ の にの
と と 改

条 号 十（
昭 例 二
和 の 日
三 一
十 部
九 を
年 改
山 正
口 す
県 る
条 条
例 例

の 十 の
一 一 際
部 日 現
を ま に
改 で 改
正 の 正
す 間 前
る は の
条 、 知
例 な 的
を お 障
こ 従 害

則 も
で の
定 （
め 以
る 下
書 「
類 応
を 募
添 者
え 」
て と

こ を
ろ 受
に け
よ よ
り う
、 と
応 す
募 る
の 法
時 人
期 そ

う
。 す めち

る る、
。 。次

に
掲
げ
る
事
務
は

第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次

こ 前 者
に の 援
公 例 護
布 に 施
す よ 設
る る 条
。 。 例

第
六
条
の

、 い
知 う
事 。
に ）
提 は
出 、
し 規
な 則
け で
れ 定
ば め

及 の
び 他
方 の
法 団
等 体
に を
つ 公
い 募
て す
公 る
告 も

、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

規
定
に
基
づ
き
委
託
し
て
い

な る
ら と
な こ
い ろ
。 に

よ
り
、
華
の
浦

し の
て と
行 す
う る
も 。
の
と
す
る
。

つ
て
知
事
が
指
定
す
る
も
の

山
口
県
知
事

二

る
た
ち
ば
な
園
の
管
理
に
関

学
園
の
管
理

七 に
一 係

る
事
業

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

井

関

成

す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
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第
十
七
条

み
ほ
り
学

第（
指 第 の 管 し 十
定 十 浦 理 く 四
管 七 学 の は 条
理 条 園 業 期 の
者 を の 務 間 四
に 次 管 の を
よ の 理 全 定 知
る よ の 部 め 事

第（ （
知 者 二 十 指
事 が 条 四 定
に 講 第 条 管
よ ず 一 の 理
る べ 項 三 者
管 き に が
理 措 規 知 講
の 置 定 事 ず

８ ７ ６ ５
る に

知 指 知 よ 知 知
事 定 事 る 事 事
は を は 指 は は
、 す 、 定 、 、
前 る 前 を 第 前
条 こ 各 す 四 項
の と 項 る 項 に

４
三 二 一

こ 知
応 と 事 事 事
募 。 業 業 は
者 計 計 、
が 画 画 前
、 書 書 項
事 の の の

園
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
う

管 う 業 若 て は
理 に 務 し 華 、
等 改 の く の 地
） め 全 は 浦 方

る 部 一 学 自
。 又 部 園 治

は を の 法
一 実 管 （
部 施 理 昭
を す の 和
自 る 業 二
ら こ 務 十

業 を す は べ
務 明 る 、 き
の ら 個 第 措
実 か 人 十 置
施 に 情 四 ）
） し 報 条

て の（
し 第 規
な 十 定
け 四 に
れ 条 よ
ば 各 る

規 が の も に 規
定 で 規 の 規 定
に き 定 と 定 す
よ る に す す る
る 。 よ る る 審
指 る 。 審 査
定 こ 査 を
を と の 行
し が 結 つ
た 困 果 た
と 難 、 と
き 又 応 き

業 内 内 規
計 容 容 定
画 が が に
書 、 、 よ
に 華 華 る
沿 の の 応
つ 浦 浦 募
た 学 学 が
管 園 園 あ
理 の を つ
を 効 使 た
安 用 用 と

ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
は
、

行 と の 二
う が 全 年
も 困 部 法
の 難 若 律
と と し 第
す な く 六
る つ は 十
。 た 一 七

場 部 号
合 の ）
に 停 第

な 号 指
ら に 定
な 掲 を
い げ す
。 る る

事 と
務 き
に は
係 、
る 個
も 人

は は 募 は
、 不 者 、
規 適 の 遅
則 当 う 滞
で な ち な
定 場 華 く
め 合 の 、
る そ 浦 理
と の 学 由
こ 他 園 を
ろ 特 の 付

定 を す き
し 十 る は
て 分 者 、
行 に の 次
う 発 平 に
た 揮 等 掲
め す な げ
に る 使 る
必 と 用 基
要 と を 準
な も 確 に

法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
つ

お 止 二
い を 百
て 命 四
、 じ 十
必 た 四
要 場 条
が 合 の
あ 又 二
る は 第
と 指 十
認 定 一

の 情
に 報
限 （
る 山
。 口
） 県
を 個
い 人
う 情
。 報
） 保

に 別 管 し
よ な 理 て
り 事 を そ
、 情 最 の
そ が も 結
の あ 適 果
旨 る 切 を
を 場 に 公
公 合 行 表
示 に う す
す は こ る

人 に 保 よ
的 、 す つ
体 華 る て
制 の こ 、
及 浦 と そ
び 学 が の
経 園 で 応
済 の き 募
的 管 る を
基 理 も 審
礎 に の 査

て
知
事
が
指
定
す
る
も
の

め 管 項
る 理 の
と 者 規
き が 定
は 天 に
、 災 よ
第 そ り
十 の 指
四 他 定
条 の 管
の 事 理

の 護
適 条
正 例
な （
取 平
扱 成
い 十
を 三
確 年
保 山
す 口

る 、 と も
も こ が の
の れ で と
と ら き す
す の る る
る 規 と 。
。 定 認

に め
よ る
ら も
な の

を 係 で し
有 る あ な
す 経 る け
る 費 こ れ
も の と ば
の 縮 。 な
で 減 ら
あ を な
る 図 い
こ る 。
と こ（

次
項
に
お
い
て
「
指
定
管

規 由 者
定 に の
に よ 指
か り 定
か 華 を
わ の 取
ら 浦 り
ず 学 消
、 園 し
華 の 若

る 県
た 条
め 例
に 第
当 四
該 十
指 三
定 号
管 ）
理 第

い に
で つ
、 い
前 て
条 、
の 前
規 条
定 の
に 規
よ 定

。 と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

七
二
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に
改 第
め 八
、 条
同 第
条 一
を 項
第 中
十 「

山
第 山 口
九 口 県
条 県 山 条
を 健 口 例
第 康 県 第
十 づ 健 六
五 く 康 十
条 り づ 九

２ （
山 関 経

平 口 す こ 過
成 県 る の 措
十 健 事 条 置
七 康 務 例 ）
年 づ に の
七 く つ 施
月 り い 行

１ （
施 項 る

こ 行 」 の
の 期 附 と は
条 日 読 「
例 ） 則 み 第
は 替 十
、 え 七
公 る 条

２
条 二 一 理
の 第 者
二 十 施 第 」
第 四 設 十 と
三 条 及 五 い
項 の び 条 う
、 二 設 各 。
第 か 備 号 ）

三 第
条 四
と 条
し 各
、 号
同 」
条 を
の 「
次 第
に 六
次 条
の 各

と セ く 号
す ン り
る タ セ
。 ー ン

条 タ
例 ー

条（
平 例
成 の
九 一
年 部
山 を

十 セ て の
二 ン は 際
日 タ 、 現

ー 平 に
条 成 改
例 十 正
の 八 前
一 年 の
部 三 児
を 月 童
改 三 福
正 十 祉

布 も 第
の の 一
日 と 項
か す 各
ら る 号
施 。 」
行 と
す 、
る 第
。 十

四

四 ら の に に
項 第 維 掲 行
第 十 持 げ わ
一 四 管 る せ
号 条 理 業 る
及 の に 務 も
び 四 関 に の
第 ま す 関 と
二 で る す す
号 の こ る る
並 規 と こ 。
び 定 。 と

一 号
条 」
を に
加 、
え 「
る 財
。 団

」
を
「
指

口 改
県 正
条 す
例 る
第 条
二 例
号
）
の
一
部

す 一 施
る 日 設
条 ま 条
例 で 例
を の 第
こ 間 十
こ は 四
に 、 条
公 な 及
布 お び
す 従 第

条
の
四
中
「
華
の
浦
学
園
」

に は 。
第 、
六 前
項 項
中 の

規「
華 定
の に
浦 よ
学 り
園 指

定
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

る 前 十
。 の 七

例 条
に の
よ 規
る 定
。 に

基
づ
き
委

と
あ
る
の
は
「
み
ほ
り
学
園

」 定
と 管
あ 理
る 者
の を
は 指

定「
み す
ほ る
り 場
学 合

第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
財

山
口
県
知
事

二

託
し
て
い
る
華
の
浦
学
園
及

」
と
、
「
第
十
四
条
」
と
あ

園 に
」 つ
と い
、 て
第 準
十 用
四 す
条 る
の 。
三 こ
中 の

団
」
を
「
指

七 定
三 管

理
者
」

井

関

成

び
み
ほ
り
学
園
の
管
理
に

る
の
は
「
第
十
七
条
第
一

場「
第 合
十 に
四 お
条 い
各 て
号 、
」 第
と 十
あ 四
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（
指
定
管
理
者
の
指
定

４ ３ ２
中 ら 五

指 指 な 指「
知 定 定 い 定 施
事 管 管 。 管 設
」 理 理 理 及
と 者 者 者 び
あ が は は 設
る 健 、 、 備

四 三 二 一 者
」

第 第 第 第 と
八 六 五 四 い
条 条 条 条 う
の の 第 第 。
規 許 二 二 ）
定 可 項 項 に

第 （
十 指 第 額 山 入
条 定 七 を 口 と

管 条 合 県 し
健 理 を 算 条 て
康 者 削 し 例 収
づ に り た 第 受
く よ 、 額 一 さ
り る 第 の 号 せ

第 （
に り は 十 知
か セ 期 四 事
か ン 間 条 に
わ タ を よ
ら ー 定 知 る
ず の め 事 管
、 管 て は 理
健 理 健 、 の

） の 康 第 前 の
は づ 一 項 維
、 く 項 第 持

り 第 一 管「
指 セ 二 号 理
定 ン 号 の に
管 タ の 規 関
理 ー 規 定 す
者 の 定 に る
」 管 に よ こ
と 理 よ り と
す に り 第 。

に を の の 行
よ す 規 規 わ
り る 定 定 せ
、 こ に に る
施 と よ よ も
設 。 り り の
の 、 、 と
使 同 同 す
用 条 条 る
の 第 第 。
許 一 一
可 項 項

セ 管 六 使 ） る
ン 理 条 用 の こ
タ ） を 料 規 と
ー 第 を 定 が
の 九 徴 の 適
管 条 収 例 当
理 と す に で
に し る よ な
関 、 。 り い
す 同 、 と
る 条 第 認
事 の 六 め

康 の 康 地 業
づ 業 づ 方 務
く 務 く 自 の
り の り 治 実
セ 全 セ 法 施
ン 部 ン ）（
タ 若 タ 昭
ー し ー 和
の く の 二
管 は 管 十
理 一 理 二
の 部 の 年

る 関 第 四
。 す 五 条

る 条 第
事 第 一
務 一 項
を 項 各
行 の 号
う 開 に
場 館 掲
合 時 げ
に 間 る

を の 各
取 開 号
り 館 に
消 時 掲
し 間 げ
、 を る
又 延 日
は 長 に
そ し 開
の 、 館
使 又 し

務 次 条 ら
の に 各 れ
う 次 号 る
ち の に と
、 三 掲 き
次 条 げ は
に を る 、
掲 加 施 県
げ え 設 は
る る の 、
事 。 使 前

業 を 業 法
務 実 務 律
の 施 の 第
全 す 全 六
部 る 部 十
又 こ 若 七
は と し 号
一 が く ）
部 困 は 第
を 難 一 二
自 と 部 百

お を 日
け 延 に
る 長 開
第 し 館
七 、 し
条 又 、
及 は 又
び 短 は
第 縮 臨
八 す 時
条 る に

用 は 、
を 短 又
拒 縮 は
む す 臨
こ る 時
と こ に
。 と 閉

。 館
す
る
こ

務 用 条
は に 第
、 つ 一
法 き 項
人 、 の
そ 別 規
の 表 定
他 第 に
の 一 か
団 に か
体 掲 わ

ら な の 四
行 っ 停 十
う た 止 四
も 場 を 条
の 合 命 の
と に じ 二
す お た 第
る い 場 十
。 て 合 一
こ 、 又 項
の 必 は の

第 場 閉
二 合 館
号 に す
の は る
規 、 場
定 知 合
の 事 に
適 の は
用 承 、
に 認 知
つ を 事

と
。

で げ ら
あ る ず
っ 基 、
て 準 山
知 額 口
事 に 県
が 相 使
指 当 用
定 す 料
す る 手
る 額 数

場 要 指 規
合 が 定 定
に あ 管 に
お る 理 よ
い と 者 り
て 認 が 指
、 め 天 定
利 る 災 管
用 と そ 理
料 き の 者
金 は 他 の

い 得 の
て な 承
は け 認
、 れ を
こ ば 得
れ な な
ら ら け
の な れ
規 い ば
定 。 な

も と 料
の 別 条

表 例（
以 第 （
下 二 昭

に 和「
指 掲 三
定 げ 十
管 る 一
理 金 年

を 、 の 指
指 第 事 定
定 十 由 を
管 条 に 取
理 第 よ り
者 一 り 消
に 項 健 し
そ の 康 若
の 規 づ し
収 定 く く

七
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 （
七 許
条 可

の
知 制
事 限
は ）
、
前

第
第 第 管 二 十
四 五 理 条 二
条 条 者 第 条
を 中 が 一
第 講 項 知「
六 前 ず に 事
条 条 べ 規 は
と 」 き 定 、

８ ７ ６（
指 定 条
定 知 に 知 第 知
管 事 よ 事 一 事
理 は る は 項 は
者 、 指 、 の 、
が 前 定 前 規 第
講 条 を 各 定 四
ず 第 す 項 に 項

５
三 二 一

知 で
事 応 き 事 事
は 募 る 業 業
、 者 も 計 計
前 が の 画 画
項 、 で 書 書
に 事 あ の の

４ ３ ２ 第
係 十

知 る 第 前 一
事 事 一 項 条
は 業 項 の
、 計 の 規 知
前 画 規 定 事
項 書 定 に は
の に よ 、（

条
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

し を 措 す 第
、 置 る 十「
同 第 を 個 条
条 六 明 人 第
の 条 ら 情 一
次 」 か 報 項
に に に の（
次 、 し 第 規
の て 十 定「
一 一 し 条 に
条 に な 第 よ
を 」 け 一 る

べ 一 る の よ に
き 項 こ 規 る 規
措 の と 定 指 定
置 規 が に 定 す
） 定 で よ を る

に き る す 審
よ る こ る 査
る 。 と も の
指 が の 結
定 困 と 果
を 難 す 、
し 又 る 応

規 業 る 内 内
定 計 こ 容 容
す 画 と が が
る 書 。 、 、
審 に 健 健
査 沿 康 康
を っ づ づ
行 た く く
っ 管 り り
た 理 セ セ
と を ン ン
き 安 タ タ

規 以 よ る 前
定 下 る 公 条
に 公 募 第「
よ 事 募 は 一
る 業 に 、 項
応 計 応 規 の
募 画 じ 則 規
が 書 よ で 定
あ 」 う 定 に
っ と と め よ
た い す る る
と う る と 指

者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

加 を れ 項 指
え ば 各 定「
る い な 号 を
。 ず ら に す

れ な 掲 る
か い げ と
に 。 る き
」 事 は
に 務 、
改 に 個
め 係 人

た は 。 募
と 不 者
き 適 の
は 当 う
、 な ち
規 場 健
則 合 康
で そ づ
定 の く
め 他 り
る 特 セ

は 定 ー ー
、 し の を
遅 て 効 使
滞 行 用 用
な う を し
く た 十 よ
、 め 分 う
理 に に と
由 必 発 す
を 要 揮 る
付 な す 者

き 。 も こ 定
は ） の ろ を
、 に に 受（
次 規 以 よ け
に 則 下 り よ
掲 で 、 う「
げ 定 応 応 と
る め 募 募 す
基 る 者 の る
準 書 」 時 法
に 類 と 期 人

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

、 る 情
同 も 報
条 の （
を に 山
第 限 口
八 る 県
条 。 個
と ） 人
す を 情
る い 報
。 う 保

と 別 ン
こ な タ
ろ 事 ー
に 情 の
よ が 管
り あ 理
、 る を
そ 場 最
の 合 も
旨 に 適
を は 切

し 人 る の
て 的 と 平
そ 体 と 等
の 制 も な
結 及 に 使
果 び 、 用
を 経 健 を
公 済 康 確
表 的 づ 保
す 基 く す
る 礎 り る

よ を い 及 そ
っ 添 う び の
て え 。 方 他
、 て ） 法 の
そ 、 は 等 団
の 知 、 に 体
応 事 規 つ を
募 に 則 い 公
を 提 で て 募
審 出 定 公 す
査 し め 告 る

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

。 護
） 条
の 例
適 （
正 平
な 成
取 十
扱 三
い 年
を 山
確 口

公 、 に
示 こ 行
す れ う
る ら こ
も の と
の 規 が
と 定 で
す に き
る よ る
。 ら と

な 認

も を セ こ
の 有 ン と
と す タ が
す る ー で
る も の き
。 の 管 る

で 理 も
あ に の
る 係 で
こ る あ
と 経 る

し な る し も
な け と て の
け れ こ 行 と
れ ば ろ う す
ば な に も る
な ら よ の 。
ら な り と
な い 、 す
い 。 健 る
。 康 。

づ

七
五

保 県
す 条
る 例
た 第
め 四
に 十
当 三
該 号
指 ）
定 第

い め
で る
、 も
前 の
条 に
第 つ
一 い
項 て
の 、
規 前

。 費 こ
の と
縮 。
減
を
図
る
こ
と
が

く
り
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
自
然
公
園
施

２ １（
は 康 経
、 づ こ 過 こ
平 く の 措 の
成 り 条 置 条
十 セ 例 ） 例
八 ン の は
年 タ 施 、
三 ー 行 公

号（
施 別 ） 別
行 表 」 表
期 附 第 を 第
日 二 削 一
） 則 中 る 中

。「 「
（ （
第 第

２ 第 ２（
五 開 二 一

知 条 館 知
事 時 事 十 国
は 健 間 は 二 民
、 康 ） 、 月 の
特 づ 特 二 祝
に く に 十 日
必 り 必 九 に

第 （
四 開 第 二 一
条 館 三

日 条 健 公
健 ） の 康 益
康 次 づ を
づ に く 害
く 次 り す
り の セ る

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

月 の の 布
三 管 際 の
十 理 現 日
一 に に か
日 関 改 ら
ま す 正 施
で る 前 行
の 事 の す
間 務 山 る
は 及 口 。
、 び 県
な 改 健

八 八
条 条
関 関
係 係
） ）
」 」
を を「 「（ （第 第十 十三

要 セ 要 日 関
が ン が か す
あ タ あ ら る
る ー る 翌 法
と の と 年 律
認 開 認 の （
め 館 め 一 昭
る 時 る 月 和
と 間 と 三 二
き は き 日 十
は 、 は ま 三
、 午 、 で 年

セ 二 ン お
ン 条 タ そ
タ を ー れ
ー 加 の が
は え 管 あ
、 る 理 る
次 。 上 と
に 支 認
掲 障 め
げ が ら
る あ れ
日 る る

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

お 正 康
従 前 づ
前 の く
の 条 り
例 例 セ
に 第 ン
よ 八 タ
る 条 ー
。 第 条

一 例
項

三条 条、 、第
第十
十四
四条
条関
関係
係）
）」
」に

前 前 前 の 法
項 九 項 日 律
の 時 各 第（
開 か 号 前 百
館 ら に 号 七
時 午 掲 に 十
間 後 げ 掲 八
を 五 る げ 号
延 時 日 る ）
長 ま に 日 に
し で 開 を 規

を と と
除 認 き
き め 。
、 ら
毎 れ
日 る
開 と
館 き
す 。
る
。（

の 以
規 下
定 「
に 改
基 正
づ 前
き の
財 条
団 例
に 」
そ と

に、
改「
め財
、団

」 同
を 表

の「
指 一
定 の
管 項
理 の

、 と 館 除 定
又 す し く す
は る 、 。 る
短 。 又 ） 休
縮 は 日
す 臨
る 時
こ に
と 閉
が 館
で す

の い
収 う
入 。
と ）
し 第
て 七
収 条
受 の
さ 規
せ 定
て に

者 備
」 考
に の
改
め 中る
。 「

（
昭
和
二

き る
る こ
。 と

が
で
き
る
。

い 基
る づ
利 き
用 委
料 託
金 し
に て
つ い
い る
て 健

十
三
年
法
律
第
百
七
十
八

七
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３ ２

第 前
一 項
項 の
の 規
規 定
定 に
に よ

第 ４ ３（
九 指 「
条 定 指 指 指

管 定 定定
知 理 管 管管
事 者 理 理理
は の 者 者者
、 指 」 はが
前 定 と 、自

２
ら 五 四 三 二
な 指
い 定 施 第 第 第
。 管 設 六 五 四

理 及 条 条 条
者 び の 第 第
は 設 規 二 二
、 備 定 項 項

第 （
一 い 八 指 第

う 条 定 七
第 。 管 条
三 ） 自 理 を
条 に 然 者 第
各 行 公 に 十
号 わ 園 よ 二
に せ 施 る 条

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
自 口 例 十
然 県 第 七
公 自 七 年
園 然 十 七
施 公 号 月

よ る
る 公
公 募
募 は
に 、
応 規
じ 則
よ で
う 定
と め
す る
る と

条 ） す 第然
第 る 一公
一 。 項園
項 第施
の 三設
規 号の
定 の管
に 規理
よ 定に
る に関
指 よす
定 り

前 の に の の
項 維 よ 規 規
第 持 り 定 定
二 管 、 に に
号 理 自 よ よ
の に 然 り り
規 関 公 、 、
定 す 園 同 同
に る 施 条 条
よ こ 設 第 第
り と の 一 一
第 。 利 項 項

掲 る 設 管 と
げ も の 理 し
る の 管 ） 、
業 と 理 第
務 す に 六
に る 関 条
関 。 す を
す る 削
る 事 り
こ 務 、
と の 第
。 う 五

設 園 十
条 施 二
例 設 日

条（
平 例
成 の
七 一
年 部
山 を
口 改
県 正
条 す

も こ
の ろ

に（
以 よ
下 り

、「
応 応
募 募
者 の
」 時
と 期

る
を 第事
受 五務
け 条を
よ 第行う 一うと 項場す の合る 開に法 館お人 時けそ 間

四 用 の 各
条 を 開 号
第 拒 館 に
一 む 時 掲
項 こ 間 げ
各 と を る
号 。 延 日
に 長 に
掲 し 開
げ 、 館
る 又 し

ち 条
、 を
次 第
に 七
掲 条
げ と
る し
事 、
務 同
は 条
、 の

例 る
第 条
四 例
号
）
の
一
部
を
次
の

い 及
う び
。 方
） 法
は 等
、 に
規 つ
則 い
で て
定 公
め 告

るの を第他 延六の 長条団 し第体 、二を 又
号公 は
の募 短
規す 縮
定る す
のも る

日 は 、
に 短 又
開 縮 は
館 す 臨
し る 時
、 こ に
又 と 閉
は 。 館
臨 す
時 る
に こ

法 次
人 に
そ 次
の の
他 四
の 条
団 を
体 加
で え
あ る
っ 。

よ
う
に
改
正
す
る
。

る し
と て
こ 行
ろ う
に も
よ の
り と
、 す
自 る
然 。
公

適の 場
用と 合
にす に
つる は
い。 、
て 知
は 事
、 の
同 承
号 認
中 を

閉 と
館 。
す
る
場
合
に
は
、
知
事

て
知
事
が
指
定
す
る
も
の

山
口
県
知
事

二

園
施
設
の
管

七 理
七 に

係
る
事

得「
知 な
事 け
」 れ
と ば
あ な
る ら
の な
は い
、 。

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
開
館
日
）

第 （
第 ず 管 は 十 知
四 、 期 一 事理
条 自 間 条 にの
中 然 を よ業

公 定 知 る務「
一 園 め 事 管の
に 施 て は 理全
」 設 自 、 の部

第 ８（
理 条 十 指
者 第 条 定 知
が 一 管 事
講 項 知 理 は
ず に 事 者 、
べ 規 は が 前
き 定 、 講 条
措 す 第 ず 第

７ ６ ５
定 項 三
に 知 の 知 知
よ 事 規 事 事 応
る は 定 は は 募
指 、 に 、 、 者
定 前 よ 第 前 が
を 各 る 四 項 、
す 項 指 項 に 事

４
二 一 業

あ 知 計
る 事 事 事 画
こ 業 業 は 書
と 計 計 、 （
。 画 画 前 以

書 書 項 下
の の の 「

を の 然 地 業若
管 公 方 務し「

い 理 園 自 のく
ず の 施 治 実は
れ 業 設 法 施一
か 務 の ）部 （
に の 管 昭を
」 全 理 和実
に 部 の 二施
改 又 業 十す
め は 務 二る
、 一 の 年

置 る 八 べ 一
を 個 条 き 項
明 人 第 措 の
ら 情 一 置 規
か 報 項 ） 定
に の に（
し 第 規 よ
て 八 定 る
し 条 に 指
な 第 よ 定
け 一 る を
れ 項 指 し

る の 定 に 規 業
こ 規 を 規 定 計
と 定 す 定 す 画
が に る す る 書
で よ も る 審 に
き る の 審 査 沿
る こ と 査 を っ
。 と す の 行 た

が る 結 っ 管
困 。 果 た 理
難 、 と を
又 応 き 安

内 内 規 事
容 容 定 業
が が に 計
、 、 よ 画
自 利 る 書
然 用 応 」
公 者 募 と
園 の が い
施 平 あ う
設 等 っ 。
の な た ）
効 利 と にこ

同 部 全 法と
条 を 部 律が
を 自 若 第困
第 ら し 六難六 行 く 十と条 う は 七なと も 一 号っし の 部 ）た、 と の 第場第 す 停 二合三 る 止 百

ば 各 定 た
な 号 を と
ら に す き
な 掲 る は
い げ と 、
。 る き 規

事 は 則
務 、 で
に 個 定
係 人 め
る 情 る

は 募 は 定
不 者 、 し
適 の 遅 て
当 う 滞 行
な ち な う
場 自 く た
合 然 、 め
そ 公 理 に
の 園 由 必
他 施 を 要
特 設 付 な

用 用 き 規
を を は 則
十 確 、 で
分 保 次 定
に す に め
発 る 掲 る
揮 こ げ 書
す と る 類
る が 基 を
と で 準 添
と き に えに条 。 を 四おの 命 十い次 じ 四てに た 条、次 場 の必の 合 二要二 又 第が条 は 十

あを 指 一
る加 定 項
とえ 管 の

も 報 と
の こ（
に 山 ろ
限 口 に
る 県 よ
。 個 り
） 人 、
を 情 そ
い 報 の
う 保 旨
。 護 を

別 の し 人
な 管 て 的
事 理 そ 体
情 を の 制
が 最 結 及
あ も 果 び
る 適 を 経
場 切 公 済
合 に 表 的
に 行 す 基
は う る 礎

も る よ て
に も っ 、
、 の て 知
自 で 、 事
然 あ そ に
公 る の 提
園 こ 応 出
施 と 募 し
設 。 を な
の 審 け
管 査 れ

認る 理 規
め。 者 定
る が に
と 天 よ
き 災 り
は そ 指
、 の 定
第 他 管
八 の 理
条 事 者
第 由 の

） 条 公
の 例 示
適 す（
正 平 る
な 成 も
取 十 の
扱 三 と
い 年 す
を 山 る
確 口 。
保 県

、 こ も を
こ と の 有
れ が と す
ら で す る
の き る も
規 る 。 の
定 と で
に 認 あ
よ め る
ら る こ
な も と

理 し ば
に な な
係 け ら
る れ な
経 ば い
費 な 。
の ら
縮 な
減 い
を 。
図

一 に 指
項 よ 定
の り を
規 自 取
定 然 り
に 公 消
か 園 し
か 施 若
わ 設 し
ら の く

す 条
る 例
た 第
め 四
に 十
当 三
該 号
指 ）
定 第
管 二

い の 。
で に
、 つ
前 い
条 て
第 、
一 前
項 条
の 第
規 一

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

七
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 第
八 九
条 条
中 を

第「
財 十
団 四
」 条

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
立 口 例 十
自 県 第 七
然 立 七 年
観 自 十 七
察 然 一 月

２ １（
山 は 経
口 、 こ 過 こ
県 平 措 のの
立 成 置 条条
自 十 ） 例例
然 八 はの
観 年 、施
察 三 公行

２ 第（ （
施 五 開
行 知 条 館
期 附 事 時
日 は 自 間
） 則 、 然 ）

特 公
に 園
必 施

２ 第
二 一 四

知 は 条
事 十 、 火
は 二 そ 自曜
、 月 の 然日
特 二 日 公（
に 十 後 園火
必 八 に 施曜

を と
す「

指 る
定 。
管
理
者
」
に
改
め
、

公 観 号 十
園 察 二
条 公 日
例 園

条（
平 例
成 の
十 一
三 部
年 を
山 改
口 正

公 月 布の
園 三 の際
条 十 日現
例 一 かに
の 日 ら改
一 ま 施正
部 で 行前
を の すの
改 間 る山
正 は 。口
す 、 県
る な

要 設
が の
あ 開
る 館
と 時
認 間
め は
る 、
と 午
き 前
は 九
、 時

要 日 お 設日
が か い はが
あ ら て 、国
る 翌 最 次民
と 年 も にの
認 の 近 掲祝
め 一 い げ日
る 月 休 るに
と 四 日 日関
き 日 以 をす
は ま 外 除る
、 で の き

同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
同

県 す
条 る
例 条
第 例
五
号
）
の
一
部
を

自
条 お 然
例 従 公
を 前 園
こ の 施
こ 例 設に に 条公 よ 例布 る 第す 。 六る 条。

前 か
項 ら
の 午
開 後
館 四
時 時
間 三
を 十
延 分
長 ま
し で

法
前 の 日 、律
項 日 ） 毎（
各 日昭
号 開和
に 館二掲 す十げ る三る 。年日 法に 律開

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の
規
定
に
基
づ
き
委
託
し
て

、 と
又 す
は る
短 。
縮
す
る
こ
と
が
で

第館 百し 七、 十又 八は 号臨 ）時
にに
規閉
定館
すす

る
。

山
口
県
知
事

二

い
る
自
然
公
園
施
設
の
管
理

き
る
。

るる
休こ
日と

が （
以で
下き

る 「
休。
日
」
と

七
九

井

関

成

に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て

い
う
。
）
に
当
た
る
と
き



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２

前
項
の
規
定
に
よ

第 ４ ３（
十 指 第 「
条 定 七 指 指 指

管 条 定 定定
知 理 を 管 管管
事 者 第 理 理理
は の 九 者 者者
、 指 条 」 はが
前 定 と と 、自

２
ら 第 四 三
な 指 七
い 定 条 第 第
。 管 に 七 五

理 次 条 条
者 の の 第
は 三 規 二
、 項 定 項

次 る
二 に 」 第 号 る

次 を ）七 こ
第 の の と条「
四 三 法 規 がの
条 号 人 定 適見
第 を そ の 当出
二 加 の 例 でし
項 え 他 に なを

第 （
ず 管 は 十 知
、 期 三 事理
自 間 条 にの
然 を よ業
観 定 知 る務
察 め 事 管の
公 て は 理全
園 自 、 の部

る
公
募
は
、
規
則
で
定
め
る
と

条 ） し す 第然
第 、 る 一観
一 同 。 項察
項 条 第公
の の 三園
規 次 号の
定 に の管
に 次 規理
よ の 定に
る 二 に関
指 条 よす
定 を り

前 を に の
項 加 よ 規
第 え り 定
二 る 、 に
号 。 自 よ
の 然 り
規 観 、
定 察 同
に 公 条
よ 園 第
り の 一
第 使 項

の る の よ い「
規 。 団 り と（
定 体 、指 認
に で 別定 め
よ あ 表管 ら
り っ に理 れ
、 て 掲者 る
同 知 げに と
条 事 るよ き
第 が 施る は
一 指 設 、管
項 定 の

の 然 地 業若
管 観 方 務し
理 察 自 のく
の 公 治 実は
業 園 法 施一
務 の ）部 （
の 管 昭を
全 理 和実
部 の 二施
又 業 十す
は 務 二る
一 の 年

こ
ろ
に
よ
り
、
応
募
の
時
期

る
を 加 第事
受 え 五務
け る 条を
よ 。 第行う 一うと 項場す の合る 開に法 園お人 時けそ 間

四 用 の
条 を 開
第 拒 園
一 む 時
項 こ 間
各 と を
号 。 延
に 長
掲 し
げ 、
る 又

県理
各 す 使 は）
号 る 用 、」
に も に 前に
掲 の つ 条改
げ き 第め（
る 以 、、 一日 下 同同 項に 表条 の「
開 指 に 規第園 定 掲 定一し 管 げ

こ
部 全 法と
を 部 律が
自 若 第困
ら し 六難行 く 十とう は 七なも 一 号っの 部 ）たと の 第場す 停 二合る 止 百

及
び
方
法
等
に
つ
い
て
公
告

るの を第他 延七の 長条団 し第体 、二を 又
号公 は
の募 短
規す 縮
定る す
のも る

日 は
に 短
開 縮
園 す
し る
、 こ
又 と
は 。
臨
時
に

に項、 理 る か中又 者 基 かは 」 準「
財 わ臨 と 額団 ら時 い に法 ずに う 相 、人閉 。 当 山山園 ） す 口口す に る

県県る 行 額
使施こ わ の

に。 を 四おこ 命 十いの じ 四て場 た 条、合 場 の必に 合 二要お 又 第がい は 十
あて 指 一
る、 定 項
と利 管 の

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

適の 場
用と 合
にす に
つる は
い。 、
て 知
は 事
、 の
同 承
号 認
中 を

閉
園
す
る
場
合
に
は
、
知
事

用設と せ 使
料管。 る 用
手理」 料
数財に を
料団改 徴
条め 収（
例以、 す

下第 る （
昭二 。「
和財号
三団を

認用 理 規
め料 者 定
る金 が に
とを 天 よ
き指 災 り
は定 そ 指
、管 の 定
第理 他 管
九者 の 理
条に 事 者
第そ 由 の

得「
知 な
事 け
」 れ
と ば
あ な
る ら
の な
は い
、 。

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

十」第
一と五
年い号
山うと
口。し

） 県、
に 条第
委 例一
託 第号

の す 一

一の に 指
項収 よ 定
の入 り を
規と 自 取
定し 然 り
にて 観 消
か収 察 し
か受 公 若
わさ 園 し

せ ら の く

八
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
一 四

条
月

自曜
然日
観（
察月
公曜

（
開 第 第 第 管
園 四 五 六 理
日 条 条 条 者
） を 中 を が

第 第 講「
六 一 八 ず
条 に 条 べ
と 」 と き

第 ８ ７（
二 十 指 定
条 一 定 知 に 知
第 条 管 事 よ 事
一 理 は る は
項 知 者 、 指 、
に 事 が 前 定 前
規 は 講 条 を 各
定 、 ず 第 す 項

６ ５
項 三
の 知 知 あ
規 事 事 応 る
定 は は 募 こ
に 、 、 者 と
よ 第 前 が 。
る 四 項 、
指 項 に 事

４ ３
二 一 業

知 計 第
事 事 事 画 一
業 業 は 書 項
計 計 、 の（
画 画 前 以 規
書 書 項 下 定
の の の に「

園日
はが
、国
次民
にの
掲祝
げ日
るに
日関
をす
除る
き

し を す 措
、 る 置「
第 い 。 を
三 ず 明
条 れ ら
の か か
次 に に
に 」 し
次 に て
の 改 し
二 め な
条 、 け

す 第 べ 一 る の
る 九 き 項 こ 規
個 条 措 の と 定
人 第 置 規 が に
情 一 ） 定 で よ
報 項 に き る

の よ る こ（
第 規 る 。 と
九 定 指 が
条 に 定 困
第 よ を 難
一 る し 又

定 に 規 業
を 規 定 計
す 定 す 画
る す る 書
も る 審 に
の 審 査 沿
と 査 を っ
す の 行 た
る 結 っ 管
。 果 た 理

、 と を
応 き 安

内 内 規 事 よ
容 容 定 業 る
が が に 計 公
、 、 よ 画 募
自 自 る 書 に
然 然 応 」 応
観 観 募 と じ
察 察 が い よ
公 公 あ う う
園 園 っ 。 と
の を た ） す
効 使 と に る法

、律
毎（
日昭
開和
園二 す十 る三 。年

法
律

を 同 れ
加 条 ば
え を な
る 第 ら
。 七 な

条 い
と 。
す
る
。

項 指 た は
各 定 と 不
号 を き 適
に す は 当
掲 る 、 な
げ と 規 場
る き 則 合
事 は で そ
務 、 定 の
に 個 め 他
係 人 る 特

募 は 定
者 、 し
の 遅 て
う 滞 行
ち な う
自 く た
然 、 め
観 理 に
察 由 必
公 を 要
園 付 な

用 用 き 規 も
を し は 則 の
十 よ 、 で （
分 う 次 定 以
に と に め 下
発 す 掲 る 「
揮 る げ 書 応
す 者 る 類 募
る の 基 を 者
と 平 準 添 」
と 等 に え と第

百
七
十
八
号
）
に
規
定
す

る 情 と 別
も 報 こ な
の ろ 事（
に 山 に 情
限 口 よ が
る 県 り あ
。 個 、 る
） 人 そ 場
を 情 の 合
い 報 旨 に
う 保 を は

の し 人
管 て 的
理 そ 体
を の 制
最 結 及
も 果 び
適 を 経
切 公 済
に 表 的
行 す 基
う る 礎

も な よ て い
に 使 っ 、 う
、 用 て 知 。
自 を 、 事 ）
然 確 そ に は
観 保 の 提 、
察 す 応 出 規
公 る 募 し 則
園 こ を な で
の と 審 け 定
管 が 査 れ め

る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と

。 護 公 、
） 条 示 こ
の 例 す れ
適 る ら（
正 平 も の
な 成 の 規
取 十 と 定
扱 三 す に
い 年 る よ
を 山 。 ら
確 口 な

こ も を
と の 有
が と す
で す る
き る も
る 。 の
と で
認 あ
め る
る こ
も と

理 で し ば る
に き な な と
係 る け ら こ
る も れ な ろ
経 の ば い に
費 で な 。 よ
の あ ら り
縮 る な 、
減 こ い 自
を と 。 然
図 。 観

い
う
。
）
に

八 当
一 た

る
と
き

保 県 い
す 条 で
る 例 、
た 第 前
め 四 条
に 十 第
当 三 一
該 号 項
指 ） の
定 第 規

の 。
に
つ
い
て
、
前
条
第
一

る 察
こ 公
と 園
が の
で 管
き 理
る に
も 係
の る
で 事



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
八
条
第
一
項
中
「

山
第 山 口
九 口 県 平
条 県 山 条 成
を 国 口 例 十
第 際 県 第 七
十 総 国 七 年
四 合 際 十 七
条 セ 総 二 月

２
山 八 察
口 年 公 こ
県 三 園 の
国 月 の 条
際 三 管 例
総 十 理 の
合 一 に 施
セ 日 関 行

１ ２（ （
経 施 別
過 こ 行 表 知
措 の 期 附 中 事
置 条 日 は「
） 例 ） 則 、（

は 第 特
、 四 に
公 条 必

第 ２（
五 開 二
条 園 知 は

時 事 十 、
自 間 は 二 そ
然 ） 、 月 の
観 特 二 日
察 に 十 後
公 必 八 に

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
」
を

と ン 合 号 十
す タ セ 二
る ー ン 日
。 条 タ

例 ー
条（

平 例
成 の
八 一
年 部
山 を
口 改

ン ま す の
タ で る 際
ー の 事 現
条 間 務 に
例 は 及 改
の 、 び 正
一 な 改 前
部 お 正 の
を 従 前 山
改 前 の 口
正 の 条 県
す 例 例 立

布 、 要
の 第 が
日 八 あ
か 条 る
ら 関 と
施 係 認
行 ） め
す 」 る
る を と
。 き「

は（
第 、

園 要 日 お
の が か い
開 あ ら て
園 る 翌 最
時 と 年 も
間 認 の 近
は め 一 い
、 る 月 休
午 と 四 日
前 き 日 以
九 は ま 外
時 、 で の

「
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三

県 正
条 す
例 る
第 条
一 例
号
）
の
一
部
を

る に 第 自
条 よ 八 然
例 る 条 観
を 。 第 察
こ 一 公
こ 項 園
に の 条
公 規 例
布 定 （
す に 以
る 基 下

六 前
条 項
、 の
第 開
十 園
二 時
条 間
、 を
第 延
十 長
三 し

か 前 の 日
ら 項 日 ）
午 各
後 号
五 に
時 掲
ま げ
で る
と 日
す に
る 開

」
に
、
「
財
団
」
を
「
指
定

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

。 づ 「
き 改
財 正
団 前
に の
そ 条
の 例
収 」
入 と
と い
し う

条 、
関 又
係 は
） 短
」 縮
に す
改 る
め こ
る と
。 が

で

。 園
し
、
又
は
臨
時
に
閉
園
す

管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
第

山
口
県
知
事

二

て 。
収 ）
受 第
さ 七
せ 条
て の
い 規
る 定
利 に
用 基
料 づ

き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
項
中
「
別
表
第
一
又
は

井

関

成

金 き
に 委
つ 託
い し
て て
は い
、 る
平 自
成 然
十 観

八
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 （
十 指
条 定

管
知 理
事 者
は の
、 指
前 定

３ ２
四 三「

知 指 指
事 定 定 施 第
」 管 管 設 七
と 理 理 及 条
あ 者 者 び の
る が は 設 規
の 国 、 備 定

第 （
二 一 者 指 第九

」 定 七条
第 第 と 管 条
四 三 い 理 を国
条 条 う 者 削際
の 第 。 に り総
許 二 ） よ 、合
可 項 に る 第セ

表 条 て か ン
第 例 収 わ タ
四 第 受 ら ー
に 一 さ ず の
掲 号 せ 、 管
げ ） る 国 理
る の こ 際 の
金 規 と 総 業

第 定 別（
は 十 知 管 表
期 三 事 理 第
間 条 に 者 二
を よ 」 」
定 知 る に を
め 事 管 改 「
て は 理 め 別
国 、 の 、 表

条 ）
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

は 際 前 の に
、 総 項 維 よ

合 第 持 り「
指 セ 一 管 、
定 ン 号 理 施
管 タ の に 設
理 ー 規 関 の
者 の 定 す 使
」 管 に る 用
と 理 よ こ の
す に り と 許
る 関 第 。 可

を の 行 管 六ン
す 規 わ 理 条タ
る 定 せ ） をー
こ に る 第の
と よ も 八管
。 り の 条理

、 と とに
同 す し関
条 る 、す
第 。 同る
一 条事
項 の

額 定 が 合 務
を の 適 セ の
合 例 当 ン 全
算 に で タ 部
し よ な ー 若
た り い の し
額 、 と 管 く
の 別 認 理 は
使 表 め の 一
用 第 ら 業 部
料 二 れ 務 を
を 及 る の 実

際 地 業 同 第
総 方 務 条 二
合 自 の を 又
セ 治 実 第 は
ン 法 施 十 別
タ ） 二 表（
ー 昭 条 第
の 和 と 三
管 二 し 」
理 十 、 に
の 二 同 、
業 年 条

を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
そ

。 す 三 を
る 条 取
事 第 り
務 一 消
を 項 し
行 の 、
う 使 又
場 用 は
合 日 そ
に 又 の
お は 使

務
の 次の
使 にう
用 次ち
日 の、
又 三次は 条に使 を掲用 加げ時 える間 る事を 。

徴 び と 全 施
収 別 き 部 す
す 表 は 又 る
る 第 、 は こ
。 三 県 一 と

に は 部 が
掲 、 を 困
げ 前 自 難
る 条 ら と
施 第 行 な
設 一 う っ

「
務 法 の 財
の 律 次 団
全 第 に 」
部 六 次 を
若 十 の 「
し 七 一 指
く 号 条 定
は ） を 管
一 第 加 理
部 二 え 者
の 百 る 」

の
他
の
団
体
を
公
募
す
る
も

け 使 用
る 用 を
第 時 拒
五 間 む
条 を こ
及 変 と
び 更 。
第 す
七 る
条 場
第 合

務変 は更 、す 法る 人こ そと の。 他
の
団
体

の 項 も た
使 の の 場
用 規 と 合
に 定 す に
つ に る お
き か 。 い
、 か こ て
別 わ の 、
表 ら 場 必
第 ず 合 要
二 、 に が

停 四 。 に
止 十 、
を 四 「
命 条 別
じ の 表
た 二 第
場 第 三
合 十 」
又 一 を
は 項 「
指 の 別

の
と
す
る
。

二 に
号 は
の 、
規 知
定 事
の の
適 承
用 認
に を
つ 得
い な

で
あ
っ
て
知
事
が
指
定
す
る

及 山 お あ
び 口 い る
別 県 て と
表 使 、 認
第 用 利 め
三 料 用 る
に 手 料 と
掲 数 金 き
げ 料 を は
る 条 指 、
基 例 定 第

定 規 表
管 定 第
理 に 四
者 よ 」
が り に
天 指 改
災 定 め
そ 管 、
の 理 同
他 者 条
の の 第

八
三

て け
は れ
、 ば
こ な
れ ら
ら な
の い
規 。
定
中

も
の
（
以
下
「
指
定
管
理

準 管 九（
額 昭 理 条
に 和 者 第
相 三 に 一
当 十 そ 項
す 一 の の
る 年 収 規
額 山 入 定
と 口 と に
別 県 し か

事 指 三
由 定 項
に を 中
よ 取 「
り り 財
国 消 団
際 し 」
総 若 を
合 し 「
セ く 指



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
許
可
の
制
限
）

め
、 第 第 第 管 二
同 三 四 五 理 条
条 条 条 条 者 第
を 中 中 中 が 一
第 講 項「 「 「
四 山 別 第 ず に
条 口 表 三 べ 規
と 県 第 条 き 定

第 ８ ７（
十 指 定
一 定 知 に 知
条 管 事 よ 事

理 は る は
知 者 、 指 、
事 が 前 定 前
は 講 条 を 各
、 ず 第 す 項

６ ５
第 三 二
一 知 知 る
項 事 事 応 も 事
の は は 募 の 業
規 、 、 者 で 計
定 第 前 が あ 画
に 四 項 、 る 書
よ 項 に 事 こ の

４ ３ ２
一 る

知 事 第 前
事 事 業 一 項
業 は 計 項 の
計 、 画 の 規
画 前 書 規 定
書 項 定 に（
の の 以 に よ

し 国 二 」 措 す
、 際 」 を 置 る
同 総 を を 個「
条 合 第 明 人「
の セ 別 四 ら 情
次 ン 表 条 か 報
に タ 第 」 に （
次 ー 三 に し 第
の 」 、 て 九（
一 以 に し 条「
条 下 改 別 な 第
を め 表 け 一

第 べ 一 る の
九 き 項 こ 規
条 措 の と 定
第 置 規 が に
一 ） 定 で よ
項 に き る
の よ る こ
規 る 。 と
定 指 が
に 定 困
よ を 難
る し 又

る に 規 業 と 内
指 規 定 計 。 容
定 定 す 画 が
を す る 書 、
す る 審 に 国
る 審 査 沿 際
も 査 を っ 総
の の 行 た 合
と 結 っ 管 セ
す 果 た 理 ン
る 、 と を タ
。 応 き 安 ー

内 規 下 よ る
容 定 る 公「
が に 事 公 募
、 よ 業 募 は
国 る 計 に 、
際 応 画 応 規
総 募 書 じ 則
合 が 」 よ で
セ あ と う 定
ン っ い と め
タ た う す る
ー と 。 る と「

加 国 、 第 れ 項
え 際 同 一 ば 各
る 総 条 」 な 号
。 合 を を ら に

セ 第 な 掲「
ン 六 別 い げ
タ 条 表 。 る
ー と 第 事
」 す 二 務
と る 」 に
い 。 に 係

指 た は
定 と 不
を き 適
す は 当
る 、 な
と 規 場
き 則 合
は で そ
、 定 の
個 め 他
人 る 特

募 は 定 の
者 、 し 効
の 遅 て 用
う 滞 行 を
ち な う 十
国 く た 分
際 、 め に
総 理 に 発
合 由 必 揮
セ を 要 す
ン 付 な る

を き ） も こ
使 は に の ろ
用 、 規 に（
し 次 則 以 よ
よ に で 下 り
う 掲 定 、「
と げ め 応 応
す る る 募 募
る 基 書 者 の
者 準 類 」 時
の に を と 期

う 、 る
。 も「
） 一 の
」 に に
を 」 限

を る「
国 。「
際 い ）
総 ず を
合 れ い
セ か う

情 と 別
報 こ な

ろ 事（
山 に 情
口 よ が
県 り あ
個 、 る
人 そ 場
情 の 合
報 旨 に
保 を は

タ し 人 と
ー て 的 と
の そ 体 も
管 の 制 に
理 結 及 、
を 果 び 国
最 を 経 際
も 公 済 総
適 表 的 合
切 す 基 セ
に る 礎 ン

平 よ 添 い 及
等 っ え う び
な て て 。 方
使 、 、 ） 法
用 そ 知 は 等
を の 事 、 に
確 応 に 規 つ
保 募 提 則 い
す を 出 で て
る 審 し 定 公
こ 査 な め 告

ン に 。
タ 」 ）
ー に の
」 改 適
に め 正
、 、 な

同 取「
別 条 扱
表 を い
第 第 を
一 七 確

護 公 、
条 示 こ
例 す れ

る ら（
平 も の
成 の 規
十 と 定
三 す に
年 る よ
山 。 ら
口 な

行 も を タ
う の 有 ー
こ と す の
と す る 管
が る も 理
で 。 の に
き で 係
る あ る
と る 経
認 こ 費
め と の

と し け る し
が な れ と て
で け ば こ 行
き れ な ろ う
る ば ら に も
も な な よ の
の ら い り と
で な 。 、 す
あ い 国 る
る 。 際 。
こ 総

」 条 保
を と す

す る「
別 る た
表 。 め
第 に
二 当
」 該
に 指
改 定

県 い
条 で
例 、
第 前
四 条
十 第
三 一
号 項
） の
第 規

る 。 縮
も 減
の を
に 図
つ る
い こ
て と
、 が
前 で
条 き

と 合
。 セ

ン
タ
ー
の
管
理
に
係

八
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「 「

き午
前
九
時
か
ら

午 午 午 午
前 後 後 後

中「
別 別 等
表 表 教
第 第 三 育
一 二 学
中 を 小 校

別 学 の「
表 校 前（午 第 第 就 期前

２ 第
別 別 表 三
表 表 知 の 条
第 第 事 中
二 三 は 欄 別
中 中 、 及 表

特 び 第「 「
に 下 一（ （

第 第 必 欄 の

第（
使 第 二 一 五
用 二 条
日 条 国 公
及 の 際 益 知
び 次 総 を 事
使 に 合 害 は
用 次 セ す 、
時 の ン る 前

九 十 五 一
時 時 時 時
か ま か か
ら で ら ら
午 の 午 午
後 一 後 後
一 時 十 五
時 間 時 時
ま に ま ま
で つ で で

三 三 学 課九 条 と の 程時 、 す 始 」か 第 る 期 をら 五 。 に 加午 条 達 え後 、 す 、一 第 る 同時 八 ま 備ま 条 で 考で 関 の に
係 者 次

四 八 要 に 上
条 条 が 掲 欄
、 関 あ げ に
第 係 る る 掲
八 ） と と げ
条 」 認 お る
関 を め り 山
係 る と 口「
） と す 県（
」 第 き る 国
を 十 は 。 際

二 、 総

間 一 タ お 条
） 条 ー そ の

を の れ 許
加 管 が 可
え 理 あ を
る 上 る 受
。 支 と け

障 認 よ
が め う
あ ら と
る れ す
と る る

一
万

三 三 八 一
千 千 千 万
八 七 七 五
百 百 百 千
八 六 九 四
十 十 十 十
円 円 円 円

） が の
」 使 よ
を 用 う

す に「一 る 加（万 第 場 え五 四 合 る千 条 に 。四 、 お十 第 い円 七 て

「
条 前 合（

第 、 項 セ
六 第 の ン
条 十 使 タ
、 三 用 ー
第 条 日 （
十 関 又 以
二 係 は 下
条 ） 使 「
、 」 用 国
第 に 時 際

認 と 者
め き が
ら 。 次
れ の
る 各
と 号
き の
。 い

ず
れ
か

」 」
に を
改
め
、
同
表
の
六
の
項

条 は
、 、
第 利
十 用
二 料
条 金
、 を
第 徴
十 収
三 し
条 な

十 、 間 総
三 を 合「
条 財 変 セ
関 団 更 ン
係 」 す タ
） を る ー
」 こ 」「
に 指 と と
改 定 が い
め 管 で う
、 理 き 。

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

中 関 い
係 も
） の
」 と
に す
改 る
め 。
、
同
表
の

同 者 る ）
表 」 。 の
の に 施
一 改 設
の め の
項 、 使
の 同 用
備 表 日
考 を 及
一 別 び
中 表 使

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

八
五

五
の
項
中

第 用「
中 四 時
学 と 間
校 す は
」 る 、
の 。 そ
下 れ
に ぞ

れ「
、 同



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「

き

午 午 午
後 後 前

「 「

午
前
九
時
か
ら
午 午 午 午
後 後 後 前

「 「

き午
前
九
時
か
ら
午 午 午 午
後 後 後 前

「

き午
前
九
時
か
ら
午 午 午
後 後 後

五 一 九
時 時 時
か か か
ら ら ら
午 午 午
後 後 後
十 五 一
時 時 時
ま ま ま
で で で

十 五 一 九
時 時 時 時
ま か か か
で ら ら ら
の 午 午 午
一 後 後 後
時 十 五 一
間 時 時 時
に ま ま ま
つ で で で

十 五 一 九
時 時 時 時
ま か か か
で ら ら ら
の 午 午 午
一 後 後 後
時 十 五 一
間 時 時 時
に ま ま ま
つ で で で

十 五 一
時 時 時
ま か か
で ら ら
の 午 午
一 後 後
時 十 五
間 時 時
に ま ま
つ で で

六 六
八 千 千
千 五 五
百 百 百
六 三 三
十 十 十
円 円 円

一
万 八 八

二 二 千 千
千 百 二 二
五 六 百 百
十 十 十 十
円 円 円 円

五 四 四
千 千 千
四 三 三
百 百 百

千 八 九 九
百 十 十 十
円 円 円 円

四 三
千 千

九 八 八
百 百 百
七 四 八
十 十 十
円 円 円

」 」
を

」
に を
改
め
、
同
表
の
九
の
項

」 」
に を
改
め
、
同
表
の
八
の
項

」 」
に を
改
め
、
同
表
の
七
の
項

中 中 中

八
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別 「
表 き午第 前一 九（ 時第 か三 ら条 午 午 午関 後 後 後

「 「

き午
前
九
時
か
ら

午 午 午
前 後 後

「 「

き午
前
九
時
か
ら

午 午 午 午
後 前 後 後

「 「

き午
前
九
時
か
ら

午 午 午
後 前 後係 十 五 一） 時 時 時

ま か か
で ら ら
の 午 午
一 後 後
時 十 五
間 時 時
に ま ま
つ で で

九 十 五
時 時 時
か ま か
ら で ら
午 の 午
後 一 後
一 時 十
時 間 時
ま に ま
で つ で

一 九 十 五
時 時 時 時
か か ま か
ら ら で ら
午 午 の 午
後 後 一 後
五 一 時 十
時 時 間 時
ま ま に ま
で で つ で

一 九 十
時 時 時
か か ま
ら ら で
午 午 の
後 後 一
五 一 時
時 時 間
ま ま に
で で つ

三
四 千

八 千 三
百 二 百
四 百 七
十 十 十
円 円 円

三 六
千 千 千
三 三 七
百 百 百
七 五 六
十 十 十
円 円 円

三
五 五 千
千 千 七 八
四 四 百 百
百 百 八 九
十 十 十 十
円 円 円 円

千
三 三 六
千 千 百
百 百 三
十 十 十
円 円 円

」 」
に を
改
め
、
同
表
を
別
表
第

」 」
に
改
め
、
同
表
の
十
四
の

」 」
を に

改
め
、
同
表
の
十
一
の

」
を に

改
め
、
同
表
の
十
の
項

二
と
し
、
同
表
の
前
に
次
の

項
中

項
中

中

八
七

一
表
を
加
え
る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
施 駐 海 和行 車 峡 室期 附 場 ゆ日 め） 則 タ

ワ
ー

応 第 第 九 八
接 二 一 〇 〇
室 特 特 一 六

別 別 会 会
応 応 議 議
接 接 室 室
室 室

八 八 八 八 八 海
〇 〇 〇 〇 〇 峡
五 四 三 二 一 ホ
会 会 会 会 大 ー
議 議 議 議 会 ル
室 室 室 室 議

室

国 イ 展
際 ベ 示
会 ン 見 施議 ト 本
場 ホ 市

設ー 会
ル 場

の

一
月
一

一
月
四

名

称

使日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

用

日で
の
日

午 で午
前 前
七 九
時 時
三 三
十 十
分 分

で
の
日

午
前
九
時
か
ら
午

使

用
か か
ら ら
午 午
後 後
十 九
一 時
時 三
ま 十
で 分

ま

後
十
時
ま
で

時

間

八
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２
第

指 八
定 条
管 に
理 次
者 の
は 三
、 項

五 四 三 二
は

第 第 第 閉 第
八 六 五 場 四
条 条 条 す 条
の の 第 る 第
規 許 二 こ 三
定 可 項 と 項

六 定
号 め 第 第 山
と る 八 九 口
し も 条 条 県 山
、 の の を 二 口
第 に 見 第 十 県
一 委 出 十 一 二
号 託 し 五 世 十
の す を 条 紀 一

山
口 山
県 平 口
条 成 県
例 十 二
第 七 十
七 年 一
十 七 世
三 月 紀

２ １（
平 総 経
成 合 こ 過 こ
十 セ の 措 の
八 ン 条 置 条
年 タ 例 ） 例
三 ー の は
月 の 施 、
三 管 行 公

前 を
項 加
第 え
二 る
号 。
の
規
定
に
よ
り
第

に を の 。 の
よ す 規 規
り る 定 定
、 こ に に
施 と よ よ
設 。 り り
の 、 、
使 同 同
用 条 条
の 第 第
許 一 一
可 項 項

次 る と の 世「
に 」 す 森 紀（
次 を 指 る 施 の
の 定 。 設 森「
四 法 管 条 施
号 人 理 例 設
を そ 者 条（
加 の に 昭 例
え 他 よ 和 の
る の る 五 一
。 団 管 十 部

体 理 八 を

号 十 の
二 森
日 施

設
条
例
の
一
部
を
改
正

十 理 の 布
一 に 際 の
日 関 現 日
ま す に か
で る 改 ら
の 事 正 施
間 務 前 行
は 及 の す
、 び 山 る
な 改 口 。
お 正 県
従 前 国

四
条
第
一
項
各
号
若
し
く
は

を の 各
取 開 号
り 館 若
消 時 し
し 間 く
、 を は
又 延 同
は 長 条
そ し 第
の 、 二
使 又 項

で ） 年 改
あ 」 山 正
つ に 口 す
て 改 県 る
知 め 条 条
事 、 例 例
が 同 第
指 条 三
定 中 号
す ）「
る 民 の

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

前 の 際
の 条 総
例 例 合
に 第 セ
よ 八 ン
る 条 タ
。 第 ー

一 条
項 例
の （
規 以

同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

用 は 各
を 短 号
拒 縮 に
む す 掲
こ る げ
と こ る
。 と 日

。 に
開
館
し

も 法 一
の 部（

明 を（
以 治 次
下 二 の

十 よ「
指 九 う
定 年 に
管 法 改
理 律 正
者 第 す

る
。

定 下
に 「
基 改
づ 正
き 前
財 の
団 条
に 例
そ 」
の と
収 い

日
に
開
館
し
、
若
し
く
は
開

、
若
し
く
は
開
場
し
、
又
は

」 八 る
と 十 。
い 九
う 号
。 ）
） 第
に 三
行 十
わ 四
せ 条
る に

山
口
県
知
事

二

入 う
と 。
し ）
て 第
収 七
受 条
さ の
せ 規
て 定
い に
る 基

場
し
、
又
は

八 臨
九 時

に
閉
館

臨
時
に
閉
館
し
、
若
し
く

」 規
に 定
改 す
め る
、 法
第 人
二 で
号 知
を 事
第 が

井

関

成

利 づ
用 き
料 委
金 託
に し
つ て
い い
て る
は 国
、 際
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第
十
二
条

知
事
は
、

８ ７ ６（
指 定 条
定 知 に 知 第 知
管 事 よ 事 一 事
理 は る は 項 は
者 、 指 、 の 、
が 前 定 前 規 第
講 条 を 各 定 四
ず 第 す 項 に 項

５
三 二 一

知 で
事 応 き 事 事
は 募 る 業 業
、 者 も 計 計
前 が の 画 画
項 、 で 書 書
に 事 あ の の

４ ３ ２ 第 （
係 十 指

知 る 第 前 一 定
事 事 一 項 条 管
は 業 項 の 理
、 計 の 規 知 者
前 画 規 定 事 の
項 書 定 に は 指
の に よ 、 定（

４ ３
第 中 し
八 指 指 、「
条 知 定 定 若
を 事 管 管 し
第 」 理 理 く
十 と 者 者 は
条 あ が は 閉
と る 二 、 場

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

べ 一 る の よ に
き 項 こ 規 る 規
措 の と 定 指 定
置 規 が に 定 す
） 定 で よ を る

に き る す 審
よ る こ る 査
る 。 と も の
指 が の 結
定 困 と 果
を 難 す 、
し 又 る 応

規 業 る 内 内
定 計 こ 容 容
す 画 と が が
る 書 。 、 、
審 に 二 二
査 沿 十 十
を つ 一 一
行 た 世 世
つ 管 紀 紀
た 理 の の
と を 森 森
き 安 施 施

規 以 よ る 前 ）
定 下 る 公 条
に 公 募 第「
よ 事 募 は 一
る 業 に 、 項
応 計 応 規 の
募 画 じ 則 規
が 書 よ で 定
あ 」 う 定 に
つ と と め よ
た い す る る
と う る と 指

し の 十 第 す
、 は 一 一 る
同 、 世 項 場
条 紀 第 合「
の 指 の 三 に
次 定 森 号 は
に 管 施 の 、
次 理 設 規 知
の 者 の 定 事
四 」 管 に の
条 と 理 よ 承
を す に り 認

指
定
を
す
る
と
き
は
、
個
人

た は 。 募
と 不 者
き 適 の
は 当 う
、 な ち
規 場 二
則 合 十
で そ 一
定 の 世
め 他 紀
る 特 の

は 定 設 設
、 し の を
遅 て 効 使
滞 行 用 用
な う を し
く た 十 よ
、 め 分 う
理 に に と
由 必 発 す
を 要 揮 る
付 な す 者

き 。 も こ 定
は ） の ろ を
、 に に 受（
次 規 以 よ け
に 則 下 り よ
掲 で 、 う「
げ 定 応 応 と
る め 募 募 す
基 る 者 の る
準 書 」 時 法
に 類 と 期 人

加 る 関 第 を
え 。 す 五 得
る る 条 な
。 事 第 け

務 一 れ
を 項 ば
行 の な
う 開 ら
場 館 な
合 時 い
に 間 。

情
報
（
山
口
県
個
人
情
報
保

と 別 森
こ な 施
ろ 事 設
に 情 の
よ が 管
り あ 理
、 る を
そ 場 最
の 合 も
旨 に 適
を は 切

し 人 る の
て 的 と 平
そ 体 と 等
の 制 も な
結 及 に 使
果 び 、 用
を 経 二 を
公 済 十 確
表 的 一 保
す 基 世 す
る 礎 紀 る

よ を い 及 そ
つ 添 う び の
て え 。 方 他
、 て ） 法 の
そ 、 は 等 団
の 知 、 に 体
応 事 規 つ を
募 に 則 い 公
を 提 で て 募
審 出 定 公 す
査 し め 告 る

お を
け 延
る 長
第 し
七 、
条 又
及 は
び 短
第 縮
八 す
条 る

護
条
例
（
平
成
十
三
年
山
口

公 、 に
示 こ 行
す れ う
る ら こ
も の と
の 規 が
と 定 で
す に き
る よ る
。 ら と

な 認

も を の こ
の 有 森 と
と す 施 が
す る 設 で
る も の き
。 の 管 る

で 理 も
あ に の
る 係 で
こ る あ
と 経 る

し な る し も
な け と て の
け れ こ 行 と
れ ば ろ う す
ば な に も る
な ら よ の 。
ら な り と
な い 、 す
い 。 二 る
。 十 。

一

第 場
二 合
号 に
の は
規 、
定 知
の 事
適 の
用 承
に 認
つ を

県
条
例
第
四
十
三
号
）
第

い め
で る
、 も
前 の
条 に
第 つ
一 い
項 て
の 、
規 前

。 費 こ
の と
縮 。
減
を
図
る
こ
と
が

世
紀
の
森
施
設
の
管
理
に

い 得
て な
は け
、 れ
こ ば
れ な
ら ら
の な
規 い
定 。

九
〇
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第 （
七 許
条 可

の
知 制
事 限
は ）
、
前

第 三 二 一 第
四 四
条 キ 木 研 条
を ャ 工 修 中
第 ン 芸 室 「
六 プ 実 規
条 場 習 則
と 室 で

第 第 山 入 に 紀
五 七 口 と か の
条 条 県 し か 森
中 を 条 て わ 施

第 例 収 ら 設「
前 九 第 受 ず の
条 条 一 さ 、 管
」 と 号 せ 二 理

第 ３（
は 十 知 定
期 四 事 指 め
間 条 に 定 る
を よ 管 額
定 知 る 理 と
め 事 管 者 す
て は 理 は る
二 、 の 、 。

２ 第 （
十 利 管 二

利 三 用 理 条
用 条 料 者 第
料 金 が 一
金 第 ） 講 項
は 六 ず に
、 条 べ 規
別 各 き 定

条
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

し 定
、 め
同 る
条 」
の を
次 「
に 次
次 に
の 掲
一 げ
条 る
を 」

を し ） る 十 の
、 の こ 一 業「

第 第 規 と 世 務
六 六 定 が 紀 の
条 条 の 適 の 全
」 を 例 当 森 部
に 削 に で 施 若
、 る よ な 設 し

。 り い の く「
規 、 と 管 は
則 第 認 理 一
で 六 め の 部

十 地 業 公
一 方 務 益
世 自 の 上
紀 治 実 特
の 法 施 に
森 ） 必（
施 昭 要
設 和 が
の 二 あ
管 十 る
理 二 と
の 年 認

表 号 措 す
に に 置 る
掲 掲 を 個
げ げ 明 人
る る ら 情
基 施 か 報
準 設 に （
額 の し 第
に 使 て 十
十 用 し 条
分 に な 第
の 係 け 一

者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

加 に
え 改
る め
。 、

同
条
に
次
の
各
号

定 条 ら 業 を
め 各 れ 務 実
る 号 る の 施
」 に と 全 す
を 掲 き 部 る

げ は 又 こ「
同 る 、 は と
条 施 県 一 が
各 設 は 部 困
号 の 、 を 難
に 使 前 自 と

業 法 め
務 律 る
の 第 と
全 六 き
部 十 そ
若 七 の
し 号 他
く ） 特
は 第 別
一 二 の
部 百 理

八 る れ 項
を 料 ば 各
乗 金 な 号
じ ら に（
て 以 な 掲
得 下 い げ
た 。 る「
額 利 事
か 用 務
ら 料 に
当 金 係

に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可

を
加
え
る
。

掲 用 条 ら な
げ に 第 行 つ
る つ 一 う た
」 き 項 も 場
に 、 の の 合
、 別 規 と に

表 定 す お「
一 に に る い
に 掲 か 。 て
」 げ か こ 、
を る わ の 必

の 四 由
停 十 が
止 四 あ
を 条 る
命 の と
じ 二 認
た 第 め
場 十 る
合 一 と
又 項 き
は の は

該 」 る
基 と も
準 い の
額 う に
に 。 限
十 ） る
分 は 。
の 、 ）
十 指 を
二 定 い
を 管 う

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

基 ら 場 要「
い 準 ず 合 が
ず 額 、 に あ
れ に 山 お る
か 相 口 い と
に 当 県 て 認
」 す 使 、 め
に る 用 利 る
改 額 料 用 と
め の 手 料 き
、 使 数 金 は

指 規 、
定 定 利
管 に 用
理 よ 料
者 り 金
が 指 を
天 定 減
災 管 免
そ 理 す
の 者 る
他 の こ

乗 理 。
じ 者 ）
て に の
得 そ 適
た の 正
額 収 な
ま 入 取
で と 扱
の し い
範 て を
囲 収 確

九
一

同 用 料 を 、
条 料 条 指 第
を を 例 定 十
第 徴 管 条（
八 収 昭 理 第
条 す 和 者 一
と る 三 に 項
す 。 十 そ の
る 一 の 規
。 年 収 定

の 指 と
事 定 が
由 を で
に 取 き
よ り る
り 消 。
二 し
十 若
一 し
世 く

内 受 保
の さ す
額 せ る
で る た
指 。 め
定 に
管 当
理 該
者 指
が 定
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別
表 附項 則（
第 の施 十 次設 三 にの 条 次名 、 の称 第 別

２ 第 ３（
五 開 は

知 条 館 閉 知
事 時 場 事
は 二 間 す は
、 十 ） る 、
特 一 こ 特
に 世 と に
必 紀 が 必

２
二 一 二 一

夏 は
十 前 木 十 、 火
一 項 原 二 そ 曜
月 第 キ 月 の 日
一 一 ャ 二 日 （
日 号 ン 十 後 火
か に プ 八 に 曜

第 （
四 開 第 二 一
条 館 三

日 条 二 公
二 等 の 十 益
十 ） 次 一 を
一 に 世 害
世 次 紀 す
紀 の の る

十 表専 四 を
条 加

区 関 え
係 る用
） 。

使
分

要 の で 要
が 森 き が
あ ・ る あ
る 森 。 る
と 林 と
認 学 認
め 習 め
る 展 る
と 示 と
き 館 き
は の は
、 開 、

ら 掲 場 日 お 日
翌 げ は か い が
年 る 、 ら て 国
の 日 次 翌 最 民
三 に 年 も の
月 掲 の 近 祝
三 げ 一 い 日
十 る 月 休 に
一 日 四 日 関
日 を 日 以 す
ま 除 ま 外 る
で き で の

の 二 森 お
森 条 施 そ
・ を 設 れ
森 加 の が
林 え 管 あ
学 る 理 る
習 。 上 と
展 支 認
示 障 め
館 が ら
は あ れ
、 る る用

単

前 館 第
項 時 一
の 間 項
開 は 各
館 、 号
時 午 若
間 前 し
を 九 く
延 時 は
長 か 前
し ら 項

法
の 、 の 日 律
日 毎 日 ） （

日 昭
開 和
場 二す 十る 三。 年

法
律

次 と と
に 認 き
掲 め 。
げ ら
る れ
日 る
を と
除 き
き 。
、
毎

一
時 位間
に
つ
き

、 午 各
又 後 号
は 四 に
短 時 掲
縮 三 げ
す 十 る
る 分 日
こ ま に
と で 開
が と 館
で す し

第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す

日
開
館
す
る
。

基

準
九
百
五 額十
円

き る 、
る 。 若
。 し

く
は
開
場
し
、
又
は

る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と

臨
時
に
閉
館
し
、
若
し
く

い
う
。
）
に
当
た
る
と
き

九
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
経
過
措
置
）

１ （
施

こ 行
の 期 附
条 日
例 ） 則
は
、
公

三
キ
ャ
ン
プ
場

二
室木
工
芸
実
習

一
研

修

室
布
の
日
か 二
ら 場
施 一 合
行 の に
す 項 お
る の い
。 備 て
た 考 は

、だ は

個備 人
使一 考 用校

、 十 家 場青盲 九 族 少学 歳 キ 年校 未 ャ キ、 満 ン ャろ聾う の プ ン学

専備
外

一 考 活
の 動用
項 等
の を
備 行

使考 う
は た
、 め
こ に

備
六 十
十 九 学 考
四 歳 校
号 未 教
） 満 育
に の 法
規 者 （
定 が 昭
す 在 和
る 学 二

利し 、
、 こ 用
附 の 料
則 場 金
第 合 を
三 に 徴
項 準 収
の 用 し
規 す な
定 る い
は 。 も

者 場 プ校 又
若 は
し 十
く 九
は 歳
養 以
護 上
学 の校 者の で生

用の 使
場 用
合 す
に る
準 場
用 合
す に
る お
。 い

て
は

保 す 十
育 る 二
所 専 年
又 修 法
は 学 律
少 校 第
年 若 二
団 し 十
体 く 六
が は 号
教 各 ）

、 の
平 と
成 す
十 る
八 。
年
四
月
一
日
か

学徒 校で 一 一教あ 日 日育る 一 一法も 棟 人にの に に規が つ つ定青 き きす少
る年 で三 定五高キ

、
利
用一 料時 金間 をに 徴つ 収き し
な
い

育 種 に
活 学 規
動 校 定
又 、 す
は 児 る
団 童 学
体 福 校
活 祉 （
動 法 大
と 学（
し 昭 を

ら
施
行
す
る
。

知千 め百等ャ 事九 る円学ン が百 額の校プ 定七 範、場 め十 囲中を る円 内等使 額の で教用 範 知育す 囲 事る 学 内 が

も
の
と
す
る九 。百

五
十
円

て 和 除
集 二 く
団 十 。
宿 二 ）
泊 年 、
研 法 主
修 律 と
、 第 し
野 百 て

九
三
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３

第
一
項
の
規
定
に

２ 第 と 知（
五 指 第 す 事

前 条 定 六 る が
項 管 条 。 指
の 知 理 を 定
規 事 者 第 す
定 は の 八 る
に 、 指 条 も
よ 前 定 と の

山
第 第 山 口
五 四 口 県
条 条 県 山 条
の を 栽 口 例
見 削 培 県 第
出 る 漁 栽 七
し 。 業 培 十
を セ 漁 四

山
平 口
成 県
十 栽
七 培
年 漁
七 業
月 セ

３ ２（
山 務

別 山 口 に こ
表 口 県 つ の
第 県 使 い 条
一 使 用 て 例
の 用 料 は の
６ 料 手 、 施
の 手 数 平 行

よ
る
公
募
に
応
じ
よ
う
と
す
る

る 条 ） し （
公 の 、 以
募 規 同 下
は 定 条 「
、 に の 指
規 よ 前 定
則 る に 管
で 指 次 理
定 定 の 者
め を 三 」
る 受 条 と
と け を い

ン 業 号「
タ セ（

指 ー ン
定 条 タ
管 例 ー
理 条（
者 昭 例
に 和 の
よ 三 一
る 十 部
管 九 を
理 年 改

十 ン
二 タ
日 ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す

表 数 料 成 の
四 料 条 十 際
の 条 例 八 現
項 例 の 年 に
を 一 三 改（
次 昭 部 月 正
の 和 改 三 前
よ 三 正 十 の
う 十 ） 一 山
に 一 日 口
改 年 ま 県
め 山 で 二

も
の
（
以
下
「
応
募
者
」
と

こ よ 加 う
ろ う え 。
に と る ）
よ す 。 に
り る 行
、 法 わ
応 人 せ
募 そ る
の の 」
時 他 に
期 の 改

） 山 正
」 口 す
に 県 る
改 条 条
め 例 例
、 第
同 四
条 十
中 四

号「
社 ）

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る

る 口 の 十
。 県 間 一

条 は 世
例 、 紀
第 な の
一 お 森
号 従 施
） 前 設
の の 条
一 例 例
部 に 第

い
う
。
）
は
、
規
則
で
定
め

及 団 め
び 体 、
方 を 同
法 公 条
等 募 第
に す 一
つ る 号
い も 中
て の 「
公 と 第
告 す 三

団 の
法 一
人 部
山 を
口 次
県 の
栽 よ
培 う
漁 に
業 改
公 正

。 を よ 八
次 る 条
の 。 の
よ 規
う 定
に に
改 基
正 づ
す き
る 委
。 託

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
栽
培
漁

し る 条
て 。 各
行 号
う 」
も を
の 「
と 前
す 条
る 各
。 号

」

社 す
に る
委 。
託
す
る
」
を
「
法
人

山
口
県
知
事

二

し
て
い
る
二
十
一
世
紀
の
森

業
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
係

に
改
め
、
同
条
を
第
四
条

そ
の
他
の
団
体
で
あ
つ
て

井

関

成

施
設
の
管
理
に
関
す
る
事

九
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
施
行
期 附
日
） 則

第 （
ず タ 期 七 知
、 ー 間 条 事
栽 を にの
培 定 知 よ管
漁 め 事 る理
業 て は 管の
セ 栽 、 理業
ン 培 地 の務

第 ８（
き 項 六 指 る
措 に 条 定 知 指
置 規 管 事 定
を 定 知 理 は を
明 す 事 者 、 す
ら る は が 前 る
か 個 、 講 条 こ
に 人 第 ず の と

７ ６ ５
の 三

知 規 知 知
事 定 事 事 応
は に は は 募
、 よ 、 、 者
前 る 第 前 が
各 指 四 項 、
項 定 項 に 事

４
二 一 る

る 知 事
も 事 事 事 業
の 業 業 は 計
で 計 計 、 画
あ 画 画 前 書
る 書 書 項 （
こ の の の 以

タ 漁 方 業の
ー 業 自 務全
の セ 治 の部
管 ン 法 実若
理 タ 施し （
の ー 昭 ）く
業 の 和は
務 管 二一
の 理 十部
全 の 二を
部 業 年実
又 務 法

し 情 四 べ 規 が
て 報 条 き 定 で
し の 措 に き（
な 第 規 置 よ る
け 四 定 ） る 。
れ 条 に 指
ば 各 よ 定
な 号 る を
ら に 指 し
な 掲 定 た
い げ を と
。 る す き

の を に 規 業
規 す 規 定 計
定 る 定 す 画
に も す る 書
よ の る 審 に
る と 審 査 沿
こ す 査 を つ
と る の 行 た
が 。 結 つ 管
困 果 た 理
難 、 と を
又 応 き 安

と 内 内 規 下
。 容 容 定 「

が が に 事
、 、 よ 業
栽 栽 る 計
培 培 応 画
漁 漁 募 書
業 業 が 」
セ セ あ と
ン ン つ い
タ タ た う
ー ー と 。施

は の 律す
一 全 第る
部 部 六こ
を 若 十と
自 し 七がら く 号困行 は ）難う 一 第とも 部 二なの の 百つと 停 四

事 る は
務 と 、
に き 規
係 は 則
る 、 で
も 個 定
の 人 め
に 情 る
限 報 と
る こ（
。 山 ろ

は 募 は 定
不 者 、 し
適 の 遅 て
当 う 滞 行
な ち な う
場 栽 く た
合 培 、 め
そ 漁 理 に
の 業 由 必
他 セ を 要
特 ン 付 な

の を き ）
効 利 は に
用 用 、 規
を す 次 則
十 る に で
分 者 掲 定
に の げ め
発 平 る る
揮 等 基 書
す な 準 類
る 利 に をたす 止 十場る を 四合。 命 条に じ のお た 二い 場 第て 合 十、 又 一

必 は 項
要 指 の
が 定 規

） 口 に
を 県 よ
い 個 り
う 人 、
。 情 そ
） 報 の
の 保 旨
適 護 を
正 条 公
な 例 示
取 す

別 タ し 人
な ー て 的
事 の そ 体
情 管 の 制
が 理 結 及
あ を 果 び
る 最 を 経
場 も 公 済
合 適 表 的
に 切 す 基
は に る 礎

と 用 よ 添
と を つ え
も 確 て て
に 保 、 、
、 す そ 知
栽 る の 事
培 こ 応 に
漁 と 募 提
業 が を 出
セ で 審 し
ン き 査 な

あ 管 定
る 理 に
と 者 よ
認 が り
め 天 指
る 災 定
と そ 管
き の 理
は 他 者
、 の の
第 事 指

（
扱 平 る
い 成 も
を 十 の
確 三 と
保 年 す
す 山 る
る 口 。
た 県
め 条
に 例
当 第

、 行 も を
こ う の 有
れ こ と す
ら と す る
の が る も
規 で 。 の
定 き で
に る あ
よ と る
ら 認 こ
な め と

タ る し け
ー も な れ
の の け ば
管 で れ な
理 あ ば ら
に る な な
係 こ ら い
る と な 。
経 。 い
費 。
の

九
五

四 由 定
条 に を
の よ 取
規 り り
定 栽 消
に 培 し
か 漁 若
か 業 し
わ セ く
ら ン は

該 四
指 十
定 三
管 号
理 ）
者 第
が 二
講 条
ず 第
べ 一

い る 。
で も
、 の
前 に
条 つ
の い
規 て
定 、
に 前
よ 条

縮
減
を
図
る
こ
と
が
で
き



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
十
五
条

甲
種
漁
港

第（
指 第 第 二 一 十
定 十 十 二
管 五 三 甲 公 条
理 条 条 種 益 の
者 を 第 漁 を 三
に 次 一 港 害
よ の 項 施 す 知
る よ 中 設 る 事

山（
許 第 山 口
可 十 口 県
の 二 県 山 条
制 条 漁 口 例
限 の 港 県 第
） 二 管 漁 七

の 理 港 十
次 条 管 五

３
山

平 口 別 山
成 県 表 口
十 漁 第 県
七 港 一 使
年 管 の 用
七 理 ７ 料
月 条 の 手

２ １（ （
山 つ 経
口 い こ 過 こ
県 て の 措 の
使 は 条 置 条
用 、 例 ） 例
料 平 の は
手 成 施 、
数 十 行 公

施
設
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の

管 う の お は「
理 に 前 管 そ 、
） 改 条 理 れ 前

め 第 上 が 条
る 四 支 あ 第
。 項 障 る 一

」 が と 項
を あ 認 の

る め 許「
第 と ら 可
十 認 れ を
二 め る 受

に 例 理 号
次 条（
の 昭 例
一 和 の
条 三 一
を 十 部
加 五 を
え 年 改
る 山 正
。 口 す

県 る
条 条

十 例 表 数
二 の 七 料
日 一 の 条

部 項 例
を を （
改 削 昭
正 る 和
す 。 三
る 十
条 一
例 年
を 山

料 八 の 布
条 年 際 の
例 三 現 日
の 月 に か
一 三 改 ら
部 十 正 施
改 一 前 行
正 日 の す
） ま 山 る

で 口 。
の 県
間 栽

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務

条 ら と け
の れ き よ
二 る 。 う
第 と と
四 き す
項 。 る
」 者
に が
改 次
め の
る 各

例 例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を

こ 口
こ 県
に 条
公 例
布 第
す 一
る 号
。 ）

の
一
部

は 培
、 漁
な 業
お セ
従 ン
前 タ
の ー
例 条
に 例
よ 第
る 五（

知
事
が
定
め
る
甲
種
漁
港
施

。 号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

。 条
の
規
定
に
基
づ
き
委
託
し

設
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

と
き
は
、
許
可
を
し
て
は
な

山
口
県
知
事

二

て
い
る
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体

ら
な
い
。

井

関

成

の
管
理
に
関
す
る
事
務
に

九
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

さ ず
せ 、
る 当
こ 該
と 甲
が 種
適 漁
当 港

第 （
管 は 十 知 第
理 期 九 事 十
の 間 条 に 六
業 を よ 条
務 定 知 る を
の め 事 管 第
全 て は 理 十
部 甲 、 の 八

３
第 う 第 第

指 十 。 第 十 十
定 六 ） 六 七十
管 条 は 条 条五
理 第 、 第 中条
者 二 指 一第 「
は 項 定 項 一一
、 中 管 を に項

２
第 の 六 五
十 規 指
九 定 定 施 第
条 中 管 設 十
を 理 及 四「
第 知 者 び 条
二 事 が 設 第
十 」 甲 備 一

四 三 二 一 で
あ

第 第 第 第 つ
十 十 十 十 て
二 二 二 一 知
条 条 条 条 事
の の の の が
二 二 二 規 指

で 施
な 設
い の
と 管
認 理
め の
ら 業
れ 務
る の
と 全
き 部
は 又

若 種 地 業 条
し 漁 方 務 と
く 港 自 の し
は 施 治 実 、
一 設 法 施 同
部 の ） 条（
を 管 昭 の
実 理 和 次
施 の 二 に
す 業 十 次
る 務 二 の
こ の 年 一

公 理 次 」の「
益 管 者 の を規
上 理 に よ定 「
特 受 そ う いに
に 託 の に ずよ必 者 収 改 れり要 」 入 め か指が を と る に定あ し 。 」「 管る 指 て に理と 定 収 改者認 管 受 め

二 と 種 の 項
条 あ 漁 維 の
と る 港 持 規
し の 施 管 定
、 は 設 理 に
第 、 の に よ
十 管 関 り「
八 指 理 す 、
条 定 に る 第
を 管 関 こ 十
第 理 す と 二
二 者 る 。 条

第 第 第 定 定
四 二 一 に す
項 項 項 よ る
の の の る も
規 規 許 届 の
定 定 可 出 （
に に を を 以
よ よ す 受 下
る り る 理 「
協 、 こ す 指
議 同 と る 定
を 条 。 こ 管

、 は
前 一
条 部
の を
規 自
定 ら
は 行
、 う
適 も
用 の
し と

と 全 法 条
が 部 律 を
困 若 第 加
難 し 六 え
と く 十 る
な は 七 。
つ 一 号
た 部 ）
場 の 第
合 停 二
に 止 百

にめ 理 さ 、
管る 者 せ 同
理と 」 る 条
をき に 。 を
行そ 改 第
わの め 二
せ他 、 十
る特 同 条
甲別 条 と
種の に す

理 次 漁 る

十 」 事 の
一 と 務 二
条 す を 第
と る 行 一
す 。 う 項
る 場 の
。 合 許

に 可
お を
け 取
る り

受 第 と 理
け 一 。 者
る 項 」
こ の と
と 許 い
。 可 う

に 。
条 ）
件 に
を 行
付 わ

な す
い る
。 。

こ
の
場
合
に
お
い
て

お を 四
い 命 十
て じ 四
、 た 条
必 場 の
要 合 二
が 又 第
あ は 十
る 指 一
と 定 項
認 管 の

由 の 。港
が 一 施
あ 項 設
る を で
と 加 知
認 え 事
め る が
る 。 定
と め
き る
は

第 消
十 し
二 、
条 又
の は
二 そ
第 の
三 条
項 件
及 を
び 変

す せ
る る
こ も
と の
。 と

す
る
。

、
利
用
料
金
を
指
定
管
理
者

め 理 規
る 者 定
と が に
き 天 よ
は 災 り
、 そ 指
第 の 定
十 他 管
五 の 理
条 事 者
第 由 の

も、 の利 の用 利料 用金 にを 係減
る免
料す
金る

こ （

第 更
十 す
二 る
条 こ
の と
三 。
の
規
定
の
適

に
そ
の
収
入

九 と
七 し

て
収
受

一 に 指
項 よ 定
の り を
規 甲 取
定 種 り
に 漁 消
か 港 し
か 施 若
わ 設 し
ら の く

以と
下が

で 「
利き
用る
料。
金
」
と
い

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
二
中
「
第
十

第 ８（
別 指 第 十 指
表 定 二 七 定 知
第 管 条 条 管 事
一 理 第 理 は
中 者 一 知 者 、

が 項 事 が 前「
第 講 に は 講 条
十 ず 規 、 ず 第

７ ６ ５
定 項
に 知 の 知 知
よ 事 規 事 事
る は 定 は は
指 、 に 、 、
定 前 よ 第 前
を 各 る 四 項
す 項 指 項 に

４
三 二 一 業

あ 知 計
応 る 事 事 事 画
募 こ 業 業 は 書
者 と 計 計 、 （
が 。 画 画 前 以
、 書 書 項 下
事 の の の 「

３ ２ 第 （
十 指 第

第 前 六 定 十
一 項 条 管 五
項 の 理 条
の 規 知 者 の
規 定 事 の 次
定 に は 指 に
に よ 、 定 次

六
条
関
係
」
を
「
第
十
八
条
関

六 べ 定 第 べ 一
条 き す 十 き 項
関 措 る 五 措 の
係 置 個 条 置 規
」 を 人 第 ） 定
を 明 情 一 に

ら 報 項 よ「
第 か の る（
十 に 第 規 指
八 し 十 定 定
条 て 五 に を
関 し 条 よ し

る の 定 に 規
こ 規 を 規 定
と 定 す 定 す
が に る す る
で よ も る 審
き る の 審 査
る こ と 査 を
。 と す の 行

が る 結 つ
困 。 果 た
難 、 と
又 応 き

業 内 内 規 事
計 容 容 定 業
画 が が に 計
書 、 、 よ 画
に 甲 甲 る 書
沿 種 種 応 」
つ 漁 漁 募 と
た 港 港 が い
管 施 施 あ う
理 設 設 つ 。
を の を た ）
安 効 利 と に

よ る 前 ） の
る 公 条 二
公 募 第 条
募 は 一 を
に 、 項 加
応 規 の え
じ 則 規 る
よ で 定 。
う 定 に
と め よ
す る る
る と 指

係
」
に
、
「
第
十
六
条
第
一

係 な 第 る た
」 け 一 指 と
に れ 項 定 き
改 ば 各 を は
め な 号 す 、
る ら に る 規
。 な 掲 と 則

い げ き で
。 る は 定

事 、 め
務 個 る

は 募 は
不 者 、
適 の 遅
当 う 滞
な ち な
場 甲 く
合 種 、
そ 漁 理
の 港 由
他 施 を
特 設 付

定 用 用 き 規
し を し は 則
て 十 よ 、 で
行 分 う 次 定
う に と に め
た 発 す 掲 る
め 揮 る げ 書
に す 者 る 類
必 る の 基 を
要 と 平 準 添
な と 等 に え

も こ 定
の ろ を

に 受（
以 よ け
下 り よ

、 う「
応 応 と
募 募 す
者 の る
」 時 法
と 期 人

項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項

に 人 と
係 情 こ
る 報 ろ
も に（
の 山 よ
に 口 り
限 県 、
る 個 そ
。 人 の
） 情 旨
を 報 を

別 の し
な 管 て
事 理 そ
情 を の
が 最 結
あ も 果
る 適 を
場 切 公
合 に 表
に 行 す
は う る

人 も な よ て
的 に 利 つ 、
体 、 用 て 知
制 甲 を 、 事
及 種 確 そ に
び 漁 保 の 提
経 港 す 応 出
済 施 る 募 し
的 設 こ を な
基 の と 審 け
礎 管 が 査 れ

い 及 そ
う び の
。 方 他
） 法 の
は 等 団
、 に 体
規 つ を
則 い 公
で て 募
定 公 す
め 告 る

」
に
、
「
管
理
受
託
者
」
を

い 保 公
う 護 示
。 条 す
） 例 る
の も（
適 平 の
正 成 と
な 十 す
取 三 る
扱 年 。
い 山

、 こ も
こ と の
れ が と
ら で す
の き る
規 る 。
定 と
に 認
よ め
ら る
な も

を 理 で し ば
有 に き な な
す 係 る け ら
る る も れ な
も 経 の ば い
の 費 で な 。
で の あ ら
あ 縮 る な
る 減 こ い
こ を と 。
と 図 。

る し も
と て の
こ 行 と
ろ う す
に も る
よ の 。
り と
、 す
甲 る
種 。
漁

「
指
定
管
理
者
」
に
改
め

を 口
確 県
保 条
す 例
る 第
た 四
め 十
に 三
当 号
該 ）

い の
で に
、 つ
前 い
条 て
第 、
一 前
項 条
の 第
規 一

。 る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

港
施
設
の
管
理
に
係
る
事

九
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

四 三

第 第
六 五
条 条
の 第
規 二
定 項

五 定
二 号 め 第 第

と る 六 七
第 し も 条 条
四 、 の の を
条 第 に 見 第
第 一 委 出 十
二 号 託 し 二
項 の す を 条

山
第 山 口
一 口 県 平
条 県 山 条 成
中 松 口 例 十

陰 県 第 七「
紹 記 松 七 年
介 念 陰 十 七
す 館 記 六 月

２
山 成 設
口 十 の こ
県 八 管 の
松 年 理 条
陰 三 に 例
記 月 関 の
念 三 す 施
館 十 る 行

１ る（ （
経 施 。
過 こ 行
措 の 期 附
置 条 日
） 例 ） 則

は
、
公

に の
よ 規
り 定
、 に
記 よ
念 り
館 、
の 同
利 条
用 第
を 一
拒 項

の 次 る と「
規 に 」 す（
定 次 を 指 る
に の 定 。「
よ 三 法 管
り 号 人 理
、 を そ 者
同 加 の に
条 え 他 よ
第 る の る
一 。 団 管
項 体 理

る 条 念 号 十
」 例 館 二
の 条 日（
下 平 例
に 成 の

四 一「
と 年 部
と 山 を
も 口 改
に 県 正
、 条 す
道 例 る

条 一 事 の
例 日 務 際
の ま 及 現
一 で び に
部 の 改 改
を 間 正 正
改 は 前 前
正 、 の の
す な 条 山
る お 例 口
条 従 第 県
例 前 十 漁

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

む の
こ 開
と 館
。 時

間
を
延
長
し
、
又

に で ）
掲 あ 」
げ っ に
る て 改
日 知 め
に 事 、
開 が 同
館 指 条
し 定 中
、 す 「
又 る 民

路 第 条
を 二 例
利 号
用 ）
す の
る 一
者 部
の を
利 次
便 の
の よ

を の 六 港
こ 例 条 管
こ に 第 理
に よ 一 条
公 る 項 例
布 。 の （
す 規 以
る 定 下
。 に 「

基 改
づ 正

は
短
縮
す
る
こ
と
。

は も 法
臨 の （
時 明（
に 以 治
閉 下 二
館 十「
す 指 九
る 定 年
こ 管 法
と 理 律
。 者 第

増 う
進 に
を 改
図 正
る す
」 る
を 。
加
え
る
。

き 前
管 の
理 条
受 例
託 」
者 と
に い
そ う
の 。
収 ）
入 第

」 八
と 十
い 九
う 号
。 ）
） 第
に 三
行 十
わ 四
せ 条
る に

山
口
県
知
事

二

と 十
し 五
て 条
収 の
受 規
さ 定
せ に
て 基
い づ
る き
利 委

九
九

」 規
に 定
改 す
め る
、 法
第 人
二 で
号 知
を 事
第 が

井

関

成

用 託
料 し
金 て
に い
つ る
い 甲
て 種
は 漁
、 港
平 施



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
指
定
管
理
者
が
講
ず

８ ７ ６ ５
定 定

知 に 知 に 知 知
事 よ 事 よ 事 事
は る は る は は
、 指 、 指 、 、
前 定 前 定 第 前
条 を 各 を 四 項
第 す 項 す 項 に

４
三 二 一 書

知 （
応 事 事 事 以
募 業 業 は 下
者 計 計 、 「
が 画 画 前 事
、 書 書 項 業
事 の の の 計

３ ２ 第 （
九 指 第 理

第 前 条 定 六 者
一 項 管 条 」
項 の 知 理 を と
の 規 事 者 第 す
規 定 は の 八 る
定 に 、 指 条 。
に よ 前 定 と

４ ３ ２
い 第

指 指 。 指 六
定 定 定 条
管 管 管 に
理 理 理 次
者 者 者 の
が は は 三
記 、 、 項

べ
き
措
置
）

一 る の る に 規
項 こ 規 も 規 定
の と 定 の 定 す
規 が に と す る
定 で よ す る 審
に き る る 審 査
よ る こ 。 査 を
る 。 と の 行
指 が 結 っ
定 困 果 た
を 難 、 と
し 又 応 き

業 内 内 規 画
計 容 容 定 書
画 が が に 」
書 、 、 よ と
に 記 利 る い
沿 念 用 応 う
っ 館 者 募 。
た の の が ）
管 効 平 あ に
理 用 等 っ 規
を を な た 則
安 十 利 と で

よ る 条 ） し
る 公 第 、
公 募 一 同
募 は 項 条
に 、 の の
応 規 規 次
じ 則 定 に
よ で に 次
う 定 よ の
と め る 三
す る 指 条
る と 定 を

念 第 前 を
館 一 項 加
の 項 第 え
管 第 二 る
理 三 号 。
に 号 の
関 の 規
す 規 定
る 定 に
事 に よ
務 よ り
を り 第

た は 募 は
と 不 者 、
き 適 の 遅
は 当 う 滞
、 な ち な
規 場 記 く
則 合 念 、
で そ 館 理
定 の の 由
め 他 管 を
る 特 理 付

定 分 用 き 定
し に を は め
て 発 確 、 る
行 揮 保 次 書
う す す に 類
た る る 掲 を
め と こ げ 添
に と と る え
必 も が 基 て
要 に で 準 、
な 、 き に 知

も こ を 加
の ろ 受 え

に け る（
以 よ よ 。
下 り う

、 と「
応 応 す
募 募 る
者 の 法
」 時 人
と 期 そ

行 第 四
う 五 条
場 条 第
合 第 一
に 一 項
お 項 に
け の 掲
る 開 げ
第 館 る
六 時 日
条 間 に

と 別 を し
こ な 最 て
ろ 事 も そ
に 情 適 の
よ が 切 結
り あ に 果
、 る 行 を
そ 場 う 公
の 合 こ 表
旨 に と す
を は が る

人 記 る よ 事
的 念 も っ に
体 館 の て 提
制 の で 、 出
及 管 あ そ し
び 理 る の な
経 に こ 応 け
済 係 と 募 れ
的 る 。 を ば
基 経 審 な
礎 費 査 ら

い 及 の
う び 他
。 方 の
） 法 団
は 等 体
、 に を
規 つ 公
則 い 募
で て す
定 公 る
め 告 も

第 を 開
二 延 館
号 長 し
の し 、
規 、 又
定 又 は
の は 臨
適 短 時
用 縮 に
に す 閉
つ る 館

公 、 で も
示 こ き の
す れ る と
る ら と す
も の 認 る
の 規 め 。
と 定 る
す に も
る よ の
。 ら に

な つ

を の し な
有 縮 な い
す 減 け 。
る を れ
も 図 ば
の る な
で こ ら
あ と な
る が い
こ で 。
と き

る し の
と て と
こ 行 す
ろ う る
に も 。
よ の
り と
、 す
記 る
念 。
館

い 場 す
て 合 る
は に 場
、 は 合
同 、 に
号 知 は
中 事 、

の 知「
知 承 事
事 認 の
」 を 承

い い
で て
、 、
前 前
条 条
第 第
一 一
項 項
の の
規 規

。 る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

の
管
理
に
係
る
事
業
計
画

と 得 認
あ な を
る け 得
の れ な
は ば け
、 な れ

ら ば「
指 な な
定 い ら
管 。 な

一
〇
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

八
年
三
月
三
十
一
日

２ １（ （
経 施

こ 過 こ 行
の 措 の 期 附
条 置 条 日
例 ） 例 ） 則
の は
施 、
行 公

２ 第 ２ 第（ （
五 開 四 開

知 条 館 知 条 館
事 時 事 日
は 記 間 は 記 ）
、 念 ） 、 念
特 館 特 館
に の に は
必 開 必 、

第 第 理 全 は
四 五 の 部 期
条 条 業 若 間
中 を 務 し を

第 の く 定「
一 七 全 は め
に 条 部 一 て
」 と 又 部 記

第 第（
十 知 理 条 十
一 事 者 第 条
条 に が 一

よ 講 項 知
知 る ず に 事
事 管 べ 規 は
は 理 き 定 、
、 の 措 す 第

ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例

の 布
際 の
現 日
に か
改 ら
正 施
前 行
の す
山 る
口 。
県
松

要 館 要 十
が 時 が 二
あ 間 あ 月
る は る 二
と 、 と 十
認 午 認 九
め 前 め 日
る 九 る か
と 時 と ら
き か き 翌
は ら は 年
、 午 、 の

を す は を 念
る 一 実 館「

い 。 部 施 の
ず を す 管
れ 自 る 理
か ら こ の
に 行 と 業
」 う が 務
に も 困 の
改 の 難 全
め と と 部
、 す な 若

地 業 置 る 八
方 務 を 個 条
自 の 明 人 第
治 実 ら 情 一
法 施 か 報 項

） に の（ （
昭 し 第 規
和 て 八 定
二 し 条 に
十 な 第 よ
二 け 一 る
年 れ 項 指

に
よ
る
。

陰
記
念
館
条
例
第
六
条
の
規

前 後 前 一
項 六 項 月
の 時 に 三
開 ま 掲 日
館 で げ ま
時 と る で
間 す 日 の
を る に 日
延 。 開 を
長 た 館 除
し だ し き

同 る っ し
条 。 た く
を 場 は
第 合 一
六 に 部
条 お の
と い 停
し て 止
、 、 を
第 必 命
三 要 じ

法 ば 各 定
律 な 号 を
第 ら に す
六 な 掲 る
十 い げ と
七 。 る き
号 事 は
） 務 、
第 に 個
二 係 人
百 る 情

定
に
基
づ
き
委
託
し
て
い
る

、 し 、 、
又 、 又 毎
は 一 は 日
短 月 臨 開
縮 、 時 館
す 二 に す
る 月 閉 る
こ 及 館 。
と び す
が 十 る
で 二 こ

条 が た
の あ 場
次 る 合
に と 又
次 認 は
の め 指
二 る 定
条 と 管
を き 理
加 は 者
え 、 が

四 も 報
十 の （
四 に 山
条 限 口
の る 県
二 。 個
第 ） 人
十 を 情
一 い 報
項 う 保
の 。 護

記
念
館
の
管
理
に
関
す
る
事

き 月 と
る は が
。 、 で

午 き
前 る
九 。
時
か
ら
午
後

る 第 天
。 八 災

条 そ
第 の
一 他
項 の
の 事
規 由
定 に
に よ
か り

規 ） 条
定 の 例
に 適 （
よ 正 平
り な 成
指 取 十
定 扱 三
管 い 年
理 を 山
者 確 口
の 保 県

一
〇
一

務
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

五
時
ま
で
と
す
る
。

か 記
わ 念
ら 館
ず の
、 管
記 理
念 の
館 業
の 務
管 の

指 す 条
定 る 例
を た 第
取 め 四
り に 十
消 当 三
し 該 号
若 指 ）
し 定 第
く 管 二



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

園維
新
百
年
記
念
公

都
市
公
園
の
名
称

第 （
に 二 公 第 山
掲 条 園 二 口
げ 施 条 県
る 次 設 を 立
と の の 次 都
お 表 使 の 市
り の 用 よ 公
と 第 日 う 園

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 立
県 第 七 都
立 七 年 市
都 十 七 公
市 七 月 園

ンス テ 球 助
タポ 競
ーー ニ 技
ツ 技 場
文 ス ）
化
セ 場 場

一
月
四

陸 カラ 競陸 公
上 ーグ 技上 園
競 場ビ 場競 施
技 ー ）技 設
場 ・ 場 の

サ 名（ （
補 ッ 主 称

使

す 一 及 に 条
る 欄 び 改 例
。 に 使 め （

掲 用 る 昭
げ 時 。 和
る 間 四
都 ） 十
市 八
公 年
園 山
に 口
設 県

公 号 十 条
園 二 例
条 日 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例日

か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

用

日

け 条
た 例
同 第
表 三
の 号
第 ）
二 の
欄 一
に 部
掲 を
げ 次

条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

で
の
日

午 午 午
前 前 前
九 六 六
時 時 時
か 三 三
ら 十 十
午 分 分

午
前
八 使時
三
十
分 用

る の
公 よ
園 う
施 に
設 改
の 正
使 す
用 る
日 。
及
び後 か か

十 ら ら
時 午 午
ま 後 後
で 十 七

時 時
ま ま
で で

か
ら
午

時後
七
時
ま 間で

使
用
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

山
口
県
知
事

二

表
の
第
三
欄
及
び
第
四
欄

井

関

成

一
〇
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
七
条
の
二

知
事
は

２（
許 第 パ可 七 知 ーの 条 事 ク制 第 は
限 一 、
） 項 特

中 に
必「

柳 パ萩
井 ーウ
ウ クェェ ルル

ネネ
ス ス

園片 園
添
ケ
浜
海
浜
公

山
口
県
立
江
汐
公

、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

別 要 運温表 が 動水第 あ 施利一 る 設用」 と 型を 認 健め「 康第 る
二 と 外はい号る条 き の、て）法の は 日そ に律表 、 「

テ 多 多
目 目ニ 的 的体ス 広育

場 館 場

一 一 一（
火月 月 月
曜四 四 四

野 場オ テ キ
ー ャト ニ

球 キ ン
ャ ス プン

場 プ 場 場

一
月
四

テ 野 弓
外ニ
音 道

ス 楽
場 堂 場

一
月
四

よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号

）の休規の 前 （
を日日定昭第 項 除後」す和二 の くにとる二欄 使 。おい休十」 用 ）いう日三に 日 て。 年改 又 （
最）以法め は もに下律、 使 近当こ第同 用 いたの百条 時

日日 日 日
か か か（

火ら ら ら
曜十 十 十
日二 二 二
が月 月 月
国二 二 二
民十 十 十
の八 八 八
祝日 日 日
日ま ま ま

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

休る表七の 間 日とに十次 を 以きお八に 変
次 更 午の す 前一 る 十条 こ 時を と か加 が らえ で 午る き

にで で で
関の の の
す日 日 日

午 午
前 前
六 九
時 時
三 か
十 ら
分 午

で
の
日

午 午 午 午
前 前 前 前
六 零 六 零
時 時 時 時
三 か 三 か
十 ら 十 ら
分 午 分 午

で
の
日

午
前
八
時
三
十
分

き
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら

後。 る 九。 時
ま
で

か 後
ら 十
午 時
後 ま
十 で
時
ま
で

か 後 か 後
ら 十 ら 十
午 二 午 二
後 時 後 時
十 ま 十 ま
時 で 時 で
ま ま
で で

か
ら
午
後
七
時
ま
で

な
い
。

一
〇
三



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

者
」
に
改
め
、
同
条
第

う ３
。 第 第 第 事

十 十 十 」 指以
五 六 七 と 定下
条 条 条 あ 管同
第 を 中 る 理じ
一 第 の 者。 「
項 十 一 は が）
中 九 に 、 公」

２
八 七 六 五

指
定 施 公 第 第
管 設 園 十 七
理 及 施 一 条
者 び 設 条 第
は 設 の 第 二
、 備 利 一 項

第
四 三 二 一 事 十

務 四
第 第 第 第 の 条
七 三 三 二 う
条 条 条 条 ち 公
第 第 第 第 、 園
一 三 一 二 次 施
項 項 項 項 に 設

（
指 第 第 二 一
定 十 十
管 四 条 都 公
理 条 中 市 益
者 を 公 を「
に 次 、 園 害
よ の 第 の す
る よ 三 管 る

三
項
中
「
管
理
受
託
者
」
を

条 」 園を 「 「
別 と を 指 施「
表 す 定 設指 「
第 る い 管 の定
二 。 ず 理 管管
」 れ 者 理理
を か 」 に者

に と 関」 「
別 」 す すに
表 に る る改
第 改 。 事め
一 め 務

前 の 用 項 の
項 維 に の 規
第 持 関 規 定
一 管 す 定 に
号 理 る に よ
の に こ よ り
規 関 と り 、
定 す 、 同（
に る 知 第 条
よ こ 事 三 第
り と が 条 一
第 。 定 第 項

の の の の 掲 （
許 規 許 規 げ 山
可 定 可 定 る 口
を に を に 事 県
す よ す よ 務 立
る り る り は 亀
こ 、 こ 、 、 山
と 同 と 同 法 公
。 条 。 条 人 園

第 第 そ 及
一 一 の び
項 項 他 山

管 う 条 理 お
理 に 第 上 そ
） 改 一 支 れ

め 項 障 が
る 又 が あ
。 は あ る

第 る と
七 と 認
条 認 め
第 め ら
一 ら れ
項 れ る「

指
定
管
理
者
」
に
改
め
、
同

、
及 、 を同
び 同 行条
別 条 う第
表 を 場二
第 第 合項 二 二 に中 」 十 お「 に 条 け利 、 と る用 す 第料 「
管 る 三

二 め 一 の
条 る 項 許
第 も 又 可
一 の は に
項 に 第 条
の 限 七 件
使 る 条 を
用 。 第 付
日 ） 一 す
又 。 項 る
は の こ

の の の 口
許 使 団 県
可 用 体 立
に 日 で 火
条 又 あ の
件 は つ 山
を 使 て 公
付 用 知 園
す 時 事 並
る 間 が び
こ を 指 に

」 る と
を と き

き 。「
又 。
は
第
三
条
第
一
項

条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
条

金 理 。 条は 受 第、 託 二」 者 項の 及（下 前 びに 条 第
の 七「

別 規 条
表 定 の
第 に 二

使 許 と
用 可 。
時 を
間 取
を り
変 消
更 し
す 、
る そ
場 の
合 効

と 変 定 法
。 更 す 第

す る 五
る も 条
こ の 第
と 一（
。 以 項

下 の
許「

指 可
定 に

」
に
改
め
る
。

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る

一 よ の
又 り 規
は 当 定
」 該 の
を 公 適
加 園 用
え 施 に
、 設 つ

の い「
管 管 て
理 理 は

に 力
は を
、 停
知 止
事 し
の 、
承 又
認 は
を そ
得 の
な 条

管 係
理 る
者 も
」 の
と を
い 除
う く
。 。
） 以
に 下
行 同

。 受 の 、
託 委 こ
者 託 れ
」 を ら
を 受 の

け 規「
指 た 定
定 者 中
管 を 「
理 い 知

け 件
れ を
ば 変
な 更
ら す
な る
い こ
。 と

。

わ じ
せ 。
る ）
も の
の 管
と 理
す に
る 関
。 す

る

一
〇
四
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７
規

知 定
事 に
は よ
、 る
前 指
各 定
項 を

６ ５
三 二

知 知 と
事 事 応 。 事
は は 募 業
、 、 者 計
第 前 が 画
四 項 、 書
項 に 事 の

４ ３ ２ 第
一 画 十

知 書 第 前 五
事 事 一 項 条（
業 は 以 項 の
計 、 下 の 規 知
画 前 規 定 事「
書 項 事 定 に は
の の 業 に よ 、

（
指 第 を に で
定 十 合 よ な
管 四 算 り い
理 条 し 、 と
者 の た 別 認
の 次 額 表 め
指 に の 第 ら
定 次 使 一 れ

第 （
施 務 は 十 知
設 の 期 八 事
の 全 間 条 に
管 部 を よ
理 若 定 知 る
の し め 事 管
業 く て は 理
務 は 公 、 の

の す
規 る
定 も
に の
よ と
る す
こ る
と 。
が
困
難
又

に 規 業 内
規 定 計 容
定 す 画 が
す る 書 、
る 審 に 公
審 査 沿 園
査 を つ 施
の 行 た 設
結 つ 管 の
果 た 理 効
、 と を 用
応 き 安

内 規 計 よ る 前
容 定 画 る 公 条
が に 書 公 募 第
、 よ 」 募 は 一
公 る と に 、 項
園 応 い 応 規 の
施 募 う じ 則 規
設 が 。 よ で 定
を あ ） う 定 に
利 つ に と め よ
用 た 規 す る る
し と 則 る と 指

） の 用 及 る
二 料 び と
条 を 別 き
を 徴 表 は
加 収 第 、
え す 二 県
る る に は
。 。 掲 、

げ 前
る 条
公 第
園 一

の 一 園 地 業
全 部 施 方 務
部 を 設 自 の
又 実 の 治 実
は 施 管 法 施
一 す 理 ）（
部 る の 昭
を こ 業 和
自 と 務 二
ら が の 十
行 困 全 二
う 難 部 年

は
不
適
当
な
場
合
そ
の
他
特

を
募 は 定 十
者 、 し 分
の 遅 て に
う 滞 行 発
ち な う 揮
公 く た す園 、 め る施 理 に と設 由 必 との を 要 も管 付 な

よ き で も こ 定
う は 定 の ろ を
と 、 め に 受（
す 次 る 以 よ け
る に 書 下 り よ
者 掲 類 、 う「
の げ を 応 応 と
平 る 添 募 募 す
等 基 え 者 の る
な 準 て 」 時 法
利 に 、 と 期 人

施 項
設 の
の 規
使 定
用 に
に か
つ か
き わ
、 ら
別 ず
表 、

も と 若 法
の な し 律
と つ く 第
す た は 六
る 場 一 十
。 合 部 七
こ に の 号
の お 停 ）
場 い 止 第
合 て を 二
に 、 命 百

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は

に理 し 人 、を て 的 公最 そ 体 園も の 制 施適 結 及 設切 果 び のに を 経 管行 公 済 理う 表 的 にこ す 基
係と る 礎

用 よ 知 い 及 そ
を つ 事 う び の
確 て に 。 方 他
保 、 提 ） 法 の
す そ 出 は 等 団
る の し 、 に 体
こ 応 な 規 つ を
と 募 け 則 い 公
が を れ で て 募
で 審 ば 定 公 す
き 査 な め 告 る

第 山
一 口
及 県
び 使
別 用
表 料
第 手
二 数
に 料
掲 条
げ 例

お 必 じ 四
い 要 た 十
て が 場 四
、 あ 合 条
利 る 又 の
用 と は 二
料 認 指 第
金 め 定 十
を る 管 一
指 と 理 項
定 き 者 の

、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
ら
な

るが も を
経で の 有
費き と す
のる す る
縮と る も
減認 。 の
をめ で
図る あ
るも る
この こ
とに と

る し ら る し も
も な な と て の
の け い こ 行 と
で れ 。 ろ う す
あ ば に も る
る な よ の 。
こ ら り と
と な 、 す
。 い 公 る

。 園 。
施

る （
基 昭
準 和
額 三
に 十
相 一
当 年
す 山
る 口
額 県
と 条

管 は が 規
理 、 天 定
者 第 災 に
に 十 そ よ
そ 四 の り
の 条 他 指
収 第 の 定
入 一 事 管
と 項 由 理
し の に 者
て 規 よ の

い
で
、
前

一 条
〇 第
五 一

項
の
規

がつ 。
でい
きて
る、
も前
の条
で第
あ一
る項

の こ

設
の
管
理
に
係
る
事
業
計

別 例
表 第
第 一
三 号
に ）
掲 の
げ 規
る 定
金 の
額 例

収 定 り 指
受 に 公 定
さ か 園 を
せ か 施 取
る わ 設 り
こ ら の 消
と ず 管 し
が 、 理 若
適 公 の し
当 園 業 く



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別 ク柳表 井第 ウ二 ェ中 ル「 ネ（ ス第 パ

萩 片 山 維
ウ 添 口 新
ェ ケ 県 百
ル 浜 立 年ネ 海 江 記ス

浜 汐 念パ
公 公 公ー

別
表 別 指

都 第 表 定
一 第 管市

一 理公 （
第 を 者園 十 次 が

の 七 の 講
名 条 よ ず

第 ８（
第 十 指 定
二 六 定 知 に
条 条 管 事 よ
第 理 は る
一 知 者 、 指
項 事 が 前 定
に は 講 条 を
規 、 ず 第 す

十 ー五
条
関 備
係 準
） 額 週 考
」 を 、
を 基 日

準 又「
と は（ く設第 し 時 。け十 て 間

ク 園 園 園

る係一用公
。る項 園（
）もの第施
の許三設
に可条の
限に第利

す博競 及業 業 の
る覧技 びと と

称 、 う べ
第 に き
十 改 措
八 め 置
条 る を
関 。 明

区 係 ら
） か

に
しそ物 ての品 し

定 第 べ 一 る
す 十 き 項 こ
る 四 措 の と
個 条 置 規 が
人 第 ） 定 で
情 一 に き
報 項 よ る

の る 。（
第 規 指
十 定 定
四 に を
条 よ し）七 知 を て

条 事 単 行
、 が 位 う第 定 と

も十 め す
八 る る の
条 。 と を
関 き 除係 の
） 利
」 用

催会会 興し し
物そ、 業て て
の集 行 行（

仮他会 う う
設こ、 映 写
工れ展 画 真
作ら示 の の
物に会 撮 撮
を類、 影 影

一

他の なこ販 けれ売 れら、 ばに宣 分 な類伝 らす、 なる募 いも金 。

単

第 る た
一 指 と
項 定 き
各 を は
号 す 、
に る 規
掲 と 則
げ き で
る は 定
事 、 め
務 個 る

に 料
改 金
め の
、 基
同 準
表 額
山 は
口 、
県 前
立 記
江 の

台
一 一 一
日 日 日
に に に
つ つ つ
き き き

一
日
に
つ 位き

基

に 人 と
係 情 こ
る 報 ろ
も に（
の 山 よ
に 口 り
限 県 、
る 個 そ
。 人 の
） 情 旨
を 報 を

汐 利
公 用
園 料
の 金
項 の
の 基
前
に
次
の
よ

一 一
万 万
八 八
百 百 千
八 八 八
十 十 十
円 円 円

準

千
八 額十
円

い 保 公
う 護 示
。 条 す
） 例 る
の も（
適 平 の
正 成 と
な 十 す
取 三 る
扱 年 。
い 山

う
に
加
え
る
。

を 口
確 県
保 条
す 例
る 第
た 四
め 十
に 三
当 号
該 ）

一
〇
六
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も収料にの入
のし金類他場
なをすこ料
い徴るれそ

の収料にの
す金類他
るをすこ
も徴るれ

午

技主
場競

入 も収料に
場 のし金類
料 なをす
そ い徴る

専
の入 用
他場 使
こ料 用
れそ

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午 午
前 前
六 六 午
時 時 午 午 前
三 三 後 後 八
十 十 五 一 時
分 分 時 時 三
か か か か 十
ら ら ら ら 分

前
六
時 午 午
三 前 前
十 八 八
分 時 時 午
か 三 三 後
ら 十 十 五
午 延 分 分 時
前 長 か か か
八 料 ら ら ら

午 午
前 前

午 八 八
午 前 時 時
後 八 三 三
一 時 十 十
時 三 延 分 分
か 十 長 か か
ら 分 料 ら ら

午
午 午 前
後 後 八
五 一 時
時 時 三
か か 十
ら ら 分

午
後
五
時
ま
で

午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
七 五 七 五 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま
で で で で で

時 一 午 午 午
三 時 後 後 後
十 間 七 五 七
分 に 時 時 時
ま つ ま ま ま
で き で で で

十
二 一 三
万 万 万

午 か 一 午 午
後 ら 時 後 後
五 正 間 七 五
時 午 に 時 時
ま ま つ ま ま
で で き で で

五 一
万 万 一

午 午 か
後 後 ら
七 五 正
時 時 午
ま ま ま
で で で

四
千
三
百
七
十
円

六 二 二
千 千 千

八 四 千 五 二
千 百 六 百 百
五 四 百 七 五
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

三 六 八
千 十 千 千

千 二 五 二 七
六 百 万 百 百
百 四 五 五 四
十 十 千 十 十
円 円 円 円 円

四 二 九 万
千 千 千 四

六 二 八 三 千
万 百 百 百 五
二 四 九 五 百
千 十 十 十 十
円 円 円 円 円

四 七 六
千 千 千
八 七 七
百 百 百
三 三 六
十 十 十
円 円 円

一
〇
七
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場陸
上
競
技

補 主
助附 競

属 競
施 技技設
及 場 場
び
器

個
人
使
用

の収料にの入
す金類他場
るをすこ料
も徴るれそ

場競補
技助

午
具 そ 学生育高
の の 校徒学等
使 他 及並校学
用 の びびの校

者 大に後及
学高期び
の等課中
学専程等
生門の教

一 一

徒学中小
校学学
の校校
前及の
期び児
課中童
程等並
の教び
生育に 延

長
一 料

午 午 午 午
前 前 前 前
八 八 六 六
時 時 時 時 午 午
三 三 三 三 後 後
十 十 十 十 五 一
分 分 分 分 時 時
か か か か か か
ら ら ら ら ら ら

前
六
時 午
三 前

午 十 八
前 分 時
八 か 三
時 ら 十
三 午 延 分
十 前 長 か
分 八 料 ら

人 人
八 八
時 時
間 間
以 以
内 内

人 一
八 時
時 間
間 に
以 つ
内 き

午 午 午 午 午 午
後 後 後 後 後 後
七 五 七 五 七 五
時 時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

六
五 万 五 一

か 時 一 午
ら 三 時 後
正 十 間 七
午 分 に 時
ま ま つ ま
で で き で

一

百
三 七
十 十
円 円

七
千
七
百

四 四
十 十
円 円

万 四 万 万 二
千 千 千 二 万
六 三 五 六 千 六
百 万 百 百 九 百
六 八 八 六 百 六
十 千 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

一 万 六
万 二 千
八 千 九 四
千 九 百 百
七 百 五 四
十 十 十 十
円 円 円 円

一
〇
八
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す の る に
休 る 基 県 。 使
日 。 準 の 用
等 額 住 す

の 民 る（
日 百 以 場

使 規 し き
用 定 児 て 、
す す 童 計 又
る る 、 算 は
場 学 生 す そ
合 校 徒 る の

器備

考
い の
い 場「
、 延 合 具当 長 の
該 料 利
許 」 用

放 宿 会

送
泊 議

施

設 室 室

曜 分 外 合
日 の の の
及 五 者 利
び 十 が 用
土 に 使 料
曜 相 用 金
日 当 す の
並 す る 基
び る 場 準
に 額 合 額
国 を の は

又 の 若 。 時
は 児 し 間
体 童 く が
育 、 は 一
の 生 学 時
振 徒 生 間
興 及 未（
を び 学 満
目 学 校 で
的 生 教 あ
と を 育 る

可 と 料
使 は 金
用 、 の 一時 許 基 点間 可 準 、を 使 額 一超 用 の 組え 時 計 又て 間 算 は使 を に 一用 超 つ 一

民 当 利 、
の 該 用 前
祝 利 料 記
日 用 金 の
に 料 の 利
関 金 基 用
す の 準 料
る 基 額 金
法 準 は の
律 額 、 基
に に 前 準

す い 法 と
る う き（
公 。 昭 は
共 以 和 、
的 下 二 そ
団 こ 十 の
体 の 二 端
が 表 年 数
ア に 法 の
マ お 律 時
チ い 第 間

式し え い 一た て て 回時 使 は に間 用 、 つに し 次 き一 た に
時 部 定 事六間 分 め が千未 に る 定三満 対 と め十の す こ

人 一
一 一 時
日 日 間
に に に
つ つ つ
き き き

事九 知千
が百 事四
定五 が百
め十 定四

規 加 記 額
定 算 の の
す し 利 半
る た 用 額
休 額 料 と
日 と 金 す

ュ て 二 は
ア 同 十 、
ス じ 六 一
ポ 。 号 時
ー ） ） 間
ツ が に と

る円端 る ろ 額の数 利 に 範が 用 よ 囲あ 料 る 内る 金 。 でと を 知

三 る円 め十
千 額の る円
七 範 額の
百 囲 範
五 内 囲
十 で 内
円 知 で

一
〇
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

午

専
用 前 事 分使 記 が 電 の用 の 定 気 面

利 め 、 積
用 る ガ に
料 場 ス 応

額 す る
補 と る 催 入
助 す 料 物 場
競 る 金 の 料
技 。 の た そ
場 最 め の

に 催 の を
三 物 入 百 い
を の 場 分 う
乗 た 料 の 。
じ め そ 二 ）
て に の 十 に前

六
時
三

午 十
午 午 午 前 分
後 後 後 八 か
七 五 一 時 ら
時 時 時 三 午
か か か 十 前
ら ら ら 分 八

金 合 又 じ
の に は 、
基 限 水 知
準 る 道 事
額 。 を が
に ） 使 定
加 の 用 め
算 利 す る
し 用 る 額
た 料 場 と
額 金 合 す

の 高 に 他
一 額 使 こ
部 に 用 れ
を 百 す に
使 を る 類
用 乗 場 す
す じ 合 る
る て の 料
場 得 利 金
合 た 用 を
の 額 料 徴

得 使 他 に 使
た 用 こ 相 用
額 す れ 当 す
を る に す る
当 場 類 る 場
該 合 す 額 合
利 の る を の
用 利 料 当 利
料 用 金 該 用
金 料 を 利 料
の 金 徴 用 金午 午 午 か 時

後 後 後 ら 三
九 七 五 正 十
時 時 時 午 分
ま ま ま ま ま
で で で で で

と の る（
す 基 水 。
る 準 道
。 額 を

は 使
、 用
そ す
の る
実 場
費 合
に に

利 を 金 収
用 前 の し
料 記 基 、
金 の 準 か
の 利 額 つ
基 用 は 、
準 料 、 営
額 金 入 利
は の 場 又
、 基 料 は
当 準 そ 宣

基 の 収 料 の
準 基 し 金 基
額 準 な の 準
に 額 い 基 額
加 は で 準 は
算 、 営 額 、
し 前 利 に 前
た 記 又 加 記
額 の は 算 の
と 利 宣 し 利
す 用 伝 た 用

千 千
四 二
百 百

九 九 五 七 九
百 百 十 十 百
円 円 円 円 円

相 あ
当 つ
す て
る は
額 、
を 知

該 額 の 伝
使 に 他 を
用 加 こ 目
す 算 れ 的
る し に と
部 た 類 す

る 料 を 額 料
。 金 目 と 金

の 的 す の
基 と る 基
準 す 。 準
額 る 額

一
一
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

テ
ニ
ス

る収
もす

場

を料すにこの料入
徴金る類れ他そ場

き一
面
に
つ

午

もな収を
のいし徴

料すにこの料入
金る類れ他そ場

き一
面
に
つ

午
前
六
時
三
十
分
か
ら

午 午
前 前
六 六
時 時 午 午 午
三 三 後 後 後
十 十 九 五 七
分 分 時 時 時
か か か か か
ら ら ら ら ら

前
六
時
三

午 十
午 午 前 分
後 後 八 か
五 一 時 ら
時 時 三 午 延
か か 十 前 長
ら ら 分 八 料

午 午 午 午 午 午
前 前 前 前 前 前
八 八 八 八 六 六
時 時 時 時 時 時
三 三 三 三 三 三
十 十 十 十 十 十
分 分 分 分 分 分
か か か か か か
ら ら ら ら ら ら

午 午
前 前
六 六
時 時 午 午
三 三 後 後
十 十 九 五
分 分 時 時
か か か か
ら ら ら ら

午
後
九
時
ま
で

四
万

午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
七 五 十 九 九
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

三 一
万 二 万

午 午 か 時 一
後 後 ら 三 時
七 五 正 十 間
時 時 午 分 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

一

午 午 午 午 午 午
後 後 後 後 後 後
十 九 七 五 十 九
時 時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

午 午 午 午
後 後 後 後
七 五 十 九
時 時 時 時
ま ま ま ま
で で で で

三
千
七
百
七
十
円

六 万 三 四 七
千 九 千 千 千
四 千 六 五 二
百 百 百 百 百
七 七 三 八 八
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

七 万 七
千 千 千
二 六 一 二 五
百 百 万 百 百
八 七 二 八 四
十 十 百 十 十
円 円 円 円 円

四 三 二 五 五
千 千 千 千 千
五 六 七 九 四
百 百 百 百 百

五 五 三 三 二 六
千 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

四 三
千 千
五 六 四 千
百 百 百 八
五 三 四 百
十 十 十 十
円 円 円 円

一
一
一



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

器備
る
。 陸 考

上
競
技 具
場
に

放 会 そ 生
の 徒

送 附 他 並
議 属 の び

施 施 者 に
設 高

設 室 及 等
び 専
器 門

高 学小
等 校学
学 の校 個
校 前の 人
及 期児 使
び 課童 用
中 程並
等 のび
教 生に

の

関
す
る
部 一
分 点
の 、
備 一
考 組
の 又

は
か 一

具 学
の 校
使 及
用 び

大
学
の
学
生

一 一

育 徒中
学 学
校 校
の 及
後 び
期 中
課 等
程 教
の 育 延

長
一 料

午 午 午 午 午
前 前 前 前 前
八 八 八 八 六
時 時 時 時 時
三 三 三 三 三
十 十 十 十 十
分 分 分 分 分
か か か か か
ら ら ら ら ら

式ら
一
回ま
にで
つ及
きび

知千は
事五、
が百
定九の

一 人 人
一 時 八 八
日 間 時 時
に に 間 間
つ つ 以 以
き き 内 内

人 一
八 時
時 間
間 に
以 つ
内 き

午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
十 九 七 五 十
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

三
万 二 二 四

め十場
る円合
額のに 範準 囲用 内す で

三
千
七 二
百 百 百
五 二 三 七
十 十 十 十
円 円 円 円

四
千
三
百

四 七
十 十
円 円

六 万 万 万
四 千 九 千 七
万 四 千 八 千
百 百 百 百 四
二 七 七 八 百
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

一
一
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

球
技

個
人
使
用

場

をれ
徴に
収類
すす
るる
も料
の金

入
場
料
そ
の
他
こ

午

のをれ入
徴に場
収類料
しすそ
なるの
い料他
も金こ

専
用
使
用

午

午 午 午 午
前 前 前 前
八 八 六 六
時 時 時 時
三 三 三 三
十 十 十 十

延 分 分 分 分
長 か か か か
料 ら ら ら ら

前
六
時
三

午 十
午 午 前 分
後 後 八 か
五 一 時 ら
時 時 三 午 延
か か 十 前 長
ら ら 分 八 料

午 午 午 午
前 前 前 前
八 八 六 六
時 時 時 時 午 午
三 三 三 三 後 後
十 十 十 十 五 一
分 分 分 分 時 時
か か か か か か
ら ら ら ら ら ら

前
六
時
三

午 十
前 分
八 か
時 ら
三 午
十 前
分 八

一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 七 五 七 五
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

一 十 七 十 十
万 万 万 二 万

午 午 か 時 一
後 後 ら 三 時
七 五 正 十 間
時 時 午 分 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

二 二
万 四 三 万

午 午 午 午 午 午
後 後 後 後 後 後
七 五 七 五 七 五
時 時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

一 一 一

か 時
ら 三
正 十
午 分
ま ま
で で

五 三 七 万 三
千 千 千 九 千
四 三 四 千 三
百 百 百 百 百
九 二 九 六 二
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

五 万 万 五
千 千 六 千 千
八 三 千 八 九
百 百 百 百 百
三 二 五 三 三
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

万 九 万 万 三
二 千 六 二 千 五
千 六 千 千 二 千
九 百 百 九 百 百
百 八 三 百 二 五
十 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

三
四 千
千 二
五 百
百 二
十 十
円 円

一
一
三



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

れ入
に場
類料
すそ
るの
料他
金こ

のをれ入
徴に場
収類料 専
しすそ 用
なるの 使
い料他 用
も金こ

備
器陸 考 具上 の競 使技 用場

に
関

そ 生高 学小
の 徒等 校学
他 並学 の校
の び校 前の
者 に及 期児

高び 課童
等中 程並
専等 のび
門教 生に

午
前

午 八
午 午 前 時
後 後 八 三
五 一 時 十
時 時 三 延 分
か か 十 長 か
ら ら 分 料 ら

午
前
八 午
時 午 午 前
三 後 後 八
十 五 一 時
分 時 時 三
か か か 十
ら ら ら 分

す
る
部 一分 点の 、備 一考 組は 又、 は

一の

学育 徒中
校学 学
及校 校
びの 及
大後 び
学期 中
の課 等
学程 教
生の 育

一 一 一
午 午 か 一 午
後 後 ら 時 後
七 五 正 間 七
時 時 午 に 時
ま ま ま つ ま
で で で き で

四 四
万 万 一

午 午 午 か
後 後 後 ら
五 七 五 正
時 時 時 午
ま ま ま ま
で で で で

一

式場 一合 回に に準 つ用 きす
る 知千。 事五

が百
定九

人 人 人
八 八 八
時 時 時
間 間 間
以 以 以
内 内 内

三 八 二 二 万
万 千 千 千 五
三 六 五 二 千
百 百 百 百 百
九 四 七 七 九
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

万 三 五
千 千 千
三 七 六 三
百 百 千 百
九 九 七 二
十 十 十 十
円 円 円 円

め十
る円
額の
範
囲
内
で

百
三 七 四
十 十 十
円 円 円

一
一
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ー・ラ
場サグ
ッビ

ュア
アマ
スチ

る専 。 陸用 上使 競用 技
場
に

器 放備
送 附考 属
施 施

設
具 設 及

び
器

そ 生高 学小
の 徒等 校学
他 並学 の校 個
の び校 前の 人
者 に及 期児 使

高び 課童 用
等中 程並
専等 のび
門教 生に

カー

を
徴
収
す
る
も
の

関
す
る
部
分
の午
備後
考一 午
の時 前

か 九
ら 時 か

具
の
使

一 用
点
、
一
組
又
は
一

学育 徒中
校学 学
及校 校
びの 及
大後 び
学期 中
の課 等
学程 教
生の 育

一 一 一

午 午
前 前
八 八
時 時
三 三
十 十

延 分 分
長 か か
料 ら ら

午 か ら
後 ら
五 正 ま
時 午 で
ま ま 及
で で び

は
、

の

式
一 一
回 日
に に
つ つ
き き

知千
事五
が百
定九

人 人 人
八 八 八
時 時 時
間 間 間
以 以 以
内 内 内

一 午 午
時 後 後
間 七 五
に 時 時
つ ま ま
き で で

一 十
万 二

一 九 場
万 千 合
三 六 に千 百 準六 八 用十 十 す円 円

め十 三
る円 千
額の 七
範 百
囲 五
内 十
で 円

百
三 七 四
十 十 十
円 円 円

八 万 九
千 千 万
二 六 千
百 百 二
三 二 百
十 十 十
円 円 円

一
一
五



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

催とをは営
物す目宣利
る的伝又

もな収を料すに
のいし徴金る類

物な的伝又の動文し
いとをは営以化な
催し目宣利外活い

この料入
れ他そ場
目宣利及ポュア
的伝又びーアマ
とをは営ツスチ

動文し目宣利及ポ
化な的伝又びー
活いとをは営ツ

午 午 午 午 午
前 前 後 後 後
九 九 九 五 一 午
時 時 時 時 時 前
か か か か か 九
ら ら ら ら ら 時

午 午 午 午
前 前 前 後
九 九 九 九

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら

午 午
後 後
五 一 午
時 時 前 延
か か 九 長
ら ら 時 料

午 午 午 午 午
前 前 前 後 後
九 九 九 九 五
時 時 時 時 時
か か か か か
ら ら ら ら ら

午 午 午 午 午 か
後 後 後 後 後 ら
九 五 十 九 五 正
時 時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

三
十
一 三 十 七
万 万 三 十 万

一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 十 九 五 十
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

十 十
一 七 五 一
万 万 万 万

午 午 か 一
後 後 ら 時
九 五 正 間
時 時 午 に
ま ま ま つ
で で で き

六 三
万 万

午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
十 九 五 十 九
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

四 三 二 一
万 万 万 万

三 十 二 万 万 七
千 八 千 千 四 千
八 万 九 七 千 四
百 二 百 百 六 百
五 千 二 三 百 九
十 百 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

六 三 六 六
千 千 千 九 千
四 三 九 万 四
百 百 百 千 百
六 九 二 五 六
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

五 五 八
千 万 千
八 二 七
百 千 百 四
六 三 四 千
十 百 十 百
円 円 円 円

三 九 二 六
千 千 千 千
三 二 七 四
百 百 百 四 百
四 二 六 千 六
十 十 十 百 十
円 円 円 円 円

一
一
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

のる収を料す
もす徴金る

物な的伝又の動文
いとをは営以化
催し目宣利外活

にこの料入
類れ他そ場
し目宣利及ポュア
な的伝又びーアマ
いとをは営ツスチ

動文し目宣利及ポュア
化な的伝又びーアマ
活いとをは営ツスチ

ーア
ナリ

午 午 午
前 前 前

午 九 九 九
前 延 時 時 時
九 長 か か か
時 料 ら ら ら

午 午 午
後 後 後
九 五 一 午
時 時 時 前 延
か か か 九 長
ら ら ら 時 料

午 午 午 午 午 午
前 前 前 後 後 後
九 九 九 九 五 一
時 時 時 時 時 時
か か か か か か
ら ら ら ら ら ら

午
前

午 九
前 延 時
九 長 か
時 料 ら

か 一 午 午 午
ら 時 後 後 後
正 間 十 九 五
午 に 時 時 時
ま つ ま ま ま
で き で で で

三 三
十 十

三 四 一
万 万 万

午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
十 九 五 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

三 十 七
万 三 十 万

午 午 午 午 午 午
後 後 後 後 後 後
十 九 五 十 九 五
時 時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

八 七 四 三
万 万 万 万 二

か 一 午
ら 時 後
正 間 十
午 に 時
ま つ ま
で き で

三
十

一 三 四
万 万 万

二 六 三 十
十 千 千 千 八
五 九 七 八 万
万 百 百 百 二
五 二 八 五 千
千 十 十 十 百
円 円 円 円 円

二 万 万 七 八
千 千 四 千 千
九 七 千 四 二
百 百 六 百 百
二 三 百 九 二
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

六 八 五 八 二 万
千 千 千 千 千 六
六 四 五 二 九 千
百 百 百 百 百 百
九 六 二 二 二 四
十 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

九 二 六
千 千 千
三 九 七
百 百 百
六 二 八
十 十 十
円 円 円

一
一
七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

記維
念新
公百
園年

を料すにこの料入
徴金る類れ他そ場
動文し目宣利及ポュア
以化な的伝又びーアマ
外活いとをは営ツスチ

動文し目宣利及ポ
化な的伝又びー
活いとをは営ツ

ュア
アマ
スチ

催とをは営
物す目宣利
る的伝又

午 午 午 午
前 後 後 後
九 九 五 一 午
時 時 時 時 前
か か か か 九
ら ら ら ら 時

午 午 午 午
前 前 前 後
九 九 九 九

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら

午 午 午
後 後 前
五 一 午 九
時 時 前 延 時
か か 九 長 か
ら ら 時 料 ら

午 午 午 午 午
前 前 後 後 後
九 九 九 五 一
時 時 時 時 時
か か か か か
ら ら ら ら ら

午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
五 十 九 五 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま
で で で で で

四 三 一
万 万 二 万

一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 十 九 五 十
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

一
二 万 一

午 午 か 一 午
後 後 ら 時 後
九 五 正 間 十
時 時 午 に 時
ま ま ま つ ま
で で で き で

六
十

六 九
万 万

午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
九 五 十 九 五
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

六 三 二
十 十 十 二
二 六 六 六 十
万 万 万 万 万

五 八 二 万 九
千 千 千 六 千
五 二 九 千 三
百 百 百 百 百
二 二 二 四 六
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

万 九 万
千 千 千

二 六 五 三 二
千 百 百 百 千
四 四 九 六 四
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

六 四 五 三
八 千 千 千 千
千 五 八 八 六
二 百 百 百 百
百 二 三 七 三
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

七 四 五 三 九
千 千 千 千 千
七 二 八 四 二
百 百 百 百 百
五 四 七 九 四
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

一
一
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

動文し目宣利及
化な的伝又び
活いとをは営

ーーチレ
ムルャク

ポュア
ーアマ
ツスチ

催とをは営
物す目宣利
る的伝又

もな収
のいし

物な的伝又の
いとをは営
催し目宣利

午 午 午 午
前 前 前 後
九 九 九 九

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら

午 午 午
後 後 前
五 一 午 九
時 時 前 延 時
か か 九 長 か
ら ら 時 料 ら

午 午 午 午 午
前 前 後 後 後
九 九 九 五 一 午
時 時 時 時 時 前
か か か か か 九
ら ら ら ら ら 時

午 午
前 前
九 九

延 時 時
長 か か
料 ら ら

一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 十 九 五 十
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

四 三 二
万 万 万

午 午 か 一 午
後 後 ら 時 後
九 五 正 間 十
時 時 午 に 時
ま ま ま つ ま
で で で き で

十
一 一 七
万 万 万

午 午 午 午 午 か
後 後 後 後 後 ら
九 五 十 九 五 正
時 時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

十
五 一 六 三
万 万 万 万

一 午 午
時 後 後
間 十 九
に 時 時
つ ま ま
き で で

八 七
万 万

三 九 二
千 千 千
三 二 七

四 百 百 百 四
千 四 二 六 千
百 十 十 十 百
円 円 円 円 円

六 一 九 六 三
千 万 千 千 千
四 三 六 四 三
百 千 百 百 百
六 六 八 六 九
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

六 六 五 五 八
千 九 千 千 万 千
九 万 四 八 二 七
百 千 百 百 千 百
二 五 六 六 三 四
十 十 十 十 百 十
円 円 円 円 円 円

八 六 八
千 千 千
二 六 四
百 百 百
二 九 六
十 十 十
円 円 円

一
一
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

タ文ス
ー化ポ
セー

利及ポュア
又びーアマ
は営ツスチ

催とをは営
物す目宣利
る的伝又

のる収を料
もす徴金

物な的伝又の動
いとをは営以
催し目宣利外

ンツ

すにこの料入
る類れ他そ場
文し目宣利及ポュア
化な的伝又びーアマ
活いとをは営ツスチ

午 午 午
後 後 後
九 五 一 午
時 時 時 前 延
か か か 九 長
ら ら ら 時 料

午 午 午 午 午 午
前 前 前 後 後 後
九 九 九 九 五 一
時 時 時 時 時 時
か か か か か か
ら ら ら ら ら ら

午 午 午
前 前 前

午 九 九 九
前 延 時 時 時
九 長 か か か
時 料 ら ら ら

午
前
九
時

午 午 か
後 後 ら
九 五 正
時 時 午
か か ま
ら ら で

午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
十 九 五 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

三
万

午 午 午 午 午 午
後 後 後 後 後 後
十 九 五 十 九 五
時 時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

三 三
十 十
四 一 三 十
万 万 万 三 十

か 一 午 午 午
ら 時 後 後 後
正 間 十 九 五
午 に 時 時 時
ま つ ま ま ま
で き で で で

十 十
七 一 七 五
万 万 万 万

午 午 午 午
後 後 後 後
十 九 五 一
時 時 時 時
ま ま ま か
で で で ら

一 六 三
万 万 万

七 四 二
千 千 千 千
八 四 五 三 九
百 百 千 百 百
六 三 九 七 二
十 十 百 十 十
円 円 円 円 円

六 三 十 二 万 万
千 千 八 千 千 四
七 八 万 九 七 千
百 百 二 百 百 六
八 五 千 二 三 百
十 十 百 十 十 十
円 円 円 円 円 円

七 六 三 六
千 千 千 千 九
四 四 三 九 万
百 百 百 百 千
九 六 九 二 五
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

六 五 五 八
千 千 万 千
四 八 二 七
百 百 千 百
六 六 三 四
十 十 百 十
円 円 円 円

一
二
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

催とをは営
物す目宣利
る的伝又

もな収を
のいし徴

物な的伝又の
いとをは営
催し目宣利

料すにこの料入
金る類れ他そ場
動文し目宣利及ポュア
以化な的伝又びーアマ
外活いとをは営ツスチ

動文し目宣
化な的伝
活いとを

延
長
料

午 午 午 午 午
前 前 前 後 後
九 九 九 九 五
時 時 時 時 時
か か か か か
ら ら ら ら ら

午 午 午
後 前 前
一 午 九 九
時 前 延 時 時
か 九 長 か か
ら 時 料 ら ら

午 午 午 午
前 後 後 後
九 九 五 一 午
時 時 時 時 前
か か か か 九
ら ら ら ら 時

午 午 午
前 前 前
九 九 九

延 時 時 時
長 か か か
料 ら ら ら

一
時
間
に
つ
き

一
万

午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
十 九 五 十 九
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

十
五 十 八 一
万 四 万 万

午 か 一 午 午
後 ら 時 後 後
五 正 間 十 九
時 午 に 時 時
ま ま つ ま ま
で で き で で

四 七
万 万

午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
五 十 九 五 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま
で で で で で

二 二
万 万

一 午 午 午
時 後 後 後
間 十 九 五
に 時 時 時
つ ま ま ま
き で で で

一 一
万 万

四
千
八
百
八
十
円

六 万 二 四 五
千 千 千 千 万
六 七 二 八 九
百 百 百 百 千
四 六 五 八 五
十 十 十 十 百
円 円 円 円 円

七 七 八 七
千 千 千 万
二 三 四 三 八
百 万 百 百 百
五 五 四 二 八
十 千 十 十 十
円 円 円 円 円

四 七 九 三 一
万 千 千 千 万
千 四 七 六 七
百 百 百 百 千
二 四 五 二 五
十 十 十 十 百
円 円 円 円 円

九 七 一
千 千 千 万
八 五 七 二
百 百 百 百
六 八 二 八
十 十 十 十
円 円 円 円

一
二
一



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

営
利
又

のる
も

物な的伝
いとを
催し目

収を料すにこの料入
す徴金る類れ他そ場
又の動文し目宣利及ポュ
は営以化な的伝又びーア
宣利外活いとをは営ツス

ア 動文し目宣利
マ 化な的伝又
チ 活いとをは

館武
道

及ポュア
びーアマ
営ツスチ

午 午 午
後 後 前
五 一 午 九
時 時 前 延 時
か か 九 長 か
ら ら 時 料 ら

午 午 午 午 午
前 前 後 後 後
九 九 九 五 一 午
時 時 時 時 時 前
か か か か か 九
ら ら ら ら ら 時

午 午 午
前 前 前
九 九 九

延 時 時 時
長 か か か
料 ら ら ら

午 午 午
後 後 後
九 五 一 午
時 時 時 前
か か か 九
ら ら ら 時

午 午 か 一 午
後 後 ら 時 後
九 五 正 間 十
時 時 午 に 時
ま ま ま つ ま
で で で き で

十
一 五

九 万 万

午 午 午 午 午 か
後 後 後 後 後 ら
九 五 十 九 五 正
時 時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

十 八 一 四
四 万 万 万

一 午 午 午
時 後 後 後
間 十 九 五
に 時 時 時
つ ま ま ま
き で で で

三
三 万

午 午 午 か
後 後 後 ら
十 九 五 正
時 時 時 午
ま ま ま ま
で で で で

一
万

十 万 四 六
一 四 千 千
万 千 八 六
九 五 百 百
千 百 七 八 四
十 十 万 十 十
円 円 円 円 円

万 二 四 五 七
千 千 千 万 千
七 二 八 九 二 三
百 百 百 千 百 万
六 五 八 五 五 五
十 十 十 百 十 千
円 円 円 円 円 円

三 万 五 二
千 九 千 万
七 千 四 五
百 百 百 百
二 六 四 六
十 十 十 十
円 円 円 円

三 四 一 八
千 千 万 千
七 八 千 七
百 百 八 百
二 七 百 五
十 十 十 十
円 円 円 円

一
二
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

器 放 視 会備
送 聴考 議
施 覚

具 設 室 室

武 ムレ
ク

附 チ
属 道 ャ
施 ー
設 ル
及 館 ー
び
器

ア

リ 個
人

ー 使
用

ナ
催とをは
物す目宣
る的伝

一
点
又
は
一

具 そ 学生育高
の の 校徒学等
使 他 及並校学
用 の びびの校

者 大に後及
学高期び
の等課中
学専程等
生門の教

一 一

徒学中小
校学学
の校校
前及の
期び児
課中童
程等並
の教び
生育に 延

長
一 料

午 午 午 午
前 前 前 後
九 九 九 九
時 時 時 時
か か か か
ら ら ら ら

組 一 一
一 一 時 時
回 日 間 間
に に に に
つ つ つ つ
き き き き

が千
定九
め十
る円

人 人
三 三
時 時
間 間
以 以
内 内

人 一
三 時
時 間
間 に
以 つ
内 き

二
万

午 午 午 午
後 後 後 後
十 九 五 十
時 時 時 時
ま ま ま ま
で で で で

三 二
十 十
一 八 十 二
万 万 六 万

額の 二
範 千
囲 七 二
内 百 千 百
で 七 二 二
知 十 百 十
事 円 円 円

三 二
百 百
四 二
十 十
円 円

九
千
七
百

百 六
十 十
円 円

三 三 万 九
千 千 四 千
二 五 千 七
百 百 五 百
九 三 百 六
十 十 十 十
円 円 円 円

一
二
三



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

のをれ入
徴に場
収類料
しすそ
なるの
い料他
も金こ

専
用 と使 す用 る

。

二
の
基 場 利
準 の 合 陸 用
額 場 に 上 料
は 合 準 競 金
、 に 用 技 の

一
る

公 的 。
共 団 児 の
的 体 童 場
団 が 、 合
体 ア 生

午 午 午 午
前 前 前 後
九 九 九 九

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら

午 午
後 後
五 一 午
時 時 前
か か 九
ら ら 時

そ お す 場 基
の い る に 準
実 て 。 関 額
費 、 す は
に 電 る 、
相 気 部 前
当 を 分 記
す 使 の の
る 用 備 利
額 す 考 用
を る の 料

の
が マ 徒 利
営 チ 若 用
利 ュ し 料
若 ア く 金
し ス は の
く ポ 学 基
は ー 生 準
宣 ツ が 額伝 に 使 のを 使 用 計目 用 す一 午 午 午 午

時 後 後 後 後
間 十 九 五 十
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

午 午 か
後 後 ら
九 五 正
時 時 午
ま ま ま
で で で

前 と 金
記 き 、 の
の の 基
利 会 、 準
用 議 額
料 室 及 の
金 及 び 半
の び 額
基 視 か と
準 聴 ら す
額 覚 る

算的 す る にと る 場 つし 場 合 いな 合 、
てい 又 体
は文 は 育
、化 文 の
次活 化 振
に動 の 興
定に 振 を
め使 興 目九

千 五
九 九 千 九
百 百 二 百
四 四 九 百 四
十 十 千 十 十
円 円 円 円 円

三 二 二
千 千 千
七 九 二
百 百 百
八 九 二
十 十 十
円 円 円

に 室 ま 。
加 の で
算 利 は
し 用 、
た 料 こ
額 金 の

る用 を 的
とす 目 と
こる 的 す
ろ場 と る
に合 す 公
よの る 共

一
二
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

弓
道

一

の
場
合
の

放 選 役備
送 手 員考
施 控 控

設 室 室

場

そ 生高 学小
の 徒等 校学

附 他 並学 の校
属 の び校 前の
施 者 に及 期児
設 高び 課童
の 等中 程並
使 専等 のび
用 門教 生に

をれ
徴に

個 収類
人 すす
使 るる
用 も料

の金

入
場
料
そ
の
他
こ

利
用
料
金
の
基
準
額
の
計
算

学育 徒中
校学 学
及校 校
びの 及
大後 び
学期 中
の課 等
学程 教
生の 育

一 一 一

午 午 午
前 前 前
九 九 九

延 時 時 時
長 か か か
料 ら ら ら

午 午 午
後 後 後
九 五 一 午
時 時 時 前
か か か 九
ら ら ら 時

に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る

一 一
一 時 時
日 間 間
に に に
つ つ つ
き き き

人 人 人
三 三 三
時 時 時
間 間 間
以 以 以
内 内 内

一 午 午 午
時 後 後 後
間 十 九 五
に 時 時 時
つ ま ま ま
き で で で

一
万

午 午 午 か
後 後 後 ら
十 九 五 正
時 時 時 午
ま ま ま ま
で で で で

と
こ
ろ
に
よ

二
千
七 二 二
百 百 百
七 二 二
十 十 十
円 円 円

三 二
百 百
四 二 百
十 十 十
円 円 円

九 一
千 千 万
八 八 一 四
百 百 万 百
九 九 八 三
十 十 千 十
円 円 円 円

七 五 四
千 千 千 千
八 五 九 四
百 百 百 百
九 六 九 四
十 十 十 十
円 円 円 円

一
二
五



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

こ
れ

的
と
し
な

の料入
他そ場

宣営
伝利
を又
目は

動い的宣営
文と伝利
化しを又
活な目は

専 二用 額 金使 と の用 す 基 の
る 準 場
。 額 合

は に

る
用 基 。
す 陸 準 弓
る 上 額 道
。 競 の 場

技 範 の

午 午 午
後 後 前
五 一 午 九
時 時 前 延 時
か か 九 長 か
ら ら 時 料 ら

午 午 午 午 午
前 前 後 後 後
九 九 九 五 一 午
時 時 時 時 時 前
か か か か か 九
ら ら ら ら ら 時

、 お
そ い
の て
実 、
費 電
に 気
相 を
当 使
す 用
る す
額 る

場 囲 一
に 内 部
関 で を
す 知 使
る 事 用
部 が す
分 定 る
の め 場
備 る 合
考 額 の
の と 利午 午 か 一 午

後 後 ら 時 後
九 五 正 間 十
時 時 午 に 時
ま ま ま つ ま
で で で き で

四 二 二
万 万 万

午 午 午 午 午 か
後 後 後 後 後 ら
九 五 十 九 五 正
時 時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

一
万 一

を と
前 き
記 の
の 役
利 員
用 控
料 室
金 及
の び
基 選
準 手

す 用
か る 料
ら 。 金

の
ま 基
で 準
及 額
び は

、
は 前
、 記五 六 二 九

千 千 千 千
三 三 六 八 八
百 万 百 百 百
三 六 六 三 三
十 千 十 十 十
円 円 円 円 円

五 二 万 六
千 千 千 千

二 六 八 三 六
万 百 百 百 百
七 六 三 三 九 六
千 十 十 十 千 十
円 円 円 円 円 円

額 控
に 室
加 の
算 利
し 用
た 料

こ の
の 利
場 用
合 料
に 金
準 の

一
二
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

動い的宣営
文と伝利
化しを又
活な目は

催的
物と
す
る

宣営
伝利
を又
目は

もな収を料すに
のいし徴金る類

い的宣営動い
催と伝利以文
物しを又外化
な目はの活

午 午 午 午 午 午
前 前 前 後 後 後
九 九 九 九 五 一
時 時 時 時 時 時
か か か か か か
ら ら ら ら ら ら

午 午 午
前 前 前

午 九 九 九
前 延 時 時 時
九 長 か か か
時 料 ら ら ら

午 午 午
後 後 後
九 五 一 午
時 時 時 前 延
か か か 九 長
ら ら ら 時 料

午 午 午 午
前 前 前 後
九 九 九 九
時 時 時 時
か か か か
ら ら ら ら

午 午 午 午 午 午
後 後 後 後 後 後
十 九 五 十 九 五
時 時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

五 五 二
万 万 三 万

か 一 午 午 午
ら 時 後 後 後
正 間 十 九 五
午 に 時 時 時
ま つ ま ま ま
で き で で で

二
十 十

一 二 三 二
万 万 万 二 万

午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
十 九 五 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

二 五
万 万 一

午 午 午 午
後 後 後 後
十 九 五 十
時 時 時 時
ま ま ま ま
で で で で

十
一 六
万 万 一

九 三 万 五 二
千 千 千 千 千
六 九 三 六 六 一
百 百 百 百 百 万
六 九 三 六 七 八
十 十 十 十 十 千
円 円 円 円 円 円

三 二 八 十 五
千 千 千 一 千
三 六 六 万 三
百 百 百 六 百
三 七 七 千 三
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

二 九 三 万
千 万 千 千
六 六 七 三 三
百 百 万 百 百
七 六 二 三 三
十 十 千 十 十
円 円 円 円 円

九 二 万
千 千 千
三 十 六 三
百 万 百 百
四 八 七 三
十 千 十 十
円 円 円 円

一
二
七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

堂野
外
音

主
催 附
者 属

施控 設
室 及

び
器

催的宣営
物と伝利
すを又
る目は

のる収を料すに
もす徴金る類

い的宣営動い
催と伝利以文
物しを又外化
な目はの活

楽

この料入
れ他そ場

的宣営
と伝利
しを又
な目は

具
の
使
用

午
前
九

延 時
長 か
料 ら

午 午 午 午 午
前 前 後 後 後
九 九 九 五 一 午
時 時 時 時 時 前
か か か か か 九
ら ら ら ら ら 時

午 午 午 午
前 前 前 後
九 九 九 九

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら

午 午
後 後
五 一 午
時 時 前 延
か か 九 長
ら ら 時 料

一 一 午
時 時 後
間 間 十
に に 時
つ つ ま
き き で

四
十

四 七
万 万

午 午 午 午 午 か
後 後 後 後 後 ら
九 五 十 九 五 正
時 時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

二 四 十 十
四 十 万 八 万

一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 十 九 五 十
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

二
十 十

二 三 二 二
万 万 二 万 万

午 午 か 一
後 後 ら 時
九 五 正 間
時 時 午 に
ま ま ま つ
で で で き

五
万

五 七
千 千

二 三 三
百 百 百
二 三 五
十 十 十
円 円 円

十 五 五 万 六
三 万 千 千 十 千
万 六 三 三 四 六
二 百 百 百 万 百
千 七 三 四 四 七
十 十 十 十 千 十
円 円 円 円 円 円

二 八 十 五 二
千 千 一 千 千
六 六 万 三 六
百 百 六 百 百
七 七 千 三 七
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

九 三 五
万 千 千
六 七 三 六
百 万 百 百
六 二 三 六
十 千 十 十
円 円 円 円

一
二
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

備

考

別
表
第
二
山
口
県
立
江
汐
公
園
の
項
の
備 る と 基
考 場 陸 す 準
を 合 上 る 額
次 に 競 。 は
の 準 技 、

二
る
。 準

電 用 陸の
気 す 上場
を る 競合
使 。 技

備

一 考
る

用 共 。
料 的 児 の
金 団 童 場
の 体 、 合
基 が 生

器 リ 楽
ハ
ー
サ
ル

具 室 屋

よ 用 場 そ
う す に の
に る 関 実
改 。 す 費
め る に
る 部 相
。 分 当

の す
備 る
考 額
の を

の
用 場利
す に用
る 関料
場 す金
合 るの
の 部基
主 分準
催 の額者 備の控 考計室 の

の
準 営 徒 利
額 利 若 用
は 若 し 料
、 し く 金
前 く は の
記 は 学 基
の 宣 生 準
利 伝 が 額用 を 使 の料 目 用 計金 的 す

一
点
又
は
一

前
は 記
、 の
楽 利
屋 用
及 料
び 金
リ の
ハ 基
ー 準
サ 額

算、 に楽 、つ屋 い及 、
てび
はリ 、
、ハ
次ー 及
にサ び
定ル
め室 は

算の と る に基 し 場 つ準 な 合 い額 い 又
ての 文 は
は半 化 文
、額 活 化
次と 動 の
にす に 振
定る 使 興
め。 用 を

組 一 一
一 時 時
回 間 間
に に に
つ つ つ
き き き

で五
知千
事二
が百

ル に
室 加
を 算
使 し
用 た
す 額

るの 、
と利 こ
こ用 の
ろ料 場
に金 合
よの に

るす 目
とる 的
こ場 と
ろ合 す
にの る
よ利 公

定五
め十
る円 四 四
額の 百 百
範 四 四
囲 十 十
内 円 円

一
二
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
三
中
「
（
第

別 備
表
第 維 考
二 新

維 維 柳 百
新 新 井 年
百 百 ウ 記
年 年 ェ 念

「
別
表
第
二 る
柳 。 維
井 新
ウ 百午 午 ェ 年後 後

別 備 別
表 表
第 維 考 第
二 新 二

維 維 萩 百 萩
新 新 ウ 年 ウ
百 百 ェ 記 ェ
年 年 ル 念 ル

の
別

及 表
び 第 二 一

二
維 」 片 維 維
新 に 添 新 新
百 改 ケ 百 百
年 め 浜 年 年

十
五
条
関
係
）
」
を
「
（
第
十

記 記 ル 公
念 念 ネ 園
公 公 ス の
園 園 パ 項
の の ー 陸
項 項 ク 上
陸 陸 の 競
上 上 項 技
競 競 温 場
技 技 水 に
場 場 利 関
に に 用 す

ル 記七 五 ネ 念時 時 ス 公か か パ 園ら ら ー の午 午 ク 項後 後 の 陸九 七 項 上時 時 テ 競ま ま ニ 技で で ス 場
場 に

記 記 ネ 公 ネ
念 念 ス 園 ス
公 公 パ の パ
園 園 ー 項 ー
の の ク 陸 ク
項 項 の 上 の
陸 陸 項 競 項
上 上 多 技 多
競 競 目 場 目
技 技 的 に 的
場 場 体 関 広
に に 育 す 場

記 、 海 記 記
念 同 浜 念 念
公 表 公 公 公
園 萩 園 園 園
の ウ の の の
項 ェ 項 項 項
陸 ル の 陸 陸
上 ネ 備 上 上
競 ス 考 競 競
技 パ 中 技 技
場 ー 場 場「
に ク 山 に に

七
条
、
第
十
八
条
関
係
）
」

関 関 型 る
す す 健 部
る る 康 分
部 部 運 の
分 分 動 備
の の 施 考
備 備 設 の
考 考 に
の の 関 か

す ら
は か る

に 関
関 す
す る
る 部
部 分
分 の
中 備

考「九 九 の百 百
円 円 及

関 関 館 る に
す す に 部 関
る る 関 分 す
部 部 す の る
分 分 る 備 部
の の 部 考 分
備 備 分 の の
考 考 の 備
の の 備 か 考

考 ら を
は か の 次

関 の 口 関 関
す 項 県 す す
る 野 立 る る
部 球 江 部 部
分 場 汐 分 分
の に 公 の の
備 関 園 備 備
考 す の 考 考
の る 項 の の

部 の
か 分 備 は か

に
改
め
、
同
表
片
添
ケ
浜
海

、 ら 部 ま 」
温 分 で
水 ま の は
プ で 備 、
ー は 考
ル 、 の の
を こ 場
使 の 及 合
用 場 び に
す 合 準
る に を 用

び
に 弓
改 道
め 場午、 に後同 関五部 す時分 るかの 部ら備 分午考 の

、 ら ま の
ア か で よ
リ ま ら は う
ー で 、 に
ナ 、 ま 改
を で の め
使 及 を 場 る
用 び 次 合 。
す の に
る は よ 準
場 、 う 用

ら の 考 、 ら
備 二 テ

ま 考 及 ニ ま
で の び ス で
は 四 場 は
、 を 」 を 、
こ 次 を 使 こ
の の 用 の「
場 よ 維 す 場
合 う 新 る 合
に に 百 場 に

浜
公
園
の
項
の
前
に
次
の
よ

場 準 次 す
合 用 の る
に す よ 。
準 る う
用 。 に
す 改
る め
。 る

。

後を 備七次 考時の 一まよ のでう
に は
改 、
め 弓
る 道
。 場

を

合 こ に す
に の 改 る
準 場 め 。
用 合 、
す に 同
る 準 備
。 用 考

す の
る
。 か

ら

準 改 年 合 準
用 め 記 に 用
す る 念 準 す
る 。 公 用 る
。 園 す 。

の る
項 。
陸
上
競
技

う
に
加
え
る
。

使
用
す九 る百 場円 合
に」

を 準
用
す

ま
で
を
削
る
。

場
に
関
す
る
部
分
の
備
考

一
三
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
山
口
県
使
用
料
手
数

２ １（ （
十 の 経 施
八 管 こ 過 こ 行
年 理 の 措 の 期
三 に 条 置 条 日
月 関 例 ） 例 ）
三 す の は
十 る 施 、
一 事 行 公

別
表

附 第
三

則 中
「 堂野 弓管 外理 道音

記維
念新
公百
園年

タ文ス ー・ラ テ
ー化ポ 場サグ ニ
セー ッビ ス

場陸
上
競料

条
例
の
一
部
改
正
）

日 務 の 布
ま 及 際 の
で び 現 日
の 改 に か
間 正 改 ら
は 前 正 施
、 の 前 行
な 条 の す
お 例 山 る
従 第 口 。
前 十 県 た
の 五 立 だ

受 楽 場託
者 冷 冷」
を 暖 暖
「 房 房指
定 設 設
管 備 備理
者
」

ンツ カー 場

冷 冷 照
暖 暖 明
房 房

設設 設
備 備 備

技

冷 浴 冷
暖 暖
房 房
設 設
備 室 備

例 条 都 し
に 第 市 、
よ 一 公 附
る 項 園 則
。 の 条 第

規 例 三
定 項（
に 以 の
基 下 規
づ 定「
き 改 は

に
改
め
る
。

管 正 、
理 前 平
受 の 成
託 条 十
者 例 八
に 」 年
そ と 四
の い 月
収 う 一
入 。 日
と ） か

一 一
時 時
間 間
に に
つ つ
き き

者実 者実
が費 が費
定を 定を
め勘 め勘

一 一 一
時 時 時
間 間 間
に に に
つ つ つ
き き き

者実 者実 者実
が費 が費 が費
定を 定を 定を
め勘 め勘 め勘

一 一
時 一 時
間 回 間
に に に
つ つ つ
き き き

者実 者実 者実
が費 が費 が費
定を 定を 定を
め勘 め勘 め勘

し 第 ら
て 十 施
収 四 行
受 条 す
さ の る
せ 規 。
て 定
い に
る 基
利 づ
用 き

る案 る案
額し 額し
て て
指 指
定 定
管 管
理 理

る案 る案 る案
額し 額し 額し
て て て
指 指 指
定 定 定
管 管 管
理 理 理

る案 る案 る案
額し 額し 額し
て て て
指 指 指
定 定 定
管 管 管
理 理 理

一
三
一

料 委
金 託
に し
つ て
い い
て る
は 公
、 園
平 施
成 設



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口 山
県 平 口
条 成 県
例 十 流
第 七 域
七 年 下
十 七 水
八 月 道

別
表
第
一
の
８
の

３

別 山
表 口
第 県
一 使
の 用
８ 料
の 手

号 十 条
二 例
日 の

一
部
を
改 く正 。す ）る
条
例

表
八
の
項
中

「

もでら 念維（
に七一公新の
掲のの園百

をげ項項 年
除るまか 記

表 数
一 料
の 条
項 例
か （
ら 昭
七 和
の 三
項 十
ま 一
で 年
を 山

を 」
こ
こ
に
公
布
す
る
。

を
「

念維
公新
園百
年
記

」
に

次 口
の 県
よ 条
う 例
に 第
改 一
め 号
る ）
。 の

一
部

改
め
る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

二

井

関

成

一
三
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

８（
指
定 知
管 事
理 は
者 、
が 前
講 条
ず の

７ ６ ５
る に
指 知 よ 知 知
定 事 る 事 事
を は 指 は は
す 、 定 、 、
る 前 を 第 前
こ 各 す 四 項
と 項 る 項 に

４
三 二 一 計

こ 知 画
応 と 事 事 事 書
募 。 業 業 は （
者 計 計 、 以
が 画 画 前 下
、 書 書 項 「
事 の の の 事

３ ２ 第 （
四 指 下

第 前 条 定 「
一 項 管 指
項 の 知 理 定
の 規 事 者 管
規 定 は の 理
定 に 、 指 者
に よ 前 定 」

第 （
三 指 第 山
条 定 三 口

管 条 県 山
流 理 を 流 口
域 者 第 域 県
下 に 七 下 流
水 よ 条 水 域
道 る と 道 下

べ 規
き 定
措 に
置 よ
） る

指
定
を
し
た
と
き

が の も に 規
で 規 の 規 定
き 定 と 定 す
る に す す る
。 よ る る 審

る 。 審 査
こ 査 を
と の 行
が 結 つ
困 果 た
難 、 と
又 応 き

業 内 内 規 業
計 容 容 定 計
画 が が に 画
書 、 、 よ 書
に 流 流 る 」
沿 域 域 応 と
つ 下 下 募 い
た 水 水 が う
管 道 道 あ 。
理 の を つ ）
を 効 利 た に
安 用 用 と 規

よ る 条 ） と
る 公 の い
公 募 規 う
募 は 定 。
に 、 に ）
応 規 よ に
じ 則 る 行
よ で 指 わ
う 定 定 せ
と め を る
す る 受 も
る と け の

の 管 し 条 水
管 理 、 例 道
理 ） 第 条（
に 二 昭 例
関 条 和 の
す の 六 一
る 次 十 部
事 に 一 を
務 次 年 改
の の 山 正
う 四 口 す
ち 条 県 る

は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ

は 募 は
不 者 、
適 の 遅
当 う 滞
な ち な
場 流 く
合 域 、
そ 下 理
の 水 由
他 道 を
特 の 付

定 を す き 則
し 十 る は で
て 分 者 、 定
行 に の 次 め
う 発 平 に る
た 揮 等 掲 書
め す な げ 類
に る 利 る を
必 と 用 基 添
要 と を 準 え
な も 確 に て

も こ よ と
の ろ う す

に と る（
以 よ す 。
下 り る

、 法「
応 応 人
募 募 そ
者 の の
」 時 他
と 期 の

、 を 条 条
施 加 例 例
設 え 第
及 る 一
び 。 号
設 ）
備 の
の 一
維 部
持 を
管 次

に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
す

別 管 し
な 理 て
事 を そ
情 最 の
が も 結
あ 適 果
る 切 を
場 に 公
合 行 表
に う す
は こ る

人 に 保 よ 、
的 、 す つ 知
体 流 る て 事
制 域 こ 、 に
及 下 と そ 提
び 水 が の 出
経 道 で 応 し
済 の き 募 な
的 管 る を け
基 理 も 審 れ
礎 に の 査 ば

い 及 団
う び 体
。 方 を
） 法 公
は 等 募
、 に す
規 つ る
則 い も
で て の
定 公 と
め 告 す

理 の
に よ
関 う
す に
る 改
事 正
務 す
は る
、 。
法
人

る
も
の
と
す
る
。

、 と も
こ が の
れ で と
ら き す
の る る
規 と 。
定 認
に め
よ る
ら も
な の

を 係 で し な
有 る あ な ら
す 経 る け な
る 費 こ れ い
も の と ば 。
の 縮 。 な
で 減 ら
あ を な
る 図 い
こ る 。
と こ

る し る
と て 。
こ 行
ろ う
に も
よ の
り と
、 す
流 る
域 。
下

そ
の
他
の
団
体
で
あ
つ
て
知

一
三
三

い に
で つ
、 い
前 て
条 、
の 前
規 条
定 の
に 規
よ 定

。 と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

水
道
の
管
理
に
係
る
事
業

事
が
指
定
す
る
も
の
（
以



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
十
五
条
第
二
項
中

は 第 第 第 山
、 第 十 十 十 口
指 五 六 八 県十
定 条 条 条 港五
管 第 中 を 湾条
理 一 第 施第 「
者 項 一 二 設一
に を に 十 管項

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 港
県 第 七 湾
港 七 年 施
湾 十 七 設
施 九 月 管

こ の 業 期
の 管 務 間
条 附 理 の を
例 の 全 定
は 則 業 部 め
、 務 若 て
公 の し 流
布 全 く 域

第 第（
六 知 措 項 五
条 事 置 に 条

に を 規
知 よ 明 定 知
事 る ら す 事
は 管 か る は
、 理 に 個 、
地 の し 人 第

「
管
理
受
託
者
」
を
「
指
定
管

そ 次 」 二 理の
の の を 条 条規
収 よ と 例定 「
入 う い しに （
と に ず 、 昭よ
し 改 れ 第 和り
て め か 十 三指
収 る に 七 十定
受 。 」 条 一管
さ に を 年理
せ 改 第 山者
る め 二 口

設 号 十 理
管 二 条
理 日 例
条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条

の 部 は 下
日 又 一 水
か は 部 道
ら 一 を の
施 部 実 管
行 を 施 理
す 自 す の
る ら る 業
。 行 こ 務

う と の
も が 全
の 困 部

方 業 て 情 三
自 務 し 報 条
治 の な の（
法 実 け 第 規

施 れ 三 定（
昭 ） ば 条 に
和 な に よ
二 ら 規 る
十 な 定 指
二 い す 定
年 。 る を
法 事 す

理
者
」
に
改
め
、
同
条
に
次

に
。 、 十 県管

同 一 条理
条 条 例を
第 と 第行 三 す 十わ 号 る 三せ 中 。 号る ）港 「
第 の湾 十 一施 二 部

る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

と 難 若
す と し
る な く
。 つ は

た 一
場 部
合 の
に 停
お 止
い を
て 命

律 務 る
第 に と
六 係 き
十 る は
七 も 、
号 の 個
） に 人
第 限 情
二 る 報
百 。 （
四 ） 山

の
一
項
を
加
え
る
。

設 条 をで 」 次知 を の事 よ「が 第 う
定 十 に
め 三 改
る 条 正
も 」 す
の に る
の 改 。

、 じ
必 た
要 場
が 合
あ 又
る は
と 指
認 定
め 管
る 理
と 者

十 を 口
四 い 県
条 う 個
の 。 人
二 ） 情
第 の 報
十 適 保
一 正 護
項 な 条
の 取 例
規 扱

利 め
用 、
に 同
係 条
る を
料 第
金 二

十（
以 条
下 と

す「

山
口
県
知
事

二

き が
は 天
、 災
第 そ
三 の
条 他
の の
規 事
定 由
に に
か よ

（
定 い 平
に を 成
よ 確 十
り 保 三
指 す 年
定 る 山
管 た 口
理 め 県
者 に 条
の 当 例
指 該 第

利 る
用 。
料
金
」
と
い
う
。
）

井

関

成

か り
わ 流
ら 域
ず 下
、 水
流 道
域 の
下 管
水 理
道 の

定 指 四
を 定 十
取 管 三
り 理 号
消 者 ）
し が 第
若 講 二
し ず 条
く べ 第
は き 一

一
三
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 （
十 指
六 定
条 管

理
知 者
事 の
は 指
、 定

２
者 六 五 四
」 指
と 施 第 第定
す 設 十 十管
る 及 三 条理
。 び 条 の者

設 第 規が
備 一 定港

第 （
三 二 一 知 十 指

事 五 定
第 第 第 が 条 管
七 七 七 指 理
条 条 条 定 港 者
第 第 第 す 湾 に
五 四 一 る 施 よ
項 項 項 も 設 る

第 第 適 港 務
十 十 当 湾 の
三 四 で 施 全
条 条 な 設 部
第 を い の 若
一 削 と 管 し
項 る 認 理 く
中 。 め の は

第 ３（
は 十 知 第
期 九 事 十 指
間 条 に 五 定
を よ 条 管
定 知 る を 理
め 事 管 第 者
て は 理 十 は
港 、 の 八 、

前 ）
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指

の 項 に湾
維 の よ施
持 規 り設
管 定 、の
理 に 第管
に よ 七理
関 り 条に
す 、 第関
る 第 一す
こ 七 項る
と 条 及事
。 第 び

の の 及 の の 管
規 規 び 管 理（
定 定 第 以 理 ）
に に 二 下 に
よ よ 項 関「
る る の 指 す
届 協 許 定 る
出 議 可 管 事

理 務（ （ （
第 前 知 者 の
一 号 事 」 う
号 に が と ち

ら 業 一「
現 れ 務 部
状 る の を
」 と 全 実
を き 部 施

は 又 す「
原 、 は る
状 前 一 こ
」 条 部 と
に の を が
改 規 自 困
め 定 ら 難

湾 地 業 条 公
施 方 務 と 益
設 自 の し 上
の 治 実 、 特
管 法 施 同 に
理 ） 条 必（
の 昭 の 要
業 和 次 が
務 二 に あ
の 十 次 る
全 二 の と
部 年 一 認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人

務
一 第を
項 二行
及 項う
び の場 第 許合 二 可に 項 にお の 条け 許 件る 可 を第 を 付

に 規 定 い 、
規 定 め う 次
定 す る 。 に
す る 港 ） 掲
る 港 湾 に げ
港 湾 施 行 る
湾 施 設 わ 事
施 設 の せ 務
設 の 使 る （
の 使 用 も 知
使 用 に の 事

、 は 行 と
同 、 う な
条 適 も つ
を 用 の た
第 し と 場
十 な す 合
四 い る に
条 。 。 お
と こ い
し の て
、 場 、

若 法 条 め
し 律 を る
く 第 加 と
は 六 え き
一 十 る そ
部 七 。 の
の 号 他
停 ） 特
止 第 別
を 二 の
命 百 理

そ
の
他
の
団
体
を
公
募
す
る

八 取 す条 り るの 消 こ規 し と定 、 。
の そ
適 の
用 効
に 力
つ を
い 停

用 に 係 と が
に 係 る す 定
係 る も る め
る も の 。 る
も の に 港
の に 限 湾
に 限 る 施
限 る 。 設
る 。 第 に
。 ） 四 係
） を 号 る

同 合 必
条 に 要
の お が
次 い あ
に て る
次 、 と
の 利 認
三 用 め
条 料 る
を 金 と
加 を き

じ 四 由
た 十 が
場 四 あ
合 条 る
又 の と
は 二 認
指 第 め
定 十 る
管 一 と
理 項 き
者 の は

も
の
と
す
る
。

て 止
は し
、 、
同 又
条 は
中 そ

の「
知 条
事 件
」 を
と 変

を 受 及 も
受 け び の
理 る 第 に
す こ 五 限
る と 号 る
こ 。 に 。
と お ）
。 い は

て 、
同 法
じ 人

え 指 は
る 定 、
。 管 第

理 十
者 五
に 条
そ 第
の 一
収 項
入 の
と 規

が 規 、
天 定 利
災 に 用
そ よ 料
の り 金
他 指 を
の 定 減
事 管 免
由 理 す
に 者 る
よ の こ

一
三
五

あ 更
る す
の る
は こ
、 と

。「
指
定
管
理

。 そ
） の
を 他
す の
る 団
こ 体
と で
。 あ

つ
て

し 定
て に
収 か
受 か
さ わ
せ ら
る ず
こ 、
と 当
が 該

り 指 と
港 定 が
湾 を で
施 取 き
設 り る
の 消 。
管 し
理 若
の し
業 く



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
八
条

知
事
は
、
前

（
許 第 第 第 指 第
可 八 十 十 定 二
の 条 一 二 管 条
制 中 条 条 理 第
限 を 中 者 一「
） 前 第 が 項「

条 十 一 講 に
」 二 に ず 規

第 ８ ７（
十 指 定
七 定 知 に 知
条 管 事 よ 事

理 は る は
知 者 、 指 、
事 が 前 定 前
は 講 条 を 各
、 ず 第 す 項

６ ５
規 三 二
定 知 知 と
に 事 事 応 。 事
よ は は 募 業
る 、 、 者 計
指 第 前 が 画
定 四 項 、 書
を 項 に 事 の

４ ３ ２
一 画

知 書 第 前
事 事 一 項（
業 は 以 項 の
計 、 下 の 規
画 前 規 定「
書 項 事 定 に
の の 業 に よ

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可

を 条 」 べ 定
と を き す「

第 し 措 る「
七 、 い 置 個
条 第 ず を 人
第 十 れ 明 情
一 条 か ら 報
項 を に か （
及 第 」 に 第
び 十 に し 十
第 一 改 て 五
二 条 め し 条

第 べ 一 る の
十 き 項 こ 規
五 措 の と 定
条 置 規 が に
第 ） 定 で よ
一 に き る
項 よ る こ
の る 。 と
規 指 が
定 定 困
に を 難
よ し 又

す に 規 業 内
る 規 定 計 容
も 定 す 画 が
の す る 書 、
と る 審 に 港
す 審 査 沿 湾
る 査 を つ 施
。 の 行 た 設

結 つ 管 の
果 た 理 効
、 と を 用
応 き 安

内 規 計 よ る
容 定 画 る 公
が に 書 公 募
、 よ 」 募 は
港 る と に 、
湾 応 い 応 規
施 募 う じ 則
設 が 。 よ で
を あ ） う 定
利 つ に と め
用 た 規 す る
し と 則 る と

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次

項 と 、 な 第
」 し 同 け 一
に 、 条 れ 項
改 第 を ば 各
め 九 第 な 号
、 条 十 ら に
同 を 三 な 掲
条 第 条 い げ
を 十 と 。 る
第 条 す 事
九 と る 務

る た は
指 と 不
定 き 適
を は 当
す 、 な
る 規 場
と 則 合
き で そ
は 定 の
、 め 他
個 る 特

を
募 は 定 十
者 、 し 分
の 遅 て に
う 滞 行 発
ち な う 揮
港 く た す湾 、 め る施 理 に と設 由 必 との を 要 も管 付 な

よ き で も こ
う は 定 の ろ
と 、 め に（
す 次 る 以 よ
る に 書 下 り
者 掲 類 、「
の げ を 応 応
平 る 添 募 募
等 基 え 者 の
な 準 て 」 時
利 に 、 と 期

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

条 す 。 に
と る 係
し 。 る
、 も
第 の
七 に
条 限
の る
次 。
に ）
次 を

人 と 別
情 こ な
報 ろ 事

に 情（
山 よ が
口 り あ
県 、 る
個 そ 場
人 の 合
情 旨 に
報 を は

に理 し 人 、を て 的 港最 そ 体 湾も の 制 施適 結 及 設切 果 び のに を 経 管行 公 済 理う 表 的 にこ す 基
係と る 礎

用 よ 知 い 及
を つ 事 う び
確 て に 。 方
保 、 提 ） 法
す そ 出 は 等
る の し 、 に
こ 応 な 規 つ
と 募 け 則 い
が を れ で て
で 審 ば 定 公
き 査 な め 告

す
る
と
き
は
、
許
可
を
し
て

の い
一 う
条 。
を ）
加 の
え 適
る 正
。 な

取
扱
い

保 公 、
護 示 こ
条 す れ
例 る ら

も の（
平 の 規
成 と 定
十 す に
三 る よ
年 。 ら
山 な

るが も を
経で の 有
費き と す
のる す る
縮と る も
減認 。 の
をめ で
図る あ
るも る
この こ
とに と

る し ら る し
も な な と て
の け い こ 行
で れ 。 ろ う
あ ば に も
る な よ の
こ ら り と
と な 、 す
。 い 港 る

。 湾 。
施

は
な
ら
な
い
。

を
確
保
す
る
た
め
に
当
該

口 い
県 で
条 、
例 前
第 条
四 第
十 一
三 項
号 の
） 規

がつ 。
でい
きて
る、
も前
の条
で第
あ一
る項

の こ

設
の
管
理
に
係
る
事
業
計

一
三
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

て
二 教

育
第 委
四 員
条 会
第 が
二 指
項 定

山
第 第 山 口
八 九 口 県
条 条 県 山 条
の を 青 口 例
見 第 年 県 第
出 十 の 青 八
し 四 家 年 十
を 条 条 の 号

山 成 設
平 口 十 の
成 県 八 管
十 青 年 理
七 年 三 に
年 の 月 関
七 家 三 す
月 条 十 る

２ １（ （
経 施

こ 過 こ 行
の 措 の 期 附
条 置 条 日
例 ） 例 ） 則
の は
施 、
行 公

者
」 別 別 二 一
を 表 表

第 第 港 公「
指 二 一 湾 益
定 中 中 施 を
管 設 害「 「
理 の す（ （
者 第 第 管 る

の す
規 る
定 も
に の
よ （
り 以
、 下
同 「
条 指
第 定
一 管
項 理

と 例 家「
す 条（ （

指 る 昭 例
定 。 和 の
管 四 一
理 十 部
者 四 を
に 年 改
よ 山 正
る 口 す
管 県 る
理 条 条

十 例 一 事
二 の 日 務
日 一 ま 及

部 で び
を の 改
改 間 正
正 は 前
す 、 の
る な 条
条 お 例
例 従 第
を 前 十

の 布
際 の
現 日
に か
改 ら
正 施
前 行
の す
山 る
口 。
県
港

」 十 十 理 お
に 条 条 上 そ
改 、 、 支 れ
め 第 第 障 が
る 十 十 が あ
。 五 五 あ る

条 条 る と
関 関 と 認
係 係 認 め
） ） め ら
」 」 ら れ
を を れ る

各 者
号 」
に と
掲 い
げ う
る 。
日 ）
に に
開 行
館 わ
し せ

） 例 例
」 第
に 二
改 号
め ）
、 の
同 一
条 部
中 を

次「
財 の

こ の 五
こ 例 条
に に 第
公 よ 一
布 る 項
す 。 の
る 規
。 定

に
基
づ

湾
施
設
管
理
条
例
（
以
下

る と「 「
と き（ （

第 第 き 。
十 十 。
一 一
条 条
、 、
第 第
十 十
八 八
条 条

、 る
又 」
は に
臨 改
時 め
に 、
閉 第
館 二
す 号
る を
こ 第

団 よ
法 う
人 に
山 改
口 正
県 す
ひ る
と 。
づ
く
り

き
管
理
受
託
者
に
そ
の
収
入

「
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。

関 関
係 係
） ）
」 」
に に
、 改

め「
第 る
十 。
五
条

と 五
。 号

と
し
、
第
一
号
の
次
に

財
団
に
委
託
す
る
」
を
「
法

山 と
し口 て

県 収
受知 さ

事 せ
て
い

二 る
利

）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第

次
の
三
号

一 を
三 加
七 え

る
。

人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
つ

用
井 料

金
に

関 つ
い
て

成 は
、
平

き
委
託
し
て
い
る
港
湾
施

一
項
」
に
、
「
管
理
受
託



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

項
の
規
定
に
よ
る
指

７ ６ ５
一 三

教 項 教 教 と
育 の 育 育 応 。
委 規 委 委 募
員 定 員 員 者
会 に 会 会 が
は よ は は 、
、 る 、 、 事

４ ３
二 一 係

教 る 第
事 事 育 事 一

業 委 業 項業
計 員 計 の計
画 会 画 規画
書 は 書 定書
の 、 にの （

２ 第 ３（
十 指 第 員

前 条 定 八 会 指
項 管 条 」 定
の 教 理 を と 管
規 育 者 第 あ 理
定 委 の 九 る 者
に 員 指 条 の が
よ 会 定 と は 青

２
れ 第 四 三
ば 指 八
な 定 条 第 第
ら 管 に 七 五
な 理 次 条 条
い 者 の の の
。 は 二 規 許

、 項 定 可
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前 指 第 前 業
各 定 四 項 計
項 を 項 に 画
の す に 規 書
規 る 規 定 に
定 も 定 す 沿
に の す る つ
よ と る 審 た
る す 審 査 管
こ る 査 を 理
と 。 の 行 を
が 結 つ 安

内 前 以 よ内
容 項 下 る容
が の 公が 「
、 規 事 募、
青 定 業 に青
年 に 計 応年
の よ 画 じの
家 る 書 よ家
を 応 」 うの
使 募 と と効
用 が い す用
し あ う る

る は ） し 、 年
公 、 、 の「
募 前 同 指 家
は 条 条 定 の
、 第 の 管 管
教 一 次 理 理
育 項 に 者 に
委 の 次 」 関
員 規 の と す
会 定 四 す る
規 に 条 る 事
則 よ を 。 務

前 を に を
項 加 よ す
第 え り る
二 る 、 こ
号 。 青 と
の 年 。
規 の
定 家
に の
よ 使
り 用
第 の

困 果 た 定
難 、 と し
又 応 き て
は 募 は 行
不 者 、 う
適 の 遅 た
当 う 滞 め
な ち な に
場 青 く 必
合 年 、 要
そ の 理 な

を
よ つ 。 も十
う た ） の分
と と にに （
す き 教 以発
る は 育 下揮
者 、 委す 「
の 次 員 応る 平 に 会 募と 等 掲 規 者と な げ 則 」も 使 る で と

で る 加 を
定 指 え 行
め 定 る う
る を 。 場
と 受 合
こ け に
ろ よ お
に う け
よ と る
り す 第
、 る 六

四 許
条 可
第 を
一 取
項 り
各 消
号 す
に こ
掲 と
げ 。
る

の 家 由 人
他 の を 的
特 管 付 体
別 理 し 制
な を て 及
事 最 そ び
情 も の 経
が 適 結 済
あ 切 果 的
る に を 基
場 行 公 礎

に 用 基 定 い、 を 準 め う青 確 に る 。年 保 よ 書 ）の す つ 類 は家 る て を 、の こ 、 添 教管 と そ え 育理 が の て 委に で 応 、 員
係 き 募 教 会

応 法 条
募 人 及
の そ び
時 の 第
期 他 七
及 の 条
び 団 第
方 体 二
法 を 号
等 公 の
に 募 規

日
に
開
館
し
、
又
は
臨
時
に

合 う 表 を
に こ す 有
は と る す
、 が も る
こ で の も
れ き と の
ら る す で
の と る あ
規 認 。 る
定 め こ
に る と

る る を 育 規
経 も 審 委 則
費 の 査 員 で
の で し 会 定
縮 あ な に め
減 る け 提 る
を こ れ 出 と
図 と ば し こ
る 。 な な ろ
こ ら け に
と な れ よ

つ す 定
い る の
て も 適
公 の 用
告 と に
し す つ
て る い
行 。 て
う は
も 、
の こ

閉
館
す
る
場
合
に
は
、
教
育

よ も 。
ら の
な に
い つ
で い
、 て
前 、
条 前
第 条
一 第

が い ば り
で 。 な 、
き ら 青
る な 年
も い の
の 。 家
で の
あ 管
る 理
こ に

と れ
す ら
る の
。 規

定
中
「
教
育
委

委
員
会
の
承
認
を
得
な
け

一
三
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
許 第
可 四
の 条
制 を
限 第
） 五

条
と

め
第 第 、 第 の
五 六 同 例七
条 条 条 に条
中 を を よ中

削 第 り「 「
前 る 八 、損
条 。 条 青傷
」 と 年し

第 （
適 青 理 若 十 教
当 年 の し 三 育
で の 業 く 条 委
な 家 務 は 員
い の の 期 教 会
と 管 全 間 育 に
認 理 部 を 委 よ
め の 若 定 員 る

３ ２ 第 （
定 十 利

指 め 利 二 用
定 る 用 条 料
管 額 料 金
理 と 金 青 ）
者 す は 年
は る 、 の
、 。 別 家

第 ８（
該 号 十 指
指 ） 一 定 教
定 第 条 管 育
管 二 理 委
理 条 教 者 員
者 第 育 が 会
が 一 委 講 は
講 項 員 ず 、

し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を

を す のた
る 家と「

第 。 のき
五 使は
条 用」
」 にの
に つ下
、 きに

、「 「
一 別、
に 表知
」 に

ら 業 し め 会 管
れ 務 く て は 理
る の は 青 、 の
と 全 一 年 地 業
き 部 部 の 方 務
は 又 を 家 自 の
、 は 実 の 治 実
県 一 施 管 法 施
は 部 す 理 ）（
、 を る の 昭
前 自 こ 業 和
条 ら と 務 二

公 表 の
益 に 使
上 掲 用
特 げ に
に る 係
必 基 る
要 準 料
が 額 金
あ に （
る 十 以
と 分 下
認 の

ず に 会 べ 前
べ 規 は き 条
き 定 、 措 第
措 す 第 置 一
置 る 九 ） 項
を 個 条 の
明 人 第 規
ら 情 一 定
か 報 項 に
に の よ（
し 第 規 る
て 九 定 指

加
え
る
。

事
を 掲の

げ指「
い る示ず 基にれ 準従か 額いに に」」 相をに 当、改 す
め る「

第 行 が の 十
一 う 困 全 二
項 も 難 部 年
の の と 若 法
規 と な し 律
定 す つ く 第
に る た は 六
か 。 場 一 十
か こ 合 部 七
わ の に の 号
ら 場 お 停 ）

「
め 八 利
る を 用
と 乗 料
き じ 金
そ て 」
の 得 と
他 た い
特 額 う
別 か 。
の ら ）
理 当 は

し 条 に 定
な 第 よ を
け 一 る し
れ 項 指 た
ば 各 定 と
な 号 を き
ら に す は
な 掲 る 、
い げ と 教
。 る き 育

事 は 委た、 額だ同 のし条 使、を 用」第 料の七 を下条 徴
にと 収

す す「
知る る
事。 。

ず 合 い 止 第
、 に て を 二
山 お 、 命 百
口 い 必 じ 四
県 て 要 た 十
使 、 が 場 四
用 利 あ 合 条
料 用 る 又 の
手 料 と は 二
数 金 認 指 第
料 を め 定 十

由 該 、
が 基 指
あ 準 定
る 額 管
と に 理
認 十 者
め 分 に
る の そ
と 十 の
き 二 収
は を 入

務 、 員
に 個 会
係 人 規
る 情 則
も 報 で
の 定（
に 山 め
限 口 る
る 県 と
。 個 こ
） 人 ろ

が
」
を
加
え
、
「
認
め
ら
れ

条 指 る 管 一
例 定 と 理 項

管 き 者 の（
昭 理 は が 規
和 者 、 天 定
三 に 第 災 に
十 そ 九 そ よ
一 の 条 の り
年 収 第 他 指
山 入 一 の 定
口 と 項 事 管

、 乗 と
利 じ し
用 て て
料 得 収
金 た 受
を 額 さ
減 ま せ
免 で る
す の 。
る 範
こ 囲

を 情 に
い 報 よ
う 保 り
。 護 、
） 条 そ
の 例 の
適 旨（
正 平 を
な 成 公
取 十 示
扱 三 す

一
三
九

る
」
を
「
認
め
る
」
に
改

県 し の 由 理
条 て 規 に 者
例 収 定 よ の
第 受 に り 指
一 さ か 青 定
号 せ か 年 を
） る わ の 取
の こ ら 家 り
規 と ず の 消
定 が 、 管 し

と 内
が の
で 額
き で
る 指
。 定

管
理
者
が

い 年 る
を 山 も
確 口 の
保 県 と
す 条 す
る 例 る
た 第 。
め 四
に 十
当 三



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

備 二
宿三 二 一 考
泊

十 一 を「
の 青九 伴項 少歳

項一
宿

泊
区

を

別 ２ 第
表 附 二 一 四

則 教 条（
第 の 育 十 毎
十 次 委 二 月 青
二 に 員 月 の 年
条 次 会 二 第 の
、 の は 十 一 家
第 別 、 八 月 は

第（
開 第 二 一 六
館 三 条
日 条 青 公
） の 年 益 教

次 の を 育
に 家 害 委
次 の す 員
の 管 る 会

の 年 わ未
」満 な「

一 との
い日 は者

」 、 使又
と 満は 用は 二十
、 十九
午 五歳
前 歳以
十 以上
時 下

伴

う
分

使

用

十 表 特 日 曜 、
三 を に か 日 次
条 加 必 ら 、 に
関 え 要 翌 第 掲
係 る が 年 三 げ
） 。 あ の 月 る

る 一 曜 日
と 月 日 を
認 四 及 除
め 日 び き
る ま 第 、
と で 五 毎

一 理 お は
条 上 そ 、
を 支 れ 前
加 障 が 条
え が あ の
る あ る 許
。 る と 可

と 認 を
認 め 受
め ら け
ら れ よ
れ る うの

か の者
ら 者で
翌 を学 日 い校 の う教 午 。育 前法 そ十 の時（

他昭 ま の和 で

単

青 そ 青
の

少 他 少
の

き の 月 日
は 日 曜 開
、 日 館
前 す
項 る
各 。
号
に
掲
げ
る

る と と
と き す
き 。 る
。 者

が
次
の
各
号
の
い者二 を十 い 一二 う 日年 。 一法

人律
に第
つ二
き十

六
号

年 者 年

一 一 一 位日 日 日
一 一 一
人 人 人
に に に
つ つ つ
き き き

日
に
開
館
し
、
又
は
臨
時
に

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

）
に
規
定
す
る 百高 六等 十学 円

基

準
四
百 百

五 四 六 額十 十 十
円 円 円

閉
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
四
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
備 表

１ 第
考 一

十 の
九 ９
歳 の

３ ２（ （
山 八 経

別 山 口 年 こ 過
表 口 県 三 の 措
第 県 使 月 条 置
一 使 用 三 例 ）
の 用 料 十 の
９ 料 手 一 施
の 手 数 日 行

１ （
施

こ 行
の 期 附
条 日
例 ） 則 の 体
は と 活
、 す 動
公 る と

四
種 料 校
学 学 金 、
校 校 を 中
、 教 徴 等

未 表
満 六
の の
者 項
又 の
は 備
十 考
九 の
歳 部
以 分
上 を
の 次

表 数 料 ま の
四 料 条 で 際
の 条 例 の 現
項 例 の 間 に
を 一 は 改（
次 昭 部 、 正
の 和 改 な 前
よ 三 正 お の
う 十 ） 従 山
に 一 前 口
改 年 の 県
め 山 例 青

布 。 し
の て
日 集
か 団
ら 宿
施 泊
行 研
す 修
る 、
。 野
た 外
だ 活

児 育 収 教
童 法 し 育
福 に な 学
祉 規 い 校
法 定 も 、

す の 盲（
昭 る と 学
和 学 す 校
二 校 る 、

ろ。十 聾う（
二 大 学
年 学 校

者 の
で よ
学 う
校 に
教 改
育 め
法 る
に 。
規
定
す

る 口 に 年
。 県 よ の

条 る 家
例 。 条
第 例
一 第
号 八
） 条
の の
一 規
部 定

し 動
、 等
附 を
則 行
第 う
三 た
項 め
の に
規 使
定 用
は す

若法 を
律 除 し
第 く く
百 。 は
六 ） 養
十 、 護
四 主 学
号 と 校
） し の
に て 生
規 十 徒

る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

を に
次 基
の づ
よ き
う 委
に 託
改 し
正 て
す い
る る
。 青

、 る
平 場
成 合
十 に
八 お
年 い
四 て
月 は
一 、
日 利
か 用

定 九 で
す 歳 あ
る 未 る
保 満 も
育 の の
所 者 が
又 が 使
は 在 用
少 学 す
年 す る
団 る 場

校
、

年
の
家
の
管
理
に
関
す
る
事

ら 料
施 金
行 を
す 徴
る 収
。 し

な
い
も

体 専 合
が 修 に
教 学 お

い育 校
て活 若
は動 し
、又 く
利は は
用団 各

一
四
一

務
に
つ
い
て
は
、
平
成
十



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２ て
第 四 三 二 教

指 八 育
定 条 第 第 第 委
管 に 七 五 四 員
理 次 条 条 条 会
者 の の の 第 が
は 二 規 許 二 指
、 項 定 可 項 定

山
第 第 山 口
八 九 口 県
条 条 県 山 条
の を 少 口 例
見 第 年 県 第
出 十 自 少 八
し 四 然 年 十
を 条 の 自 一

山
平 口
成 県
十 少
七 年 し
年 自 な
七 然 い
月 の も

２
動 学 徴 盲
と 校 学 収 学
し 若 校 し 校
て し 教 な 、

ろ前 を に を の す
項 加 よ す 規 る
第 え り る 定 も
二 る 、 こ に の
号 。 少 と よ （
の 年 。 り 以
規 自 、 下
定 然 同 「
に の 条 指
よ 家 第 定
り の 一 管
第 使 項 理

と 家 然 号「
す 条 の（

指 る 例 家
定 。 条（
管 昭 例
理 和 の
者 四 一
に 十 部
よ 七 を
る 年 改
管 山 正
理 口 す

十 家 の
二 条 と
日 例 す

の る
一 。
部
を
改
正
す
る
条

集 く 育 い 聾う

団 は 法 も 学
宿 各 に の 校
泊 種 規 と 若
研 学 定 す し
修 校 す る く
、 、 る 。 は
野 児 学 養
外 童 校 護
活 福 学（

校動 祉 大
の等 法 学

四 用 各 者
条 の 号 」
第 許 に と
一 可 掲 い
項 を げ う
各 取 る 。
号 り 日 ）
に 消 に に
掲 す 開 行
げ こ 館 わ
る と し せ

） 県 る
」 条 条
に 例 例
改 第
め 五
、 十
同 三
条 号
中 ）

の「
財 一

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

生を に を
行 規 除 徒
う 定 く で
た す 。 あ
め る ） る
に 保 、 も
使 育 主 の
用 所 と が
す 又 し 使
る は て 用
場 少 十 す

日 。 、 る
に 又 」
開 は に
館 臨 改
し 時 め
、 に 、
又 閉 第
は 館 二
臨 す 号
時 る を
に こ 第

団 部
法 を
人 次
山 の
口 よ
県 う
ひ に
と 改
づ 正
く す
り る

合 年 九 る
に 団 歳 場
お 体 未 合
い が 満 に
て 教 の お
は 育 者 い
、 活 が て
使 動 在 は
用 又 学 、
料 は す 使
を 団 る 用

閉 と 五
館 。 号
す と
る し
場 、
合 第
に 一
は 号
、 の
教 次
育 に

財 。
団
に
委
託
す
る
」
を
「
法

山
口
県
知
事

二

徴 体 専 料
を収 活 修

委 次
員 の
会 三
の 号
承 を
認 加
を え
得 る
な 。
け

人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
つ

井

関

成

一
四
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
号 十
） 一
第 条
二
条 教
第 育
一 委
項 員

８ ７（
指 項 条
定 教 の 教 第
管 育 規 育 一
理 委 定 委 項
者 員 に 員 の
が 会 よ 会 規
講 は る は 定
ず 、 指 、 に

６ ５
三 二 一

教 教 あ
育 育 応 る 事 事
委 委 募 こ 業 業
員 員 者 と 計 計
会 会 が 。 画 画
は は 、 書 書
、 、 事 の の

４ ３ ２ 第
理 十

教 に 第 前 条
育 係 一 項
委 る 項 の 教
員 事 の 規 育
会 業 規 定 委
は 計 定 に 員
、 画 に よ 会

３（
指 第 育 れ
定 八 委 指 ば
管 条 員 定 な
理 を 会 管 ら
者 第 」 理 な
の 九 と 者 い
指 条 あ が 。
定 と る 少

に 会
規 は
定 、
す 第
る 九
個 条
人 第
情 一
報 項

の（
第 規
九 定

べ 前 定 前 よ
き 条 を 各 る
措 第 す 項 指
置 一 る の 定
） 項 こ 規 を

の と 定 す
規 が に る
定 で よ も
に き る の
よ る こ と
る 。 と す
指 が る

第 前 業 内 内
四 項 計 容 容
項 に 画 が が
に 規 書 、 、
規 定 に 少 少
定 す 沿 年 年
す る つ 自 自
る 審 た 然 然
審 査 管 の の
査 を 理 家 家
の 行 を の を
結 つ 安 効 使

前 書 よ る は
項 る 公 、（
の 以 公 募 前
規 下 募 は 条
定 に 、 第「
に 事 応 教 一
よ 業 じ 育 項
る 計 よ 委 の
応 画 う 員 規
募 書 と 会 定
が 」 す 規 に
あ と る 則 よ

） し の 年
、 は 自
同 、 然
条 の「
の 指 家
次 定 の
に 管 管
次 理 理
の 者 に
四 」 関
条 と す
を す る

条 に
第 よ
一 る
項 指
各 定
号 を
に す
掲 る
げ と
る き
事 は

定 困 。
を 難
し 又
た は
と 不
き 適
は 当
、 な
教 場
育 合
委 そ

果 た 定 用 用
、 と し を し
応 き て 十 よ
募 は 行 分 う
者 、 う に と
の 遅 た 発 す
う 滞 め 揮 る
ち な に す 者
少 く 必 る の
年 、 要 と 平
自 理 な と 等

つ い も で る
た う の 定 指
と 。 め 定（
き ） 以 る を
は に 下 と 受
、 教 こ け「
次 育 応 ろ よ
に 委 募 に う
掲 員 者 よ と
げ 会 」 り す
る 規 と 、 る

加 る 事
え 。 務
る を
。 行

う
場
合
に
お
け
る

務 、
に 個
係 人
る 情
も 報
の （
に 山
限 口
る 県
。 個
） 人

員 の
会 他
規 特
則 別
で な
定 事
め 情
る が
と あ
こ る
ろ 場

然 由 人 も な
の を 的 に 使
家 付 体 、 用
の し 制 少 を
管 て 及 年 確
理 そ び 自 保
を の 経 然 す
最 結 済 の る
も 果 的 家 こ
適 を 基 の と
切 公 礎 管 が

基 則 い 応 法
準 で う 募 人
に 定 。 の そ
よ め ） 時 の
つ る は 期 他
て 書 、 及 の
、 類 教 び 団
そ を 育 方 体
の 添 委 法 を
応 え 員 等 公
募 て 会 に 募

第
六
条
及
び
第
七
条
第
二
号

を 情
い 報
う 保
。 護
） 条
の 例
適 （
正 平
な 成
取 十
扱 三

に 合
よ に
り は
、 、
そ こ
の れ
旨 ら
を の
公 規
示 定
す に

に 表 を 理 で
行 す 有 に き
う る す 係 る
こ も る る も
と の も 経 の
が と の 費 で
で す で の あ
き る あ 縮 る
る 。 る 減 こ
と こ を と
認 と 図 。

を 、 規 つ す
審 教 則 い る
査 育 で て も
し 委 定 公 の
な 員 め 告 と
け 会 る し す
れ に と て る
ば 提 こ 行 。
な 出 ろ う
ら し に も
な な よ の

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

い 年
を 山
確 口
保 県

一 す 条
四 る 例
三 た 第

め 四
に 十
当 三

る よ
も ら
の な
と い
す で
る 、
。 前

条
第
一

め 。 る
る こ
も と
の が
に で
つ き
い る
て も
、 の
前 で

い け り と
。 れ 、 す

ば 少 る
な 年 。
ら 自
な 然
い の
。 家

の
管

、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
教



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
四
条

少
年
自
然
の

第（ （
開 第 二 一 六 許
館 三 条 可
日 条 少 公 の
） の 年 益 教 制

次 自 を 育 限
に 然 害 委 ）
次 の す 員
の 家 る 会

第 第 第 一 さ
四 五 七 号 せ
条 条 条 ） る
を 中 を の こ
第 第 規 と「
五 前 八 定 が
条 条 条 の 適
と 」 と 例 当

第 ３（
わ の 若 十 教
ら 家 し 三 育 指
ず の く 条 委 定
、 管 は 員 管
少 理 期 教 会 理
年 の 間 育 に 者
自 業 を 委 よ は
然 務 定 員 る 、

２ 第 （
定 十 利 該
め 利 二 用 指
る 用 条 料 定
額 料 金 管
と 金 少 ） 理
す は 年 者
る 、 自 が
。 別 然 講

家
は
、
次
に
掲
げ
る
日
を
除
き

一 の お は
条 管 そ 、
を 理 れ 前
加 上 が 条
え 支 あ の
る 障 る 許
。 が と 可

あ 認 を
る め 受
と ら け
認 れ よ
め る う

し を し に で
、 、 よ な「
同 第 第 り い
条 五 六 、 と
の 条 条 少 認
次 」 を 年 め
に に 削 自 ら
次 、 る 然 れ
の 。 の る「
一 一 家 と
条 に の き
を 」 使 は

の の め 会 管 公
家 全 て は 理 益
の 部 少 、 の 上
管 若 年 地 業 特
理 し 自 方 務 に
の く 然 自 の 必
業 は の 治 実 要
務 一 家 法 施 が
の 部 の ） あ（
全 を 管 昭 る
部 実 理 和 と
又 施 の 二 認

表 の ず
に 家 べ
掲 の き
げ 使 措
る 用 置
基 に を
準 係 明
額 る ら
に 料 か
十 金 に
分 し（
の 以 て

、
毎
日
開
館
す
る
。

ら と と
れ き す
る 。 る
と 者
き が
。 次

の
各
号
の
い

加 を 用 、
え に 県「
る い つ は
。 ず き 、

れ 、 前
か 別 条
に 表 第
」 に 一
に 掲 項
改 げ の
め る 規

は す 業 十 め
一 る 務 二 る
部 こ の 年 と
を と 全 法 き
自 が 部 律 そ
ら 困 若 第 の
行 難 し 六 他
う と く 十 特
も な は 七 別
の つ 一 号 の
と た 部 ） 理

八 下 し
を な「
乗 利 け
じ 用 れ
て 料 ば
得 金 な
た 」 ら
額 と な
か い い
ら う 。
当 。

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

、 基 定
同 準 に
条 額 か
を に か
第 相 わ
七 当 ら
条 す ず
と る 、
す 額 山
る の 口
。 使 県

す 場 の 第 由
る 合 停 二 が
。 に 止 百 あ
こ お を 四 る
の い 命 十 と
場 て じ 四 認
合 、 た 条 め
に 必 場 の る
お 要 合 二 と
い が 又 第 き
て あ は 十 は

該 ）
基 は
準 、
額 指
に 定
十 管
分 理
の 者
十 に
二 そ
を の

、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い

用 使
料 用
を 料
徴 手
収 数
す 料
る 条
。 例

（
昭
和

、 る 指 一 、
利 と 定 項 利
用 認 管 の 用
料 め 理 規 料
金 る 者 定 金
を と が に を
指 き 天 よ 減
定 は 災 り 免
管 、 そ 指 す
理 第 の 定 る
者 九 他 管 こ

乗 収
じ 入
て と
得 し
た て
額 収
ま 受
で さ
の せ
範 る
囲 。

。 三
十
一
年
山
口
県
条
例
第

に 条 の 理 と
そ 第 事 者 が
の 一 由 の で
収 項 に 指 き
入 の よ 定 る
と 規 り を 。
し 定 少 取
て に 年 り
収 か 自 消
受 か 然 し

内
の
額
で
指
定
管
理
者
が

一
四
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

１

こ
の
条
例
は
、
公

（
施
行
期 附
日
） 則 の 体 種

と 活 学
す 動 校
る と 、

備

三 二 一 考
料 校

学 金 、 十 一
校 を 中 の九
教 徴 等 項歳

項二 一
宿 宿
泊 泊

区を
を伴

別 ２
表 附 二 一

則 教（
第 の 育 十 毎
十 次 委 二 月
二 に 員 月 の
条 次 会 二 第
、 の は 十 一
第 別 、 八 月

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

。 し 児
て 童
集 福
団 祉
宿 法
泊 （
研 昭
修 和
、 二
野 十
外 二
活 年

育 収 教 の未
法 し 育 満 「
に な 学 一の
規 い 校 日者
定 も 、 」又
す の 盲 とは
る と 学 は十
学 す 校 、九
校 る 、 午歳ろ。 聾 前う 以（
大 学 十上
学 校 時

わ 伴
な う
い 分

使使
用 用

十 表 特 日 曜
三 を に か 日
条 加 必 ら 、
関 え 要 翌 第
係 る が 年 三
） 。 あ の 月

る 一 曜
と 月 日
認 四 及
め 日 び
る ま 第
と で 五

し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は

動 法
等 律
を 第
行 百
う 六
た 十
め 四
に 号
使 ）
用 に
す 規

の
若を か者

除 し らで
く く 翌学。 は 日校） 養 の教、 護 午育主 学 前法と 校 十
し の 時（

昭て 生 ま和十 徒 で

単
き の 月
は 日 曜
、 日
前
項
各
号
に
掲
げ
る

、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か

る 定
場 す
合 る
に 保
お 育
い 所
て 又
は は
、 少
利 年
用 団

二九 で を十歳 あ い
二未 る う
年満 も 。
法の の
律者 が
第が 使
二在 用
十学 す
六す る
号る 場

一 一 位日 日
一 一
人 人
に に
つ つ
き き

日
に
開
館
し
、
又
は
臨
時
に

ら
施
行
す
る
。

料 体
金 が
を 教
徴 育
収 活
し 動
な 又
い は
も 団

）専 合
に修 に
規学 お
定い校
すて若
るはし
高、く
等利は

用 学各

基

準
四

百 百
六 四 額十 十
円 円

閉
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
四
五



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

一

第
四
条
の
許
可

第 第（ （
指 第 三 開八「

指 定 七 条 場条
定 管 条 日
管 理 を 山 ）グ
理 者 第 口リ
者 に 十 県ー
」 よ 二 長ン
と る 条 者ス

山
第 山 口
三 口 県
条 県 山 条
を グ 口 例
次 リ 県 第
の ー グ 八
よ ン リ 十
う ス ー 二

山
平 口 別
成 県 表
十 グ 第
七 リ 一
年 ー の
七 ン ９
月 ス の

３ ２（ （
山 は 経

山 口 、 こ 過
口 県 平 措の
県 使 成 置条
使 用 十 ）例
用 料 八 の
料 手 年 施
手 数 三 行

を
す
る
こ
と
。

い 管 と ケポ
う 理 し 原ー
。 ） 、 グツ
） 第 リ広
に 六 ー場
行 条 ンの
わ を ス管
せ 削 ポ理
る り ーに
も 、 ツ関
の 第 広す
と 五 場

に ポ ン 号
改 ー ス
め ツ ポ
る 広 ー
。 場 ツ

条 広
例 場

条（
昭 例
和 の
五 一
十 部

十 ポ 表
二 ー 五
日 ツ の

広 項
場 を
条 次
例 の
の よ
一 う
部 に
を 改
改 め

数 料 月 の
料 条 三 際
条 例 十 現
例 の 一 に

一 日 改（
昭 部 ま 正
和 改 で 前
三 正 の の
十 ） 間 山
一 は 口
年 、 県
山 なる

す 条事 （
る を 以務
。 第 下の

七う 「
条 グち
と リ、
し ー次 、 ンに 同 ス掲 条 ポげ の ー

七 を
年 改
山 正
口 す
県 る
条 条
例 例
第
二
号
）

正 る
す 。
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布

少
口 お 年
県 従 自
条 前 然
例 の の
第 例 家一 に 条号 よ 例） る 第の 。 八一 条部る 次 ツ事 に 広務 次 場は の 」、 四 と法 条 い人 を うそ 加 。の え ）

他 る は
の 。 、

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

のを 規次 定の によ 基う づに き改 委正 託す
しる
て。

団 毎
体 日
で 開
あ 場
つ す
て る
教 。
育
委
員
会

す 山
る 口。

県
知
事

二

い
る
少
年
自
然
の
家
の
管
理

が
指
定
す
る
も
の
（
以
下

井

関

成

に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て

一
四
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 （
指十
定条
管
理教
者育
が委
講員
ず会

８ ７ ６
項 い

教 の 教 て 教
育 規 育 、 育
委 定 委 前 委
員 に 員 条 員
会 よ 会 第 会
は る は 一 は
、 指 、 項 、

５ ４
三 二 一

教 と 教
育 応 が 事 事 育
委 募 で 業 業 委
員 者 き 計 計 員
会 が る 画 画 会
は 、 も 書 書 は
、 事 の の の 、

３ ２ 第
い 広 九
。 場 第 前 条

の 一 項
管 項 の 教
理 の 規 育
に 規 定 委
係 定 に 員
る に よ 会

２（
指 定 三 二
定 中 指
管 定 施 第「
理 教 管 設 六
者 育 理 及 条
の 委 者 び の
指 員 が 設 規
定 会 グ 備 定

べは
き、
措第
置八
）条

第
一
項
の
規
定

前 定 前 の 第
条 を 各 規 四
第 す 項 定 項
一 る の に に
項 こ 規 よ 規
の と 定 る 定
規 が に 指 す
定 で よ 定 る
に き る を 審
よ る こ す 査
る 。 と る の
指 が も 結

前 業 で 内 内 前
項 計 あ 容 容 項
に 画 る が が の
規 書 こ 、 、 規
定 に と グ グ 定
す 沿 。 リ リ に
る つ ー ー よ
審 た ン ン る
査 管 ス ス 応
を 理 ポ ポ 募
行 を ー ー が
つ 安 ツ ツ あ

事 よ る は
業 る 公 、
計 公 募 前
画 募 は 条
書 に 、 第

応 教 一（
以 じ 育 項
下 よ 委 の

う 員 規「
事 と 会 定
業 す 規 に
計 る 則 よ

） 」 リ の に
と ー 維 よ
あ ン 持 り
る ス 管 、
の ポ 理 グ
は ー に リ
、 ツ 関 ー

広 す ン「
指 場 る ス
定 の こ ポ
管 管 と ー
理 理 。 ツに

よ
る
指
定
を
す
る
と
き
は

定 困 の 果
を 難 と 、
し 又 す 応
た は る 募
と 不 。 者
き 適 の
は 当 う
、 な ち
教 場 グ
育 合 リ
委 そ ー

た 定 広 広 つ
と し 場 場 た
き て の を と
は 行 効 使 き
、 う 用 用 は
遅 た を し 、
滞 め 十 よ 次
な に 分 う に
く 必 に と 掲
、 要 発 す げ
理 な 揮 る る

画 も で る
書 の 定 指
」 め 定（
と 以 る を
い 下 と 受
う こ け「
。 応 ろ よ
） 募 に う
に 者 よ と
教 」 り す
育 と 、 る

者 に 広
」 関 場
と す の
す る 使
る 事 用
。 務 の

を 許
行 可
う を
場 取
合 り、

個
人
情
報
（
山
口
県
個
人

員 の ン
会 他 ス
規 特 ポ
則 別 ー
で な ツ
定 事 広
め 情 場
る が の
と あ 管
こ る 理
ろ 場 を

由 人 す 者 基
を 的 る の 準
付 体 と 平 に
し 制 と 等 よ
て 及 も な つ
そ び に 使 て
の 経 、 用 、
結 済 グ を そ
果 的 リ 確 の
を 基 ー 保 応
公 礎 ン す 募

委 い 応 法
員 う 募 人
会 。 の そ
規 ） 時 の
則 は 期 他
で 、 及 の
定 教 び 団
め 育 方 体
る 委 法 を
書 員 等 公
類 会 に 募

に 消
お す
け こ
る と
第 。
五
条
及
び
第
六

情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
三

に 合 最
よ に も
り は 適
、 、 切
そ こ に
の れ 行
旨 ら う
を の こ
公 規 と
示 定 が
す に で

表 を ス る を
す 有 ポ こ 審
る す ー と 査
も る ツ が し
の も 広 で な
と の 場 き け
す で の る れ
る あ 管 も ば
。 る 理 の な

こ に で ら
と 係 あ な

を 規 つ す
添 則 い る
え で て も
て 定 公 の
、 め 告 と
教 る し す
育 と て る
委 こ 行 。
員 ろ う
会 に も
に よ の

条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に

年
山
口
県

一 条
四 例
七 第

四
十
三

る よ き
も ら る
の な と
と い 認
す で め
る 、 る
。 前 も

条 の
第 に
一 つ

。 る る い
経 こ 。
費 と
の 。
縮
減
を
図
る
こ

提 り と
出 、 す
し グ る
な リ 。
け ー
れ ン
ば ス
な ポ
ら ー
な ツ

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
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平
成
十
七
年
七
月

２ １（
山 る 経
口 事 こ 過 こ
県 務 の 措 の
青 に 条 置 条
少 つ 例 ） 例
年 い の は
交 て 施 、
流 は 行 公

第（
施 二 一 五
行 条
期 附 グ 公
日 リ 益 教
） 則 ー を 育

ン 害 委
ス す 員
ポ る 会

第（ （
許 四 使 第 一 グ
可 条 用 四 項 リ
の の 条 の ー
制 グ 許 中 規 ン
限 リ 可 定 ス「
） ー ） 前 に ポ

ン 条 か ー
ス 」 か ツ

第 （
若 十 教 該 号
し 一 育 指 ）
く 条 委 定 第
は 員 管 二
期 教 会 理 条
間 育 に 者 第
を 委 よ が 一
定 員 る 講 項

十
二
日

施 、 の 布
設 平 際 の
条 成 現 日
例 十 に か
の 八 改 ら
一 年 正 施
部 三 前 行
を 月 の す
改 三 山 る
正 十 口 。
す 一 県
る 日 グ

ー お は
ツ そ 、
広 れ 前
場 が 条
の あ の
管 る 許
理 と 可
上 認 を
支 め 受
障 ら け
が れ よ
あ る う

ポ を わ 広
ー ら 場「
ツ 第 ず の
広 四 、 管
場 条 グ 理
を 」 リ の
使 に ー 業
用 、 ン 務
し ス の「
よ 一 ポ 全
う に ー 部
と 」 ツ 若

め 会 管 ず に
て は 理 べ 規
グ 、 の き 定
リ 地 業 措 す
ー 方 務 置 る
ン 自 の を 個
ス 治 実 明 人
ポ 法 施 ら 情
ー ） か 報（
ツ 昭 に （
広 和 し 第
場 二 て 八

条 ま リ
例 で ー
を の ン
こ 間 ス
こ は ポ
に 、 ー
公 な ツ
布 お 広
す 従 場
る 前 条
。 の 例

る と と
と き す
認 。 る
め 者
ら が
れ 次
る の
と 各
き 号
。 の

い

す を 広 し
る 場 く「
者 い の は
は ず 管 一
、 れ 理 部
教 か の を
育 に 業 実
委 」 務 施
員 に の す
会 改 全 る
の め 部 こ

の 十 し 条
管 二 な 第
理 年 け 一
の 法 れ 項
業 律 ば 各
務 第 な 号
の 六 ら に
全 十 な 掲
部 七 い げ
若 号 。 る
し ） 事

例 第
に 六
よ 条
る の
。 規

定
に
基
づ
き
委

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

許 、 又 と
可 同 は が
を 条 一 困
受 を 部 難
け 第 を と
な 六 自 な
け 条 ら つ
れ と 行 た
ば し う 場
な 、 も 合
ら 第 の に

く 第 務
は 二 に
一 百 係
部 四 る
の 十 も
停 四 の
止 条 に
を の 限
命 二 る
じ 第 。
た 十 ）

託
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ス
ポ

、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い

な 三 と お
い 条 す い
。 の る て

次 。 、
に 必
次 要
の が
二 あ
条 る
を と
加 認

場 一 を
合 項 い
又 の う
は 規 。
指 定 ）
定 に の
管 よ 適
理 り 正
者 指 な
が 定 取
天 管 扱

ー
ツ
広
場
の
管
理
に
関
す

。 え め
る る
。 と

き
は
、
第
八
条
第

災 理 い
そ 者 を
の の 確
他 指 保
の 定 す
事 を る
由 取 た
に り め
よ 消 に
り し 当

一
四
八
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２
い
。 指

定
管
理
者
は
、

次
第 四 三 二 に
七 次
条 第 第 第 の
に 七 五 四 三
次 条 条 条 号
の の の 第 を
二 規 許 二 加
項 定 可 項 え

「
法 第 条 て か い
人 七 例 収 か パ
そ 条 第 受 わ ー
の の 一 さ ら ク
他 見 号 せ ず の
の 出 ） る 、 管
団 し の こ ふ 理
体 を 規 と れ の

第 に（
若 十 教 改 第
し 三 育 め 八
く 条 委 、 条
は 員 同 第
期 教 会 条 一
間 育 に を 項
を 委 よ 第 中
定 員 る 十 「

山
第 山 口
九 口 県
条 県 山 条
を 青 口 例
第 少 県 第
十 年 青 八
四 交 少 十
条 流 年 三

前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

を に を の る
加 よ す 規 。
え り る 定
る 、 こ に
。 施 と よ

設 。 り
の 、
使 同
用 条
の 第
許 一
可 項

で 定 が あ 業「
あ の 適 い 務（
っ 指 例 当 パ の
て 定 に で ー 全
教 管 よ な ク 部
育 理 り い の 若
委 者 、 と 管 し
員 に 第 認 理 く
会 よ 五 め の は
が る 条 ら 業 一
指 管 各 れ 務 部
定 理 号 る の を

め 会 管 二 第
て は 理 条 四
ふ 、 の と 条
れ 地 業 し 各
あ 方 務 、 号
い 自 の 同 」
パ 治 実 条 を
ー 法 施 の 「
ク ） 次 第（
の 昭 に 五
管 和 次 条
理 二 の 各

と 施 交 号
す 設 流
る 条 施
。 例 設

条（
平 例
成 の
九 一
年 部
山 を
口 改
県 正第

四
条
第
一
項
の
使
用
日
又

を の
取 使
り 用
消 日
し 又
、 は
又 使
は 用
そ 時
の 間
使 を

す ） に と 全 実
る 」 掲 き 部 施
も に げ は 又 す
の 改 る 、 は る

め 施 県 一 こ（
以 、 設 は 部 と
下 同 の 、 を が

条 使 前 自 困「
指 中 用 条 ら 難
定 に 第 行 と「
管 財 つ 一 う な

の 十 一 号
業 二 条 」
務 年 を に
の 法 加 、
全 律 え 「
部 第 る 財
若 六 。 団
し 十 」
く 七 を
は 号 「
一 ） 指

条 す
例 る
第 条
四 例
号
）
の
一
部
を
次は

使
用
時
間
を
変
更
す
る
場

用 変
を 更
拒 す
む る
こ こ
と と
。 。

理 団 き 項 も っ
者 法 、 の の た
」 人 別 規 と 場
と 山 表 定 す 合
い 口 に に る に
う 県 掲 か 。 お
。 ひ げ か こ い
） と る わ の て
に づ 基 ら 場 、
行 く 準 ず 合 必
わ り 額 、 に 要

部 第 定
の 二 管
停 百 理
止 四 者
を 十 」
命 四 に
じ 条 改
た の め
場 二 、
合 第 同
又 十 条

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

合
に
は
、
教
育
委
員
会
の
承

せ 財 に 山 お が
る 団 相 口 い あ
」 当 県 て る（
に 以 す 使 、 と
改 下 る 用 利 認
め 額 料 用 め「
、 財 の 手 料 る
第 団 使 数 金 と
二 」 用 料 を き
号 と 料 条 指 は
を い を 例 定 、

は 一 第
指 項 二
定 の 項
管 規 及
理 定 び
者 に 第
が よ 三
天 り 項
災 指 中
そ 定 「
の 管 財

山
口
県
知
事

二

認
を
得
な

一 け
四 れ
九 ば

な
ら
な

第 う 徴 管 第（
五 。 収 昭 理 九
号 ） す 和 者 条
と に る 三 に 第
し 委 。 十 そ 一
、 託 一 の 項
第 す 年 収 の
一 る 山 入 規
号 」 口 と 定
の を 県 し に

他 理 団
の 者 」
事 の を
由 指 「
に 定 指
よ を 定
り 取 管
ふ り 理
れ 消 者
あ し 」

井

関

成
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該
指
定
管
理
者
が
講

第 ８ ７（
号 十 指 項
） 一 定 教 の 教
第 条 管 育 規 育
二 理 委 定 委
条 教 者 員 に 員
第 育 が 会 よ 会
一 委 講 は る は
項 員 ず 、 指 、

６ ５
前 三
条 教 教 の
第 育 育 応 で
一 委 委 募 あ
項 員 員 者 る
の 会 会 が こ
規 は は 、 と
定 、 、 事 。

４ ３ ２
二 一 管

教 理 第 前
事 事 育 に 一 項
業 業 委 係 項 の
計 計 員 る の 規
画 画 会 事 規 定
書 書 は 業 定 に
の の 、 計 に よ

第 ３（
十 指 第 「
条 定 七 教 指

管 条 育 定
教 理 を 委 管
育 者 第 員 理
委 の 九 会 者
員 指 条 」 が
会 定 と と ふ

ず
べ
き
措
置
を
明
ら
か
に
し
て

に 会 べ 前 定 前
規 は き 条 を 各
定 、 措 第 す 項
す 第 置 一 る の
る 九 ） 項 こ 規
個 条 の と 定
人 第 規 が に
情 一 定 で よ
報 項 に き る

の よ る こ（
第 規 る 。 と
九 定 指 が

に 第 前 業
よ 四 項 計
る 項 に 画
指 に 規 書
定 規 定 に
を 定 す 沿
す す る っ
る る 審 た
も 審 査 管
の 査 を 理
と の 行 を
す 結 っ 安

内 内 前 画 よ る
容 容 項 書 る 公
が が の 公 募（
、 、 規 以 募 は
ふ ふ 定 下 に 、
れ れ に 応 教「
あ あ よ 事 じ 育
い い る 業 よ 委
パ パ 応 計 う 員
ー ー 募 画 と 会
ク ク が 書 す 規
の を あ 」 る 則

は ） し あ れ
、 、 る あ
前 同 の い
条 条 は パ
第 の 、 ー
一 次 ク「
項 に 指 の
の 次 定 管
規 の 管 理
定 二 理 に
に 条 者 関
よ を 」

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

条 に 定 困
第 よ を 難
一 る し 又
項 指 た は
各 定 と 不
号 を き 適
に す は 当
掲 る 、 な
げ と 教 場
る き 育 合
事 は 委 そ

る 果 た 定
。 、 と し

応 き て
募 は 行
者 、 う
の 遅 た
う 滞 め
ち な に
ふ く 必
れ 、 要
あ 理 な

効 使 っ と も で
用 用 た い の 定
を し と う め（
十 よ き 。 以 る
分 う は ） 下 と
に と 、 に こ「
発 す 次 教 応 ろ
揮 る に 育 募 に
す 者 掲 委 者 よ
る の げ 員 」 り
と 平 る 会 と 、

す
る 加 と る
指 え す 事
定 る る 務
を 。 。 を
受 行
け うよ 場う 合と にす おる

務 、 員 の
に 個 会 他
係 人 規 特
る 情 則 別
も 報 で な
の 定 事（
に 山 め 情
限 口 る が
る 県 と あ
。 個 こ る
） 人 ろ 場

い 由 人
パ を 的
ー 付 体
ク し 制
の て 及
管 そ び
理 の 経
を 結 済
最 果 的
も を 基
適 公 礎

と 等 基 規 い 応
も な 準 則 う 募
に 使 に で 。 の
、 用 よ 定 ） 時
ふ を っ め は 期
れ 確 て る 、 及
あ 保 、 書 教 び
い す そ 類 育 方
パ る の を 委 法
ー こ 応 添 員 等
ク と 募 え 会 に

け法 る人 第そ 六の 条他 及の び団 第体
七を
条公
第募

を 情 に 合
い 報 よ に
う 保 り は
。 護 、 、
） 条 そ こ
の 例 の れ
適 旨 ら（
正 平 を の
な 成 公 規
取 十 示 定
扱 三 す に

切 表 を
に す 有
行 る す
う も る
こ の も
と と の
が す で
で る あ
き 。 る
る こ
と と

の が を て 規 つ
管 で 審 、 則 い
理 き 査 教 で て
に る し 育 定 公
係 も な 委 め 告
る の け 員 る し
経 で れ 会 と て
費 あ ば に こ 行
の る な 提 ろ う
縮 こ ら 出 に も
減 と な し よ の

二す
号る
のも
規の
定と
のす
適る
用。
に
つ
い

い 年 る よ
を 山 も ら
確 口 の な
保 県 と い
す 条 す で
る 例 る 、
た 第 。 前
め 四 条
に 十 第
当 三 一

認 。
め
る
も
の
に
つ
い
て
、

を 。 い な り と
図 。 け 、 す
る れ ふ る
こ ば れ 。
と な あ
が ら い
で な パ
き い ー
る 。 ク
も の

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

一
五
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２

教
育
委
員
会
は
、

交 音 控 イ 創 研
歓 楽 室 ベ 作 修
室 室 ン 室 室

ト
ホ
ー
ル

キ 集 一
ャ 団 般
ン 宿 宿 施プ 泊 泊
場 室 室

設

の

第 （
四 使 第 二 一
条 用 三

日 条 ふ 公
次 及 の れ 益
の び 次 あ を
表 使 に い 害
の 用 次 パ す
上 時 の ー る

第 （
六 許 第 第 第
条 可 四 五 六

の 条 条 条
教 制 を 中 を
育 限 第 第「
委 ） 五 前 八
員 条 条 条
会 と 」 と

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

近る表七に第
いとに十関五
休きお八す月

名

称

一（
毎月
月五 使

欄 間 一 ク お
に ） 条 の そ
掲 を 管 れ
げ 加 理 が
る え 上 あ
ふ る 支 る
れ 。 障 と
あ が 認
い あ め
パ る ら
ー と れ
ク 認 る

は し を す
、 、 る「
前 同 第 。
条 条 五
の の 条
許 次 」
可 に に
を 次 、
受 の 「
け 一 一
よ 条 に
う を 」

き
は
、
前
項
の
使
用
日
又
は

日はい号る曜
以、て）法日
外こ に律「 （
のれ休規 こ（
日ら日定昭れ
）の」す和ら
を日とる二の
除後い休十日
くにう日三が
。お。 年国（
）い）以法民

の日
第か
一ら
月十
曜二
日月 用
、二
第十
三七
月日
曜ま 日

の め と
施 ら き
設 れ 。
の る
使 と
用 き
日 。
及
び
使
用

と 加 を
す え 「
る る い
者 。 ず
が れ
次 か
の に
各 」
号 に
の 改
い め

使
用
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

てに下律の
最当こ第祝
もたの百日

午
前
九
時
か
ら
午

日で
及の
び日

午
前
零 使時
か
ら
午 用

時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

ず 、
れ 同
か 条
に を
該 第
当 七
す 条
る と
と す
き る
は 。

が
で
き
る
。

後
十
時
ま
で

後
十
二

時時
ま
で

間

中
欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
と

、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い

一
五
一

お
り
と
す
る
。

。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
指
定
管
理
者
に
よ
る

第 （
全 し 十 弁 第 第
部 く 三 償 十 十
又 は 条 ） 一 四
は 修 条 条
一 理 使 か 中
部 し 用 ら 「
を 、 者 第 山
免 又 は 十 口

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
体 口 例 十
育 県 第 七
施 体 八 年
設 育 十 七
条 施 四 月

２ （
山 十 い 経
口 八 パ こ 過
県 年 ー の 措
体 三 ク 条 置
育 月 の 例 ）
施 三 管 の
設 十 理 施
条 一 に 行

１ る（
施 。 別

こ 行 表
の 期 附 中
条 日 「
例 ） 則 （
は 第
、 八
公 条

管
理
）

除 は 、 三 県
す 金 体 条 教
る 銭 育 ま 育
こ を 施 で 委
と も 設 を 員
が つ の 削 会
で て 施 り 規
き そ 設 、 則
る の 又 第 」
。 損 は 十 を

害 器 条 「
を 材 を 教

例 設 号 十
条 二（

昭 例 日
和 の
四 一
十 部
年 を
山 改
口 正
県 す
条 る
例 条

例 日 関 の
の ま す 際
一 で る 現
部 の 事 に
を 間 務 改
改 は 及 正
正 、 び 前
す な 改 の
る お 正 山
条 従 前 口
例 前 の 県
を の 条 青

布 関
の 係
日 ）
か 」
ら を
施 「
行 （
す 第
る 十
。 二

条
、

弁 器 第 育
償 具 十 委
し を 二 員
な 損 条 会
け 傷 と 規
れ し し 則
ば 、 、 」
な 又 同 に
ら は 条 改
な 亡 の め
い 失 次 、

第 例
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

こ 例 例 少
こ に 第 年
に よ 八 交
公 る 条 流
布 。 第 施
す 一 設
る 項 条
。 の 例

規 （
定 以
に 下

第
十
三
条
関
係
）
」
に
改
め

。 し に 同
た た 次 条
だ と の を
し き 六 第
、 は 条 十
知 、 を 九
事 知 加 条
が 事 え と
や の る す
む 指 。 る
を 示 。

よ
う
に
改
正
す
る
。

基 「
づ 改
き 正
財 前
団 の
に 条
そ 例
の 」
収 と
入 い
と う

、
同
表
三
の
項
の
備
考
の

得 に
な 従
い い
理 、
由 そ
が の
あ 負
る 担
と に
認 お
め い

山
口
県
知
事

二

し 。
て ）
収 第
受 七
さ 条
せ の
て 規
い 定
る に
利 基
用 づ

中
「
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

る て
と こ
き れ
は を
、 補
弁 て
償 ん
金 し
額 、
の 若

井

関

成

料 き
金 委
に 託
つ し
い て
て い
は る
、 ふ
平 れ
成 あ

第
百
七
十
八
号
）
」
を
削

一
五
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

二
と
。 事

業
計
画
書
の

４ ３ ２
一 係

教 る 第 前
事 育 事 一 項
業 委 業 項 の
計 員 計 の 規
画 会 画 規 定
書 は 書 定 に
の 、 に よ（

第 ３ ２（
十 指 れ 九
五 定 指 ば 指
条 管 定 な 定 施

理 管 ら 管 設
教 者 理 な 理 及
育 の 者 い 者 び
委 指 は 。 は 設
員 定 、 、 備

八 七 六 五 四

第 第 第 第 第
十 九 八 六 五
一 条 条 条 条
条 の の の 第
の 規 規 許 二
規 定 定 可 項

第
三 二 一 者 十

」 四
第 第 第 と 条
四 三 三 い
条 条 条 う 体
第 第 第 。 育
二 三 一 ） 施
項 号 号 に 設

内
容
が
、
体
育
施
設
の
効
用

内 前 以 よ る
容 項 下 る 公
が の 公 募「
、 規 事 募 は
体 定 業 に 、
育 に 計 応 教
施 よ 画 じ 育
設 る 書 よ 委
を 応 」 う 員
使 募 と と 会
用 が い す 規
し あ う る 則

会 ） 第 前 の
は 一 項 維
、 項 第 持
前 第 三 管
条 四 号 理
第 号 の に
一 の 規 関
項 規 定 す
の 定 に る
規 に よ こ
定 よ り と
に り 第 。

定 に に を の
に よ よ す 規
よ り り る 定
り 、 、 こ に
、 体 使 と よ
使 育 用 。 り
用 施 者 、
者 設 に 同
の を 対 条
許 他 し 第
可 に 必 一
を 使 要 項

の に 、 行 の
規 掲 第 わ 管
定 げ 二 せ 理
に る 号 る に
よ 業 、 も 関
り 務 第 の す
、 に 四 と る
同 関 号 す 事
条 す 及 る 務
第 る び 。 の
一 こ 第 う
項 と 五を

十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も

よ つ 。 も で
う た ） の 定
と と に め（
す き 教 以 る
る は 育 下 と
者 、 委 こ「
の 次 員 応 ろ
平 に 会 募 に
等 掲 規 者 よ
な げ 則 」 り
使 る で と 、

よ 第 四
る 五 条
指 条 第
定 第 一
を 一 項
受 項 各
け の 号
よ 使 に
う 用 掲
と 時 げ
す 間 る

取 用 な の
り さ 指 使
消 せ 示 用
す る を 時
こ こ す 間
と と る を
。 を こ 変

承 と 更
認 。 す
す る
る こ

ち
各 号 、（
号 教 に 次
に 育 掲 に
掲 委 げ 掲
げ 員 る げる 会 業 る日 が 務 事に 定 に 務開 め 関 は館 る す 、し も るに

、
体
育
施
設
の
管
理
に
係

用 基 定 い 応
を 準 め う 募
確 に る 。 の
保 よ 書 ） 時
す つ 類 は 期
る て を 、 及
こ 、 添 教 び
と そ え 育 方
が の て 委 法
で 応 、 員 等
き 募 教 会 に

る を 日
法 変 に
人 更 開
そ す 館
の る し
他 場 、
の 合 又
団 に は
体 は 臨
を 、 時
公 教 に

こ と
と 。
。

法、 の こ 人又 に と そは 限 （ の臨 る 学 他時 。 校 のに ） 体 団閉 。 育 体館 関
です 係
ある 職
つこ 員

る
経
費
の
縮
減
を
図
る
こ
と

る を 育 規 つ
も 審 委 則 い
の 査 員 で て
で し 会 定 公
あ な に め 告
る け 提 る し
こ れ 出 と て
と ば し こ 行
。 な な ろ う

ら け に も
な れ よ の

募 育 閉
す 委 館
る 員 す
も 会 る
の の 場
と 承 合
す 認 に
る を は
。 得 、

な 教
け 育

てと の
教。 研
育修
委に
員関
会す
がる
指も
定の
すを
る除

が
で
き
る

一 も
五 の
三 で

あ
る
こ

い ば り と
。 な 、 す

ら 体 る
な 育 。
い 施
。 設

の
管
理
に

れ 委
ば 員
な 会
ら の
な 承
い 認
。 を

得
な
け

もく
の。

） （
以。
下
「
指
定
管
理



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

規
定
の
例
に
よ
り
、

第 （
と ず 理 若 十 教
が 、 し 八 育の
適 体 く 条 委業
当 育 は 員務
で 施 期 教 会の
な 設 間 育 に全
い の を 委 よ部
と 管 定 員 る若

３ ２ 第 （
定 十 利

指 め 利 七 用
定 る 用 条 料
管 額 料 金
理 と 金 別 ）
者 す は 表
は る 、 に
、 。 別 掲

第 ８（
に 三 十 指 項
当 号 六 定 教 の
該 ） 条 管 育 規
指 第 理 委 定
定 二 教 者 員 に
管 条 育 が 会 よ
理 第 委 講 は る
者 一 員 ず 、 指

７ ６ ５
一 三

教 項 教 教
育 の 育 育 応
委 規 委 委 募
員 定 員 員 者
会 に 会 会 が
は よ は は 、
、 る 、 、 事

別
表
に
掲
げ
る
施
設
の
使
用
に

認 理 め 会 管し
め の て は 理く
ら 業 体 、 のは
れ 務 育 地 業一
る の 施 方 務部
と 全 設 自 のを
き 部 の 治 実実
は 又 管 法 施施
、 は 理 ）す （
県 一 の 昭る
は 部 業 和こ
、 を 務 二

公 表 げ
益 に る
上 掲 施
特 げ 設
に る の
必 基 使
要 準 用
が 額 に
あ に 係
る 十 る
と 分 料
認 の 金

が 項 会 べ 前 定
講 に は き 条 を
ず 規 、 措 第 す
べ 定 第 置 一 る
き す 十 ） 項 こ
措 る 四 の と
置 個 条 規 が
を 人 第 定 で
明 情 一 に き
ら 報 項 よ る
か の る 。（
に 第 規 指

前 指 第 前 業
各 定 四 項 計
項 を 項 に 画
の す に 規 書
規 る 規 定 に
定 も 定 す 沿
に の す る つ
よ と る 審 た
る す 審 査 管
こ る 査 を 理
と 。 の 行 を
が 結 つ 安

つ
き
、
同
表
に
掲
げ
る
基
準

と
前 自 の 十が
条 ら 全 二困
第 行 部 年難
一 う 若 法と項 も し 律なの の く 第つ規 と は 六た定 す 一 十場に る 部 七合か 。 の 号にか こ 停 ）

め 八 （
る を 以
と 乗 下
き じ 「
そ て 利
の 得 用
他 た 料
特 額 金
別 か 」
の ら と
理 当 い

し 十 定 定
て 四 に を
し 条 よ し
な 第 る た
け 一 指 と
れ 項 定 き
ば 各 を は
な 号 す 、
ら に る 教
な 掲 と 育
い げ き 委

困 果 た 定
難 、 と し
又 応 き て
は 募 は 行
不 者 、 う
適 の 遅 た
当 う 滞 め
な ち な に
場 体 く 必
合 育 、 要
そ 施 理 な

額
に
相
当
す
る
額
の
使
用
料

おわ の 止 第いら 場 を 二てず 合 命 百、、 に じ 四必山 お た 十要口 い 場 四が県 て 合 条あ使 、 又 の
る用 利 は 二
と料 用 指 第
認手 料 定 十

由 該 う
が 基 。
あ 準 ）
る 額 は
と に 、
認 十 指
め 分 定
る の 管
と 十 理
き 二 者
は を に

。 る は 員
事 、 会
務 個 規
に 人 則
係 情 で
る 報 定
も め（
の 山 る
に 口 と
限 県 こ
る 個 ろ

の 設 由 人
他 の を 的
特 管 付 体
別 理 し 制
な を て 及
事 最 そ び
情 も の 経
が 適 結 済
あ 切 果 的
る に を 基
場 行 公 礎

を
徴
収
す
る
。

め数 金 管 一
る料 を 理 項
と条 指 者 の
き例 定 が 規
は管 天 定（
、昭 理 災 に
第和 者 そ よ
十三 に の り
四十 そ 他 指
条一 の の 定
第年 収 事 管

、 乗 そ
利 じ の
用 て 収
料 得 入
金 た と
を 額 し
減 ま て
免 で 収
す の 受
る 範 さ
こ 囲 せ

。 人 に
） 情 よ
を 報 り
い 保 、
う 護 そ
。 条 の
） 例 旨
の を（
適 平 公
正 成 示
な 十 す

合 う 表 を
に こ す 有
は と る す
、 が も る
こ で の も
れ き と の
ら る す で
の と る あ
規 認 。 る
定 め こ
に る と

一山 入 由 理
項口 と に 者
の県 し よ の
規条 て り 指
定例 収 体 定
に第 受 育 を
か一 さ 施 取
か号 せ 設 り
わ） る の 消

の こ ら 管 し

と 内 る
が の 。
で 額
き で
る 指
。 定

管
理
者
が

取 三 る
扱 年 も
い 山 の
を 口 と
確 県 す
保 条 る
す 例 。
る 第
た 四
め 十

よ も 。
ら の
な に
い つ
で い
、 て
前 、
条 前
第 条
一 第

一
五
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

艇 監 る研 く研
置 視 。修 。修
場 塔 ）室 ）室

（ （
ク ク
ラ ラ
ブ ブ
ハ ハ

第
五ト 屋 体 条レ 内 育

ー プ 館 施 次ニ ー のン ル 表設グ のル 上ー の

２ 第（
使 二 一 四
用 教 条
時 育 十 毎
間 委 二 月 体
） 員 月 の 育

会 二 第 施
は 十 一 設
、 八 水 は

（
開 第 第 第 第
館 四 五 八 九
日 条 条 条 条
） を 中 を 中

第 第「 「
六 一 十 一
条 に 条 に
と 」 と 」

そ
の
他

ウ ウ
ス ス
研 研
修 修
室 室
に を
限 除

五
月
一

欄ム に
名 掲

げ
称 る

体
育
施
設午 の前 施九 設

特 日 曜 、
に か 日 次
必 ら 、 に
要 翌 第 掲
が 年 三 げ
あ の 水 る
る 一 曜 日
と 月 日 を
認 三 及 除
め 日 び き
る ま 第 、
と で 五 毎

し を し を
、 、「 「
第 い 第 い
三 ず 七 ず
条 れ 条 れ
の か を か
次 に 第 に
に 」 九 」
次 に 条 に
の 改 と 改
二 め し め
条 、 、 、の

期
間

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

時 のか 使ら 使 用午 時後 間九 は時 、ま そで れ
ぞ

用 れ

き の 水 日
は 日 曜 開
、 日 館
前 す
項 る
各 。
号
に
掲
げ
る

を 同 第 同
加 条 六 条
え を 条 第
る 第 を 三
。 七 第 号

条 八 中
と 条 「
す と 第
る す 六
。 る 条

。 」

午
前
九
時
か
ら
午

の
期
間

午
前
九
時
か
ら
午

同
表
の
下
欄
に
掲時
げ
る
と
お

日
に
開
館
し
、
又
は
臨
時
に

を
「
第
八
条
」
に
改
め
、
同後

五
時
ま
で

後
六
時
ま
で

り
と
す

間 る
。

閉
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

一
五
五



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表の体

名育 （
第称施 十設 七
条称施 、設 第の

２
附 宿 ヨ則 教 泊 ッの 育 室 ト次 委
に 員
次 会
の は
別 、

のな徴料類こそ入
い収金すれの場
もしをるに他料

いとをは営以ポュア
催し目宣利外ーアマ

ポュア
ーアマ

十名 八
条
関

区 係
）

分

表 特
を に
加 必
え 要
る が
。 あ

る
と
認 午め 後る 三と物な的伝又のツスチ

午 午 午 午 午
後 前 前 後 後
一 九 九 五 一 午

ツスチ

午 午 午 午
後 前 前 後
一 九 九 五

単

午
後
一 午

時き かは ら、 翌前 日項 のの 午使 前用 九時 時間 まを時 時 時 時 時 前
か か か か か 九
ら ら ら ら ら 時
午 午 午 午 午 か
後 後 後 後 後 ら
九 九 五 九 五 正
時 時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら
一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 九 九 五 九
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

時 前
か 九
ら 時
午 か
後 ら 位五 正
時 午
ま ま
で で

で変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
四 万 二 一
万 三 三 万 二 万
七 千 万 六 万 五
千 六 七 千 千 千
七 百 千 五 二 九
百 十 百 百 百 百
円 円 円 円 円 円

一
万 一 九 六

千 千 万 千 千
六 九 五 二 六
百 百 千 百 百
六 二 九 七 二
十 十 百 十 十
円 円 円 円 円

基

三
千 準

五 九
千 百
三 七 額百 十
円 円

一
五
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

体
育

る徴
も収
のす

とを
し目

料類こそ入
金すれの場
をるに他料

は営以ポュア
宣利外ーアマ

ポュア
ーアマ

館

使専
用用

催とをは営
物す目宣利

な的

午
前
九

伝又のツスチ

午 午 午
前 後 後
九 五 一 午

ツスチ

午 午 午 午 午
後 前 前 後 後
一 九 九 五 一

る的伝又

午 午 午 午
後 前 前 後

午 一 九 九 五

午
後
一 午

時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

時 時 時 前 延
か か か 九 長
ら ら ら 時 料
午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
五 九 五 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

時 時 時 時 時
か か か か か
ら ら ら ら ら
午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
九 九 五 九 五
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

前 延 時 時 時 時
九 長 か か か か
時 料 ら ら ら ら
か 一 午 午 午 午
ら 時 後 後 後 後
正 間 九 九 五 九
午 に 時 時 時 時
ま つ ま ま ま ま
で き で で で で

時 前 延
か 九 長
ら 時 料
午 か 一
後 ら 時
五 正 間
時 午 に
ま ま つ
で で き

十
二
万
七
千
二
百
二
十
円

七
万 四 三
四 万 三 千
千 五 二 万 三
二 万 千 千 百
百 三 四 八 二
十 千 百 百 十
円 円 円 円 円

二 一 一
万 万 万
三 八 三
千 三 千 千
八 万 五 二 一
百 千 百 百 万
五 八 五 五 六
十 百 十 十 百
円 円 円 円 円

十
一 二
万 九 万 七

七 三 万 七 万
千 千 五 千 四
九 二 千 二 千 五
百 百 四 百 二 万
五 九 百 二 百 三
十 十 十 十 十 千
円 円 円 円 円 円

四 六
万 三 千
二 万 六
千 千 百
四 八 四
百 百 十
円 円 円

一
五
七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

研 ムント
グレ修 ルー

流ポ山
村ー口
ツ県
交ス

ル屋
内
プ

室 ーニ

第 第 第 個

三 二 一
人

研 研 研
使

修 修 修

ー

器 使専 器
用用

具 具
そ 夏
のの の
他
の使 使
期

催とをは営
物す目宣利

い
催

室 室 室 用 用 間 期 用

一
一 一 点

る的伝又

午 午 午 午
後 前 前 後
一 九 九 五

物

午 午
後 後
一 午 一

一
一 人
時 二
間 時
に 間
つ 以
き 内

事八

コ コ 又
ー ー は

一 ス ス 一
点 一 一 組
一 時 時 一
回 間 間 回
に に に に
つ つ つ つ
き き き き

事三 事六

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら
一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 九 九 五 九
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

二

時 前 延 時
か 九 長 か
ら 時 料 ら
午 か 一 午
後 ら 時 後
五 正 間 九
時 午 に 時
ま ま つ ま
で で き で

が百
定八
め十
る円
額の
範
囲
内 三
で 百
知 円

が百 が百
定二 定六
め十 め十
る円 る円
額の 額の
範 五 三 範
囲 百 百 囲
内 五 四 内
で 十 十 で
知 円 円 知

十 十
二 五 四
万 十 万 万
六 九 四 八
千 万 千 千 十
五 八 四 四 万
百 百 百 百 六
八 三 四 二 千
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

一
八 六 万 九
万 万 三 万
四 三 千 五
千 千 二 千
八 六 百 四
百 百 九 百
十 十 十 十
円 円 円 円

一
五
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

備 宿 ヨ 艇 監
泊 ッ 置 視

す マ 児 で
る チ 童 児 あ「
。 ュ 、 童 夏 る

ア 生 、 期 と
ス 徒 生 」 き
ポ 及 徒 と は
ー び 若 は 、
ツ 学 し 、 そ
に 生 く 七 の
使 を は 月 端

一 考

使 専 指用 用「
時 延 使 導
間 長 用
を 料 の 員
超 」 場

宿え と 合
て は の

泊使 、 利
用 許 用

室 ト 場 塔

一 個 個 個

般
人 人 人

宿
使 使 使

泊

器 ク ミ
ラ ー

具 ブ テ
ハ ィ

の ウ ン
ス グ

使 研 ル
修 ー

用 い 学 一 数
す う 生 日 の
る 。 か 時（
場 ） 学 ら 間
合 が 校 八 は
の 使 教 月 、
利 用 育 三 一
用 す 法 十 時
料 る 一 間（
金 場 昭 日 と
の 合 和 ま し

室し 可 料
た 使 金
時 用 の
間 時 基
に 間 準
一 を 額
時 超 の
間 え 計
未 て 算
満 使 に
の 用 つ

室 用 用 用 用 室 ム

一
点

基 又 二 で て
準 は 十 の 計
額 体 二 期 算
は 育 年 間 す
、 の 法 を る
前 振 律 い 。
記 興 第 う
の を 二 。
利 目 十
用 的 六
料 と 号

端 し い
数 た て
が 部 は
あ 分 、
る に 次
と 対 に
き す 定
、 る め
又 利 る
は 用 と 知そ 料 こ

一
日 四 一
一 時 一 時
人 間 隻 間
に に に に
つ つ つ つ
き き き き

千 に年

又
は
一
組
一
回
に
つ
き

事二
金 す ）
の る に
基 公 規
準 共 定
額 的 す
の 団 る
半 体 学
額 が 校
と ア の

事の 金 ろ が時 を に 定間 い よ めが い る る一 、 。 額時 当
間 該
未 許
満 可

四 つ六
百 き万
二 五円
十 百の
円 円範
の 六 囲
範 百 内 二
囲 六 で 百
内 十 一 十
で 円 日 円

が百
定二
め十
る円
額の
範
囲
内
で
知

一
五
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２ １（ （
い 経 施
て こ 過 こ 行
は の 措 の 期 附
、 条 置 条 日
平 例 ） 例 ） 則
成 の は
十 施 、
八 行 公
年 の 布
三 際 の
月 現 日
三 に か
十 改 ら
一 正 施
日 前 行
ま の す
で 山 る
の 口 。
間 県 た
は 体 だ

三 二
を 校
徴 、 十 一 し

ろ収 聾 九 の たう

し 学 歳 額
な 校 未 は と
い 若 満 、 す
も し の 研 る
の く 者 修 。
と は 又 室
す 養 は 、
る 護 十 監

に 事 を
限 電 が 体 乗
る 気 定 育 じ
。 、 め 館 て
） ガ る の 得
の ス 額 一 た
利 又 と 部 額
用 は す を を
料 水 る 使 前
金 道 。 用 記

体 準 号
育 入 額 ） 休
館 場 の に 日
を 料 百 規 等
使 そ 分 定 （
用 の の す 日
す 他 二 る 曜
る こ 十 休 日
場 れ に 日 及
合 に 相 を び

、 育 し
な 施 、
お 設 附
従 条 則
前 例 第
の 第 三
例 十 項
に 三 の
よ 条 規
る の 定
。 規 は

。 学 九 視
歳 塔校

の 以 又
生 上 は
徒 の 艇
で 者 置
あ で 場
る 学 を
も 校 使
の 教 用
が 育 す

の を す の
基 使 る 利
準 用 場 用
額 す 合 料
は る の 金
、 場 利 の
そ 合 用 基
の 料 準（
実 水 金 額
費 道 の に
に を 基 加

の 類 当 い 土
利 す す う 曜
用 る る 。 日
料 料 額 ） 並
金 金 を に び
の を 当 使 に
基 徴 該 用 国
準 収 利 す 民
額 し 用 る の
は 、 料 場 祝
、 か 金 合 日

定 、
に 平
基 成
づ 十
き 八
委 年
託 四
し 月
て 一
い 日
る か

使 法 る
用 に 場
す 規 合
る 定 に
場 す 準
合 る 用
に 高 す
お 等 る
い 学 。
て 校
は 、

相 使 準 算
当 用 額 し
す す は た
る る 、 額
額 場 当 と
を 合 該 す
前 に 使 る
記 あ 用 。
の つ す
利 て る
用 は 部

入 つ の の に
場 、 基 利 関
料 営 準 用 す
そ 利 額 料 る
の 又 に 金 法
他 は 加 の 律
こ 宣 算 基 （
れ 伝 し 準 昭
に を た 額 和
類 目 額 は 二
す 的 と 、 十

山 ら
口 施
県 行
ス す
ポ る
ー 。
ツ
交
流
村
の

、 中
宿 等
泊 教
室 育
の 学
利 校
用 、
料 盲
金 学

料 、 分
金 知 の
の 事 面
基 が 積
準 定 に
額 め 応
に る じ
加 場 、
算 合 知

る と す 前 三
料 す る 記 年
金 る 。 の 法
の 催 利 律
最 物 用 第
高 の 料 百
額 た 金 七
に め の 十
百 に 基 八

管
理
に
関
す
る
事
務
に
つ

一
六
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３
な
い 指
。 定

管
理
者
は
、

２
れ 第 四 三
ば 指 七
な 定 条 第 第
ら 管 に 七 五
な 理 次 条 条
い 者 の の 第
。 は 三 規 二

、 項 定 項

て
二 教 第 第 山

育 七 八 口
第 委 条 条 県 山
四 員 の を 埋 口
条 会 見 第 蔵 県
第 が 出 十 文 埋
二 指 し 三 化 蔵
項 定 を 条 財 文

山
口 山
県 平 口
条 成 県
例 十 埋
第 七 蔵
八 年 文
十 七 化
五 月 財

３ （
山

別 山 口
表 口 県
第 県 使
一 使 用
の 用 料
９ 料 手
の 手 数

第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

前 を に の
項 加 よ 規
第 え り 定
二 る 、 に
号 。 文 よ
の 化 り
規 財 、
定 資 同
に 料 条
よ の 第
り 利 一
第 用 項

の す と セ 化「
規 る す ン 財（
定 も 指 る タ セ
に の 定 。 ー ン
よ 管 条 タ（
り 以 理 例 ー
、 下 者 条（
同 に 昭 例「
条 指 よ 和 の
第 定 る 五 一
一 管 管 十 部
項 理 理 五 を

号 十 セ
二 ン
日 タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正

表 数 料
九 料 条
の 条 例
項 例 の
を 一（
次 昭 部
の 和 改
よ 三 正
う 十 ）
に 一
改 年
め 山

第
五
条
第
一
項
の
開
館
時
間

四 を の
条 拒 開
第 む 館
一 こ 時
項 と 間
各 。 を
号 延
に 長
掲 し
げ 、
る 又

各 者 ） 年 改
号 」 」 山 正
に と に 口 す
掲 い 改 県 る
げ う め 条 条
る 。 、 例 例
日 ） 同 第
に に 条 十
開 行 中 五
館 わ 号「
し せ 財 ）

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る 口
。 県

条
例
第
一
号
）
の
一
部

を
延
長
し
、
又
は
短
縮
す
る

日 は
に 短
開 縮
館 す
し る
、 こ
又 と
は 。
臨
時
に

、 る 団 の
又 」 法 一
は に 人 部
臨 改 山 を
時 め 口 次
に 、 県 の
閉 第 ひ よ
館 二 と う
す 号 づ に
る を く 改
こ 第 り 正

る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
の

閉
館
す
る
場
合
に
は
、
教
育

と 五 財 す
。 号 団 る

と に 。
し 委
、 託
第 す
一 る
号 」
の を
次 「
に 法

山
口
県
知
事

二

承
認
を
得

一 な
六 け
一 れ

ば
な
ら

委
員
会
の
承
認
を
得
な
け

次 人
の そ
三 の
号 他
を の
加 団
え 体
る で
。 あ

つ

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

号
）
第
二
条
第
一
項

第 ８ ７（
十 指 項 て
一 定 教 の 教 、
条 管 育 規 育 前

理 委 定 委 条
教 者 員 に 員 第
育 が 会 よ 会 一
委 講 は る は 項
員 ず 、 指 、 の

６ ５
三 二

教 教 で
育 育 応 き 事
委 委 募 る 業
員 員 者 も 計
会 会 が の 画
は は 、 で 書
、 、 事 あ の

４ ３ ２
一 い タ

教 。 ー 第 前
事 育 の 項一
業 委 管 の項
計 員 理 規の
画 会 に 定規
書 は 係 に定
の 、 る よに

第 ４（
十 指 第 あ
条 定 七 る 指

管 条 の 定
教 理 を は 管
育 者 第 、 理
委 の 九 者「
員 指 条 指 が
会 定 と 定 埋

に
規
定
す
る
個
人
情
報
（
第
九

会 べ 前 定 前 規
は き 条 を 各 定
、 措 第 す 項 に
第 置 一 る の よ
九 ） 項 こ 規 る
条 の と 定 指
第 規 が に 定
一 定 で よ を
項 に き る す
の よ る こ る
規 る 。 と も
定 指 が の

第 前 業 る 内
四 項 計 こ 容
項 に 画 と が
に 規 書 。 、
規 定 に 埋
定 す 沿 蔵
す る つ 文
る 審 た 化
審 査 管 財
査 を 理 セ
の 行 を ン
結 つ 安 タ

内 前 事 るよ
容 項 業 公る
が の 計 募公
、 規 画 は募
埋 定 書 、に
蔵 に 教応（
文 よ 以 育じ
化 る 下 委よ
財 応 員う「
セ 募 事 会と
ン が 業 規す
タ あ 計 則

は ） し 管 蔵
、 、 理 文
前 同 者 化
条 条 」 財
第 の と セ
一 次 す ン
項 に る タ
の 次 。 ー
規 の の
定 三 管
に 条 理
よ を に

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事

に 定 困 と
よ を 難 す
る し 又 る
指 た は 。
定 と 不
を き 適
す は 当
る 、 な
と 教 場
き 育 合
は 委 そ

果 た 定 ー
、 と し の
応 き て 効
募 は 行 用
者 、 う を
の 遅 た 十
う 滞 め 分
ち な に に
埋 く 必 発
蔵 、 要 揮
文 理 な す

る
ー つ 画 でも
を た 書 定の
利 と 」 め（用 き と る以し は い と下よ 、 う こ「う 次 。 ろ応と に ） に募す 掲 に よ者る げ 教 り」者 る 育 、

る 加 関
指 え す
定 る る
を 。 事
受 務
け を
よ 行
う う
と 場
す 合
る に

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

、 員 の
個 会 他
人 規 特
情 則 別
報 で な

定 事（
山 め 情
口 る が
県 と あ
個 こ る
人 ろ 場

化 由 人 る
財 を 的 と
セ 付 体 と
ン し 制 も
タ て 及 に
ー そ び 、
の の 経 埋
管 結 済 蔵
理 果 的 文
を を 基 化
最 公 礎 財

との 基 委 応い平 準 員 募う等 に 会 の。な よ 規 時）利 つ 則 期は用 て で 及、を 、 定 び教確 そ め 方育保 の る 法委す 応 書 等
員る 募 類 に

法 お
人 け
そ る
の 第
他 七
の 条
団 第
体 二
を 号
公 の
募 規

を
い
う
。
）
の
適
正
な
取
扱

情 に 合
報 よ に
保 り は
護 、 、
条 そ こ
例 の れ

旨 ら（
平 を の
成 公 規
十 示 定
三 す に

も 表 を セ
適 す 有 ン
切 る す タ
に も る ー
行 の も の
う と の 管
こ す で 理
と る あ に
が 。 る 係
で こ る
き と 経

会こ を を つ
規と 審 添 い
則が 査 え て
でで し て 公
定き な 、 告
める け 教 し
るも れ 育 て
との ば 委 行
こで な 員 う
ろあ ら 会 も
にる な に の

す 定
る の
も 適
の 用
と に
す つ
る い
。 て

は
、
同

い
を
確
保
す
る
た
め
に
当

年 る よ
山 も ら
口 の な
県 と い
条 す で
例 る 、
第 。 前
四 条
十 第
三 一

る 。 費
と の
認 縮
め 減
る を
も 図
の る
に こ
つ と
い が

よこ い 提 と
りと 。 出 す
、。 し る
埋な 。
蔵け
文れ
化ば
財な
セら

な ン

号
中
「
教
育
委
員
会
」
と

一
六
二
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２ （
経

こ 過
の 措
条 置
例 ）
の
施
行

１ ２ 第（
施 五

こ 行 教 条
の 期 附 育
条 日 委 埋
例 ） 則 員 蔵
は 会 文
、 は 化
公 、 財

２ 第（
開 三 二 一 四
館 教 条
時 育 十 国 日
間 委 二 民 曜 埋
） 員 月 の 日 蔵

会 二 祝 及 文
は 十 日 び 化
、 八 に 土 財

（
開 第 第 第 の
館 四 五 六 規
日 条 条 条 定
） を 中 を に

第 第 か「
六 一 八 か
条 に 条 わ
と 」 と ら

第 （
蔵 若 十 教 該
文 し 二 育 指
化 く 条 委 定
財 は 員 管
セ 期 教 会 理
ン 間 育 に 者
タ を 委 よ が
ー 定 員 る 講

の
際
現
に
改
正
前
の
山
口
県
埋

布 特 セ
の に ン
日 必 タ
か 要 ー
ら が の
施 あ 開
行 る 館
す と 時
る 認 間
。 め は

る 、
と 午

特 日 関 曜 セ
に か す 日 ン
必 ら る タ
要 翌 法 ー
が 年 律 は
あ の 、（
る 一 昭 次
と 月 和 に
認 四 二 掲
め 日 十 げ
る ま 三 る
と で 年 日

し を す ず
、 る 、「
第 い 。 埋
三 ず 蔵
条 れ 文
の か 化
次 に 財
に 」 セ
次 に ン
の 改 タ
二 め ー
条 、 の

の め 会 管 ず
管 て は 理 べ
理 埋 、 の き
の 蔵 地 業 措
業 文 方 務 置
務 化 自 の を
の 財 治 実 明
全 セ 法 施 ら
部 ン ） か（
若 タ 昭 に
し ー 和 し
く の 二 て

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
条
例
第

き 前
は 八
、 時
前 三
項 十
の 分
開 か
館 ら
時 午
間 後
を 五

き の 法 を
は 日 律 除
、 第 き（
前 前 百 、
項 号 七 毎
各 に 十 日
号 掲 八 開
に げ 号 館
掲 る ） す
げ 日 に る
る を 規 。

を 同 管
加 条 理
え を の
る 第 業
。 七 務

条 の
と 全
す 部
る 又
。 は

一

は 管 十 し
一 理 二 な
部 の 年 け
を 業 法 れ
実 務 律 ば
施 の 第 な
す 全 六 ら
る 部 十 な
こ 若 七 い
と し 号 。
が く ）

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
委
託

延 時
長 ま
し で
、 と
又 す
は る
短 。
縮
す
る
こ

日 除 定
に く す
開 。 る
館 ） 休
し 日
、
又
は
臨
時
に

部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る

困 は 第
難 一 二
と 部 百
な の 四
つ 停 十
た 止 四
場 を 条
合 命 の
に じ 二
お た 第
い 場 十

し
て
い
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

と
が
で
き
る
。

閉
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。 て 合 一
、 又 項
必 は の
要 指 規
が 定 定
あ 管 に
る 理 よ
と 者 り
認 が 指
め 天 定
る 災 管

タ
ー
の
管

一 理
六 に
三 関

す
る
事

と そ 理
き の 者
は 他 の
、 の 指
第 事 定
九 由 を
条 に 取
第 よ り
一 り 消
項 埋 し
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附

則

第 （
号 四 山 も
中 第 条 口 」 第

六 県 に 四「
一 条 山 浄 改 条
に 第 口 化 め 第
」 一 県 槽 、 一
を 項 浄 保 同 項

中 化 守 項 各「

第 第（
三 金 る 二
条 属 。 第 条

く 百
金 ず 山七
属 類 口条
く 回 県の
ず 収 税三
類 業 賦第

第 山（ （
山 一 山 口
口 第 条 口 県
県 三 県 山 条
税 条 山 統 口 例
賦 第 口 計 県 第
課 二 県 調 統 八
徴 項 統 査 計 十
収 中 計 条 調 六

山 務
平 口 に
成 県 つ
十 統 い
七 計 て
年 調 は
七 査 、
月 条 平

い 槽 点 第 号「
ず 一 保 検 六 列
れ に 守 業 号 記
か 」 点 者 中 以
に を 検 登 外「
」 業 録 一 の「
に い 者 条 に 部
改 ず 登 例 」 分
め れ 録 の を 中
、 か 条 一 「 「
同 に 例 部 い 一
項 」 改 ず

回 に 課二
収 関 徴項
業 す 収第
に る 条三
関 条 例号
す 例 中 （
る の 昭「
条 一 和負
例 部 二担

改 十附（
昭 正 五贈
和 ） 年

条 調 例 査 号「
例 能 査 の 条
の 力 条 一 例
一 」 例 部 等
部 を 改 の（
改 昭 正 一「
正 行 和 ） 部
） 為 二 を

能 十 改
力 五 正
」 年 す
に 山 る

十 例 成
二 等 十
日 の 八

一 年
部 三
を 月
改 三
正 十
す 一
る 日
条 ま
例 でに（

第 に 昭 正 れ 」
七 改 和 ） か を号 め 六 に 「中 、 十 」 い同 年 に ず「
一 項 山 改 れを 第 口 め か」 五 県 る にを 号 条 。 」中 例「 にい 第

与
三 山」
十 口を
二 県「
年 条負
山 例担口 第付県 三贈条 十与例 九」第 号に三 ）

改 口 条
め 県 例
る 条
。 例

第
三
十
四
号
）
の

を の
こ 間
こ は
に 、
公 な
布 お
す 従
る 前
。 の

例
に「 改ず 能 二 めれ 力 十 、か 」 四 同を を 号 項」 ）「 第に 行 の

四改 為 一
号め 能 部
中る 力 を

。 」 次 「
能に の

、十 の「二 一第号 部千） を二の 次条一 のの部 よ負を う担次 に
附の 改
遺よ 正

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

よ
る
。

力、 よ
」う「
を一 に

に 改 「
行」 正
為を す
能る「
力い 。
」ず
にれ
、か

贈う す
」に る
を改 。

正 「
第す
千る
二。
条
第
一
項

る
。

山
口
県
知
事

二

に 「
一」
にに
」改
をめ

、 「
い同
ず項
れ第

六 に

の
負
担
付
遺
贈
」
に
改
め

井

関

成

一
六
四
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目
次
中
「
第
四
章

山
下 口
関 県 平
漁 下 条 成
港 関 例 十
地 漁 第 七
方 港 八 年
卸 地 十 七
売 方 八 月

下 こ 第 第
関 の 十 五
漁 条 附 条 条
港 例 第 第
地 は 則 一 三
方 、 項 項
卸 公 第 中
売 布 三 「

山
四 第 山 口

四 口 県
浄 条 県 山 条
化 第 浄 口 例
槽 一 化 県 第
保 項 槽 浄 八
守 第 保 化 十
点 四 守 槽 七

山 こ
平 口 の
成 県 条
十 浄 例
七 化 は
年 槽 、
七 保 公
月 守 布

市
場
施
設
の
使
用
（
第
三
十
一

市 卸 号 十
場 売 二
条 市 日
例 場

条（
昭 例
和 の
四 一
十 部
八 を
年 改
山 正

市 の 号 関
場 日 中 係
条 か 市「
例 ら 破 町
の 起 産 村
一 算 に 」
部 し よ を
を て り 「
改 一 」 前
正 月 を 条
す を 第「
る 経 破 一

検 号 点 保 号
業 を 検 守
を 次 業 点
行 の 者 検
お よ 登 業
う う 録 者
と に 条 登
す 改 例 録
る め 条（
区 る 昭 例
域 。 和 の

六 一

十 点 の
二 検 日
日 業 か

者 ら
登 施
録 行
条 す
例 る
の 。
一
部
を

条

第
三
十
七
条
）
」
を

口 す
県 る
条 条
例 例
第
二
号
）
の
一
部

条 過 産 項
例 し 手 第
を た 続 四
こ 日 開 号
こ か 始 の
に ら の 区
公 施 決 域
布 行 定 の
す す に 所
る る よ 在
。 。 り す

十 部
年 を
山 改
口 正
県 す
条 る
例 条
第 例
二
十
四

改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公「

第 第
五 四
章 章

市 物
場 品
施 の
設 品
の 質
使 管
用 理

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

た 」 る
だ に 市
し 改 町
、 め 村
第 、 」
十 同 に
条 項 改
第 第 め
一 四 る
項 号 。
の 中

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

布
す
る
。

の（
第 方
三 法
十 （
一 第
条 三

十
第 条
三 の
十 二
七 ）

山
口
県
知
事

二

改 「
正 破
規 産
定 」
は を
、 「
公 破
布 産
の 手
日 続
か 開

改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

二

条
）
」
に

一 、
六 「
五 第

五
章
」

井

関

成

ら 始
施 の
行 決
す 定
る 」
。 に

改
め
る
。

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３

第
十
条
第
一
項
及

２ 第 （
ま 十 る 十 相
で 相 日 業 一 続
の 続 以 務 条 ）
間 人 内 を の
は が に 承 三
、 前 、 継
被 項 知 す 買
相 の 事 べ 受

４ ３ ２
併 て

第 第 に 買 知
十 一 つ 受 事
条 項 い 人 の
第 又 て た 承
一 は 知 る 認
項 前 事 法 を
の 項 の 人 受

第 （
十 営 第 二 第
一 業 十 け 十
条 の 一 る 申 条
の 譲 条 こ 請 第
二 渡 第 と 者 一

し 一 が が 項
買 及 項 な 、 第
受 び 中 く 禁 一

号 を
四 を 第 第 「

同 十 五 第
申 項 条 条 六
請 第 第 第 章
者 三 一 二 」
が 号 項 項 に
法 と 中 中 、
人 し 「 「 「

び
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第

続 承 の き 人
人 認 承 相 が
に の 認 続 死
対 申 を 人 亡
し 請 受 を し
て を け 定 た
し し な め 場
た た け た 合
第 場 れ と に
九 合 ば き お
条 に な は い
の お ら 、 て

規 の 承 の け
定 承 認 合 た
は 認 を 併 と
、 を 受 の き
第 受 け 場 は
一 け た 合 、
項 よ と 譲（
又 う き 買 受
は と は 受 人
第 す 、 人 は
二 る 合 た 、
項 者 併 る 買

人 譲 な 錮 号「
が 受 若 つ 以 の
営 け し た 上 次
業 並 く 日 の に

び は か 刑 次（
第 に 第 ら に の
九 合 三 起 処 一
条 併 号 算 せ 号
の ） 」 し ら を
承 を て れ 加
認 三 た え「
に 、 年 者 る

で 、 一 昭 第
あ 同 に 和 六
つ 号 」 四 章
て の を 十 」
、 次 六 を「
そ に い 年 「
の 次 ず 法 第
業 の れ 律 七
務 一 か 第 章
を 号 に 三 」
行 を 」 十 に
う 加 に 五 改

一
項
の
承
認
に
つ
い
て
準
用

承 い な そ 、
認 て い の 相
は は 。 者 続
、 、 ） 人
そ 被 が （
の 相 被 相
相 続 相 続
続 人 続 人
人 の 人 が
に 死 の 二
対 亡 行 人

の は 後 法 受
承 、 存 人 人
認 規 続 と の
に 則 す 買 地
つ で る 受 位
い 定 法 人 を
て め 人 で 承
準 る 又 な 継
用 と は い す
す こ 合 法 る
る ろ 併 人 。

係 第 を 又 。
る 二 経 は
も 号 過 法
の 、 し の
に 第 な 規
限 四 い 定
る 号 も に
。 若 の よ
） し で り
の く あ 罰
譲 は る 金

役 え 改 号 め
員 る め 」 る
の 。 、 の 。
う 第 下
ち 四 に
に 号 「
前 を 。
三 第 以
号 六 下
の 号 「
い と 法

す
る
。

し の つ 以
て 日 て 上
し か い あ
た ら た る
も そ 当 場
の の 該 合
と 承 業 に
み 認 務 お
な が を い
す あ 引 て
。 つ き 、

。 に に が
よ よ 合
り り 併
、 設 し
申 立 て
請 さ 買
書 れ 受
を た 人
知 法 た
事 人 る
に は 法

渡 第 と の
し 五 き 刑
を 号 。 に
す 」 処
る に せ
場 改 ら
合 め れ
に 、 た
お 同 者
い 条 で
て の 、

ず し 」
れ 、 と
か 第 い
に 三 う
該 号 。
当 を 」
す 第 を
る 五 加
者 号 え
が と る
あ し 。

た 続 そ
旨 き の
又 営 協
は も 議
そ う に
の と よ
承 す り
認 る 当
を と 該
し き 買
な は 受

提 、 人
出 買 が
し 受 存
な 人 続
け の す
れ 地 る
ば 位 場
な を 合
ら 承 を
な 継 除
い す く

、 次 そ
譲 に の
渡 次 刑
人 の の
及 二 執
び 条 行
譲 を を
受 加 終
人 え わ
が る り
譲 。 、

る 、
も 同
の 項
で 第
あ 二
る 号
と 中
き 「
。 一

年
」

い 、 人
旨 被 の
の 相 第
通 続 九
知 人 条
を の の
受 死 承
け 亡 認
る 後 に
日 六 係

。 る 。
。 ）

に
お
い
て
、
当
該
合

渡 又
し は
及 そ
び の
譲 刑
受 の
け 執
に 行
つ を
い 受

を
「
三
年
」
に
改
め
、
同

一
六
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県

風 条
致 例
地 第
区 八
内 十
に 九

風 こ
平 致 の
成 地 条
十 区 例
七 内 は
年 に 、
七 お 公
月 け 布

四 三 二
い に

附 卸 卸 物 て 、
売 売 品 は 当

則 の 場 を 、 該
業 及 高 当 温
務 び 温 該 度
に 荷 の 施 及

第
一 品 三 第

」 十 四
卸 と 条 第 章
売 い の 四 を
業 う 二 章 第
者 。 五
に ） 卸 物 章
あ の 売 品 と

第 ４
第 第 十 第
三 六 九 十 第
十 章 条 九 一
四 を 条 項
条 第 削 を の
第 七 除 次 承
二 章 の 認
号 と よ を

お 号
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す

十 る の
二 建 日
日 築 か

等 ら
の 施
規 行
制 す
に る
関 。
す
る
条

係 さ 場 設 び
る ば 所 内 当
施 き に の 該
設 所 長 適 責
を に 時 正 任
清 お 間 な 者
潔 け 放 温 の
に る 置 度 氏
保 物 し を 名
つ 品 な 定 を
こ の い め 記
と 滞 こ る 載

つ 品 業 の し
て 質 者 品 、
は 管 、 質 第
、 理 買 管 三
卸 を 受 理 章
売 適 人 の の
の 正 、 方 次
業 に 荷 法 に
務 行 役 次
に う 事 の
係 よ 業 一
る う 者 章

中 し う 受
、 に け「

及 第 改 た
び 五 め 者
鉄 章 る は
道 を 。 、
職 第 買
員 六 受
」 章 人
を と の
削 す 地
る る 位

る
条
例
及
び
山
口
県
の
事
務

例
及
び
山
口
県
の
事
務
処
理

。 留 と こ し
時 。 と た
間 を 標
を 要 識
可 し を
能 な 当
な い 該
限 。 施
り 設
短 の
縮 見

施 努 及 を
設 め び 加
ご な 運 え
と け 送 る
に れ 事 。
、 ば 業
当 な 者
該 ら は
施 な 、
設 い 次
内 。 に

。 。 を
承
継
す
る
。

処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

す や
る す
こ い
と 場
。 所

に
掲
げ
る
こ
と

の 掲
適 げ
正 る
な 事
温 項
度 を
を 遵
定 守
め し
、 、
及 卸

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山 部
を口 改

県 正
す知 る

事 条
例
を

二 こ
こ

。
た
だ
し
、
温
度
を
管
理
す

び 売
物 の
品 業
の 務
品 に
質 係
管 る
理 物
に 品
関 （
す 以

一
六
七

に
井 公

布
す

関 る
。

成

る
必
要
の
な
い
施
設
に
つ

る 下
責 こ
任 の
者 条
を に
置 お
く い
と て
と 「
も 物



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
建
築
基
準
条

こ 指「
の 第 定
条 附 二 水 指
例 十 防 定
は 則 七 管 水
、 条 理 防
公 」 団 管
布 を 体 理

山
口 指
県 平 定
条 成 水
例 十 防
第 七 管
九 年 理
十 七 団
号 月 体

第
こ 市 美 二
の 、 祢 別 条
条 附 長 市 表
例 門 、 第 山
は 則 市 周 十 口
、 、 南 五 県
平 柳 市 号 の
成 井 、 か 事

第（ （
山 三 一 風
口 項 第 条 致
県 中 二 地
の 条 風 区「
事 特 第 致 内
務 例 一 地 に
処 市 項 区 お
理 」 中 内 け

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

の の 団「
日 第 水 体
か 三 防 の
ら 十 団 水
施 四 員 防
行 条 の 団
す 」 定 員
る に 員 の
。 、 の 定

基 員「
但 準 の
し に 基

十 の
二 水
日 防

団
員
の
定
員
の
基
準
に

十 市 山 ら 務
七 、 陽 第 処
年 美 小 十 理
十 祢 野 五 の
月 市 田 号 特
一 、 市 の 例
日 周 及 三 に
か 南 び ま 関
ら 市 各 で す
施 及 町 の る
行 び 村 規 条
す 山 」 定 例

の を に る「
特 第 お 建「
例 中 二 け 築
に 核 百 る 等
関 市 五 建 の
す 」 十 築 規
る に 二 等 制
条 改 条 の に
例 め の 規 関
の る 二 制 す
一 。 十 に る
部 六 関 条

こ
こ
に
公
布
す
る
。

」 関 準
を す に

る 関「
た 条 す
だ 例 る
し 条（
」 昭 例
に 和 の
改 二 一
め 十 部
る 七 を

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

る 陽 に 中 （
。 小 改 平「

野 め 各 成
田 、 市 十
市 同 町 二
」 表 村 年
に 第 」 山
改 三 を 口
め 十 県「
る 五 宇 条
。 号 部 例

改 の す 例
正 三 る の
） 第 条 一

一 例 部
項 改（
」 昭 正
を 和 ）

四「
第 十
二 五
百 年

。 年 改
山 正
口 す
県 る
条 条
例 例
第
六
十
六
号

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

イ 市 第
中 、 二

山 号「
各 口 ）
市 市 の
」 、 一
を 萩 部

市 を「
宇 、 次
部 防 の
市 府 よ

五 山
十 口
二 県
条 条
の 例
二 第
十 五
二 号
第 ）
一 の
項 一

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

山 る
。口

県
知
事

二

、 市 う
山 、 に
口 下 改
市 松 正
、 市 す
萩 、 る
市 岩 。
、 国
防 市
府 、
市 光

」 部
に を
、 次

の「
特 よ
例 う
市 に
」 改
を 正

す「
中 る

正
す
る
。

井

関

成

、 市
下 、
松 長
市 門
、 市
岩 、
国 柳
市 井
、 市
光 、

核 。
市
」
に
改
め
、
同
条
第

一
六
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
二
条
の
表
山
口
県

山
警 口 警
察 県 平 察
署 警 条 成 署
の 察 例 十 の
名 署 第 七 名
称 の 九 年 称
、 名 十 七 、
位 称 二 月 位

こ 第 第
の 二 二
条 附 十 十
例 三 一
は 則 条 条
、 中 の
公 三「
布 第 の

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
建 口 例 十
築 県 第 七
基 建 九 年
準 築 十 七
条 基 一 月

厚
狭
警
察
署
の
項
か
ら
山
口
県

置 、 号 十 置
及 位 二 及
び 置 日 び
管 及 管
轄 び 轄
区 管 区
域 轄 域
に 区 に
関 域 関
す に す
る 関 る
条 す 条

の 八 見
日 十 出
か 五 し
ら 条 を
施 第 「
行 四 （
す 項 一
る 」 の
。 を 敷

地「
第 と
八 み

例 準 号 十
条 二（

昭 例 日
和 の
四 一
十 部
七 を
年 改
山 正
口 す
県 る
条 条

小
串
警
察
署
の
項
ま
で
を
次

例 る 例
条 の（

昭 例 一
和 の 部
二 一 を
十 部 改
九 を 正
年 改 す
山 正 る
口 す 条
県 る 例

十 な
五 す
条 こ
第 と
五 等
項 に
」 よ
に る
改 制
め 限
る の

例 例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を

の
よ
う
に
改
め
る
。

条 条 を
例 例 こ
第 こ
二 に
十 公
七 布
号 す
） る
の 。
一
部

。 緩
和
）
」
に
改
め
る
。

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

を 山
次 口の
よ 県
う 知に
改 事
正
す
る 二
。

山
口
県
知
事

二

一
六
九

井

関

成

井

関

成



平平平
成成

火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

十十
七七
年年
七七
月月
十十
二二
日日
発印
行刷

こ
の
条 附
例
は 則
、
公
布

第
二
条
の
表
山
口
県

発発
行行
人所

山山
口口
県
県知

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

江
崎
警
察
署
の
項
管
轄
区
域
の

事庁

定
価
一
箇
月

金
二

欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。千

七
百
円
（
送
料
共
）

一
七
〇


